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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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海賊王子と初恋花嫁







◇第一章







「今宵の宴には、海賊の王様と王子様がいらっしゃる。何でも恐ろしい海賊なのに、とても美しい御二人らしい」

「アウレリアの美姫をひとめで虜にしたと！」

「リアーナの哀れな幼い姫君の魂を、たった一瞬で奪ってしまったと！」

「なんと、恐ろしい！　心も身体も宝石も、なにひとつ海賊に盗まれたくなければ、今夜の宴には出てはいけない」

「あら、残念！　あなたじゃ、盗まれるものすらなくてよ！　ああ、その宝石は危ないかしら？」

　宮殿のそこかしこから聞こえて来る、貴族の娘や若い女官達のそれはそれは華やいだ囁ささやき声をこっそり聞きながら、十歳になったばかりのイシュルは溜ため息いきをついていた。

　……いいなあ。イシュルも見てみたいなあ。

　遠い国の、海賊の王様と、海賊の王子様……。

　どんなお顔なんだろう？　どんな姿なんだろう？　手も足も、イシュルとおんなじ二本だろうか？　イシュルのお気に入りの絵本のなかの魔物のように、ツノがあったりしないのだろうか？

　でも、イシュルは出られないんだろうなあ。

「皇子殿下、お食事のお時間です」

「……うん……」

　ああ、やっぱり。イシュルは、宴には呼ばれないんだ。やっぱり、今夜もここで、一人でお食事なんだ。

　イシュルは、百人以上の妻を持つ、ルティシア現皇帝の十七番目の皇子だ。

　皇帝が皇子ときちんと認めている男の子だけでも、イシュルを含めて二十五人もいるため、皇子といっても五番目か、せめて十番目くらいまででないと、ものの数のうちにも入らない。

　淡い金色の髪に、砂漠の国ルティシアには珍しいほどの白い肌。

　もう四、五年もしたら、ひどく美しく成長する気配をイシュルが持っていたとしても、政略結婚の駒にできる皇女でもない皇子のことは、御歳六十五歳の皇帝も、それ以外の者も忘れがちだった。

　美女好みのルティシア皇帝の後宮には、美しい皇子も皇女もあふれていた。そうして、気の毒なことに、たくさんいるなかで、少しでも目立つ皇子は、若くして死ぬことが多かった。

　ルティシアは『太陽の沈まない国』と謳われるほどの大国であり、王位争いは熾し烈れつを極め、皇子の変死など日常茶飯事だった。

　だから、なんの後ろ盾もないイシュルが忘れられた皇子であることは、イシュルのちいさな命を守っていた。もちろん、忘れられた皇子とはいえ、同じ年頃の貧しい子供達からは考えられないほどの贅ぜい沢たくが、イシュルには許されていた。

　広すぎる天てん蓋がいつきのベッドも、使うこともない玩がん具ぐも、ふわふわのぬいぐるみも、書棚を埋め尽くす本も、何もかもイシュル一人のものだった。

　兄弟が何人いようとも、それぞれに広大な宮を与えられているため、逢あったこともない兄弟のほうが多く、兄弟でものや食事をとりあうなどという話は、イシュルにとっては絵本のなかの夢物語だった。

「……食事が終わったら、母様のところへ行ってもいい？」

　イシュルの母親は踊り子で、陛下の前で舞を舞って見初められた。けれど三か月ほどで飽きられた、皇帝に忘れられた妃の一人だ。

「今宵はもう遅うございますよ。リナ様はお加減がよくないそうですから、明日、お昼の時間にお伺いしてはいかがですか？」

「……そっか。じゃあ、明日にする」

　踊り子あがりの母には宮廷暮らしが馴な染じまないのか、イシュルが物心ついた頃から、母は病気がちだった。

　華きや奢しやな美しい人で、綺き麗れいな声で歌を歌ってイシュルをあやしてくれたが、イシュルが身分の低い母に逢うことを女官達はあまり喜ばなかった。

　十七番目であろうと皇子は皇子だが、イシュルの母の身分は踊り子のままだ。いっときとはいえ、皇帝に深く寵ちよう愛あいされて、位のあがった妃達とは違う。イシュルの母は皇帝に馴染まず、愛しいおまえの望みを何でも叶かなえようといった皇帝に、

『では陛下、たったひとつのお願いです。どうか、自由を。私を帰してください。ここから、出してください……』

　と望み、

（帰りたいと？　我が宮殿より素晴らしいところが、この地上の何処にあろうか！　そんなところがあるはずがない！）

　と皇帝の激しい怒りを買ったのだと聞かされた。

（……可哀想なイシュル。ずっとこんな窮屈な靴を履かされて……。私が子供の頃は、裸足で、好きなように駆け回っていたのに……）

　イシュルの母は、時折は正気が危うかったけれど、とても優しい人だった。もっとも、正気の危うい妃はイシュルの母に限ったことでもないので、この後宮では珍しいことではなかった。

　ひとつしかない移り気な皇帝の愛を大勢の妃達でとりあうのは、ひどく心に負担をかけることだ。

　イシュルの母のように、本人は望まないのに、気まぐれに妃にされた娘も多かった。

「母様もきっと、海賊の王子様に逢いたがるだろうな……」

「まあ、そんな恐ろしいこと。みなが浮かれすぎなのです。海賊など下げ賎せんな者です。イシュル様に今夜のお呼びがかからなくて、本当によかった」

　イシュルを大切にしてくれる女官のユキがそう言ったけれど、好奇心旺おう盛せいなイシュルの金色の髪に包まれた頭のなかは、自分と歳が近いかも知れない海賊王子のことで、いっぱいだった。




　　　　＊　＊　＊




　太陽の沈まない国ルティシア、と聞いてたけど、普通に太陽は沈むし、砂ばっかりだし、冬なのに暑いし、姫君がたくさんいすぎで、どれがどれだかさっぱりわからん……。

　昨夜の宴だけで充分だったのに、今日もやたらと琴の上手ななんたら姫、笛の得意ななんたら姫、とやらを紹介され続けるのにカイは飽きてしまい、こっそり逃げ出してきた。

　琴も笛も、本当に上手ならちゃんと聞くのだが、なんだかあんまりうまくない。しかも、大概の姫君はぼんやりカイに見み惚とれて、演奏がちゃんとできない。

　自分の顔は、どうやら女の子の気に入りやすい顔らしい。そのくらいの自覚はおぼろげながら育ち始めていたが、十二歳のカイはといえば、大人しい姫君と遊ぶより、海賊仲間の少年達と海で遊ぶほうがまだまだ楽しい。

「にしても、広いなー……」

　ルティシア宮殿の建築は、カイの育ったレンティア地方とはまったく違っていて、似たような顔の姫君ばかり見ているよりは、カイの好奇心を誘った。

　壮大で、流麗。

　何処かで必ずカーブが入って丸みを帯び、女性的な優しい印象を与える宮殿。

　けれど、こんなに太陽に照らされた宮殿なのに、何処か暗い印象を与えるのは何故なんだろう。

　古い宮殿にありがちな陰のようなものを、そこかしこに感じる。

「……ね、イシュルも歌ってみて？」

「えー？　こう……？」

　回廊を抜けてカイが庭園に迷い込むと、花の陰で柔らかな声が聞こえた。

　女の声と甘えるような子供の声が、たどたどしく重なりあうようにして歌を紡ぐ。

　海でよく聞く甘い恋歌だ。どうしてこんなところで、こんな歌を聴くんだろう？　ルティシアの宮殿で聞くような歌じゃないと思うが……。

「……だあれ？　ユキ？　もう帰らなきゃダメ……？」

　カイの気配に気づいたように、歌っていた金髪の子供が振り返る。

「……？」

　カイを見つめて、きょとん、と子供は、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見張った。

「……だあれ？　まあ、綺麗な男の子……」

　焦点のあっていないような瞳の、美しい若い貴婦人もカイに気づいたようだ。

「……かーさま、あの……ね……」

「あなたも一緒に歌う？　イシュルより少し大きいくらいかしら？　あら、あなた、海の匂いがする……？」

　どうやらこのご婦人は、この子供の母親のようだが、隣の子供より心が幼いらしい。招かれもしないカイがここにいるという異常事態を、さして重くは受けとめていないようだ。

「……オレは海から来たから」

　カイは答えた。

「そうなの？　綺麗な瞳をしたあなた、イシュルのお友達になってくれる……？」

　ご婦人の心は半分遠くにあるように見えたが、手を繫つないでいるその金髪の子供をひどく案じているようだった。

「……かーさま、困らせちゃ、ダメ……」

「……リナ様、お薬の時間でございます。リナ様……」

　遠くで、女官の声がする。捜されているのは、カイではなくて、このご婦人のようだ。

「……ああ、うるさい人達が……」

　忌々しげに、夫人の細い眉まゆが寄せられる。

「あなた、私は戻るけど……イシュルと少しお話ししてあげて？」

「……リナ？　オレの名は、カイだよ」

　彼女と子供に、カイは自分の名を伝えた。

「……カイ？　イシュルをお願い。この牢ろう獄ごくのような宮殿で、私のイシュルはいつも一人ぼっちで……。とてもとても寂しいの……」

「かーさま。イシュル、寂しくないから……」

　母親の白い手が、子供の金色の髪を梳すく。

「……私のイシュルは、優しくて強情で、少しだけ噓つきなの。意地悪な人達に外に出してもらえないから、同じ年頃のお友達がつくれないの。……カイ、仲良くしてあげて？」

　それだけ告げて、白いドレスの裾すそを翻して、女官のもとへと彼女は帰っていった。

　花の咲き乱れる庭園に、カイと、金髪の子供を二人で残して。




　　　　＊　＊　＊




　母様が、知らない人に怯おびえて悲鳴をあげたり、発作を起こしてお熱を出したりしなくてよかった。

　母においていかれてどうしていいのかわからないものの、何はともあれ、気苦労の多い子供のイシュルは、そのことにちいさな胸を撫なで下ろしていた。

　海の匂いがすると母が言っていた、黒髪の少年。

「……海賊、王子……？」

　海から来たというなら、昨夜の話題の海賊王子だろうか、とイシュルは呟つぶやいてみる。

　でも、この人が海賊王子なら、イシュルが想像していたのと全然違う。

　少しも、恐ろしい姿じゃない。

　イシュルのなかで、この世で一番美しい人は、これまでは迷うことなく母様だったけれど、その母様の玉座を脅かさんばかりの、見たこともないような綺麗な男の子だ。

「ここの者はやたらそう呼ぶなあ。オレは王子じゃないし、うちの親父も王じゃないんだけどな」

「……違う……の？　どうして？　海賊の国から来た海賊の王子様じゃないの……？」

「レンティアには、王はいない。うちの父親はレンティアの首領だが、うちの首領は世襲制じゃないから、オレは王子じゃなくて、ただの海賊だよ」

「……？　王のいない国……？　それって、困らないの……？」

　海賊の国はやはり、イシュルの暮らす国とは何もかも違うのだろうか、とイシュルは珍しがる。

「王なんてうっとうしいもの、いないほうがいいに決まって……ああ、ごめん。ここにいるんだから、おちびちゃんは、もしかしてルティシア皇族か？」

「あ……」

　あ、と口に手をあてて、イシュルはゆっくり足をひき、教えられた正式な礼をした。

「……遠いところから、ようこそルティシアへ。ルティシア第十七皇子、イシュルです」

「レンティアのカイだよ。おちびちゃん、皇子なら、なんで昨夜の祝宴出てなかったんだ？　いなかったよな？」

「……おちびちゃんじゃない。皇子、たくさんいるから、イシュルはあまり呼ばれないの……」

　少し恥ずかしい気持ちでそう言ったけど、偶然にもこの庭園で、逢ってみたかった海賊王子に逢えて、イシュルはとても嬉うれしかった。

「……変なの。あんなに馬鹿みたいに広いパーティホールなんだから、何人皇子がいようと、みんな呼べばいいのにな。そうしたら、イシュルとも昨日逢えたのに」

　でも昨日、宴で逢えても、こんなふうにカイと話す機会はなかったと思う。遠来のお客様に挨あい拶さつをするのは上の皇子達の役目で、十七番目のイシュルにまで順番はまわってこないから。

「カイ……王子は、どうしてここに？」

「だから、王子じゃなくて、ただのカイだよ。呼んでごらん。イシュルよりちいさい子でも、レンティアじゃ、みーんなオレをカイって呼ぶよ？」

「……カイ……？」

「そうだよ。いい子だ」

「……」

　後宮には女官しかいない。兄弟達とも接する機会は少なく、父王と最後に言葉を交わしたのがいつだったかすら思い出せない。

　そんな環境で育っているイシュルは、生まれてからこの瞬間まで、こんなに歳の近い少年からこんなふうに話しかけられたことがなく、とてもとても戸惑った。

「おちびちゃん、さっき海の恋歌を歌ってたな」

「……恋歌？」

「……知らないで歌ってたのか？」

「よく、知らないの……。母様の好きな歌だから……」

　繰り返し母親が歌うからイシュルも覚えて歌ってはいたけれど、知らない国の言葉なので、どういう意味の歌なのかは少しもわかっていなかった。

「ふーん。わかんないで歌ってたのか……。そうだよな、こっちの言葉じゃないもんな。じゃあ、綺麗に発音できてたのは、耳がいいんだな。広間で音の外れた琴聞いてるより、ずっといいな。もう一度、歌ってみて？」

「え……むり……。……一人じゃむり……」

　ふるふる、イシュルは金髪の頭を振った。

「なんで？　上手だったよ、さっき」

「……ダメ。母様がいないと、一人で歌ったことないから……」

　遠くから来た客人の望みは叶えてあげたいけれど、本当に一人では歌える自信がなかったのだ。

「……んー？　じゃ、オレと一緒に歌おうか？　オレも歌えるよ、あの歌」

「……ホントに？　カイも知ってるの……？」

　宮殿で奏でられる歌ではなかったので、母親と二人の秘密の子守唄のように思っていたその歌をカイも歌えると聞いて、イシュルは琥こ珀はくの瞳を見開いた。

「海辺の者なら大概知ってるけどな。ほら、一緒に歌ってみよ？」

　カイがメロディを歌い出して、それは、さっき母と二人で歌っていた歌だったので、イシュルはどきどきしながら、カイの歌に声を重ねてみた。

　とても綺麗な声だけれど、ときどき音も約束もイシュルのことも忘れて遠くに行ってしまう母の歌と違って、カイはイシュルの幼い歌声を気遣ってくれて、まるで包み込むように一緒に歌ってくれた。

「カイ様？　カイ様？　カイ様は、こちらにいらっしゃいませんか？」

「……ちぇっ。追っ手が。せっかく、ちびちゃんと楽しく遊んでるのにー。……あれ、ちびちゃん？　なんか顔赤いけど、大丈夫か？」

「大丈夫……」

　カイと一緒に歌うと、あんまりぴったり歌声が重なるので、イシュルはびっくりした。

　音楽の教師と簡単なレッスンで声をあわせるときとはまるで違う。

　母親と歌うときとも、また違う。

「暫くここにいるから、また遊びに来るよ」

「……ほんと、に？」

「うん。約束」

　カイはイシュルの金髪をふわりと撫でて、前髪のあいだから覗のぞいたイシュルの白い額に、そっとキスをした。

「……きゃ……」

　母親以外からキスされたことのないイシュルは、カイからのキスに驚いて、全身かたまった。

「……ちびちゃん、イシュル、また一緒に歌おうな？」

「……う、ん……」

　慌ただしくそう告げて、カイは名を呼んで捜し回っている女官達のほうに行ってしまった。

　初めてのことばかりに驚きすぎて、熱が出そうな、ちいさなイシュルを花園に一人おいて。




　　　　＊　＊　＊




「カイ！　勝手に一人で散歩するな。ヤンがハゲかけてたぞ」

「あー悪い悪い」

　レンティア首領である父親に黒髪を引っ張られながら、カイは詫わびを言う。

「とにかく、無事でよかった。カイが御禁制の場所にでも迷い込んで罰を受けたらどうしようと、本当に気が気じゃなかった」

　幼おさな馴な染じみであり、遊び仲間であり、カイのお守役もかねているヤンが、人の好さそうな顔にホッとした表情を浮かべている。

「悪戯息子。気のいい幼馴染にさんざん心配させといて、おまえ、なんだかご機嫌じゃないか？」

「今日さ、なんか、可愛い子に逢あったんだ。……いろいろ大変そうだったけど」

　父親とヤンと一緒に東の国のお茶を飲みながら、カイは子供のような母親を案じていた、金髪のちいさなルティシアの皇子を思い出す。

「気に入った姫がいたのか？　ルティシアにはやたらと姫がいるせいか、一人くらい、カイの嫁さんに持って帰ってもらいたくて仕方ないみたいだぞ？」

「海賊王子の嫁に？　オレは王子じゃないのにな？　将来の保証もないただの海賊の嫁にされたら、気の毒なお姫様は卒倒しちゃうよなー」

「次代のレンティアの妃を期待してるんだろうよ。うちのやんちゃ坊主は、レンティアの外でも妙に人気があるから」

　自分の息子を冷やかすように、レンティア首領ロウは笑った。

「とらぬ狸のなんとやら……。先物買いしすぎると後悔するよなー」

　甘い菓子を口に放り込みながら、カイは吞のん気きに返事をしている。

　カイがイシュルに説明したように、レンティアには王はいない。レンティアというのは王を持たない独立海洋都市国家である。

　海賊王国と謳われるのは、もともとレンティアが海賊を生業としているためであるが、近頃はレンティアといえば、各国が契約を結びたがる海の傭よう兵へい艦隊を擁する国として知られている。世界最高の海軍力と称えられるレンティア艦隊の指揮をとるのが、レンティアの海の民達から選ばれるレンティアの首領だ。

　レンティア首領の選出には、他国の王などとは違って、血筋はまったく考慮されない。己自身が己の王と自負する誇り高いレンティアの海の民達が、この男の命令にならば従う、と認める男が選ばれる。そういう風習なので、父親がレンティアの首領職を務めたからといって、その息子が次代の首領に選ばれる確率が高くなるわけではない。

　ただ、七歳のときから父親ロウの船に乗って、船を揺ゆり籠かごにして育った〝レンティアの海賊王子〟のあだ名を持つカイは、レンティア国内でも外国でも、幼い頃から人気が高かった。ロウの妻であり、カイの母親アリアが、美しき古き王国フェリシアから攫さらわれた姫であることもあって、大陸一古い王族の血を持つ海賊王子と良縁を結びたがるのは、ルティシアの皇室に限ったことでもなかった。

「……でも、カイ、珍しく気になる可愛い娘がいたんだろう？」

「可愛かったのは、お姫様じゃないよ。十七番目の皇子様なんだって。金髪のちびちゃん。綺き麗れいな声で歌うんだ」

「……なんだ。カイが気に入ったのは、お姫様じゃなくて、皇子様なのか？」

　ダメだな、こりゃ、とロウが苦笑で応える。

「うん。その子のお母さんにも友達になってくれって頼まれたから、明日も遊びに行く。いいだろ、親父？」

「いいだろ、親父って言われてもな。ルティシアの皇子様に逢うなら、それ相応の許可がいるだろうよ」

「うん。だから、頼りになる我が父上様、そのメンド臭そうな許可貰もらって。お願い。オレ、あの子とまた遊ぶ約束したから」

「お願いってな。都合のいいときだけ、父上様に頼るなよ……」

　これだよ、うちの我わが儘まま王子様は、とロウはヤンに目交ぜする。ヤンも苦笑で応える。

「もう、こんな海から遠い砂ばっかの暑い国で、下手くそな琴なんか聞かされて、つまらなくてまっぴらだって思ってたけど、可愛い友達ができたから、ちょっと浮上した」

　戸惑うようなイシュルの幼い歌声と声を重ねて歌ったら、なんだか、これまでなかったくらい心地よかった。

　宴にもあまり呼ばれないと言ってたし、あの母親が言うように、あの子はいつも一人──あるいはあの子供のような母親と二人なのかも知れない。

　また花園に忍び込んで、さんざん怒られてもいけない。

　外国の方が、後宮の花園に立ち入るなど……と、今日もさんざん怒られた。カイはまだ一応子供だから許されたが、本来なら、極刑ものだ。

　父にねだって、ちゃんと許可を貰って、友人として、イシュルに逢いに行こう。




　　　　＊　＊　＊




「イシュル様、お薬をお持ちしました……」

「……ありがと」

　ベッドに横たわったまま、イシュルは女官に礼を言う。

　女官と母親以外と接する機会もないようなイシュルに、昨日の海賊王子との出会いは刺激が強すぎたのか、熱を出してしまった。

　渡された苦い薬を口に運びながら、イシュルはカイのことを思う。

「……お庭にいってもいい？」

「風にあたってはいけませんわ。お熱が下がってからに致しましょう」

「……でも……」

　また逢いに来るって、カイは言ってくれたのに……。

　あのお庭にいないと、せっかくカイが来てくれても、逢えない。

　きっと、カイに見つけてもらえない。

　カイとお話ししたい……一緒に遊びたい。

「イシュル様……！　起き上がってはいけません！」

「お庭……いく……」

「どうされたのですか？　お花がご覧になりたいようでしたら、誰かに摘んで参らせます。お加減が悪いのですからお休みにならないと」

「……い、や……」

　起き上がろうとするのを無情な女官にとめられてしまい、イシュルは熱に朦もう朧ろうとしたまま、いやいやと首を振る。

「……はな、して……」

　帰っちゃう。

　イシュルがベッドで眠っているうちに、カイが海賊の国に帰っちゃう。

　帰っちゃったら、二度と、逢えない。

「イシュル様」

　いつも聞き分けのいいイシュルが、珍しく強情に我儘を言うのに、女官は戸惑っていた。

「……困ります！　殿下、あの……！　お待ちください……！　そちらは……！」

　いつも静かなこの宮に似合わぬ、女官達の足音。

「だから、オレは、殿下じゃないってば。……なんでダメなんだ？　見舞いの許可は貰ってあるぞ」

　そして、この宮では聞こえるはずのない、少年の声がする。

「ですが今、イシュル様はお熱が高くて……！　ああどうか、お待ちを、殿下……！　ではせめて、先触れの者をたてますゆえ……！」

　悲鳴のような女官の声とともに、元気のいい足音が近づいて来る。

　熱に浮かされながらも、イシュルの鼓動が、ドキドキと高鳴った。

　……まさか、カイが……。

「お姫様じゃなくて皇子様なんだから、遠来の友が寝所を見舞っても、いけなくないだろ？」

　重苦しい緞どん帳ちようを上げる、白い手。なんて綺麗な手の海賊……。こんな手で、本当に剣を持ったり、人を殺したりするんだろうか……。

「……イシュル、いた」

「……カイ！」

「ど、どなたですか、ここをどちらと……！」

　起き上がろうとするイシュルを寝かしつけていた女官が、いきなり入ってきた見知らぬ少年に、青い瞳ひとみを見開く。

「ルティシア第十七皇子イシュル殿の部屋と心得る。ルティシア皇帝陛下より、面会の許可は頂いている」

　突然の闖ちん入にゆう者を追い払おうとする女官に、典雅にカイが応じる。

「あ、あなたは……、いったい……」

「イシュル殿の友、レンティアのカイ」

「……え、レンティアの……海賊……王子？　も、申し訳ありません！　高貴な御方に、ご、ご無礼を」

　海賊王子、のあだ名で呼んでしまい、女官は大慌てで、ひれふさんばかりにカイに頭を下げる。

「かまわない。ルティシアの美しい女官殿、レンティアの田舎の海賊を哀れと思し召して、我が身に、ちいさな我が友と話す時間をくれ」

　芝居の科白のような口上を述べて、海から来た少年は女官を見つめ、にっこり、それはもう魅力的に笑った。

「も、もちろんです、カイ様。陛下の許可がおありなら、只ただ今いまお席をおつくり致します。ただ、イシュル様はお加減が悪いので……あまり長い時間は」

　心もち頰を赤くしながら、女官が答える。

　昨日会ったカイは、やんちゃな少年という印象だった。カイ、こんな風にも話せるんだ……と、イシュルは少しびっくりする。

「心得ている。我が友が病とお聞きして、見舞いに参ったのだから」

「……では、どうぞこちらへ。すぐに、お茶等お持ち致しますゆえ」

「ああ、かまわないでくれ。……イシュル殿の顔を見に来ただけだから」

　オレは王子じゃないよ、とカイは笑っていたけれど、どう見ても、凄すごく立派な、年長の兄上達よりずっと利発そうな王子様に見える……、とイシュルは、ぼんやり、カイに見み惚とれていた。










「……おちびちゃん？　気分は？」

「だい……じょうぶ……」

　女官が下がり、ベッドの傍の椅子に座ったカイが尋ねるのに、イシュルは答える。

「顔が赤い。熱があるのか」

「熱は……少し……だけ。……カイ、ホントに」

「ん……？」

「ホントに逢いに来てくれた」

「もちろん。また逢いに来るって約束したろう？」

　当然、とカイは笑った。

「……お庭に」

「ん？」

「いま……お庭に行こうとしてたの……。お庭にいたら、カイに逢えるかなって」

「あー庭には忍び込むなって怒られた。だから正攻法で、ちゃんと客として来た。……でもさ、イシュルが病気で、ここの女官が今日は無理って言うから……。そんなに悪いのか？　って気になって、結局、無理やり逢いに来た」

「……イシュルのところに、人訪ねて来たの……カイが初めてだから。……女官、びっくりしたのかも……」

　初めての客に、イシュルは熱に浮かされたうさぎのような赤い目で笑いかけた。

「……オレはイシュルの初めての客か？　光栄だな」

「光栄……？」

　そうだろうか。

　昨日会った、おちびちゃんとの他愛ない約束さえ守ってくれる、海賊の王子様。

　きっとカイにはたくさん友人知人がいるんだろうな。外の世界をまったく知らないイシュルでさえ、そう思える。

「……うん。オレがルティシアに来て楽しいと思ったのは、イシュルと歌ったときだけだから。……太陽の光を集めたような髪のルティシアの皇子様は、綺麗な声で歌う」

「……ちゃんと歌えてた……？」

「うん。可愛かった」

　にっこり微笑まれて、どう応えていいかわからなくて、イシュルはただ赤くなる。

「……カイは、海賊だから、いろんな国にいったことある……？」

「うん。親父達に比べれば全然だけど、結構あちこち行ってるほうかな？」

「……何処か、知らない国のお話……聞かせて？　カイの国のお話も……」

　歳の近い誰かに甘えて、話をねだるということを、それまでイシュルはしたことがなかったけれど、海賊王子の人を拒まない気配に引き込まれるように、そうねだっていた。

「いいよ。イシュルは、どんな話が聞きたい？　あんまり怖くないのがいいよな、たぶん」

　寝てていい、子守唄うたがわりに聞きながら寝ちゃっていいから、とイシュルはベッドに沈められた。

　優しい手が、イシュルの金髪を撫なでる。

　甘い、囁ささやくような声が、見たこともない遠い国の物語を語り始める。

　十歳の少年らしく、イシュルは、見知らぬ国の話をしてくれるカイを憧あこがれるような瞳で見上げた。

　イシュルも、何処か遠い国に行ってみたかった。

「……ね、海ってどんな感じ？　カイ？」

「……て。待て。イシュルは、海を見たことがないのか？」

　きょとん、と黒髪の少年は瞳を見開いた。

　そんなにおかしなことを言ってしまっただろうか。

「うん。……ないの。絵本では見たんだけど……。たくさん……たくさん水があって……泉とは、きっと違うんだよね」

　砂漠の宮殿で育ったイシュルにとって、宮殿の泉よりもあふれる水を想像することは、なかなかに難しかった。

「……泉とは違うなあ。そっかーそうだよな。ルティシア帝都から、海は遠いもんな。だけど、海を見たことがないなんて────無理！　オレだったら、生きてる心地がしない……！」

「海の王子様は、海がないと死んじゃう？」

「死んじゃうね。いまだって、何日も海から離されて、干からびかけてるもん。体のなかに一滴でもレンティアの血が流れてる男なら、いつだって海に帰りたいんだよ」

　海に恋するようなカイの言葉に、イシュルは少し寂しくなる。

「カイ……はやく……海……帰りたい？」

「そりゃあ、もちろん！　……あ、でも」

　寂しそうなイシュルの瞳に気がついたように、カイが手の甲で、イシュルの白い頰を撫でた。

「帰ったら、イシュルに逢あえないのが寂しいな。せっかく友達になったのに」

「……ともだち？　カイとイシュルは……ともだち？」

「そうだよ。オレ、イシュルのお母さんにもイシュルのこと頼まれたもん。……なんだよ、初めての友達が海賊じゃ嫌か？」

　額と額を寄せるようにして、カイが言った。

「ううん。いやじゃない……」

　友達、という、聞きなれない、砂糖菓子よりも甘い響きの言葉が、何度も何度も、イシュルの耳元でリフレインしていた。

「すごく……すごく……うれしい」

「……」

　嬉うれしさと熱に、ぽおっと頰を赤くしているイシュルを、じっと、カイが見ている。

「……イシュルも、レンティアに連れて帰りたいな」

「………………？」

「イシュルに、レンティアの海を見せてやりたい。一緒にオレの船に乗せて、海と、こことは違う街と空を見せたい」

「……見てみたい」

　思わず、イシュルも呟つぶやいたけれど。

「いますぐじゃなくても皇帝にねだって、イシュルの外遊許可貰えないかな？　姫と違って外出禁止って訳でもないだろうし、嫡子でない皇子なら他国に数か月遊学してる人だって」

　幼い頃から、諸国を覗のぞいているせいか、外交に詳しい様子のカイが、真面目に考えてくれている。

「……カイの国、海賊の王国……、すごく、すごく、行ってみたいけど」

「……ん？」

「……イシュルは、母様を、おいていけない……」

　イシュルがいることで、ようやくこの世に留まっているような、脆もろく危うい状態の母の精神。

　イシュルが傍を離れたら、どうなってしまうのかわからない。とても、一人でおいていけない。

　子供ながらも、イシュルはそれをちゃんと肌で知っていた。

「……そっか。そうだよな」

　見上げるイシュルの琥こ珀はく色いろの瞳に込められた気持ちを、イシュルの母の姿を見ているカイは慮ってくれたらしく、それ以上言い募らなかった。

「……そんな顔すんな、イシュル。勝手にオレの国に連れていきたいなんて盛り上がっちゃって、ごめんな？」

　額を寄せて謝ってくれる、カイの体温。

　初めての、この世にたった一人の友達。

「……そんなこと、ない……、誘ってくれて、嬉うれし……」

　哀しい気持ちではなかったはずなのに、イシュルの瞳から、涙が零れた。

　カイが海の王国に帰ってしまったら、きっと、もう二度と逢えない。

　この広い宮殿のなかにこれまでもいなかったように、イシュルに「熱は大丈夫か」とか「ごめん」とか、「一緒に何かしよう」なんて、言ってくれる少年は一人もいなくなるのだ。

　そして大好きな海の国に帰ったら、カイは砂漠の宮殿でほんの少しだけ逢ったちいさなイシュルのことなんて、きっとすぐに忘れてしまうだろう……。

「……なんで、泣く？」

「……カイ……帰ったら……もう逢えない」

「じゃ、手紙書くよ。オレ、筆不精だけど……。いろんな国に行くたびに、イシュルに手紙書くから、泣くなよ」

「……ほんと？」

「ホント。がんばる。……ひでー字だと思うけど」

　にこっとカイは笑い、イシュルの瞳を覗き込んだ。

「ホントに手紙……くれる？」

「書くよ。書くから。……そんな、うさぎみたいな真っ赤な目で泣くなー」

　そのとき、カイは、もちろん知らなかった。

　それは、滅多に逢えない父親の皇帝にも、心身ともに具合のよくない母親にも言ったことのない、イシュルの生まれて初めての我わが儘ままだったのだ。

「ああ、そうだ。イシュルにこれをやる」

　カイが首飾りを外して、ペンダントヘッドになっていた銀の指環のひとつをイシュルの白い掌にのせた。

「……な、に？」

　それは宝石のついていない、飾り気のない銀の指環だった。

「……願いが叶かなう、お守りの指環だ。大事な相手に与えるといい、って占い師が言ってた。……オレのかわりに、この指環がずっとイシュルの傍にいる」

「……カイの指環……？」

「んー、でも、たぶん、まだおっきいけど……」

　イシュルの左手の小指に、カイは指環を嵌はめてくれたけれど、サイズがあわない。

「……ぶかぶか」

「そー。これさ、対なんだけど、オレにもぶかぶか」

　もうひとつ、同じ細工の銀の指環を、右手の小指にカイがしてみせた。

「……だから、オレも首飾りにしてんだけどさ」

「これ、小指にする指環……？」

　ぶかぶかの指環を、イシュルは珍しがった。

　ルビー、サファイヤ、エメラルド、アメシスト、たくさんの指環をルティシア皇子であるイシュルは持っていたけれど、海賊王子がくれた指環には、どんな宝石もついていなかった。

　けれど、イシュルの指にもカイの指にもまだ大きいお揃そろいの指環は、他のどんな宝石のついた指環よりも、幼いイシュルの瞳ひとみには輝いて見えた。

　何故ならそれは、カイが泣いているイシュルを慰めようと、贈ってくれたものだったから。

「うん。小指にして、お願いをするといいんだって。……オレ、この指環が指にぴったりになる頃に、イシュルにもう一度逢えるようにお願いするよ」
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「……指にぴったりになる頃に？」

「その頃には、オレも自分の船持ってて、親父のお供じゃなくても、一人でも、イシュルに逢いに来られるくらい、大人になってるだろ？」

　それまでのイシュルにとっては、今日が明日に変わることはあまり変わり映えのすることではなく、母親の健康を脅かすような気のする未来に、怯おびえるような気持ちさえあった。

「……大人になったら、また、カイに逢える……？」

　カイのくれた指環が、小指にぴったりになるくらいの未来。

　それはどのくらい先なんだろう？

　すぐなんだろうか。ずいぶん遠いんだろうか。

「……逢えるよ。逢いにくるよ。また宴にも出してもらえないくらい、イシュルがはみ子にされてたら、いっそ、オレが攫さらいにきてやるよ」

「……はみごって……何？」

「あー……、いいわ、それは。わかんなくて」

「……でも、攫っちゃ……ダメ。カイに迷惑がかかるから……。十五番目のレナ姉様が、身分の低い騎士と恋をして皇宮から逃げようとしたら……父様に見つかって、殺されてしまった。父様は、ときどき、とても……残酷だから」

「それは気の毒な話だが……。先祖代々の海賊なんだから、オレなら盗み出すときに、そんなヘマはしないよ。……ていうか、残念だな。攫わなくても、イシュルがお姫様だったら、このままオレが嫁に欲しいって言えば皇帝はイシュルを喜んでオレにくれただろうに。そうしたら、きっと今よりイシュルをいろいろ自由にしてやれたのにな」

「そーなの……？」

「そーなの。海賊王子と縁組したいらしいよ、イシュルの父上は」

「……じゃあ、カイは、姉様か妹達の誰かを、連れて帰るの……？」

　カイがルティシアの血族の誰かを花嫁として連れて帰るのだろうか、という疑問は、何故かイシュルの胸をひどく苦しくした。

「いや？　連れて帰らないよ。イシュル以外は、誰も気に入ってないから」

「……そう……なんだ」

　姉妹達には申し訳ない話だが、カイの言葉にイシュルは、こっそり、ほっとした。

　血の繫がった歳の近い姫の誰かがカイと一緒に海の国に行くとしたら、羨うらやましくて仕方なかっただろうから。

「……カイ」

「ん？」

「ゆびわ……ありがと……」

「ぶかぶかだけどな。……お守りになるから」

「うん……大事に……ずっと、一番、大事にする……」

　そのあと、イシュルはすぐに眠ってしまった。

　イシュルの熱は長引いたけれど、ルティシア滞在中、カイは毎日のようにイシュルに逢いに来てくれた。

　あまりに海賊王子が足繁く通ったため、ルティシア皇帝が「我が十七番目の皇子イシュルとは、そんなに話の相手に面白い子だったのか？　あまり覚えがないのだが」と近臣に尋ねたほどだ。

　小指にあまるぶかぶかの指環は華きや奢しやな銀の鎖に通され、カイと同じようにイシュルの白い胸元を飾った。

　カイがレンティアに帰ってしまった後も、不安な夜には、その指環を握りしめてイシュルは眠った。

　カイがくれた銀の指環に触れると、どんなに心細い夜でも心が強くなれる気がした。







◇第二章







「……イシュル様、船室に入られませんか？　海風にあたりすぎると、お疲れになりますよ？」

「うん……、海……、珍しくて」

　風の強い甲板で、十五歳のイシュルは晴れた空の下、何処までも続く碧あおい海をぼんやり見ていた。

　五年前、海を見せてやりたいな、と海賊の王子様が言ってくれたときは、こんな気持ちで一人で海を見つめることになるとは思いもしなかった。

「……イシュル様は、ルティシアをお出になるのは初めてだとか？」

「そうです。私はルティシアから出たことがないので……。リタ教の総本山リアンに、この身が参ることなど、考えたこともありませんでした……」

　しかも、よりにもよって、こんな理由で。

　憂いを帯びた美び貌ぼうで、イシュルは微笑んだ。

「美しいところですよ、リアンも。リタの教えを請うために、世界中から老いも若きも、様々な人々が集ってきますよ」

　故郷の砂漠から遠く離された美しい少年を慰めるように、僧が言った。

「そうですね。そのようなところで学ばせて頂ける幸運を、もっと喜ばなければなりませんね」

　溜ため息いきひとつついて、イシュルは太陽を見上げた。

「イシュル様は、お母上を亡くされたばかりなのですから。お気持ちが沈みがちなのは当然のことです」

「お心遣いありがとうございます。……少し、船室で休みます」

　僧にかまわれるのに少し疲れて、逃げるようにイシュルは船室へと足をむけた。

　二か月ほど前、イシュルの母は死んだ。死に顔は少女のようだった。

　近頃では、話がちゃんと通じることが少なくなってしまい、ずっと夢を見ているような状態が続いていたので、死を嘆く気持ちよりも、やっと母は楽になれたのでは、という気持ちが強い。

　母が亡くなり、茫ぼう然ぜんとしているイシュルに、父の皇帝からリアン行きの話がもたらされた。

　何でも、リアンで大変影響力のあるドーリア枢すう機き卿きようが、ルティシアを訪れたときに見かけたイシュルを気に入ったとかで、利発な皇子にぜひ神の都リアンにおいで頂いて、学んで頂きたいと要請したのだという。

　それだけ聞くとそう悪い話ではないように思うのだが、世間に詳しい女官達の噂話を要約すれば、ドーリア枢機卿というのは有名な男色家で、美しい少年に目が無いそうだ。そんな怪しげな噂のある男に美しい皇子を預けるなど皇帝陛下の気がしれないと、イシュルの身を案じて女官達は嘆いた。

　……けれど、父なる皇帝の意志は絶対で、イシュルに否やと言える訳もなく。

　母の死の衝撃も冷めぬ間に、リアンへの旅支度が始められた。

「生まれて初めての旅なのに……憂ゆう鬱うつでいるのはよくない」

　船室に戻り、一人になったイシュルは、ドアを閉めて自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　部屋には鏡があり、楽しげとは言えないイシュルの顔が映っていた。

　ルティシア以外の国など、この目で実際に見る機会はないかも知れないと思っていたのだから、少しは喜ばなくては。

　不安なときの癖で、左手の小指の銀の指環に唇を寄せる。

　カイに貰った指環。

（カイ……イシュルは、母様を、おいてはいけない……）

（手紙を書くよ）

　あの約束どおり、カイはイシュルに手紙をくれた。

　五年間ずっと。

　……母が亡くなったとカイに手紙を書こうかと迷っているうちに、リアン行きの話が決まり、それを伝えることもできぬままに船に乗った。

　リアンに留学に行くことになったと知れば「坊主ばかりの街だぞ」と言いつつも、カイはイシュルが外の世界に出られることを喜んでくれるかも知れない。

　けれど、生業が傭よう兵へいであり海賊でもあるカイは、世界中のいろんなことを知っている。

　イシュルの面倒を見てくれるという枢機卿が男色家だという噂も知っているだろうか。

（カイには関わりのない……ことだけど）

　十五歳のイシュルより二歳年上の、十七歳になったレンティアの海賊王子。

（こないだは、ここに行った）

（これ、……の国の春に咲く花の花びらだけど、イシュルのとこまで、干からびずに届くかな）

　時折忙しさや、輸送の環境の悪さで──手紙にかぎらず、何もかもが無事に届くような時代でもない──カイからイシュルへの手紙が遅れても、吟遊詩人の歌や宮中の噂話で、カイのことは知ることができた。

　イシュタル女王から貴族の称号を贈られかけて、

（そんな面倒そうな爵位、遠慮したい。ただでさえ王子でもないのに、王子なんて呼ばれて辟へき易えきしてるのに）

　と女王を嘆かせたとか。

　はたまた神聖不可侵のリタの僧侶に、

（……オレは、戦を起こして人を殺すのは、海賊も騎士も王も、地位のある僧そう侶りよも、おんなじようなもんだと思ってるが、あんたは仮にも坊主なのに、そんな理由で戦をするのはどうなんだ？　それじゃあ、いくらなんでも大義名分に無理がありすぎないか？　きっと後世でボロクソ言われるぞ）

　などと、本当はみんなが心で疑問に思っているけれど、誰も言わないようなことを問いかけたとか。

　どんな貴族の娘もひとめで恋に落ちると謳われる美貌と、無敵の艦隊指揮力と、歯に衣着せぬ破天荒な発言とで、十七歳のレンティアの海賊王子は現世の有名人だ。物語でしか世界を知らないような深窓の姫君でも、流行り歌で遠い国のことを知る貧しい下街の子供でも、等しくカイのことを知っていた。

（……オレはイシュルの初めての友達か？）

　初めてで、この世にたった一人の、イシュルの大切な友人。

　誇らしい友。

　母の死の哀しみも、いきなり自国から放り出されるように他国に行かされる驚きも、何もかもみんなカイに聞いて欲しいけれど……。

　けれど、知られたくない。

　まるで売られる姫君か何かのように、おかしな噂のある枢機卿のところに行くこと。

　あれから五年たっても、イシュルはカイが帰ってしまうと泣いていた子供の頃のまま、何の力も持っていないこと。

（……この指環がぴったりになる頃には、オレも大人になってて、親父のオマケじゃなくて、オレの船でイシュルに逢あいに来られるだろう）

　その言葉どおりに成長したカイに、こんな自由も力もない、弱い自分を見られたくない。

　情けない、なけなしの、誰にもわかってもらえないだろうプライドが、手紙を書く手をとめてしまった。

　もしかしたら悪い噂はただの噂で、リアンに行ってお逢いしてみたら、枢機卿殿は曇りない心の優しい人かも知れない。

　そうしたら、リアンに留学していると、ちゃんとカイに手紙を書こう。

　リアンは、ルティシアよりずっとカイの国レンティアに近いから、カイとも逢えるかも知れない……。

「いつか……逢える、かな？　立派に……なったんだろうな、カイ……」

　不安な気持ちで、イシュルは左手の小指の指環に触れる。

　…………大丈夫。

　きっと、カイがくれたこのお守りの指環が守ってくれる。

　母様の死より悪いことなんて、イシュルに起こる訳がないから。

「リタの教典でも読もう……」

　左手の指環に触れていたら少し落ち着いてきたので、椅子に座って本をひらく。

　ラフレシア大陸で、現在もっとも多い信徒を持つリタ教は、七百年前にこの世に生まれた神の御子リタが広めた宗教であり、イシュルがこれから海を越えて向かうリアンは、全世界で十億存在するといわれるすべてのリタ教徒達の宗教的指針、リタの法王が統括する宗教都市である。

　ただ、わずか五万人たらずの都市国家リアンの権力は絶大であり、どんな強国の王も、リタの法王には頭が上がらない。

　何故ならば、どんな恐れ知らずの王も、死んだらちゃんと天国へ行きたいから。

　リタの法王に破門されれば、天国へは行けぬ。それが恐ろしいから。

　学問の府としても、リアンは広く知られており、イシュルのように、貴族の息子達や皇子が、数年留学することも、珍しくはない。

　聖なる宗教都市リアンは、その影響力をもってラフレシア大陸に君臨しており、『一番上の息子は跡取り、二番目の息子はリタの僧侶に』が合言葉になるほど、この時代、リタの僧侶は身分が保障されていた。

　本来ならば、白い衣ひとつを纏まとい、他の者に安らぎを与えるべき僧達は、貧乏な貴族では到底叶かなわぬほどの財力や権力を所有していた。

　王よりも権力を持つと言われるリタの僧達の住む都。それは、どんなところだろう？

　ルティシアはリタ教を信奉してはいるが、それほど熱烈なリタ教国の部類には入らない。

　ルティシア国内ですら、砂漠の古来の神々を信じる部族も許容されているし、近隣の砂漠の国々は、リタの神でなくサリアの神を信奉する国のほうがずっと多い。

　そういう国で育っているので、リタの神以外に神はなし、とするリアンの様子が想像もできない。

『リタの神は十五歳で己を自覚され、生みの母をおいて世界へと……』

　リタは人の子として、まだ夫に触れられる前の処女の腹を借りて生まれる。

　リタの母は後世では聖母として讃たたえられているが、きっと辛いこともいっぱいあったんだろうな、とイシュルは勝手に少女のような自分の母親をリタの聖母と重ねて、子供の頃、聖なる書を読んでいた。

（……イシュル……）

（……イシュル、母様と一緒に、歌を歌いましょう？）

（イシュル……、この世のなかで大事なものはね、ただのひとつとして、皇帝陛下の下さるもののなかにはないのよ……）

　忘れられた美しい妃。

　成長するとともに、イシュルは母親そっくりの美貌に育ち、折れそうな線の細さのせいもあって、どうかすると少女に見間違われるほどだった。

　滅多に拝謁の機会もない皇帝が、イシュルの顔を見るたびあまり楽しげに見えなかったのは、美貌に惹ひかれて戯れに手をつけた踊り子に少しも懐かれなかった、不快な記憶が蘇るからだろうか。

「……っ！」

　船が揺れて、がくん、とイシュルの体が前に倒れた。船体がひどく傾いでいるのか、船室内の家具が倒れかけている。

　何を言ってるかはちゃんと聞こえないが、たくさんの乗組員の怒号が聞こえて来る。

「……な……に？」

　あんなに晴れていたのに、天候が急に荒れでもしたのだろうか。それとも、行きかう船とぶつかったとか。

「……だ！」

「海賊だ！」

「……総員、位置につけ！　うろたえるな！　侵入させるな！」

　……海、賊？

　海賊の友人のことを考えていたら、自分の乗っている船が海賊に襲われるなんてこと、あるんだろうか。

　怒号と入り乱れる足音のなかからようやく漏れ聞こえてきたのは、口々に「海賊だ」と叫ぶ男達の声だ。

　腰に帯びている細身の剣を、思わず右手で確認する。

　……無論、ひととおりの武術の指南は受けていても、イシュルが剣で人を斬ったことなど、一度もないのだが。

　揺れがひどいのでまっすぐ立つのに苦労しながら船室を出て、様子を見に行こうかとドアに手をかけたとき、そのドアが開いた。

「……ん？　ここに可愛い子ちゃん、発見ー」

　大剣を背負い、左目に眼帯をした坊主頭の柄の悪そうな少年が、イシュルを見て、にかっと笑った。

「ドーリア枢機卿のあらたな生いけ贄にえのルティシアの貴人て、あんたのこと？」

　にこにこと、物騒なことを言いながら、少年が楽しげに近づいて来る。

「……な、何者」

「レンティアのトゥール。……あんた、とびっきりの別べつ嬪ぴんなうえに、運がいいよ。あんな変態爺じじぃのとこに行かずにすんで、オレ達に攫さらわれるなんて」

「……下がれ！　触れるな！」

　近づいてきて、触ろうとする少年から後ずさりながら、イシュルは剣を抜く。

「わー勇ー敢。オレとやる気なの？　オレ、手加減できないタチだから、可愛い子ちゃんに傷つけたくないからやりたくないんだけど」

「……イシュル様！　逃げてくださ……！」

　船室の外もひどい騒ぎで、剣を交える音、物や人の倒れる音に満ちている。

　イシュルを気づかって声をあげてくれる乗組員もいるが、とてもここまで辿たどりつけない。

「大人しく捕まろうよ。綺き麗れいなコは大事にしてあげるしー。……てかさ、あんた、イシュルっての？」

　ん？　と、少し考える様に少年は首を傾げ、イシュルをじっと見つめている。

「ねー、ちょっと、その指環さ……気になんだけど、見せてくんな」

　少年が左の小指の指環に興味を示したので、とりあげられるのかと、イシュルは剣を構えて彼に斬りつけた。

「もー、見せてって言ってるだけなのにーっ！　せっかちで、凶暴な美人だなー！」

　少年に軽く剣を躱かわされ、イシュルは大きくよろけて、あらたに部屋に入ってきた男に支えられた。

「……さわ、るな！」

　また海賊の仲間が増えたのかと、半ばパニックに陥りながら、イシュルは叫んだ。

「いや、どっちかつーと、そっちから……」

　戦闘に似合わぬ、柔らかな声音。

　そして、甘い香り。

　後から入ってきて、イシュルを支えた逞たくましい男の体からは、何故か甘い香りがした。

「……え？　ちょ……待て、なんでここに……？　ちびちゃんが……？」

「何が、ちび……！」

　そりゃあ頭ひとつといわず、男のほうが大きいけれど、と思いながら顔をあげると、息を吞むほどに美び貌ぼうの青年と眼があった。

「…………カイ？」

　忘れるはずがない、その少しも海賊らしくない、綺麗な顔を。

　何度も夢に見た、ただ一人の友の顔を。

　何度も夢で聞いた、その声を。

「イシュル？　そうだよな？　間違いないよな？」

　確かめるように、彼の左手がイシュルの顎あごを掬すくい上あげ、右手はイシュルの左手に重なる。

　まるであわせ鏡のように、彼の右手の小指に嵌はめられた銀の指環と、イシュルの左手の小指の指環が重なった。

「……オレの指環、してくれてんだ……」

　イシュルの指環を認めて、カイはひどく嬉うれしそうな顔をした。

　やっぱりなー、どうにも見覚えのある指環だと思ったんだよ、と坊主の少年が後ろでぼそぼそ呟つぶやいている。

「……逢えて、すげー嬉しいけど……どうしたんだ？　イシュル、なんでこんなとこにいるんだ？」

「たぶんさー、その狂暴な可愛い子ちゃんが、ドーリア枢すう機き卿きようの新しい玩具おもちやだよ、カイ」

　背中から遠慮のないトゥールの言葉が聞こえる。

　知られてしまった。

　カイに知られてしまった。

　しかもよりにもよって、こんな形でカイにもう一度逢うことになるなんて……。

「イシュル？　おい、大丈夫か？　真っ青だぞ……」

　イシュルは、絶望的な気持ちで、支えられたカイの腕のなかで気を失った。










（寒い。寒い。凍えそう。さっきまで熱かった気がするのに、どうしてこんなに寒いの……？）

　イシュルは、身体の芯しんから襲って来る寒さに、震えていた。

（またイシュル様がお熱を……？）

（イシュル様、大丈夫かしら？　ほかの皇子様方のように、イシュル様が大人になる前にお亡くなりになったりしたら、私たちはどうなるの……）

（まあ、不吉なことを言わないで。大丈夫よ、尊い血の持ち主の方々はお体が弱いけれど、イシュル様はお母様の血を受け継いでいらっしゃるから……）

　また、イシュルつきの若い女官達の声が聞こえる。

（あなた達、いい加減にしなさいな！　私達のご主人が熱を出して苦しんでらっしゃるというのに、自分の心配ばかり！）

（だって、ねぇ……。私達だって、もう少しこの宮が華やかだったら、どんなにか……）

　皇子の待遇は、そのまま、その宮に仕える女官達にも反映する。

　居場所がないようなイシュルに仕える女官達もまた、退屈と不満を胸に飼っていた。

（贅ぜい沢たくを言いすぎなのよ！　充分じゃない！　他のおかしな皇子様のように、イシュル様はお茶をこぼしたからと言って、手を切り落としたりなさらないわ！　お優しい方よ！　女官を慰み者にしたりもしない！　私はイシュル様に仕えられて幸運だと思ってるわ！）

　イシュルびいきのユキが庇かばってくれても、彼女に何もしてあげられない自分を、イシュルは知っていた。

　ルティシアにいるかぎり、一生忘れられた皇子として、日の目を見ることもなく、飼い殺され続ける。

　ならばリアンに行くことは、たとえ枢機卿の男おとこ妾めかけ扱いされたとしても、何か可能性を得ることになるのだろうか……？

「……大丈夫だ、イシュル……、大丈夫だから……」

　誰かの優しい声がする。優しい手が髪を撫なでていく。

（……あたたかい……）

　なんだか泣きたくなる……。

　誰だろう？

　イシュルが熱を出しても、母様が看病に来てくれたりはしない。

　そんなことは宮殿では許されてないし、それに母様は、先日亡くなってしまった……。

　イシュルの心配をしてくれる、唯一の人は、もう何処にもいなくなってしまったのに……。

「……イシュル？　オレはかまわないけど、そんなにしがみついてたら、おまえが苦しくないか？」

「……？」

　耳元で聞こえる柔らかい男の声に、イシュルは瞼まぶたをひらく。

「……？」

　そこはベッドのうえで、何故か裸の若い男が、イシュルを抱きしめていた。

「え……！」

　まだ、リアンについていないはず。

　まだ、イシュルは、男妾にはされていないはず。

　それに、ドーリア枢機卿は、七十代の老人と聞いている。こんな美形の青年の訳がない。

「あ、の……！」

　慌てて、イシュルが身動きしようとすると、頭がくらくらした。

「無理だ。まだ動くな」

　琥珀色の瞳をいっぱいに見開いて、呆ぼう然ぜんとイシュルが見つめていると、彼の右手が熱をはかるようにイシュルの額に伸びた。

　イシュルと同じ、銀の指環の嵌はまった小指。

「……カイ……」

　懐かしいその名を、イシュルは小さく呼んでみた。

「うん。久しぶりだな、イシュル」

「ここ……どこ？」

「オレの船だよ」

「……どーして……二人とも……何も着てないの？」

　日に焼けた逞しいカイの身体に比べて、外で過ごす時間が少ないため、イシュルは自分の真っ白で逞しいとは言い難い身体が恥ずかしい。

　相手はイシュルの船を襲った海賊だというのに、カイの笑顔を見ると、警戒心より不思議と安あん堵どが生まれてきてしまう。

　久しぶりに逢あった海賊王子はずいぶん大人びて男っぽくなってしまって、昔の面影が消えかけている気がするけれど、笑った顔が優しいのは変わらないと思った。

「気を失ったイシュルが、ずーっと寒い寒いってウワゴト言いながらガタガタ震えてたから、あたためてみた」

「……そう……なんだ、迷惑かけて……ごめん……、ありがと」

　少しはあったかくなった？　と瞳を覗のぞきこまれて、イシュルは困惑しながらも、うん、と頷うなずく。

「熱があるのは謝ることじゃないが、イシュルからの詫わびなら、オレは別件で聞きたい」

「……？」

「なんでイシュルは、リアン行きの船なんかに乗っかってるんだ？　イシュルは、ドーリア枢機卿が、どんな奴かわかってるのか？　一言でも、オレに相談してくれてたら……」

「カイには……」

　カイに、知られたくなかったから。

　でも、その気持ちをうまくカイに説明できる自信はなくて、イシュルの唇からは、まったくべつの言葉が零こぼれた。

「カイには……、関わりの……、ないことだから……」

「…………」

　イシュルがそう言った途端に、それまで穏やかだったカイがひどく不機嫌な気配を纏まとったのが伝わってきた。

　でもいったい、イシュルがカイに、どんな手紙を書けばよかったと言うんだろう。

　イシュルだって、もう大人の男になろうという歳なのに、子供みたいに「攫いに来て、カイ」などと書ける訳がない。

　それにこれは、ルティシア帝国の事情で、きっとドーリア枢機卿とルティシア皇帝のあいだには、何らかのやりとりがあるんだろう。

「……オレに関わりがない？」

「カイ……いたっ……」

　凄すごい力で手首を摑まれて、イシュルは悲鳴をあげる。

「……オレの友が、変態のおもちゃにされるのが、オレに関係ないだと？　おまえ、オレを侮辱する気なのか？」

「いたい……いや……放して……カイ……」

　イシュルが首を振って嫌がったら、それほど力を込めたつもりはなかったらしいカイは少し驚いて力を緩めてくれたが、手を放してはくれなかった。

「どうせ、この世間知らずのお姫様は、欲求不満のリタの坊主共の性欲事情なんてまるでご存知ないだろうから、自分がどんな目にあわされるかなんて、わかってないんだろうけどな」

「……カイだって……」

　何も言わなかったことはイシュルがいけなかったかも知れないけれど、いくら何でもカイは怒りすぎの気がする、と流石におっとり育ったイシュルですら疑問を持った。

「勝手に、イシュルの乗ってた船を襲った……怒るのはカイじゃなくて、海賊行為をされたイシュルのほうだと……」

　それは誰が聞いても、イシュルの言い分のほうに、納得するはずだ。

「ああ、そうか。オレはイシュルの船を襲って、イシュルを攫さらってきたんだもんな。……だったら、攫ったイシュルをどうしようと、オレの自由だよな？」

「……カイ？」

　母親か女官以外と接する機会のあまりなかったイシュルは、そもそも不機嫌になった男への対処法がよくわからない。

　ルティシアにいれば、イシュルより高位の者は父か兄達ぐらいなので、陰で何を言っていようとも、イシュルにむかって不機嫌になる他人などいなかった。

「だったら、オレが貰もらう」

「……カイ？」

「オレの贈った指環を嵌めた者が、厭いやったらしいドーリアの爺じいさんの愛人にされるなんぞ、何処の神様が許そうとも、オレが我慢ならない。……それくらいなら、オレのものにする」

「……やっ……、なに……っ」

　怒ってるカイは、怖いから嫌だ……、とイシュルが身を竦すくめると、不意に先刻までと違う感触で裸の体に触られた。

　何？　と戸惑っているあいだに、カイの唇が、イシュルの唇に触れて来る。

　柔らかい唇の感触に驚いてカイの身体を押し戻そうとするが、同じ指環の嵌められた指先がイシュルの手を捕らえて、それを許さない。

　イシュルにとっての、生まれて初めてのキス。

「……や……っ」

　王家の男子として生まれれば、さすがにキスは好きな人とするもの、という庶民的な夢までは抱けないが、もちろん海賊に奪われる予定などあるはずもない。

「……んっ……やっ」

　いや、と呟いた唇がひらいた隙を狙うように、カイの舌がイシュルの口のなかに入り込んでくる。

　息苦しくて怖いのに、悪い魔法でもかけられたかのように、頭の芯がとろんとしていく気がする。

「いや……！　カイ……っ！」

「オレに触られるの、嫌か？」

　少し寂しそうな顔でカイに尋ねられ、イシュルは返事に困る。

　無理やり初めての唇を奪っておいて、そっちが寂しそうな顔をするなんて、ずるい。

「だって……どーして、こんなこと……」

「イシュルを、他の男にやるのが嫌だから」

「カ……イ！」

「今年こそイシュルに逢いに行こうかな、でも逢ったら絶対連れて来たくなるし、病気のお母さんおいてけないって言ってたからなーってオレは遠慮してたっつーのに、何がどーなって、こんなことになってんだよ。……子供の頃、無理って言ったのも、ただオレんとこに来たくなかっただけなのか？」

「……ち、がっ！」

　知らない癖に。

　どんなにイシュルがカイと一緒に行ってみたかったか、カイと船に乗ってみたかったか、ぜんぜん知らない癖に。

　カイの手紙を抱きしめて、一緒に海を渡る夢を見ながらイシュルが眠っていたことなんて、知らない癖に。

「なんで、泣くんだ？　お母さん一人にして大丈夫なくらい、具合よくなったんじゃないのか？」

「……た」

　白い頰にぼろぼろ落ちて来る涙をとめられないまま、イシュルは答える。

「……え？」

「母様は、神様のもとへ行ったから……」

「……？　亡くなったのか……？　まだ、あんなにお若かったのに」

　母の好きだった白い花を、たくさん母の柩ひつぎに入れた。

　とても綺き麗れいな死に顔で、いまにも眼を覚ましそうだったから、母が亡くなって三か月もたつのに、イシュルには何処かまだ母がいなくなった実感がない。

「……おまえの手紙には、肝心なことは、何も書いてないんだな」

　イシュルの母の死の驚きに、先程までのカイの怒りの気配は少し静まったようで、カイの指がイシュルの頰の涙を拭ぬぐってくれる。

「なんで、言わないんだよ。そりゃ、何もしてやれないかも知れないけど、なんでオレに何も言ってこないんだよ……？　どうせこんなんじゃ、何の不自由もしてないって書いてたのも、噓だったんだろ」

　子供の頃、祝宴にも呼ばれなかったイシュルを気遣ってか、何か嫌なことはないか？　お母さんは元気か？　と時々、カイは手紙で尋ねてくれた。

　決して、見栄や妙なプライドばかりではないのだけれど、世界中からイシュルのもとに届くカイからの手紙が嬉うれしかったから──彼は一年の大半を海を渡って過ごしていたので──返事には楽しいことばかり書きたくて。

　こんな本を読んだとか、こんな音楽が好きだとか、いつもそんな他愛ないことばかり書いていた。

　母の病状が悪くなっているときも、いつものように「またすぐによくなるのかも」とカイへの手紙には書かなかった。

「……ただの」

「…………？」

「ただの、遠くで暮らすカイの友達の一人でいたかった……。病気の母親と暮らしてる、哀れな皇子とかじゃなくて……」

「オレはべつに哀れに思って、下手な字でイシュルに手紙書いてた訳じゃねーぞ。哀れな境遇の奴なら、イシュルよりもっとひどいのをたくさん見てる。……それともー、ああ、そうか、そうだな……」

　裸の身体を抱きしめられる。

　さっきのような、性的な意味を感じさせない、ひどく優しいカイの腕に。

「オレがイシュルの最初の友達なんだから、もしかしなくても、オレが教えるべきだったんだよな？　友達には、愚痴も泣き言も、相談もするもんなんだって。いいとこばっか見せる必要なんかないんだって。……ずっと、近くにいられなかったから、そーいうの教えてやれなかったんだよな……」

「カイ……」

　あたたかい腕に抱きしめられると、カイが涙をとめてくれようとするのに、余計にとまらない。

　母が亡くなってから、そんなふうにイシュルを抱いてくれる人は、この世にいなくなってしまっていたので。

「ホントは……カイに……」

「……う、ん？」

「ホントは、聞いてもらいたかった……、母様、逢えなくなっちゃったって……。父様の命で……、リアンに……行くの……、いやって言えないけど……、ホントは怖いって」

「馬鹿。ちゃんと、言えばよかったんだよ。……言わないほうが怒るっつーの」

「……ん……、……ん……」

　カイの唇が、イシュルの唇に触れる。

　二度目のカイからのキスは甘くて優しくて、泣き疲れていたイシュルは、とても抵抗する気力が起こらなかった。

「……イシュル」

　もう一度そんなふうに、カイの声で名前を呼んで欲しいと、逢えないあいだ願っていた。

「イシュル……」

「……手紙」

「ん？」

「カイからの手紙、乗ってた船に……」
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　リタの僧院では基本的に僧服しか着ないといわれて、女官達はイシュルのたくさんの衣装を全部詰められないことを嘆きながら、せめてと宝石類を荷造りしていた。

　イシュル自身は、あまり自分の所有する衣類や宝石に執着がなかったので、五年間カイから貰った手紙だけを、自分で大切に箱に詰めて持ってきた。

　イシュルにとっては、何より大切なもの。けれど人から見れば、金貨でも宝石でもない、ただの色いろ褪あせた古い手紙の束だ。

　あの船に置き去りにされて──それどころか、不要なものとして海に捨てられたら、どうしよう。

　五年分の手紙。

　あれがないと、生きていけない。

「……いや……！　あの……船のなかに……、カイの手紙が……！」

　たまらなくなって、慌てて起き上がり、手紙を捜しにいこうとするイシュルの華きや奢しやな身体を、カイが抱きとめる。

「落ち着けって。イシュルの船室にあったもの、ぜんぶ持って来てるから。ちゃんとあるから」

「ホント？　カイの手紙、ちゃんとある？　捨ててない？」

「あるから」

「ホントに……？　父様のくれた宝石はいらないから……ぜんぶあげるから……お願い、カイの手紙は返して……」

「おまえな……、オレの手紙より、オレ自身に感動しろよ」

　真剣に、手紙だけは返して欲しい、と書いた本人に向かって言い募るイシュルに、呆あきれたようにカイが呟つぶやいた。

「だって……」

「……何？」

「……カイは……」

「何だよ」

　半身を起こした姿勢で、少しからかうように笑って、カイはイシュルの額に額を寄せて、イシュルの琥珀色の瞳ひとみを覗のぞき込んでいる。

「前と違う……」

「何も違わないよ」

「うそ……、いきなり……船……襲ってきて……、そのうえ、せっかく逢あえたのに、怒ってる……」

　イシュルは、不満げに、薄い唇を尖とがらせる。

「イシュルの乗ってる船だなんて、知らなかったんだよ。ドーリアのあらたな生いけ贄にえの美少年搔かっ攫って、爺さんに嫌がらせでもしてやるかって襲ったら、おまえが乗ってて、こっちこそ死ぬほど驚いたよ」

「………」

「だけど、よかった、襲っといて。……イシュルが売られるの、横から搔っ攫えて」

　本当に、安あん堵どしているような声。

「……売られてないし、船を襲うのはよくない……」

　一応、否定はするものの、実際には親に売られかけていたようなものなのだけれど。

「ずっと……カイに……逢いたかったのに……」

　カイとイシュルは、カイがルティシアにいたあいだ、ほんの五日程、一緒に過ごしただけだ。

　けれど、生まれて初めての友達になってくれたカイは、それからずっとイシュルの心の拠りどころになった。

　イシュルは、神様の声は聞いたことがなかったけれど、カイの声は知っていたから。

「オレだって逢いたかったよ。あの綺麗な声のちびちゃん、ちゃんとメシ食ってんのかなーって、ずっと心配してたよ。……久しぶりに逢ったら、やけに綺麗な子に育っててびっくりしたけど」

「……綺麗？」

　ふわり、とイシュルは金の髪を揺らして、小首を傾げた。

「カイのほうが、綺麗だよ。昔から。ずうっと。……母様より綺麗な人を、カイしか知らない」

　カイは姿形もとても美しいけれど、纏まとっている空気のようなものが綺麗だと、イシュルは思った。

「ずいぶんなマザコンのうえに、ずいぶんな天然……、オレ、なんでこんなちび、ずっと気にかかるんだろ」

「もう、ちび、じゃない……」

　最上級に褒めたつもりなのに、何故か溜ため息いきをつかれてしまった。どうして……？　とイシュルがカイを見つめていたら、カイの長い指に、顎あごを掬すくい上あげられた。

「……カ……」

　三度目のキスが、イシュルの唇に降りて来る。

「や……」

「や……、て……、いまの話の流れでいくと、オレは、もー猛烈に、イシュルから口説かれてる気分なんだけど」

「や……へんなとこ、触んないで……！」

　自分で自分を慰めることすらしたことがないイシュルは、下肢に触れられかけて、不ふ埒らちなカイの手から逃れようと、ジタバタした。

「……やっ……、カイは……、こんなことしない……っ」

「いや、逢えないあいだに、どんな幻想が育ってんのか知らないけど、こんな男だけどさ……」

「……や、だ……」

「……イシュル、オレの手紙がないって泣きそうな顔する癖に、オレとするのは嫌なのか？」

　むしろ不思議そうに、甘い声音で、カイが尋ねる。

「それと、これとは……、やあん……っ」

　首筋に熱い唇を埋められて、ちいさな胸の飾りを指先でくすぐられると、イシュルの口から、自分の声とは思えないような声が零れる。

「や……、ん……っ」

　ずいぶんと俗世に疎くはあるものの、イシュルだとて血は熱い盛りの少年なので、巧みな指に意図をもって触られれば、若い身体は反応する。

「……イシュル、あのさ、……誰かとキスするのも、誰かに触られるのも、ぜんぶ初めてなのか？」

「……？」

　長い指で触られることに怯おびえながら、こくんとイシュルは頷うなずく。

　人数が多すぎて出世の見込みもまったくないので、退屈しのぎに放ほう蕩とうに走る兄弟皇子達の噂も聞いてはいたが、つい先日まで、イシュルの心を占めていた女性は病気の母一人だった。

　後宮には女官しかいないので、無論、イシュルには男色に耽ふける機会もなかった。

「……恋は？　誰にも触れたいとは、思わなかったのか？」

「……？　考えたこと、ない……」

　恋なんて物語のなかの登場人物や、海賊王子と吟遊詩人に歌われるカイのような人達がするもので、イシュルの静かすぎる変化のない生活には縁のない言葉のように思っていた。

　そういう意味では、イシュルは僧院に行く前から、ルティシアでも僧のように禁欲的な生活をしていた。

「オレ、初物食いの趣味、普段まるでないけど、……オレがイシュルの初めての友達で、初めてのキスの相手って嬉しいな」

「……」

　初めての友達がカイなのはイシュルだって凄すごく嬉しいけど、キスはイシュルの意志とは関わりなく、カイが勝手にした。さっき泣いたために潤んだ瞳を見開いて、カイの端正な顔を見上げる。

　まだちゃんと男の欲を覚えるまでに成長しきっておらず、一人で眠れない夜も過ごしたことのないようなイシュルは、誰の肌も恋しがったことがなかった。

「……イシュルは？　オレとじゃ、いやだ？」

「だって……、カイ……は男色家じゃ、ない……」

　リタ教の総本山に男色家で名高いドーリア枢すう機き卿きようが存在しているように、多くの宗教が同性愛を禁じているにもかかわらず、それを好む者も決して少なくないと聞く。

「ああ、たしかに。オレも男は初めてだな。……なんでそんなの知ってんの？」

「……吟遊詩人達の歌に、そんなの、なかった……」

　五年のあいだ、イシュルは諸国の美姫達とカイの恋歌を聞いて育ったけれど、レンティアの美び貌ぼうの海賊王子が少年を愛でたなんて歌は聞いたことがない。

　カイの噂が聞きたくて、よく好んで諸国を旅する詩人たちの歌を聞いていたけれど。

「そーんなの、超ー適当な歌だけどなー。綺き麗れいな姫と舞踏会でダンス一曲踊れば、その夜には即席の恋歌一曲できあがり！　みたいな。まーあいつらも商売だから」

　自分の黒髪を縛っていた紐ひもをカイが解き、肩に髪が落ちかかる。

　髪が伸びたと思った。

　髪だけじゃなくて、背も伸びたし、身体つきも、声も、何もかも違うけれど……。

「だって、知らないだろう？　どんな地獄耳の吟遊詩人も。……オレがルティシアの皇子様と友達だなんて」

「……」

　それは誰も知らないことで、二人だけが知っていればいいこと。

「どんな美人に手紙書いてんだよ、って仲間内で笑い話にされるほど、オレがこのちびちゃんに、すっげーマメに手紙書いてたとかな」

「……もー、……ちびじゃ……ない……」

　重なる、熱い肌。

　はじめからそんなふうに造られてるみたいに、ぴったり重なりあう、二人の肌。

　絡みあう指、カイの右手の小指に嵌はめられた指環と、イシュルの左手の小指に嵌められた銀の指環。

「オレじゃ、後ろ盾になって、神の国リアンでイシュルを出世させてはやれないけど……」

　柔らかく、イシュルの金髪を撫なでる指先。

「一生大事にするから、オレとしよ？」

　ひどく甘い声が、イシュルの耳をくすぐる。

「一生……？」

「そう。……もう何処にも帰さないけど。一生、オレが大事にするから」

　何処にも帰さないと言われても、心の拠りどころだった母はもういない。

　イシュルとしても、どうしてもルティシアに帰りたい訳でも、男色家の枢機卿がお待ちだというリアンに行きたい訳でもないのだけれど……。

　とはいえ、ちゃんとイシュルが辿たどりつかないと、皇子を海賊に奪われるとは何事かと、イシュルを送り届けるはずだった船の護衛の者達も、父にひどく責められるだろう。

「カイ……ダメ……やっぱり……帰らないと……」

　カイの腕のなかは、暖かくて、居心地がいいけれど。

　イシュルは、偶然、カイの船に攫さらわれたというだけで、ここが本来の居場所な訳じゃない。

　それは、十五歳の子供のイシュルにも、わかっていること。

「聞こえない。……帰さない。何処にも、誰にもやらない。このまま、オレのものにするから」

「……や、ん……っ」

　イシュルが頷かなくても、やめてくれるという訳ではないらしく、唇をキスで塞ふさがれて、脚を大きく開かされ、何かどろりとした香油のようなものが、イシュルの裸の肌に落ちて来る。

「や……っ、いや、カイ、これ、なに……？」

「んー。イシュルが痛くなくなる薬？　みたいな？」

　カイがイシュルの肌に零した何かの甘ったるい香りが、船室内に満ちていく。

　強い酒のように、その甘い花の香りだけでも、酔いそうになる。

「……や、ぬるぬるする……、やめて、……これ、とって……」

　肌が乾燥してるからとか、身体にいいからとか、遠慮がちな丁寧な女官達の手で、そっと花の香りの油を肌に塗られることはあっても、当然、人に見せるようなところではない秘めた部分に、こんなふうにかけられることはない。

「……や、ん！　……やあっ、なにっ、……」

　いや、とって、と言ってるのに、とってくれなくて、香油に濡ぬれたカイの指が、あろうことか、イシュルの身体のなかへと入り込んでくる。

　何かが身体に入り込む、という経験がないイシュルは、痛みもさることながら、ただただ怯えて、カイの腕に縋すがりついた。

「……い、や。……カイ、こわ……や、あ」

「いい子だから、イシュル。ちょっとだけ、我慢して」

「やあ、む……り……む……り……や、め……！」

　額にキスされて、カイの指に深く身体を探られるけれど、イシュルは、脚も、唇も、もう何もかも閉じていられなくて、みっともなく口から涎よだれが零こぼれて来るし、痛くて、恥ずかしくて、このまま消えてなくなりたいような気持ちになる。

「……こんなふうにさ」

「…………？」

「知らない奴が、イシュルの身体に触んの。……ぜってー嫌じゃね？」

「……いま、も、い、や！」

　頼んでも、恥ずかしいことをやめてくれないカイの行為が悔しくて、触れあうように話してたカイの唇を、イシュルは、意趣返しにと、少しだけ嚙かんだ。

「……イテ……！」

「……あ……」

　思ったより、強く歯をたててしまったのか、カイの唇に血が滲にじんだのを見て、イシュルの顔は曇る。

「カイ……、……あ、ん……っ」

　心配して、イシュルは手を伸ばそうとするけれど、イシュルの身体の奥に沈められているカイの指が蠢うごめいて、それもできない。

　自分でも触ったことのないような深いところを探られていると、だんだん、どこまでがカイの指なのか自分の身体なのかわからなくなってきて、香油の強い花の香りとあいまって、頭がぼうっとしてくる。

「ここ好き？　イシュル？」

「や……ちが……」

　いやいやとイシュルは首を振るけれど、カイの胸を押して、拒もうとする指先にも、まるで力が入らない。

　からだの奥から広がる、何か、知らない、甘い疼うずき。

「……イシュル、オレを好き？」

　腹がたつほど、綺麗なカイの顔が、痛みと惑乱に涙を零しているイシュルを見下ろして尋ねる。

「…………っ！」

「オレを好き？　嫌い？」

「好き、……だ、けど、嫌い……！」

　好きだけど、こんなことするカイは嫌い、と訴えたかったが、到底舌が回らず、まともに言葉にならなかった。

「……オレは、好きだよ」

「……あ……っ！」

　身体を侵していた長い指が抜かれて、やっと息を吐こうとすると、何かもっと熱いものが触れて来る。

「……や！　カイ、や！　もう、いや！」

「オレはイシュルが好きだよ」

　耳元に、優しくそう囁ささやかれて、香油と指の施しで、すっかり蕩とろけきった部分に、信じられないような熱い塊を突き立てられた。










　なんだか、身体が揺れている。

　ああ、そうだ。

　船に……、生まれて初めて、船に乗ったんだ。

　遠くへ行く船に……。

「カイ！　カイ！　なあ、カイは、このルティシアの客人の部屋にいるのか？　昨夜から姿が見えないんだけど、いったい何処に隠れたんだ？」

　いくつもの、入り乱れる足音。

　誰かを呼ぶ、よく響く声がする。

　明るい太陽の匂いがする……。

「そういや、カイ様が客人の部屋に入られたのは見ましたが、出られたのは見なかったような……。一晩中、あのカイ様の知り合いだっていうえらい別べつ嬪ぴんさんの看病されたんですかね？」

「絶対、途中で寝ちまってると思うが……」

　人の近付いて来る気配に、イシュルは少し怯える。

　ここは、いったい……。

「うるせーのが起こしに来る……」

　耳元で、柔らかい声がする。

　誰かの腕が、イシュルを抱きしめている。

「………………」

「おはよ。イシュル」

　覚かく醒せいしたイシュルが瞳ひとみを見開くと、カイのキスが額に触れてきた。

「カイ……！」

　昨夜のカイの振る舞いを思い出して、裸のイシュルは、いったい何から文句を言ったらいいのか、わからない気分に陥る。

「お休みのところ、失礼！　こちらに、うちの……！」

　イシュルが文句を思いつくより先に、船室の扉がひらいて、若者が入ってきた。

「お、お、お、おまえ、客人に何やってんだよ、カイ！」

「客じゃないよ。もう、オレのものにしたから」

「……カイ……！」

　仲間に見せつけるように、イシュルの白い首筋に唇を埋めるカイに、目が覚めてもぼうっとしていたイシュルは、熱があがりそうになる。

「つーか、カイが、女子供に無理強いすんの嫌いだから、いつもみんなに強ごう姦かん禁止って言ってんだろ！　何、自分が客人手て籠ごめにしてんだよ！」

「……無理やりじゃない」

　年とし恰かつ好こうの似た若者に責められて、カイは子供っぽく、そっぽを向いている。

「……無理やり……、です」

　あれを合意とは言い難い、とイシュルも小さく訴える。

「ほら見ろ、無理やりだって、お相手に言われてんじゃねーか。だいたい、ドーリアの爺じいさん好みの手つかずの美少年、途中でおまえが食っちまったら、値打ち半減以下じゃねーか」

「帰す気ないから、かまわないよ。あーもう、朝から無粋な奴だよ、ヤンは。……オレの服とって」

　イシュルに無理やりと言われて、少し唇を尖とがらせながら、カイは半身を起こした。ほら、とヤンと呼ばれた若者が、白い上着をカイに投げる。

「帰す気ないって、カイ、おまえ……」

「帰す気はないけど、当初の予定通り、身代金は要求してやれば？　うっかり払われたら困るから、普段の十倍ぐらいの額で」

「……おまえなー、公私混同しすぎ……」

「ヤン、うるさい。イシュルが服着るまで、あっち向いてろ」

「あ……、これは失礼……」

　カイの言葉に、ヤンはイシュルの裸体から視線をそらし、イシュルはカイから白い衣装を受け取る。

「後で、湯浴みの用意させて、医者も寄こすけど、イシュル、いまだけそれ着て」

「……」

　強姦魔で我わが儘ままだけど、何故か面倒見はいいカイの言うままに、イシュルは白い衣装に袖そでを通す。さすがにカイのくちづけの痕あとだらけの裸体を若者の目にさらしているのは、居心地が悪い。

「あれ？　え……ヤン……て……あのときの？」

「はい。お久しぶりです、イシュル様。大きく……というか、お美しくなられましたね」

　衣装に袖を通して、落ち着いて眺めると、若者は昔、カイに従ってルティシアに来ていた随ずい身じんで、イシュルにも覚えがあった。

「ずっと、うちの我儘王子は、あなたのことを気にかけてたんですが……。なんというか、今回、どうも巡りあわせが悪く、あなたの乗っていた船を襲うような形になって、申し訳ありません……」

　カイとは仲間うちらしい言葉で話していたヤンは、イシュルには言葉を改めて、丁寧に詫わびてくれた。

「ヤン、オレはここ出るけど、イシュルのために、医者と湯浴みの仕度を頼む」

「ああ、わかった。手配する。カイ、待て、さっきのイシュル様の身代金の話だけど……」

「それは、ルティシアにでも、ドーリアのスケベ爺じじぃにでも、十倍で提示してくれ。さっき言ったように、返す気ないから。……船内の者にも、客じゃなくて、イシュルはオレの大事なものだから、そのように扱うように伝えてくれ」

　ヤンにそう伝え、身繕いを終えたカイは立ちあがる。

「イシュル。欲しいものや、困ったことがあれば、ヤンかオレに言え」

「カイ、身代金って……」

　話が見えないまま、イシュルはカイに尋ねる。

「イシュルは、レンティアの海賊に攫われた客人なんだから、当然親元か、もしくは相応の相手に、身代金を要求する。通常はちゃんと身代金を払えば返すけど、残念ながら、オレは今回イシュルを返す気がない」

「そんな勝手なこと……、カイ、……待って！」

「帰りたいって話なら、聞かない。……イシュルは、まだ熱があるんだから、寝てろ」

　船室の扉がひらいて、太陽の光が差し込む。

　波の音が聞こえる。

　カイが、イシュルの言葉を聞かず、船室を出ていく。

「熱があるのは、誰のせいだと、……カイ……、ちゃんと、話を！」

　叫んでも、カイは振り返らず、昨夜の花の香りがまだ残る船室に、イシュルは、ヤンと二人で残された。










「なんかさ、いまそこで、カイが珍しく微妙ーな顔で、オレに客人のこと頼んでったんだけど、なんかあった？　オレの患者は無事？　昨日診たときは、体力が落ちてるだけだと思ってたんだけど？」

　茶色い髪の、女性かと見紛う綺き麗れいな少年が、イシュルがまだ寝台に伏せる船室に入ってきて、ヤンに尋ねた。

「あー、そのー、レオナルド、あのさ」

　ヤンは、気の強そうな美少年相手に言葉に迷っている。

「おはよー、別嬪さん。気分は？　熱測っていい？」

「あの」

　いまにも肌に触れられそうになって、イシュルはびくっとする。

　少女のような面差しをしているとはいえ、この人はイシュルつきの女官ではない。

　ルティシア皇宮の奥深くで育ったイシュルは、人に触られることに慣れていない。

「安心して、イシュル様。こんなだけど、レオナルドはこの船の船医なんだ」

「船医？　……お医者様？　こんなに若いのに？」

　驚いて、イシュルは小首を傾ける。

　医者といえば、いつも診てくれた白い髭ひげのお爺さんの主治医しか思い浮かばない。

「……若いけど、腕はいいよ？　カイが死体の解剖させてくれたら、もっと腕あがると思うんだけど」

　にっこり。恐ろしいことを言いながら、花のように、少年は笑った。

「レオナルド、お願い。初めて逢う人に、解剖の話はやめて。イシュル様がびっくりしちゃうから」

「だって、生命の構造を知るためにはさあ、やっぱ外側から見てるだけじゃ、わかんないからさあ」

「いまでさえ、レオナルド、海賊王子の片腕の黒い魔法使いなんて言われてんのに。これ以上、悪名高めてどうすんだよ」

「たかが落ちた腕くっつけたぐらいで魔法使い扱いされてもな。他の医者が無能なんだよ」

「……医学の進歩のため、人体解剖の要請をしてる優れた医学者達がいるのは知っています。それは神の域を侵すと、リタの教会が許していないことも」

　皇宮で読んだ本を思い出して、イシュルは口を挟んだ。

「ほら見ろ。ヘタレヤンと違って、深窓の姫君みたいな顔をしていても、聡そう明めいな皇子様は科学と医学の進歩に興味をお持ちだ」

　イシュルの言葉にレオナルドは機嫌をよくしたようだ。

「オレはレオナルドの身を心配をしてんの！　医学の発展とか言ってて、レオナルドが死者に呪われたらどうすんだよ！」

「まだ見ぬ新しい何かを見たい、ていうのが、命の存在理由だと思うんだが」

「でも、ヤン殿のご心配もわかります。病の摂理を知るためとはいえ、死者の身体を切り開く……というのは、やはり……恐ろしい」

　もっとよい薬があれば、原因もよくわからぬまま、ずっと体調のよくない母の具合がよくなるのでは、とずっと思っていたから。若い医者であるというレオナルドの医学的な好奇心は想像できなくもないけれど、イシュルも死者や神や超自然に対する幼い怯おびえを振り払えない。

「そうだね、異国の綺麗な皇子様。ヤンにはああ言ってるけど、ホントは、オレも少し怖いよ」

　くすっと笑って、レオナルドはイシュルの耳元に囁いた。

「解剖はしないから、診察していい、イシュル様？」

「あ……はい」

　少し話をしたことで、レオナルドに対する警戒心が薄くなり、イシュルは彼の診察を受ける気になった。

「胸をあけていい？　……てか、何これ？　昨夜までなかったよね？」

「あ……！」

　無邪気に衣装の胸をひらいて、レオナルドの眼に真白い肌をさらしてから、イシュルもやっと思い出した。

　白い肌に残る、昨夜の激しい情交の痕。カイの嚙かみ痕。

「ヤン、オレ様の患者に何処のどいつがこんなことを？　何人たりとも、オレの患者であるあいだは、誰も手出しは許さないって、いつもオレ言ってるよね？」

「オレに言われても。レオナルドの患者に手を出すような命知らず、この船に一人しかいないじゃん」

「カイ？　だって、あいつはこの子とは昔むかし馴な染じみだからって……昨夜、随分案じて？　ああ、なんだ」

　一瞬、首を傾げたレオナルドは、納得したように頷うなずいた。

「再会の、甘い夜か。……オレともあろう者が無粋なことを、失礼。もっとも、体調万全とは言い難いから、いくら久しぶりに逢あえて、盛り上がっちゃったとはいえ、少し控えたほうがいいとは思うけど」

　イシュルの身体中に散る赤い花びらのような痕を眺めながら、レオナルドが色っぽく微笑む。

「……ちが……っ、違います、そんなんじゃ……！」

　身体中に散る花びらよりも、もっと顔を赤くして、イシュルは俯うつむく。まともにレオナルドの顔もヤンの顔も見られない。

「レオナルド、レオナルド。昨夜、カイが無理にしたことなんだって。……イシュル様、困ってるから、そこは、あんまり突っ込まないであげて」

　心音異常なし、と胸の音を聞いて、恥ずかしがるイシュルの衣装の前をあわせてくれた。

「は？　食い飽きて、美女の据すえ膳ぜんも面倒がるようなカイがいくら可愛いからって男の子に無理やりー？」

　んんん？　とレオナルドは、今度はイシュルの指に触れて、イシュルの左手の小指に嵌はめられた銀の指環を見つめる。

「ねー、無理やりか甘い夜かはともかく、昨日から思ってたんだけど、これってカイの指環だよね？」

「あ……、はい。子供の頃に、カイから」

　ちいさな頃に、カイがくれた、大事な指環。

　その頃は強姦魔でもなくて、なんだか意味不明なことでイシュルを怒ったりもしない、優しいカイがくれた。

「やっぱり」

　なんだか、レオナルドとヤンが頷きあってる。

「あの、この指環が何か？」

「んーその指環さー、わりかし霊験あらたかな守護の指環だから、カイは、大事な大事な相手に渡せって言われてたんだよね。ラウラの占い婆様に。なのに子供の頃、砂漠の国に行って帰って来たら、カイの奴、誰かにあげちゃってて、婆様に怒られてた」

「怒られた？」

「……それは、ずっとカイの傍らにあるはずの者に贈る指環だったんだ。運悪く、対の指環を渡した者が不幸になれば、その禍が海賊王子にも及ぶよ、運命を繫つなげてしまうよ、てね」

「え？　え？」

「……カイは、ちゃんと、オレが大事だと思った子に渡したからいいんだ、って言い張ってましたけどね」

　ヤンが小さく笑っている。

「ほい、診察おわりー。微熱があるくらいで、体調は昨日よりいいくらいじゃないかな？　寒気は治まった？　昨夜は寒気が治まらないみたいだったけど」

　首の後ろに手をやったり、舌出してみて、と言って口のなかを見てくれたレオナルドが言った。

「は……い」

　たしかに寒さに震えてたけど、カイに物もの凄すごく熱い目にあわされて、それは治まった。

「肌に残る痕が無理やりか合意かについては、無粋な言及はさけるけど、この船でオレの患者であるあいだはオレの保護下にあるから、うちの女たらしの船長に襲われるのが嫌なら、夜はオレの部屋に避難してきてもいいよん」

「…………」

「カイに恨まれるぞ、レオナルド」

　イシュルがぼんやりとレオナルドを見上げていたら、ヤンが笑いながら言った。

「患者を守るのは船医の義務だろ。……どーしたのお姫様、妙なカオして」

「お姫様じゃないですが、あの、この船はカイの？」

「そう。これはカイの船だよ。可哀想にねー。お姫様は、気まぐれなレンティアの海賊王子に攫さらわれちゃったから、親はよっぽどな身代金を積まなきゃ、帰れないよ。でもルティシアのこんな賢くて美び貌ぼうの皇子様のためなら、きっと親元は幾らでも払うよね」

「……いえ……そんな見通しはまるで、ちっともないんですが……」

　そんな有望株の皇子ではないのだ。

　父のルティシア皇帝も、イシュルが攫われて高額な身代金を要求されても、困惑するだろう。

「それが、レオナルド。イシュル様に関しては、カイの希望で、絶対払えない程の金額を提示する予定だよ。船の者にも『客でなくて、イシュル様はカイの大事なものだから、そう扱え』と伝えろと。『返す気などないから』と」

「……何それ、何なの。めちゃめちゃカイのお気に入りってこと？」

「この状況で、お気に入りも何も……」

　イシュルは不満で、ふくれっつらになってしまう。

「でも、レンティアの海賊王子が途方もない高値をつければ、イシュル様にはそれだけの価値があるんだと、世のなかに認知されるよ。『レンティアの値段』は、その人物に対しての値段だから」

「レンティアの値段？」

「どんな海賊も、人質には高い身代金を要求し、支払う側からの値引き交渉の末、折りあうというのがセオリーですが」

　ヤンの説明を、そういうものなんだ、身代金の値引きとかするんだ……と珍しそうにイシュルは聞く。

「私ども、レンティアの海賊のつける値段はとびきり高い、というのが海で暮らす者の常識です。そのかわり他と違って、拘束中の人質には傷ひとつつけない、扱いがいい、という点でも知られています。私共に攫われた者は、レンティアの客と呼ばれます。かなり居心地がいいので、そのままレンティアが気に入って、レンティアに居着いてしまう客人も結構いらっしゃいますし」

　レンティアの客のなかでも、イシュル様はちょっとイレギュラーで、カイに勝手をされてしまってますが、とヤンは歯切れ悪く、ぼそぼそ言う。

「そのまま、居着く？」

「才能のある方、自由を求める方、高貴な方のなかには、他人が思うほどには、元いたところでの地位に執着がない方もいらっしゃるので。そういう方はレンティアでの暮らしがあうらしくて」

「身代金を払っても？」

「そうですね。高い身代金を清算してなお、レンティアで暮らすことにされた方もいらっしゃれば、高すぎて払えないと居着いた方もいらっしゃいますし。結構、体質があえば、暮らしやすいところですよ」

　レンティア暮らしをのんびり薦めて来るヤンの言葉を聞きつつ、自分のためにひどく高い身代金なんて、父様は払ってくれないだろうと、イシュルは思う。

　とはいえ、皇子誘拐ともなれば、ルティシアの国家としてのプライドにも関わるだろうし……。

「そーだね。カイが返す気ないんなら、この子は帰れないんだろうし、早く馴な染じんだほうがいいかもね」

　いかにも、とレオナルドが頷いている。

「いえ、あの、帰らないと」

「だってさ、カイが一度こうと決めたんなら、たぶん、その通りにされちゃうよ？　イシュル様は、早めに諦あきらめたほうがいいと思う」

「そんな……、こちらにも都合や、気持ちというものが」

「都合や、気持ちかあ」

　イシュルの白い手をとって、レオナルドは美しい銀の指環を見つめる。

「でも、カイの半身のこの指環に呪われて、運命にここまで連れて来られちゃったんじゃないの？　……逃げられないよ、きっと、こんなの嵌めてちゃ」

　カイから与えられた指環をからかわれても、そうかと言って、左の小指からそれを外す気にはとてもなれなくて、困った顔でイシュルはやけに楽しそうなレオナルドを見つめ返すしかなかった。










　少し休むといいよ、と薬を処方してもらい、清潔なタオルで全身を拭ふいて、イシュルはベッドに横になっていた。

　イシュルが別室で身体を清めているあいだに、ベッドは清潔なシーツに取り換えられていた。船室の調度を見まわしても、到底、海賊船に閉じ込められているとは思えないような優雅なつくりだ。

　昔馴染みの美貌の強ごう姦かん魔がいることさえ除けば、ヤンの言っていた『レンティアの海賊は客人の扱いがいい』というのは本当のような気がした。

　扱いはよくても、攫われてるには違いないのだけれど。

　ここのところ、母の死という哀しみ、我が身のこれからの行く末など心配ごとが続き、そのうえ海の上では船に慣れなくて、よく眠れなかった。

　けれど、昨夜はカイのすることに驚いて怯えて、その後は気を失ってカイの腕のなかでずいぶんぐっすり眠ってしまったので、ベッドにいても眠れない。

　微熱といってもたいした熱ではないから、本でも読みたい。

　眠れないで一人ぼっちでこのベッドにいると、カイのことばかり思い出してしまう。

　イシュルに触れてきたカイの熱い肌、火のような熱い塊。

　まだ身体が痛いし、正直本当のことだと思えないくらいだ。

　眼が覚めたら、見慣れない姿の大人になったカイがいて、昨夜のことは夢じゃなかったんだと驚いた。

　海賊に船を襲われたことも、その海賊の首領がカイだったことも、カイが……、イシュルを無理やり抱いたことも。

（……や……やあ……っ、こわ……、カイ、やめ……）

（怖くないから。オレに、怯えないで……？）

　ずっと逢いたかったのに。

　カイは、たった一人の友達なのに。

　なんで、あんなこと……。

「……知らない……人……みたいだし……」

　いまももちろん、とても綺き麗れいな顔立ちだけれど、子供の頃の可愛らしいイメージが消えてしまった精せい悍かんな美貌。

　鍛え抜かれた、鞭むちのようにしなやかな戦うための身体。

　状況を判断することに慣れた、強い眼差し。

　遠いルティシアの皇宮にいるイシュルにまで噂の届くような海の名将なんだから、それであたりまえなのだけれど。

　花や貝殻やイシュルの喜びそうな本を、遠い海から時折届けてくれても、自分の戦の話など一行も書いてこないし、自分の絵姿なども送って来るような人ではなかったので、心の何処かでは、五年前のあの短い髪の子供のカイが、やんちゃに海で暴れまわっているような幻想を抱いていた。

　イシュルだって、カイに貰ったときにはぶかぶかに大きかった指環が、指から外れなくなるくらい成長してるんだから、カイだって大人の姿になってて、あたりまえなのだけれど……。

　左手の小指に嵌めた指環を見つめると、先程のヤンやレオナルドの言葉を思い出す。

（……カイの奴、怒られてた……、ずっとカイの傍らにあるはずの者に贈る指環だったのにって）

「そんな……大事な指環だったんだ……」

　たぶん、あのときカイは、イシュルが「カイに逢えなくなるのが悲しい」って泣いたから、慰めなきゃと思って、大事な指環をくれちゃったんだ……。

　ずっとカイの傍らになんて、イシュルがいられる訳がないのだから、返してあげたほうがいいのかな。

「……でも、返すのは、やだ……」

　微熱に潤んだ瞳ひとみに、指環のラインが溶ける。唇が拗すねたかたちに尖とがっていく。

　これはイシュルのたったひとつの宝物。

　五年間肌身離さず身につけていた、どんな高価な宝石よりも愛しい、大切な、お守りの指環。

（……逃げられないよ、きっと、こんなの嵌はめてちゃ）

　レオナルドの意味深な美しい微笑を思い出す。

　カイのくれた指環を離したくないなんて言ってたら、昨夜、強姦されたのだと訴えても、信じてもらえなくて笑われても、仕方ないのかな。

　でも、カイのことは大好きだけど、それとこれとは……。

　ああいうことは、夫婦や愛しあう恋人達のあいだですることで、カイがイシュルを抱いた意味が、よくわからない。

　とはいうものの、昨日、カイの船に攫われなかったら、お逢あいしたこともないドーリア枢すう機き卿きようにあんなふうにされるはずだったのかと思うと、それもとてもとても遠慮したい。

　なんで母上が亡くなったとか、変態の枢機卿のとこに行かされることを言ってこないんだ、おまえの手紙には大事なことが何も書いていない、って、カイ、怒ってた。

　それは、たしかに、大事なことを何ひとつカイには言えなかったイシュルがいけないのかも知れないけど……。

「……手紙……」

　手紙を返してくれるって、昨夜カイは言ったけど、本当だろうか。

　忘れてないだろうか。

　最初にイシュルを襲ってきた、いかにもやんちゃそうな海賊の子とかに、捨てられたりしてないだろうか。

「……イシュル。なんで、そんな半泣きの恨めしそうな瞳で、オレの指環眺めてんだ？　寝るなら寝る。怒るなら怒るでどっちかにしたほうが、身体によくないか？」

「……カイ！」

　いつのまに入ってきたのか、本と宝石箱と木箱を抱え、肩に極彩色の鳥を乗せたカイが、不思議そうにイシュルを見下ろしていた。

「……これ？　これが、カイの、オキニイリ？」

「……喋しやべる……鳥？」

　カイの肩に乗っていた極彩色の鳥が、イシュルのほうに飛んで来た。

　その鳥は高い声で、人の言葉を話した。

「ルシエル、イシュルが怖がる」

「ン？　怖がらない。ない。ルシエル、イイ鳥ー。カワイイ、カワイイ」

　イシュルのベッドに着地したオレンジの鳥は、イシュルを珍しそうに見つめている。

「残念ながらおまえは、どう見ても、カワイイってキャラじゃねーだろ」

　自身の可愛さを、イシュルに無理やりアピールしているルシエルに、カイが呆あきれて苦笑している。

「ひどい！　ルシエル、カワイイ！　カイもカワイイて言ッテタ！」

「そりゃールシエルだって、昔は、そんなに太ってなかったじゃねーか。何でも食って、ぶくぶく太りやがって。もう可愛い鳥キャラは諦めて、賢い鳥キャラでも狙ったらどーだ？　ちょっと馬鹿だけどさー」

「馬鹿じゃ、ない！　ルシエル、可愛い、賢い鳥！　高価な鳥！」

　ぎゃーぎゃー騒ぎたてる、たしかにちょっと太り気味の鳥の声に、半泣きだったイシュルさえも、思わず笑った。

「カイのお気に入り。笑ったー。笑うと、トテモ、カワイイネー」

　ルシエルは、うっとり、イシュルを見上げていた。

「ホントだ、イシュルが笑ったな。……ルシエル、おまえも伊達だてに太ってる訳じゃなかったんだな。役に立つ奴だな」

「ルシエル、太ってナイ！」

　ぷんぷん、ルシエルは怒っている。

「これが、ルシエル？」

「そう。イシュル、覚えてるのか？」

「人の言葉を覚えて喋る珍しい鳥を拾ったって、でもうるさくて仕方ないって、いつかのカイの手紙に」

　逢うのはもちろん初めてだった。

「拾ったときは、ほっそりしてたんだけどなあ」

「いまも、ルシエル、スマート！　ルシエル、オトコマエ！」

「可愛い。触っても？」

「ウェルカーム！」

　イシュルに可愛いといわれて、ルシエルは大喜びで、自慢の毛並みを撫なでて、とイシュルの指先に擦り寄った。

「……可愛いな」

「小指ノ指環。カイと、オナジ。コレ、大事な指環」

「あ……うん？　そうだよ、カイと同じだよ」

　鳥にまで見つけられちゃった、とイシュルは少し微笑む。

「これ、ルシエル、欲しいって言っても、カイ、くれない。エメラルドやサファイヤやルビーより大事な指環って、カイ、クレナイ。……いつか、砂漠にいる、コレの片割れ、持ったコに逢いにいこう、って、ルシエル、カイと約束シタ。……イシュル……？　待テナクテ、カイに逢いにキタの？」

「お喋り鳥。男同士の秘密の約束が守れねー奴は、焼き鳥の刑にすんぞ」

「みぎゃー！　みぎゃー！」

「カイ、だめ！　そんな引っ張ったら、ルシエル痛い！」

「心配するな。半分、演技だ。ルシエルは演技派だから」

　鳥をひっぱるカイの手をとめさせようと、イシュルはカイの指に触れた。

　昨夜、全身余すところなくカイに触れられて、触れさせられたというのに、いまはカイの手に触っただけで、妙に戸惑ってしまう。

「……イシュル、体調は？」

　鳥の話をしているあいだはいいが、カイの瞳がじっと自分を見つめると、イシュルは対処に困る。

「そんなに悪くないから……眠れなくて退屈してた。あと……昨夜のカイの無作法に怒ってた……」

　朝は逃げられてしまったが、ちゃんと文句を言わなくては、とイシュルはカイを睨にらむ。

「ひどいな。人生で一番、優しく抱いたつもりなんだが」

「う……そ、どうしてあんなこと……。何の意地悪……？」

「意地悪じゃないよ。こんなどーしようもなく鈍いお姫様に、いったいなんて説明すりゃいーんだ？」

　カイは困った顔で、イシュルから目をそらして、天井を見上げている。

　人をひどい目にあわせておいて、なんでカイのほうが困った顔をしているのか、イシュルには意味がわからない。

「イジワル！　カイ、イジワル！　イクナイ！」

「ルシエル、おまえどーしても、今夜のディナーのメニューに加えられたいらしいな？」

「カイ、オニー！」

　タスケテーと、ルシエルはイシュルの背中に隠れる。よたよた隠れるさまがおかしくて、イシュルは思わず笑い声をもらす。

「……また、イシュルが笑った」

「え……？」

「昨夜から、泣いてるか、怒ってるか、困ってるか、その三つのどれかしかなかった」

「そ……かな？」

　イシュル本人としては、海賊に攫さらわれて困っているし、戸惑っているけれど、心のなかではカイに逢えて嬉うれしい、という気持ちももちろんあったので。

　カイに逢ってから、まったく笑っていなかったとは思わなかった。

「笑ってるほうが可愛い」

「もう……可愛いって歳じゃないよ……」

　十五歳といえば、この時代では、もう一人前だ。

　女の子なら嫁に行って子供を産んでいてもおかしくないし、男の子なら戦に連れて行ってもらえる歳だ。

「……老けたと嘆く程の歳でもないと思うが？　おちびちゃんは、充分、可愛いよ」

「ちびじゃない……」

　カイとそんなふうに話していると、子供の頃に戻ったようで、つい和んでしまいそうになっていけない。この幼おさな馴な染じみの海賊に、自由を要求をしないと、とイシュルは首を振る。

「……友人としてのお願いです。身代金の要求などしないで、この身をリアンに送ってください、カイ」

「やーなこった」

　さっきまでひどく親しげに話していたのに、その話題になると、カイはまったく取りつく島もなかった。

「……カイ！」

「オレから逃げて、ドーリアの爺じいさんトコ行って、骨までしゃぶられてどーすんだ？　そりゃあ、男色家でも才のある者を育てて、いいパトロンになる洒落しやれ者も世のなかにはたくさんいるが、あの枢機卿はそんな男じゃないぞ？　遊びに行った美少女や美少年が帰って来ない、悪い噂の絶えない怪僧のところに、自分の大事なものを行かせる馬鹿はいない」

　落ち着いた柔らかいカイの声に、ぞっとするようなことを言われて、さすがにイシュルは言葉に詰まる。

「そんな恐いとこで、ねんねのイシュルに爺さんの相手が務まる訳ないだろ。……昨夜だって、あんなに怖がって泣いてたのに」

「…………！」

　無理やりした癖に、不慣れな閨ねやの作法をからかうカイの不作法さに、イシュルは真っ赤になった。

「イシュル、ネンネー？　オヤスミー？」

「信じられないっ！」

　ルシエルの無邪気な声に、ようやく我を取り戻して、ベッドの上の枕を摑つかんでカイに投げつけた。カイめがけて枕は飛んで行ったけれど、寸前で軽く避けられた。

「恥知らずの強ごう姦かん魔！　……あんなに、嫌って言ったのに！」

「……リアンの枢機卿殿も惑わす美び貌ぼうで、あんなに口説かれたんだから、気の毒なオレにだって同情される余地はあると思うんだが」

「何を言ってるのか、意味がわからない！」

「ゴウカン？　したのか？　ゴウカンイクナイ。イクナイゾ。カイ」

　ルシエルがぱちくり大きく瞳をひらいて、カイの綺き麗れいな顔を見上げている。

「強姦、よくないよね」

　いまひとつ、ヤンにもレオナルドにも強く同情を得られなかった感があるので、カイを責めてくれるルシエルを、鳥とは言え、イシュルは心強く思った。

「ん。イクナイ。イツモ、カイ、ミンナに言う。強姦ナンテ、憐レナ真似スンナ、心底、惚ほれてくれた女と寝ロよ、ッテ」

「……イシュルは女じゃないが、その言葉なら違えてないと思うんだが。……ずいぶん気があってるようだから、ルシエルをおいて、オレは退散しようか？」

「……カイ、話をちゃんと聞いて！」

「嫌だよ。解放しろとか、帰りたい、以外の話なら聞いてやるが」

「身勝手すぎる！」

「先祖の代から、筋金いりの身勝手な海賊だからな」

「カイは、レンティアの海賊だけじゃなくて、フェリシア王家の血も継いでるはず……」

「そっちの血のほうが、もっと我わが儘ままだよ。生まれてこの方ずっと王様なんだから、人の言うことなんか聞く訳ないだろ。……まあ、イシュルだって生まれながらの皇子様だから、人の言うこと聞く習慣はあんまりないと思うが」

「……そんな、ことは……」

　皇帝の気まぐれで他国に行かされるような人生だから、人の言いなりのような気がする。父なる皇帝以外には、イシュルに膝ひざを折らせる者はいなかったとはいえ。

「だが、ここはルティシアじゃない。オレの船の上だ。イシュルはオレが奪ってきた。オレのものなんだから、オレの意志に従ってもらう」

「………………！」

　カイと一緒に船に乗ってみたいって、ずっとイシュルは夢に見ていたのに。

　いま、カイと一緒に、カイの船に乗ってるのに。

　なのに、哀しい。

　この世に友達はカイ一人しかいないけど、いくら何でも知ってる。こんなのは友達の言葉じゃない。

　泣くなよ、手紙を書くから、きっと書くから、って言ってくれた、優しい歌声のあの子の言葉じゃない。

「……カイは、何処……？」

「イシュル……？」

　傲ごう慢まんなカイの物言いに絶句してしまったイシュルの頰に、ぽたぽた涙が落ち始めたので、カイも驚いたが、ルシエルも陽気な一言を挟めないほどぎょっとしている。

「ほんの子供の頃に、初めて逢あったイシュルのこと、友達だって言ってくれたカイは？　イシュルの知ってる海賊王子殿は？　いったい何処にいるの？　あなたはいったい、誰？　カイを返して……。ずっと……、手紙をくれてた、本当のカイを返して……」

「イシュルに手紙を書いてたのは、オレだ。……砂漠の皇宮でイシュルにこの指環を贈ったのもオレだ。海賊王子はオレの仇あだ名なだし、他にカイはいない」

「噓つき！　カイは友達を辱めたりしない！　昨夜みたいなことしない！」

「おまえのなかで、オレは物もの凄すごく聖人君子に育ってるみたいだが、……オレは生身の男なんだし、イシュルが考えないようなこともするよ。……イシュルの思ってたとおりじゃないと、オレはカイじゃないのか？」

「…………」

　そんなふうに言われると、イシュルは自分の言っていることが理不尽な気がして、それ以上言えなくなってしまう。

　でも、どう考えても、「オレのものなんだから、オレの意志に従え」、と言っているカイのほうが、激しく理不尽だと思うのだが……。

「泣カナイデ、綺麗なイシュル、泣カナイデ。ルシエルの宝物、イシュルにアゲルよ。キラキラしてるよ。ダカラ、泣カナイデ……」

　オロオロと、ルシエルが、涙を零すイシュルを気遣う。

「……昨夜イシュルが言ってた手紙と荷物を持ってきた。書いた男が気に入らないなら、手紙は捨ててくれ」

「………………」

　ふるふる、イシュルは泣きながら首を振る。

　捨てられる、訳がない。

　リタの教えの書より、ずっと読み返していた手紙。

「手間をかけました。ありがとう」

　カイから手渡された木箱の上に、イシュルの涙が落ちて、染みをつくる。

　五年分のカイからの手紙。

　なのに、どうして、それを書いてくれた本人とこんなに言葉や気持ちが通じないんだろう……。

「ルシエル、イシュルの気晴らしを頼む。オレがいても、お姫様の機嫌を損ねるばかりみたいだ」

「任サレター、ルシエル、ガンバル」

　バサバサと、ルシエルの羽音がする。

　元気ダシテ、と慰めてくれるルシエルに気をとられていたイシュルは、船室を後にする海賊王子の物憂げな表情にまでは気づかなかった。
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「イテーよ、イテーって！　先生、もうちょっと優しくしてよ。なんでこんな綺麗な顔なのに乱暴なんだろ。この人……」

「何を言う、優しいじゃないか、いつも」

「先生が優しいときは、大抵、何か頼みごとがあるときだなー」

「当たってるー」

　イシュルの船室を出て、カイが船内を歩いていると、明るい笑い声が聞こえた。

　船医のレオナルドは相当な変わり者だが、女のいない船の上ではかなりの眼の保養になる部類だったので、怪我人とかまわれたい者で、医務室はいつもよく賑にぎわっていた。

「カイ様！　先生にもっと優しく治療してやれ、って言ってくださいよ！」

「……オレの言うことなんか聞かないだろ、レオナルドは」

　包帯を巻かれた少年に呼ばれて、カイは苦笑する。

「先生、そーいや、昨日の戦利品の別べつ嬪ぴんさん、大丈夫？」

「あー、カイが抱いてきた子。綺麗な子だったなあ」

「ルティシアの皇子様だろ。ルティシアっていやー、砂漠の国なのに、雪みたいに真っ白い肌だったなあ。あれなら、ドーリアの助平爺さんも欲しがるわなあ」

「あの爺さん、地獄に落ちないのかね？　あれでよく聖職者やってられるよなあ。あんな可愛い子を爺ぃの魔の手から救ったんだから、オレ達ってホーントいい海賊だよなあ」

　攫われたイシュル本人が感謝しているかどうかはまったくおかまいなく、気楽なレンティアの海賊達は自画自賛している。

「ああ、そうだった。その子のことで、カイに文句を言うんだった。若長と話がしたいから、みんなちょっと外して」

「ええーオレら、仲間外れー？」

「内緒話ー。いい話？　悪い話？」

「カイ様ー、あとで、剣の稽けい古こつけてくださいー」

「……いいよ。あとでな」

　レオナルドの一言で、たむろしていた海賊達が、騒ぎながら医務室を後にする。

「さてと。船医として、文句があるんだけど、海賊王子殿？」

「おっかないな。文句は聞くけど、レオナルド、ちびちゃんの……あの子の身体の具合は？　大事ないか？」

「微熱と疲労。あとはストレス。海と船と気候に体が慣れてないのと、たぶん、攫われて驚いてるだけだよ。……ところで若長、昨夜、あの子の身体が冷えてるからあたためてやれとは言ったけど、過度な運動させろなんて頼んでないぞ？」

「頼まれてはいないな」

「……敵であろうと味方であろうと、オレの患者に手出しは許さない、ってオレいつも言ってるよね？」

「知ってる。レオナルドの患者であるあいだは、そいつは治外法権だ。誰も手出しは許されてない」

「覚えてるんなら、どーいうこと？」

「……んなこと、聞かれても困る。……答えられない」

　黒目がちなレオナルドの瞳ひとみに睨にらまれて、お手上げだ、と言いたげにカイは両手をあげた。ホールドアップ。理由をちゃんと答えられないし、ルール違反は承知しているから、言い訳もできない。

「……だいたい、無理やりなんて、カイの柄じゃなくね？　それとも、何。美人食い飽きて、おまえ、ついに美少年の味覚えたくなったの？　……女に飢えた船の連中みたいに、オレの寝室に忍び込んだりしたら、はっ倒すよ？」

「……天が落ちようと、地が裂けようと、オレがレオナルドの寝込みを襲うことなんてないから、そこは心配するな。そんな趣味、ある訳ないだろ」

「……じゃ、なんで？　そりゃあ、大聖堂の天使像みたいに可愛い子ではあるけども、……とはいえ、美貌で名高いうちの海賊王子殿を惑わすほどのことなのか？」

「………………」

「それとも、何、カイ？　子供の頃の、初恋の君？　そりゃあ、あの子なら、子供の頃からさぞ可愛かったんだろうけどさ」

　カイの右手の指環に、レオナルドは視線をやる。

「そんなん、じゃ……」

　初恋の君かと言われると、そうではないと思う。

　ずっとあの子に恋していたのかと言われると、ずっと気にかけてはいたが、何も大きくなったら嫁に貰もらいにいこうと思っていた訳ではない。

　泣いていたあのちびちゃんは、もう泣かなくなっただろうか、と。

　前より強く、自由になれたのだろうか、と。

　イシュルの手紙を読みながら、気にしていたのだけれど。

「だって、普通、あげなくね？　ラウラ婆様の双身の指環。おまえさ、あれ、返してもらわなくていいの？」

「あれは、ちびちゃんにやったものだから、いいんだ」

「……まあ、あの子も文句はいろいろあるようだったけど、カイの指環は外したくないみたいだったしね」

　机の上の書類を、レオナルドは、パラパラと捲まくる。

「……手紙……」

「……え？」

「オレの手紙を返してくれって言うから、さっき部屋に持って行ったら、またちびちゃんに泣かれた……」

　べつに、イシュルを泣かせるつもりで荷物を運んでやった訳ではないので、カイは地味に落ち込んでいた。

　古い手紙の束の入った箱を大事そうに抱えて、イシュルは細い肩を落としていた。

　この手紙を書いてくれたカイを返してくれ、と泣いていた。

「……何か、機嫌損ねるようなこと、言ったのか？」

「ドーリアの爺じじぃのとこには帰さないと。オレが攫さらってきたんだから、ずっとオレのところにいろって言ったら、泣いて嫌がられた」

「……皇子様には、何かリアンに行かなきゃいけない訳でもあるんじゃないのか？」

「イシュルが大事にしてた母上は亡くなったと、昨夜言ってた。だったら、身を呈してまで変態に売られなきゃならん理由が、オレにはわからない」

「よっぽど国の父親に心酔してて役に立ちたいか、それとも、リアンに行って出世でもしたいのか？　リアンで出世目指すなら、男に強ごう姦かんされたくらいでしょげてちゃ無理だと思うが。まあ、ずっといろって言われても、砂漠の王国育ちの皇子様なんだし、海や船が苦手だったらレンティアは嫌かも知れないしな」

「海を見てみたい、カイの船に乗って、一緒に遠くへ行ってみたいって、ずっと手紙に書いてきてたのも、ただの戯言で本心じゃなかったってことか？」

　我ながら苛いらついてるな、とカイは思う。

　母親の死も、リアン留学の話も、イシュルは何もカイには言ってこなかった。

　ずっと傍にはいられなくても、イシュルは大切な友人だから。

　困ったときには力になってやりたい。

　少し大人になったから、子供の頃よりは役に立てることもあるだろう。

　……なんて勝手に思っていたのは、カイのほうだけだったのかも知れない。

「そんなこと言っても……海に憧あこがれて実際乗ってみたら、船酔いで体質にあわない者もいるし、夢と現実とは少し違うだろ。……何だよ、何拗すねてんだよ、カイ」

　レオナルドは少し微笑わらった。

「……ちびちゃんは実際のオレより、手紙のオレのほうが好きらしい。こんなのはカイじゃないって、すげえ泣かれた。……どうしたらいいのか、わからん」

「そりゃー、手紙のカイは、あの子を海で攫ったり、一方的に犯したりしないからだろ」

「……」

　それを言われると、返す言葉がない。

　イシュルの船を襲ったことについては、巡りあわせが悪かったのやらよかったのやら、強姦……するつもりなんてなかったんだが、抱いてしまったので、何も言い訳できない。

「何でもいいけど、痴ち話わ喧げん嘩かなら、はやく仲直りしてくんない？　べつに、カイの初恋の君でも、昨夜ひとめ惚ぼれしたんでも、どっちでもかまわないんだけど、気持ちが身体に出やすいタイプの子みたいだから、オレの可愛い患者を苛いじめるのはやめてね。泣かれてどーしたって？　そのまま放ってきたの？　それなら、様子見に行ってあげたほうがいいかな？」

「ちびちゃんなら、ルシエルがあやしてるはずだ」

「なるほど。ルシエルは、綺き麗れいで硬い、輝く宝石系が大好きだから、あーいう子、好きそうだね」

　ルシエルはイシュルを気に入っていたようだし、イシュルの気晴らしになるかも知れないと思って、お喋り鳥を、話し相手にと部屋においてきた。

「なら、カイには、酒には時間が早すぎるから、ハーブティでもいれようか？　ああもう、しっかりしろよ。現世で名を争うような色男が、自分の船のなかでふられるなんざ、肩なしだな」

　ずっと浮かない顔のカイをあやすように、ひとつ年上のレオナルドは笑った。
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「イシュル、これ、ナニ？」

　サイドボードにおかれた木箱を、ルシエルは嘴くちばしでコツコツつついていた。

「……大事なもの、だよ？」

　泣き疲れて赤い目をしたイシュルは、にこっとルシエルに笑いかけた。

　鸚鵡はルティシアでも見たことがあるけれど、こんなふうに二人で会話するのは初めてだ。

　それに子供の頃、イシュルがルティシアで見た鸚鵡より、ルシエルはずいぶんたくさんの言葉を知っている。

「大事？　カイの匂い、スルネ」

「……しないよ」

　それはカイの手紙の入った箱だが、たくさんの人の手を借りて、イシュルのところへ運ばれて、カイの手からは離れて久しいものだ。

　カイの匂いがするはずがない。

「イシュルからも、スル」

「……何？」

「カイの匂い、スル」

「………………」

　時を経た手紙よりは、たしかに、イシュルのほうがカイの匂いがするかも知れない。

　イシュルは昨夜一晩中、カイの腕に抱かれていたから。

「……しないよ。イシュルからも、カイの匂いはしない」

　けれど、ちいさくイシュルは首を振って、ルシエルの言葉を否定した。

「…………？　カイと喧けん嘩かシタ？」

「喧嘩じゃ……」

　喧嘩になんてならない。

　イシュルの話なんて、カイは聞いてくれない。

　もっともイシュルは、喧嘩なんて生まれてこの方したことがないのだけれど。

「喧嘩イクナイ。……ナカ、……ナオリしなきゃ」

「仲直り？　……ルシエル、いっぱい言葉知ってるね」

「ヤー！　ルシエル、賢い鳥！　役に立つ鳥！　可愛い鳥！」

「うん。ルシエルは賢くて、可愛いよ」

　さっきから話してると、何故か、〝可愛い〟は、ルシエル的に大事な項目らしいので、そう褒める。

「イシュルも賢くて、カワイイ。……笑うと、可愛い」

　さっきのカイの言葉をそのまま写したように、ルシエルは言った。

「……カイ、イシュル、心配シテタヨ」

　じっと、不思議な色をしたルシエルの瞳が、イシュルの瞳を見つめる。

「カイ、指環のコ、逢イタガッテタ。イツカ、砂漠ニ逢あいにイクノ、楽しみにシテタ。ルシエルも楽しみにシテタ。……イシュルに嫌われたら、カイ哀シイ」

　いつか、イシュルのとこにも連れていくよ、このうるさい鳥、って手紙に書いてあった。

　ひとつも噓のなかったカイの手紙。

「……嫌ってない、よ。……ルシエルは？　カイ、大好き？」

「カイは、恩人」

「……恩人？」

「ルシエル、トテモ高価な鳥。デモ、傷、ツイテ、高ク売レナイ。捨テラレタ。捨てられるの、カナシイ。トテモ、淋シイコト。いろんな人、ルシエル珍しガッタ。トキドキ、優しい人、餌クレタ。けど、オレと来るか？　て言ッテクレタノ、カイだけ」

　オレと来るか？

　十二歳のあのとき、カイの言葉にイシュルが「うん」と言ってたら、どんな人生だったんだろう？

　たとえ短い期間でも、母親をおいて父親の許しを得て、カイについてレンティアを訪れていたら、どんな人生だったのだろうかと。

「カイ、噓、下手。ルシエル、ワカル。イマ、タブン、イシュルに嫌われて、哀シクテ、落ち込んでるネー」

「そんなふうには、見えなかったけど……？」

「イシュルも、カイに慣レタラ、ワカルヨウニ、ナルよー」

　ン？　とルシエルは、可愛らしく首を傾げる。

（……イシュルの思ってたとおりじゃないと、オレはカイじゃないのか？）

　カイじゃない、とイシュルが言ったら、カイは困った顔をしていた。

　ほんの子供の頃にしか逢ってないのに、カイのことをずっと好きで、大事に想って生きてきたけれど、いまのカイのことなんて、イシュルはルシエルみたいにはわからない。

　本当のカイのことなんて、何にも知らないんだ、と思い知る。

「カイ、攫ってきても、お姫様トカ、可愛い子に、イツモ好キって言われる。嫌われるコト、ナイ。あれは、相当、びっくりシテ、ヘコンデルネ」

「………………」

　そりゃあ、年頃の姫君だったら、あの美び貌ぼうに、

（オレのものだ。……帰さない）

　なんて言われたら、心揺れるのかも知れないが……。そうは言っても、いきなり伽とぎをさせられても、誰も嫌がらないんだろうか？　そんなの、間違ってる……。

「でも、カイだって悪い……」

　さっき、こんなのカイじゃない、なんて言ったのは、イシュルの身勝手だったと反省しても、そこは譲れない気がして、イシュルはぼそりと呟つぶやく。

「ん。強姦イクナイ。カイ、女の心を殺すようなことするなって、いつも言うのにネ」

「…………」

「デモ、デキタラ、うちのご主人に、チョットダケ、優しくシテアゲテー？」

　明るい、甘えるようなルシエルの声に、イシュルは返事に困っていた。
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「なんだ？　客人に食事持ってくとこか？」

　肉や野菜スープの載ったトレイを運ぶ少年に、トゥールは声をかけた。

「ああ、トゥール様……、さげるとこですよ。ルティシアの皇子様、食欲がないらしくて」

「て、ぜんぜん食ってねーじゃねーか」

「ええ。あんな細いのに食べないともたないと思うんだけど」

　茶色い髪の少年は、まるで減っていない料理を見て、溜息をついた。

「まー、部屋に籠こもって寝てるから、腹すかないだけかもよ？」

　自分が一か所にじっとしているのが苦手なトゥールは、ポキポキ首を鳴らして返事した。

　船長のカイが十七歳と若いこともあって、ヴェリテ号の船員は、若者が多い。

　戦上手のレンティアの海賊王子の船に乗りたがるのは、幼い少年たちに限ったことではないが。

　ヤンとレオナルドは、一人でほっとくと不安だから、と、ほぼカイと共に動くが、トゥールは勉強がてら、とレンティアの別の船長の船に乗りこむこともある。

　いろいろ乗ってみて、ヴェリテ号に戻ってくるたび、やっぱりここが落ち着くなあ、と満足するのだが。

　カイの船だと、相手が誰でも戦に負ける気がしないところも気に入っているが、何よりカイが吞のん気きなせいか、船内でくだらないモメごとがないとこが気楽だ。

「オレ、覗のぞいてみよーかな」

「ああ、お話されるようなら、何か食べたいものがあったら、お作りしますよ、って言っておいてくださいね」

「んー」

　上玉でも、美少年には興味はないが、左手の小指にカイと同じ指環を嵌はめていて、あのカイを慌てさせた皇子様には、少し興味を覚える。

「……皇子様、ご機嫌どーう？」

　船室の扉をあけると、ベッドに凭もたれて、華きや奢しやな皇子は本を読んでいた。

「……？　あ……！」

　トゥールの顔を見て誰か考えているようだったが、片目の眼帯で最初に自分を襲った男だと気づいたようだ。

「その節は、襲ってゴメンね。カイの友達なんだって？」

　親しげに話しかけても、警戒心にあふれた瞳ひとみがトゥールを見つめている。

「……トゥール！　ノックくらい、シロ！」

　わー歓迎されてねーと思っていたら、けたたましい鳥の声がした。

「ルシエル。なんだよおまえ、さっそく可愛い子ちゃんにとりいってるのか？　鸚おう鵡むの癖に、手の早い奴だな」

「……ルシエル、カイにイシュル、任サレタノダ。イシュル、読書中。トゥール、邪魔スンナ」

　えっへん、と高い位置から、ルシエルは、トゥールを見下ろす。

「本もいいけど、焼き鳥と仲良くしてないで、飯も食わなきゃダメじゃん。メシ持ってきた子、味つけ気に入らなかったのかなーって、心配してたよ？　皇子様、海賊の不味いメシなんて食えねーってハンスト中？」

「……そんな訳では……」

「ルシエル、焼き鳥、チガウゾ！」

「ヤンが可愛い子ちゃんのこと、客じゃなくて、カイの大事な友達だ、ってみんなに言ったらしいから、あんたが食わねーと、みんな心配するよ？」

「トゥール！　イシュル、ちゃんと、食べようとシタ！　トゥールと違って、食が細イダケ！」

「……ルシエル……」

　ぎゃあぎゃあ騒ぎ立てる極彩色の鳥に手を伸ばして落ち着かせる姿は、さすが、大国の皇子様というか、いかにも優雅だ。

　ほそっこい子なのに、カイの友達をやるぐらいの気概があるせいか、片目のトゥールに怯おびえる様子もない。

「……味がどうとかレンティアの食事が、というのではなくて、ただ、食べられなくて……。せっかく作ってくれたものを、申し訳ない。……船のなかでは、貴重な水や食料を」

「いや。あんたが残しても、五分後には、誰か食っちまうから、食料は無駄にはなんねーけどさ」

　なんだ、深窓の皇子様だけど、ちゃんと常識はあるのか、とトゥールは、見直した。

　世界中を旅していれば、食いたくても食えないような者もたくさん見るから、大切さを知らずに食べ物を粗末にする奴が、トゥールは嫌いだった。

「あんた、荒海に出たこともなさそーな皇子様なのに、船んなかじゃ、水や食べ物が大事なことちゃんと知ってるんだなー？」

「……船に乗ったのは初めてだけど……、ずっと海に憧あこがれて、海や船の本を……読んでたから」

　少し恥ずかしそうに、イシュルが言った。ルシエルの毛並みを撫なでている、イシュルの細い左手の小指で輝く指環。

「いつかカイの船に乗せてもらう約束でもしてたの？」

　まあ、砂漠育ちでも、カイと幼おさな馴な染じみの皇子様なら、それもおかしくない話だよなと思ってトゥールが言うと、イシュルは一瞬ぱっと赤くなり、それから黙りこんでしまった。

「こんな……ふうに、カイに……攫さらわれてじゃなくて……、いつか、カイの船に……」

「あああー。まあ今回はなー、とっかかりは悪かったけど、物事はよく考えようよ。きっとさー、リタの神様の思し召しだよ。よかったじゃん、変態のドーリア枢すう機き卿きようのとこ、行かずにすんで。まさか皇子様はえらく変わった趣味で、ドーリアの爺じいさんに惚ほれてる、って訳でもないんだろ？」

「ドーリア枢機卿には、一度お逢いしてるらしいのですが、御姿の記憶はなくて……」

「緋ひ衣ごろもの爺さんなんて、みーんなおんなじに見えるもんなー」

　吞気に、トゥールも頷うなずいた。

「……枢機卿に懸想はしてませんが、父の命を違える訳には……」

「えー？　変態のとこへ行けなんていうオヤジの言うことなら、違えてもよくねー？」

「ヨクねー？」

　トゥールとルシエルの声がそろって、イシュルはそれに少し微笑った。

「イシュル、ズット、ココニ、イヨウヨー」

「そーだよ。住めば都だよ。てゆうか、坊主の国リアンより、レンティアのが絶対、楽しいって！　さっき、ヤンが書状作ってるとこ見たけど、あんたの身代金さー馬鹿みたいに高いから、ぜってー帰れねーと思うよ。あれじゃ国が買えるっつーの。あんたんち大国とはいえ、ふっかけすぎだよなー」

　トゥールはカイの意向をまだ聞かされていないので、単純にイシュルの身代金の値段に驚いていた。

　まあ何か考えでもあるんだろ、程度に思っていたが。

「ドーリア枢機卿のところへ行く船だから襲ったと聞きました。何か、枢機卿と遺恨が……？」

　身代金の高さの話には返事に戸惑っているようなイシュルが、べつのことを聞いてきた。

「あー？　カイはあんたに話さなかったの？　ドーリア枢機卿、小遣い稼ぎに裏で、美少年だの美少女だの人身売買しててさ」

「……人身……売買？　ドーリア殿、僧そう侶りよですよね？」

「うん？　ま、それ自体は、胸クソ悪いけど、この世のなかじゃよくある話。でも最近、レンティアの子供が攫われたから、カイは怒ってる」

「……子供、が？」

「捜してる、ずっと。いろんな枢機卿がらみの荷を乗せた船を襲って。ついでに攫われかけの子達を助けたりしつつ、うちの子達捜してる。でも、見つからない。もう何処かに売られたのかも知れない。海のなかから泡を捜すようなものだって、大人達に諫められた。けど、カイは諦あきらめない。アイツは、無謀な優しい男だから。カイは絶対に、身内を見捨てない。だから、オレもこの船に乗ってる」

「アキラメナイヨー」

　パタパタ、ルシエルが羽をバタつかせる。

「……攫ったりするのは、レンティアの──海賊の仕事のはずじゃ」

「レンティアの海賊の？　うちは最近傭よう兵へい稼業が忙しくて、誘拐メインでは食ってないからなー。気まぐれにおもしろそうな人攫うくらい。金持ち攫って高い身代金提示して、全世界に大公開。今の皇子様みたいにね。闇にまぎれて殺されても騒ぎにならねーよーな貧乏な家の子攫って、人知れず売り飛ばすよーな、悪趣味なこたーしねーよ」

「そんなことを、ドーリア枢機卿がなさってるとは、カイは一言も……」

　あれ？　本当のことしか言ってないんだけど、ひょっとしてオレ、このコ脅かしすぎ？　とトゥールはルシエルを見上げる。太り気味の賢いルシエルは、なんとも言えない顔をしている。

「怖がると思ったんじゃねーの？　もちろん、皇子様は闇のマーケットに売り飛ばし予定じゃなくて、ただの爺さんの趣味でお稚児にする予定だったんだと思うよ」

「……」

「イシュル？　具合ワルイ？　トゥール、ウルサイ？」

　黙り込んでしまった華奢な皇子を気遣うように、ルシエルがパタパタしている。

「……あああーっ！」

　その沈んだ綺き麗れいな顔をぼんやり見ていたトゥールは、しまった、と口を押さえた。

「ナニ？　ナンダ、トゥール、ドシタ？」

「皇子様は、親の意向でリアンに行くんだった！　……ゴメン、だからカイ、あんたには黙ってたのかも！　……や、ルティシアは、ドーリアの裏の商売のことまではしらねーのかも。うん。しらねーんだよ。だから吞気に、あんたをドーリアんとこやるんだと思うよ～」

　やばい、ヤバイ、もう喋しやべっちゃった、落ち込んでるし……と、トゥールはフォローしつつ、なんとかしろ、とルシエルにご機嫌とりを頼む。

「いえ……、聞かせてもらえて、よかったと……。ドーリア殿のもとに行かせる気はないってカイが言ってたのは……そういう理由もあるのかと」

「カイ、何て言ってたの？」

　オレ、詳しく聞いてないんだよな、この子はカイの大事な友達、ってぐらいしか、とトゥールは思う。

　にしても、友達が揃そろいで指環するのか？　しかもラウラの双身の指環じゃね、あれ？　と密かに不思議がっているのだが。

「……もう帰さない、と、だから身代金も高くすると、……オレが攫ってきたんだから、オレのものだ、ずっと、オレのところにいればいい、って」

「……？　いや、それ、単なる、愛の告白なんじゃねーの？」

　何言ってんだ、あの男は、とトゥールは、顎あごが外れそうになる。

　そりゃー聖堂の天使の絵みたいな綺麗な子ではあるけど、こんな十三、四歳の子供相手に。

「……誰か攫って来るたび、言ってるのでは？」

「んなこと、言う訳ねー。……つか、あいつは仕事でお姫さんの世話とかして、あんな顔だから、そりゃよく懐かれて困ってるけど、いつも口説かれるの専門っつーか。そんな柄じゃあねーよ。……あんただって、あいつの友達なら、知ってるだろ？」

「ほんの子供の頃に、少し一緒にいただけなので……」

　わかるだろー？　とトゥールが言っても、イシュルは困ったように小首を振るだけだ。

「……それは？　そのカイの指環は？　あいつと親しいから、そんなの、してんじゃねーの？」

「これは、子供の頃に、カイからお守りにって……」

「じゃー、あんたが気づかなかっただけで、カイはずっとあんたに惚れてたのか？　ま、知らねーけど、ドーリアの爺さんの愛人になるよりは、うちのカイの愛人のがいいとは思うよ？　アイツのが大事にしてくれそうじゃね？」

「……からかうのはやめてください！」

「アイジン？　トゥール、アイジンて、何ダ？」

「えーえー？　だってさー」

　んなこと言ったって、誰が聞いても、愛の告白なんじゃねーの、オレのものだ、なんて？　とトゥールは、赤くなって怒っているちいさな皇子様と、アイジンてなんだ、アイジン、教えろ、トゥール、と尋ね続けるルシエルの相手に困っていた。




　　　　＊　＊　＊




（男色家どころか僧侶の身で、子供を攫って、人身売買……？　そんなひどい人間のもとに行くところだった……？　父様はこのこと、ご存知だったんだろうか？　いや、いくら何でも、そんなはずは）

　元気出せよー、メシ食えよ！　とトゥールが部屋を去ってからも、彼から聞かされた話に、イシュルは心を揺さぶられていた。

（そんな人間のところに、大事な者を行かせる馬鹿はいない）

　カイの言葉を思い出す。

　どうして、カイは、ぜんぶ教えてくれなかったんだろう。

　ドーリア枢機卿のことも、カイ達が攫われたレンティアの子供を捜していることも。どうして。

（どんなに無理だっていわれても。カイは諦めない。カイは絶対に、身内を見捨てない。そういう男だから。……だから、オレもこの船に乗ってる）

（あああ！　あんた、親の意向で……！　だから、あんたには言わなかったのかも！）

「……カイ……？」

　返してもらった箱から取り出した、カイの手紙に触れながら、ここにはいない男の名を呼ぶ。

　なんで、何にも言わなかったの？

　だから、あんなに怒ってた？

　父様が、ドーリア枢機卿のもとへイシュルをやろうとしたこと、……怒ってた？

「アイジン。アイジン。イシュル、カイのアイジンになってやるー？」

　今日はイシュルと仲良くなって、新しい言葉、アイジンを覚えた！　とルシエルは、ご機嫌だ。

「……ならないよ、ルシエル」

　ルシエルの頰を指で押して、イシュルは微笑う。

（……いや、それ、普通に、愛の告白なんじゃねーの？）

　友達だけど、カイのことはあまり知らない、と正直に話して。少しだけ、トゥールにカイの話を聞いた。

（……歳が近いから、オレとヤンとレオナルドと、今回は乗ってないけど、エーランドって奴と、カイは、つるんでるよ。んー、そーだなー。カイは、モテるのはモテるけど、女に熱心なほうじゃねーんだよなー。あーいう奴は、生まれつき恵まれてっから、有難味がわかってねーんだよ）

　カイに同性愛の傾向はあるかと大真面目にイシュルが尋ねると、ないない、むしろ迫られて逃げまわるほうだわな、とトゥールは大笑いしていた。

　海賊の王子様の癖に、噓が下手。交渉事はヤンとレオナルド任せで、二人がいないとやっていけないっていつも笑っている。でも、なんのかんの言って、みんなカイを甘やかしている。

　近しい者から、教えてもらうカイの話は、楽しかった。

　荒っぽそうだけど、優しいトゥール。彼はいかにも、海賊の少年という外見だ。

　そして、たしかに、交渉事に向いていそうな、穏やかなヤン。

　綺麗で賢くて、でも不思議な雰囲気の、船医のレオナルド。

　そういう、海の王国の仲間に囲まれて、カイは育ったのかな。……イシュルもそのなかの一人だったら、楽しかったろうな、と。

　ルティシアにいた頃、イシュルはよく大聖堂の壁画を見上げながら、天使様みたいに翼があればいいのに、と思っていた。

　そうしたら、カイのところへ遊びに行って、夜になったら、ちゃんと母様は大丈夫かな、ってルティシアに帰って来られるのに、と。

「……あ……っ」

「イシュル？　ドシタ？　どっか、イタイ？　ヒト、呼ぶ？」

　何かを懐かしむような、優しい表情で、カイの手紙に触れていたイシュルが、不意にちいさく悲鳴をあげたので、ルシエルは驚いてバタバタした。

「へーき……、ルシエル……」

　イシュルは首を振って、切なげに吐息した。

　……痛み、というか、熱、というか。

　昨夜、カイが勝手に入り込んだ、身体の奥が熱かった。

　イシュルの身体じゅうに情交の痕があったので、診察してくれたレオナルドからも、痛みどめは頭痛以外にも効くから、何処が痛んでも飲んでいいよー、と言われていたが。

「……や……」

　何かが、身体のうちで、ざわざわとざわめく。

　体内でくすぶるような熱に慣れなくて、イシュルは怖くなる。

　ルティシアの男性、ことに皇族の男性ともなると、どちらかといえばかなり享楽的な性質なのだが、イシュルは、母親が生きながら父親に見捨てられたような境遇で育ったので、恋や性愛に対する執着を覚え難かった。

　数えられないほどの妻を持つ父親の皇帝の背中を見ながら、

（恋はすぐに飽きる、人を哀しい気持ちにさせるもの）

　と思って、育った。

「イシュル？　ヘーキ、ナイ。ルシエル、ヒト、ヨンデ来るよ」

「や……、ルシエル、へいき。大丈夫、だから……」

　いやいや、とイシュルは首を振る。金色の髪が乱れて、白い頰に落ちた。

（……や……、カイ、こわい……、やめて……、やめ……）

（怖くないから。……ほら、ここ……、イシュルも、熱いだろ？）

（いや、いやあ！）

「……っ……、カイ……なんか、だい嫌い……」

　ずっとずっと逢あいたかったのに、ずっとずっと好きだったのに、それなのに、やっと逢うなり、あんな恥ずかしい、ひどい目にあわせたカイなんか、絶対、一生許さない。

「エエッ？　カイ、ナンカシタ？　カイ、イナイヨ？」

「……いる、もん……」

　訳がわからなくて、キョトキョトしているルシエルに、ふるふる首を振って、イシュルは拗すねる。

　ここにはいないのに、イシュルの身体のなかに、まだカイがいるような感触が、気の毒なルシエルにわかろうはずもない。

（まだ……、痛いか？　少しは、……楽になったか？）

（やっ、……なんか、変……、……いや……っ）

（ここが、いいのか？）

（あ……、んう……、そこ、や……！）

　カイの身体の熱。

　カイの心臓の音。

　……それから、あの……、なかに……、入って来る……、凄すごく熱い……。

「……カイの馬鹿……、嫌い……」

　淫みだらなことを思い出しながら、カイの手紙に触れていたら、この汚れのない手紙がどうにかなってしまうんじゃないかと不安になって、大事な手紙から慌てて手を放して、ベッドのシーツを摑つかんだ。

「イシュル？　カオ、赤いヨ？　お熱？　カイ？　カイ、呼ぶ？」

「や……っ！　カイはだめ！」

　イシュルは、どうしたら、この身体の疼うずきを抑えられるのか見当もつかなくて、昨夜その熱を無理やり自分に与えた男を恨んだ。










「イシュル様。……夜風がお嫌いやじゃなければ、星を見ませんか？　今夜は天気がよくて。上でみんな遊んでて、あの……お散歩したら、ちょっとは、お腹すかないかなーって」

「……？」

　昼と夕方、残念そうに少しも減っていない食事のトレイをさげた少年が、そっとイシュルの部屋に顔を覗のぞかせた。

　イシュルと同じくらいか、少し年下だろうか？

　もじもじと、恥ずかしそうにこちらを見ている。

「あ！　あの、気分が悪ければ、もちろん！　お休みになっててください」

「いえ……。お散歩は嬉うれしいですが、攫さらわれた人質がお散歩……？　手鎖でもつけて……？」

　変な風に身体が疼くのに怯おびえて、シーツを被ってなんとか眠ろうとしていたイシュルは、ぼんやり、彼を見つめた。

「鎖なんて！　そんなの普段の客人にもおつけしませんが、カイ様の大事な人にそんなのつける訳ないです！　ありえません！」

　レンティアの少年は驚いて、ぶんぶん首を振っていた。

　女官しかいなかったルティシア後宮を出てリアン行きの船に乗ったが、そこは大人ばかりだった。なので、昨日、カイの船に連れて来られて以来、イシュルは歳の近い少年を、いままでの人生分以上は見た気がする。

「……大事な人？」

「大事！　カイ、イシュル、大事！」

　ルシエルも唱和している。

「はい！　ヤン様が、イシュル様はカイ様のお気に入りの子だから、うんと大事に扱えよーって。カイが怒ると恐いぞーって！　あああ！　ごめんなさい！」

「謝ることは……」

　なんだか、おかしい。

　知らない人だらけの海賊王国の船に乗せられているのに、レンティア人は懐っこい人が多いのか、皆してやたらとかまってくる。

　生まれた国で、病に伏せっていても、これほどかまわれはしなかったのに。

「わー、笑うと、可愛らしいんだ……」

「……？」

「す、すみません！　あの！　剣の稽けい古こしたり、楽器を奏でたりしてる者もいて、楽しいですよ。お酒も飲めます！　お酒、お好きですか？」

「……いえ、嗜たしなむ程度で、強くは……」

　でも、こんな寝苦しい夜には、一杯だけお酒を貰もらうのもいいかも知れない。

「じゃあ、行きましょう！　ね！」

「あの……、勝手をして、あなたが……怒られませんか？」

　子供の頃から、宮廷育ちなので、そういう考えが、骨の髄まで染みついている。

「大丈夫です！　ちゃんと、お許しを頂いてあります！　……でも、嬉しいです！」

「……何が……？」

「オレのことまで、気にかけてくださるのが！　さすが、カイ様の大事な方だ！　綺き麗れいなだけじゃなくて、お優しい！」

　うん、さすがだ、と少年は勝手に納得して、勝手に喜んでいる。

　大事な人って……、ヤンは一体、どんな説明をしたんだろう？

「お外、お外、行こー、イシュル！」

　それを考える暇もなく、はしゃぐルシエルと、はしゃぐ少年に連れられて、イシュルは船室を出た。










　夜の海は暗かったけれど、船の灯りが水面を照らして、甲板には少年の言葉どおり、音楽を奏でている者や、酒を飲んでいる者や、剣で遊んでいる者などがいて賑にぎやかだった。星の灯りが、海の底へと落ちていく。

　それは海の王国育ちの若い海賊達の操る船で、同じ船と言っても、リアンにいくためにイシュルが乗っていた船とは随分と雰囲気が違った。

「あれが……だよ」

「へー、……ホントだ、すげぇ別べつ嬪ぴんさんだー」

「……？」

　風に金髪を嬲なぶられながら、イシュルが少年と歩いていると、ひそひそ囁ささやく声がする。悪意は感じないけれど……。

「ユーヤ。あの……何か……おかしいでしょうか？　やっぱり、人質が歩き回ったりしては……」

　少年はユーヤという名前だと教えてもらった。

「何にもおかしくないですよ！　みんな、綺麗なイシュル様とお話ししてみたいんですよ。それに人質じゃないです！　カイ様の大事なお客様……あ、お客様じゃなくて、うちの人になるんだから」

　イシュルに船を案内しているのが自慢らしいユーヤは、暗いですから足元に気をつけて、と心配してくれながらご機嫌だ。

「ウチノ子ニナルヨー」

　外に浮かれていたものの、暗いところはそんなに得意じゃないのか、ルシエルは可愛らしくイシュルの肩にはりついて離れない。些いささかレンティアの海賊達の視線を息苦しく感じていたイシュルとしても、ルシエルがぴったり傍にいてくれるのは嬉しかった。

「レンティアの海賊王国の船というと、凄く規律が厳しいのかと思っていましたが。戦闘時でないときは……和やかなんですね」

　珍しそうに、イシュルは、竪たて琴ごとを弄っている若者の姿などを眺める。

「んー、全部はわからないし、長の気質にもよりますが、基本レンティアは陽気なタチの船が多いと……」

「海を渡るものは『海賊王子』の船を恐れるって吟遊詩人の歌で……」

「そーですねー。でもカイ様は、喧けん嘩かは売られないと買わないから、穏やかなほうだと思うんですよ。レンティアの者ならみんな、カイ様の船に乗せてもらうの、憧あこがれてますよ」

「……戦に、強いから？」

「負け知らずでもあるけど、何より、戦闘員の損失が凄く少ないんです。カイ様は身内が傷つくことを嫌うので。やんちゃそうに見えるけど、危ないと思えばすぐに引くし。戦うときに、勝つことにばかり拘る方もおいでですが、そんな将軍の船に乗ってると……」

「……命が危ない？」

「はい。このあいだ、スルジェ海軍の方に羨うらやましがられました。安心して命を預けられる将の船に乗れる者は何よりも幸運だと」

　暗い海の波音が聞こえる。剣を交える音がする。星灯りと船の灯りだけで、果たして剣先は見えるのだろうか。もっとも、それでこそ実戦むけの稽古になるのかも知れないが。囃はやしたてる、若い、男達の声。

「ラン！　相手がカイだからって、怯えすぎだよ！」

「ほんとだよなー、おまえ、腕落ちてんじゃねーの？」

　観覧している者達から、どっと笑い声があがる。

　カイと、かなり体格のいい若者が、手合わせしているようだ。

「うっせー！　おまえらも、夜にカイ様とやってみろ！　昼より怖いんだっつーの！」

「人を化け物みたいに……。おまえは鳥か？　夜はダメなのか？」

　夜はダメ、のカイの言葉に、どっと男達が沸き立つ。

「だから、ラン、もひとつ、モテねーんじゃねーのー？」

　カイとレンティアの若者、二人が使用しているのは、ルティシアの大剣よりかなり細身の剣だ。これがレンティア風の剣だろうか。

　見慣れないが、この剣なら体重の軽い者でも、身に帯びるにしろ使うにしろ、よさそうだ。

「ラン、おまえさ、左、相変わらず、ガラあきじゃね？」

　カン！　と音がして、ランと呼ばれていた若者の剣が手から飛んだ。

「……あー、もーっ、また負けた！　……参りました！」

　うー、と悔しそうに、ランはカイに降参。イシュルは足元近くに飛んできた剣を、珍しそうに見下ろした。

「あれ、なんか綺麗なコが……」

「お姫様だ。ルティシアのお姫様が、見に来た」

「ばーか。皇子様だろ」

「ユーヤ、おまえ、いいな、綺麗な御客人を案内中なのか？」

　手合わせに夢中になっていたレンティアの若者達が、イシュルに気づいて、物珍しそうにイシュルを見ている。

「……ちびちゃん？　なんで、ここに？　寝てなくていいのか？」

「……ちび、じゃない」

　イシュルがいることに、カイは驚いたようだ。

　トゥールやユーヤと話しているときは、イシュルはカイの話を楽しく聞いていたのだが、いざ本人を目の前にすると、なんだか腹が立ってきた。

　イシュルは一人で、身体が変な風に熱くなって困っていたというのに、カイはなんでこんなところで夕涼みしながら、楽しげに剣の手合わせなどしているのだろう。

「イシュルは、お散歩スルノダー。カイ、邪魔スルナー」

「……おまえ、何、定位置みたいに、ちびちゃんの肩に張り付いてんの？」

　イシュルの肩にとまっているルシエルを、カイが長い指でからかう。

「あのあの、イシュル様の気分転換になるかと……、オレ……僕が、夕涼みにお誘いしました」

　とても緊張して、ユーヤがカイに報告している。

「そっか。イシュルを気遣ってくれて、ありがとな」

　勝手に連れ出すなと叱られないかイシュルが気にしていたら、思いの外カイは褒め、ユーヤは見るからに嬉しそうな顔をした。

「ちびちゃんが食事ちっとも食べてないって、ヤンが言ってたから、オレもこれが終わったら、夜食持って行こうかと思ってたとこだ」

「……夜食はいらないし、カイが来ても、夜は部屋にいれない……」

　ふるふる、イシュルは首を振った。

　夜、またカイがベッドに入ってきたら、怖いからイヤだ。

「なんで？　オレは夜間立ち入り禁止なのか？　いつのまに？」

　カイが笑って、イシュルの細い顎あごを指で捕らえようとし、いや、とイシュルは横を向く。

「カイ？　もうやんないのかー？」

「あー疲れた。後は、トゥールに変わってもらってくれ」

「て、オレかよ！　おまえ、自由だな、相変わらず！」

　背後からかかった声に、カイが軽く答えると、甲板でしゃがんでいたトゥールがいきなりふられてゲッと声をあげた。トゥールはイシュルを見つめて、よ！　と小さく手を振ってくれた。

「ユーヤ、ここはいい。イシュルはオレが部屋まで送る」

「はい！　カイ様！」

「イシュル、カイとお散歩ー？　ナカナオリー？」

　ルシエルが、喜んでいる。

「仲直りなんて、してない……」

　強ごう姦かんはするし、ちゃんと話はしてくれないし、カイにはいろいろ腹を立てているから、気のいいレンティアの少年と船内をお散歩しているほうがいい。

「……ルシエル、ちびちゃん、まだ、怒ってるのか？」

「イシュル、本読ンデタよ。あと、トゥールとお喋しやべり。楽しそうに、子供の頃のカイの話聞イテタ。カイの手紙も大事ー。大事ネ」

　いろいろルシエルにバラされて、イシュルは極彩色の鸚おう鵡むを恨めしげに見つめたが、ルシエルはとぼけて横を向いている。

「……イシュルは、とことん、本人以外のオレが好きだってことか？」

　半ば途方に暮れかけて、カイは夜空を仰いでいる。

「カイ……は、意地悪するし、話もちゃんとしてくれない……。カイとなら、お散歩しない。もう部屋に帰る……」

　白い衣装の裾すそを曳ひいて、イシュルは踵きびすを返した。

　身体を縛らない薄い夏の衣装は、着心地はよかったけれど、動きやすい格好の船員達のなかに立っていると、ひどく目立った。

「……ダーメ。オレに怒ってても、食事くらい、ちゃんと食え。……砂漠の皇子様には、味付けが気に入らないのかと、運んだ者と作った者がへこんでたぞ？」

「そんなことは……カイ、どこへ！」

　強い腕に腕をひかれて、皆がテーブルについて酒を飲んだり、何か摘まんでるところに連れて行かれた。食堂のようだ。半分外で、半分船内のような造りになっていて、星を見たりゲームをしたりしながら、がやがやと若い男たちが酒を酌み交わしていた。

「カイだー」

「カイ様が美人を連れてきた」

「いいなー、一緒に、こっちで飲もうよー」

「いやだよ。ちびちゃんが、余計、怖がる」

「えー。怖くない、カイより絶対、オレらのが怖くないよー」

「あー、うっせ」

　あちこちからかかる声に、カイは笑って、ひらひらと手を振る。

「……ちびちゃんは、酒は？　飲むか？」

「イシュル、お熱ー。大丈夫ー？」

　ルシエルが、羽をぱたぱたさせている。

「……まだ、熱があるのか？　だったら、部屋に戻るか？」

「もう、熱はない……」

　長椅子に座らされて、隣に座ったカイが額に手を伸ばしてきた。熱を測られて、イシュルはちいさく首を振る。

「何か、食べたいものは？　ちびちゃんは、肉より魚が好きなんだよな？」

「ちびちゃん、じゃない……」

　他の誰でもなく、カイに対して怒ってるのに、隣に座った綺き麗れいな顔の男から、魚が好きなんだよな？　と聞かれると泣きそうになる。

　このレンティアの船のなかで、イシュルのことを一番知っているのはカイだ。

　気のいいヤンや、トゥールやユーヤや、優秀な医師のレオナルドが気遣ってくれたところで、彼らはイシュルのことを何ひとつ知らない。

「イシュル？　黙ってるなら、適当に持ってこさせるぞ？　フルーツと、野菜の煮たの……、何かあったかいスープ……、そーだ、リゾット作れるか？」

「もちろんですよ。カイ様。とびっきりのをお作りしますよ。トマトのリゾットなんて如何ですか？」

　注文を聞きに来た若者が、にこっとイシュルに笑う。

「……あの……」

　正直に好みを伝えたほうがいいだろうかと迷っていると、隣からハッキリした声がした。

「あー、ちびちゃん、トマト、ダメだから、チーズと牡蠣のリゾットとかにしてやってくれ」

「了解。さきに飲み物お持ちしますね」

「どーかしたのか？」

「……トマト……」

「あ、大きくなったから、トマト、食べられるようになったのか？　ちびんとき、一緒に食事したらぜんぶ残してて、オレみんな食ってやった気がするんだけど……、だいぶ昔の話だもんな」

　苦手なトマト。器用にイシュルがよけていたら、食べないのかー？　とカイがぜんぶ食べてしまった。女官の見守るなか、たった一人で食事する習慣しかなかったイシュルにとって、かなり衝撃的な出来事だった。

「ん？　トマトリゾットのがいいか？」

「ううん。いまも、トマト、苦手……だから」

「そっか。好み、変わってないんだな」

「そんなこと、覚えてたんだ……」

「うん。覚えてるよ。うちってさー、ご覧のように、後年拾った鳥にいたるまで、やたら食う奴ばっかだから。テーブルの上は御ご馳ち走そうだらけなのに、この子はなんって食わねー子なんだ！　不安になるから、もっと食ってくれ！　って思ったの覚えてるよ」

　ほんのささいなことだけど。

　ちいさな頃のイシュルの嫌いな食べ物、覚えててくれたんだ、って。

　生身のカイのことなんて、本当は何ひとつ知らない。

　もちろん、カイだってイシュルのことを知っている訳じゃない。

　そんなふうに部屋で沈んでいたせいか、まるでずっと一緒にいた人のように給仕にイシュルの好みを教えるカイの柔らかい声は、ひどくイシュルを驚かせた。

　グラスの触れあう音。他のテーブルのカトラリーの触れあう音。遠くで、リュートを弾いているものがいて、それが聞こえて来る。こういう雑多な席で食事をしたことのないイシュルは、もう飲む前から、酔ったような気分になってくる。

　カイを見つめて、イシュルが何か言おうとしていたら、料理が運ばれてきて、言いそこなってしまった。あっさりした野菜の煮物や、美味しそうな匂いのチーズと牡蠣のリゾット。

「ぜんぶ食わなくていいから、ちょっとでも食べな？」

　カイに促されて、戸惑いながらもリゾットを掬すくった。

「イシュル、それ、すげー熱いぞ。加減ってものがわかってないから、うちの厨ちゆう房ぼうの奴」

「ふーシテ。イシュル、ふーシテネー」

　カイとルシエルに言われて、ふーふーしながら、食べてみる。

「……カイ」

「ん？」

「レンティアの子供が、ドーリア枢すう機き卿きように攫さらわれてるって……？」

「余計なお喋りは、ユーヤか？　それとも、ヤンあたりか？」

　カイは聞き返しながら、注がれたワインのグラスを空ける。

「トゥール殿から。……攫われた子達をカイはずっと捜してるって」

「捜してるよ。何処にやられてようと絶対見つけ出すさ」

「……カイは」

「ん……？」

「我が父上は、ドーリア枢機卿のそういう所業を知っていたと思う？」

　きっと知らなかったんだと思うよ、とトゥールは慌てて言ってた。カイもそう思って、あえてイシュルにその話を教えなかったんだろうか。

「……わかんねーなー」

　カイは楽しくはなさそうな表情で、そう言った。

「ドーリアの爺じいさんは有力者には違いないから、ルティシア皇帝にしてみりゃ、問題にする気がなかったのかも知れんしな。他の子供はともかく、イシュルが闇で売られるって訳でもないし」

「……カイ……」

「たとえば、可愛がってる姫でも、危険な相手のところへ嫁にやる王族はいくらでもいるから、庶民とは思考回路が違うとしか答えようがない。……だけどオレは、そんなところへはイシュルをやりたくないんだ。……オレは庶民だから、大事なものは手元においとかないと不安なんだ」

　大事な子。カイの、お気に入りの子。

　ここ一日で、ずいぶん耳慣れない言葉を、たくさん耳にする。

　……決して嫌な響きではないのだけれど……。

「カイ、カイが……イシュルの身を案じてくれることは……嬉うれしいけど……。もしもイシュルと引き換えにレンティアの子供達の返還をドーリア殿に要求すれば、それは聞き入れられるのでは？」

　それなら、誘拐事件の交渉でよくある等価交換だ。

　そんな闇の奴隷商人みたいな人のところへ行くのはぞっとしないが、いまイシュルが提案した方法は交渉としては成立するはずだ。

　そしてカイの言葉どおり、闇に紛れて攫われた諸国の子供達と違い、ルティシアの後ろ盾がある分、イシュルの命は少なくとも安全なはずだ。

　命以外の心や誇りやさまざまなものは、謎なところだが。

「……馬っ鹿」

「…………？」

「オレの一族のものを取り返すために、またオレの大事なものが危険なところに行くんじゃ、オレの寝覚めがちっともよくなんねーだろ」

　ちゃんと食べろ、手がお留守だ、とスプーンを持たされる。

　あったかいリゾットが冷めていく。

　思いつめているせいか、食堂のざわめきが耳から遠のいていく。

「だけどカイ、攫われた子達と違って、イシュルはもとよりリアンに行くはずだったのだし……それに……」

「……三つ子の魂百までっつーか。ちびちゃん、変わってねーのは食べ物の好みだけじゃねーのな」

　呆あきれたような顔をしたカイが、ひどく優しく微笑った。

　到底、楽しいような話題でもないと思うのだが。

「……カイ……？」

「ちびちゃん、いっつも自分が泣きそうな癖に、母親とか、見知らぬ攫われた子供達とか、人の心配ばーっかしてやんの。あんときはオレが譲ったんだから、今度はイシュルがオレの言うこと聞けよ」

　軽くイシュルの額を小突く、カイの左手の小指。イシュルの白い額に、カイの優しいキスが触れる。手が伸ばされて、揃そろいの銀の指環が重なる。

「ずっと遠くにいても、ちいさいイシュルはオレの自慢の友達だったよ？　……いまも昔も思ってるけど、オレはもう少し、おまえに自由をやりたい。おまえの人生は、父親のものでも母親のものでもない。他の誰のものでもない。おまえのものだよ？　……それをイシュルは知ってるか？」

　……私のちいさなイシュルが幸せでありますように。

　カイが額にしてくれたキスは、昔、母様が額にくれたキスを思い出させた。










　もう、この話はおしまい。ちび、サボってないでちゃんとメシ食え、とカイに言われて、納得はできていないまま、イシュルは食事をした。

　心惑うことは無数にあったけれど、カイに食べさせられていると、不思議と食べ物はそれぞれの味がした。何を食べていてもあまり感動がない、という一人での食事とは違うのだ、とおぼろげながら自覚した。

　カイは相手にしてくれなかったけれど、密かにたくさんの子供達が攫われているのだとしたら、イシュルと引き換えにレンティアの子供を取り戻し、ドーリア枢機卿の所業を露見させ、リアンの法王庁に彼が罰せられるように、なんとかできないだろうか、と思った。

　それは、国にいる父様の意志には沿わぬ行動かも知れないけれど……。

　うんとちいさな頃は、上の兄上達のように、学問ができたり、剣術が上手になれば、イシュルも父様に褒めてもらえるのかな、と期待していたのだけれど、大きくなると、イシュルは褒めてもらえないんだな、と気づいた。

　イシュルが成長するにつれて、他の人々が褒めた母親によく似た美び貌ぼうは、父にとってはあまり好ましいものでもなかったようだし、……褒められようなんてことは諦あきらめて、ひっそり存在しているだけで精いっぱいだった。

　神の国リアンに行って、有力な枢機卿の寵ちよう愛あいを後ろ盾として、出世しようとも思っていない。

　父なる皇帝の意志がすべてだった生まれた国を離れたら、もう少し自分の居場所を自分で作れないだろうか、というかすかな期待くらいはあったけれど……。

（……おまえの人生は、おまえのものだよ……？）

　何にも知らない強ごう姦かん魔の癖に、どうして、カイはそんなことを言うんだろう……？　どうして……誰にも言ったことのない、イシュルの一番欲しがっているものを知っているんだろう？

「……熱、い……」

「……よくまあ、あんな林りん檎ご酒でそんなに酔えるもんだなー」

　甘やかすような、呆れたような、男の笑い声。

　食堂で甘い林檎酒を飲みすぎて、視界と足元が危うくなったイシュルは、カイに抱えあげられ、船室へと運ばれた。

　恥ずかしい、人が見てるからイヤ、自分で歩く、とさんざん抵抗したのだが、自分の足で立ち上がろうとしても立ち上がれなかったのだ。

　思考がまとまらないほど飲んで酩めい酊ていしたのは、イシュルは初めてだった。

「イシュル、ネンネー、ネンネー」

　カイの肩にとまっているルシエルの声も、眠そうだ。

「ルシエル、おまえもここで寝るのか？　……イシュル、ベッドに降ろすぞ」

「……いや、熱い……、ベッド……、い、や」

　いやいや、とイシュルが首を振り続けると、カイが不思議がる。

「ベッドで寝ないで、何処で寝るんだ？　……お姫様は、床で寝たことなんてないだろ？」

「……ベッド……いや……、変に……なるから……、や……」

　夕刻そこで一人持て余した身体の疼うずきを怖がって、おぼろげな思考のままイシュルはベッドを嫌がる。

「……何だ？　つか、ちびちゃん……、オレは、強姦魔の汚名を返上しようと思ってるのに、そんなカオでオレを見るの、やめてくれ」

「……どんな……カオ……？」

　うー、とイシュルは、カイの胸元に縋すがる。

　身体のなかも外も熱いような気がして、何か捕まっていられるものが欲しかった。

「おまえにその気がないって言われても、こっちは物凄ーく誘惑されてる気分になる……」

「……ゆー、わく……？」

　言われた意味がわからなくて、イシュルはしばし小首を傾げ、漸く理解したときには、パコッと片手でカイを叩たたいた。

「誘惑、なんか、してない……」

「滅茶苦茶してるよ。……いーからもー、おまえ、大人しく寝ろ」

「なんで……？」

「ん……？」

　カイのキスが髪や額に触れて来る。それは親愛のキスの気がして、イシュルは、強く拒む気にならない。

「どーして、カイ、昨夜、あんなことしたの……？」

　ちゃんと話して接していると、ぜんぜんわからない、知らない人という訳じゃない。

　不可解な昨夜の暴挙をのぞけば、ちゃんと子供の頃の面影もある優しいカイだ。

「……イシュルが可愛かったからだよ」

「……理由に、なって、な……」

　ぱん、とイシュルは、またカイの胸を叩いた。

「だーってホントのことなんだから仕方ないだろ。言い訳なんてできないよ。腕に抱いてたら、欲しくなったんだよ」

「……理性……が……な……」

　この人は本当に、さっき食堂で真面目な話をしていた人なんだろうか？　とイシュルは納得がいかない。

「いまだって理性なんか、ないよ。おまえに触りたくて、おかしくなりそうだよ」

　いや、と言ったのに、ふわりとベッドの上に降ろされる。

「……や……、いや……、カイ」

　ひとりでそこに眠るのがいやで、離れていこうとするカイの温かさにイシュルは腕を伸ばす。

「……オレがいたほうがいいのか？」

「……う、ん……」

　尋ねられて、こくんと、頷うなずく。

　離れないで欲しい。

　この腕を離すと、また悪夢に魘される気がする。

「……オレのものになるのか？」

「……恥ずかしい……こと、は、……いや」

　カイにはいて欲しいけど、あの自分がわからなくなるような恥ずかしい、怖いことは嫌だと首を振った。

「おまえ、物もの凄すごく、勝手だな……」

「……カイに、言われたく、な、……い、や……」

　髪や額に触れていたキスとは違う、熱を持ったキスがイシュルの肌に降りて来る。

「……や……、……も……、しな……い」

　文句を言う唇を塞ふさぐ熱いキス。熱っぽい肌をたどっていく指先。それをまるで待っていたかのように、イシュルの身体はさらに熱を覚える。

「……や、カイ……、い、や」

「文句は、明日、聞く。……これ以上、無理」

　ネンネーと、ルシエルが鳴くのを聞きながら、昨夜カイに教えられたばかりの快楽が蘇よみがえって来るのを、熱っぽい幼い身体でイシュルは感じていた。










　母の具合がひどく悪いときにはよくカイの夢を見た。

　カイの船に乗って、世界中のいろんなところへ行く夢。

　二人で歌を歌ったり、悪戯をしたり、悪者をこらしめに行ったりした。

　お伽とぎ噺ばなしで読んだような、夜だけの海賊船。

　朝が来る頃には船もカイも消え果てて、イシュルは一人、ルティシアの豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきの寝台の上で眼を覚ます。

　夢が楽しい分だけ、目覚めるのが切ない。

　ちいさな頃には、夢だったのだと気づいて哀しくて泣き出してしまい、起こしに来た女官を驚かせたこともある。

　それが恋だとは、誰もイシュルに教えなかった。

　広大なルティシア宮殿のなかで、孤独と暮らしながら、イシュルはカイからの手紙を唯一の心の支えとして成長した。

　吟遊詩人が歌う、遠く海を渡る海賊王子の武勲の誉れを誇らしく思い、多すぎるカイの恋の噂を、奔放な兄を心配する弟のような思いで聞いていた。

（イシュル様が姫君だったら、きっと海賊王子の一番の想い人として歌に歌われますわ）

（何言ってるの……）

（だって、海賊王子の恋の噂のお相手は、すぐに変わってしまいますけれど、イシュル様のもとにはずっと変わらず彼の君からの手紙や贈り物が届きますもの。私共までお心にかけてくださって）

　おまけで賄わい賂ろ贈っといた、とカイからの冗談めかした走り書きとともに、イシュルへの贈り物とイシュルに仕える女官達へも異国の珍しい絹などが届けられることがあった。それはいつも退屈な女官達をとても喜ばせた。

　カイ自身は宮廷にいるより海にいるほうが長い生活のはずなのに、宮廷で暮らすということがどういうことか、諸国の宮殿を訪れる海賊王子殿はよく知っていた。

　生活の全てが世話する者達によってなりたっているので、お気に入りの女官さえ落とせば、難航不落の姫君のもとへも、武勲にたけた勇者の寝所へも侵入は可能。

　逆を言うと、側仕えの女官に嫌われれば、大切な手紙も他愛ない贈り物も、本人の手許まで届くかどうか、大変怪しいものだ。

　イシュルの女官達にまでカイからの贈り物が届けられたのは、何も夜中にカイがイシュルの寝所に忍び入ろうと思っていた訳ではなくて、子供の頃、あまり過ごしやすそうには見えなかったイシュルの身辺を少し気にしていたからだが。

（きっと、カイ様は、イシュル様をとても大事に思っていらっしゃるのですわ）

（遠く離れて暮らしているのに、ずっとイシュル様をお心にかけていらっしゃるなんて……まるで物語のような恋……あ、いえ、物語のような友情ですわ）

　イシュルに仕える女官達も、二十歳にもならぬ若い娘が多かったので、異国の海賊王子の噂話に胸をときめかせた。

（うん。カイは自慢の、大切な友達だよ）

　幼いイシュルも、ときどき何か話がずれているような気がしつつも、カイの噂話などを女官達がしてくれるのが嬉うれしかったので、素直にそう言っていた。

　レンティアは傭よう兵へい稼業を生業としているから、請け負えば何処の国相手でも海戦の役を担うが、幸いにも、ルティシアと敵対するようなこともなかったので、イシュルがカイの話をしてはいけないような状況にはならなかった。

「ん……、あつ、い……」

　熱くて、イシュルはベッドのなかで身じろぐ。身動きしてふと違和感に気づく。いつも広すぎるほどに広いベッドが妙に狭く感じる。冷たいシーツの感触がなくて、何か熱いものが身体に触れている。熱いもの？

「な……に？」

「起きたのか？」

　柔らかい男の声がする。優しい指が、愛しげにイシュルの前髪を撫なでる。

「……なんで、カイ、いるの？」

　どうして？　とイシュルは大きく瞳ひとみを見開く。

　幾度も見てた夢のなかのやんちゃで可愛らしいカイと違う。

　いま裸の腕にイシュルを抱いているのは、美貌の大人の男だ。あまり可愛くない。

「……。イシュルが一人で寝るのヤダって言ったんだろ」

「……うそ。そんなこと言わない」

　ふるふるイシュルは首を振る。そんな記憶はまったくない。

「言ったよ。酔っ払って、一人で寝るのヤダ、って甘えてた」

「うそ。……甘えたり、しない」

　母親以外の誰かに甘えることなんてイシュルは知らない。

「……酔いが覚めると、ご機嫌斜めなんだな。酔っ払ってたときは、すげぇ甘えてたし、オレのこと大好きって言ってくれて、めちゃめちゃ可愛かったのに……」

　物凄く残念そうに、カイが言う。

「……そんなこと言ってない」

　イシュルがカイのことを好きなのはホントのことだけど、いまのカイは人攫さらいで強ごう姦かん魔なうえに、勝手ばかり言うから、嫌いだ。大好きなことなんて絶対内緒だ。

「言ったよ。カイ大好きなのに、どうして意地悪ばっかりするのってゴネてた。……どうしてちゃんと話してくれないのって」

「言ってな……！」

　夢のなかでは噓をつけないらしい。

　閉じ込められた船室で──実際にはそこに閉じ込められていると思っていたのはイシュルだけだった──カイに教えられた初めての身体の熱を持て余しながら、攫われたことよりも犯されたことよりも、何よりもカイがちゃんと話をしてくれないことを哀しんでいたのに。

「言った。だから、昨夜、酔っぱらいのイシュルと約束したんだ」

「約束？」

　イシュルの額にカイのキスが降りて来る。勝手にキスしないで、とイシュルはカイの唇に手を伸ばす。

「意地悪しないから、ちゃんとイシュルの話を聞くから、そんな鬼みたいにオレを嫌わないでくれ、って」

「…………？」

　人を強姦しといて、嫌わないでくれなんて、カイの了見は相当おかしい。

「おまえに嫌われると辛い」

「どうして？」

　そんなにカイが辛そうには思えない。

　カイには楽しそうなこの船の仲間達もいれば、ルティシアにまで噂が届くようなたくさんの美姫達との親交もあるはずだ。

　イシュル一人に嫌われたからと言って、海賊王子殿の世界が終わる訳じゃない。

　父親の命でおかしな噂のある枢すう機き卿きようのもとへと留学させられる事を、たった一人の大事な友達に内緒にしておきたかったイシュルとは、事情が違うと思う。

「どうして……って、オレはイシュルが好きで、大事だから」

「大事にされてない」

　ふるふる、不機嫌に、イシュルは首を振った。

　子供の頃は、遠くにいても、イシュルはカイに大事にされていると思っていた。

　女官達もそう言ってくれたし、イシュル自身もそう信じていた。

　でも再会するなり、遊び女もかくやとカイに犯されたから、まったく大事にされていないと思う。

「……大事に思ってるよ」

「大事な相手を、強姦しない」

「……強姦じゃなかったぞ。イシュルだってオレが欲しいって言った」

「言ってない！」

「言った。オレが好きだって。オレが欲しいって」

「……や……っ、ん……っ」

　イシュルの額に触れていたカイの唇が降りてきて、昨夜の熱を思い出させるように、イシュルの唇を塞ぐ。口のなかに入って来る。侵略するように、触れて来る熱い身体。

（……カイ……）

　波の音しか聞こえないような暗い夜の狭間で、熱に浮かされながら、何度もその名を呼んだ。

　他に縋すがるものが何もなくて、カイの身体に縋りながら。

（……や。カイ……）

（……欲しいか？）

（……な、に……？）

（……オレが、欲しいか？）

　くちづけられたら、思い出した。

　終わりのないような熱に肌を犯されながら、そう尋ねられた。

（……う、ん……）

　質問に対する己の返事を思い出して、イシュルはカイのキスに抵抗しながら、発熱しそうだった。

　なにがどうなって、そんなことを言ってしまったのか。

　どうして昨夜もその前夜も、夜になると、イシュルの身体はカイの望む通りになってしまうのか。

　キスされているとイシュルの意志とは無関係に、イシュルの身体がカイの意志に沿おうとしているのを、たしかに感じる。

　悔しくて仕方ない。どうなっているのか、わからない。

　自分の身体なのに、まるで自分のものではないようだ。

「嫌いやっ！」

「いや、じゃないと思うんだよ」

「……な、に……？」

「オレが順序を間違えたのがよくないと思うんだが、オレがイシュルを好きで、イシュルもオレを好きなら、こうしてるのは全然おかしくない」

　優しい腕に抱きしめられながら、吞のん気きそうな声で、そんなことを言われていると、なんとなくそういうものなんだろうかと納得しそうになるところが怖い。

「……同性愛は罪だよ、カイ。知らないの？　リタの天国に行けなくなるよ」

　強姦を主張しても、話を曲げられてしまうので、神の教えで文句を言おうと戦法を変えた。

「そんなもんあれだろ？　リタの大聖堂に幾らか寄付でもしてやれば、速攻、免罪符発行してくれんだろ？」

　くすくすと、イシュルの金髪にキスしてカイは笑う。

「だいたい、そんなこと言い出したら、リアンの坊主達の大半がリタの天国に行けねーんじゃねーか？　イシュルを待ちかねてるドーリアの爺じいさんだってそうだし、オレだって子供の頃、リアンで随分言い寄られたぞ？　いまでも諦あきらめねー坊主もいるくらいだ」

　世慣れた海賊王子殿に混ぜっ返されては、世間知らずのイシュルでは到底言い返せない。

「……じゃ、なんで……」

　カイに同性愛の傾向はないとトゥールも言っていた。

「ん？」

「カイは男が好きな訳じゃない癖に、なんでイシュルにはこんなことするの？　やっぱり……意地悪？」

　なんだか哀しい。

　夢のなかでは、イシュルは子供のカイからとても大切にされていて、ふわふわしてあたたかくて、幸せだった気がするのに。

　ルティシアに帰りたい。

　カイはイシュルを大切にしているのだと、誇らしげに話す女官達の声が聞きたい。

「おまえはなんで、オレの話をまるきり聞いてないんだ。……オレはイシュルが好きだから、恋してるから、抱きたいんだって、昨日からずっとそう言ってるだろう？」

「どこが、恋……？　恋文なんて交わしてないし、ダンスもしてない……」

　イシュルは恋には詳しくないが、宮廷での恋は、大概そんな始まり方だ。

　いきなり攫ったり犯したりしない。

　そもそも、そんなの恋じゃなくて、犯罪だ。

「なんでそのふたつが必要不可欠なんだ……？　そんなこと言うなら、オレはイシュルと手紙は五年も交わしてたし、贈り物も随分贈ったがな」

「あれは……そんなのじゃない……。大事な……大事な……友達の手紙。……子供のカイは……、いまのカイみたいに……夜よ伽とぎを無理強いするような人とは違うから……」

　カイも勝手だが、イシュル自身もわりと勝手なことに、自分では気づいていない。

「人の人格を勝手に年代で分けるな。……変わらないよ。ちびのオレがその指環を贈ったみたいに、五年ぶりに逢っても、オレはイシュルに惹ひかれたんだよ」

　そんなことを言っているカイは、オレのものなんだからオレの言うことを聞け、と言った横暴な昨日のカイよりは、まだ話ができる人に見えるけれど……。

「噓……。オレが攫ってきたんだから、オレの言うこと聞けって言った……。イシュルのこと、モノみたいに言った……、イシュルの友達……カイ……だけだったのに……」

　思い出すだけでも哀しい。

　イシュルとて子供ではないから、その言葉自体は絵本に出てくる海賊が言いそうな言葉として認識できるが、それを見知らぬ海賊の男からではなく、カイから言われたことがショックだったのだ。

「ずっと、そう思ってたの、イシュルだけだったんだって……」

　言葉にしたら、涙がとまらなくなってきた。

　それも芝居のような、枕を涙で濡ぬらすなどという美しいレベルの涙ではなくて、子供みたいにしゃくりあげてもとまらないほど。

「ちょ……、泣くなって。オレだって、イシュルのこと大事な友達だって思ってるよ」

「うそ、つき……、嫌い、カイなんか、きら……」

「カイッ！」

　今朝初めて耳にするカイ以外のけたたましい声に、泣いていたイシュルが驚くと、太っちょのオレンジの鸚鵡が美び貌ぼうの海賊をキックしていた。

「いて！　ルシエル、蹴るな！」

「ナンデ、朝から、イシュルは泣イテルノダ！　ルシエル、寝てるあいだに、何シタノダ！」

　ぷんぷん、起きぬけのルシエルはご立腹だ。

　そう言えば静かだと思っていたら、傍らで主達がモメているのもなんのその、ルシエルはいまのいままで気持ちよく眠っていたようだ。

「ルシエール……」

「イシュル、カイに、イジメられたのか？　また強姦サレタノカ？」

　可哀想、イシュル可哀想、と、太っちょの鸚鵡がせわしく翼を動かしている。笑う場面ではないと思うが、どうにもルシエルの仕草がコミカルで、ちょっとおかしい。

「強姦じゃないつーの。オレは誘われたんだって……」

「誘ってない！」

　イテテ、とつつかれて痛がるカイを心配そうに見てしまったが、誘ったと言われて、イシュルはひどく気を悪くして否定した。

「誘ってナイ、言ってるゾ！　カイ、噓ツキは泥棒の始まりだ！」

「噓じゃないつーの。あーもーうるせー。……イシュル、両方じゃダメなのか？」

「……？」

　話が余計ややこしくなるから、おまえちょっと黙ってろ、とルシエルを長い指で宥なだめながら、カイがイシュルにむけて言葉を紡ぐ。

「友達で、恋人にはなれないのか？　……純粋な友達じゃなきゃ嫌なのか？」

「……？」

　カイの言葉に、裸のまま、イシュルは小首を傾げる。

　友達で恋人？

　そんなの一緒にできることなんだろうか？

「イシュルはべつに、ドーリア枢機卿に惚ほれてる訳でもないんだろう？」

「それは……そうだけど」

「あんな爺さんの愛人になるより、オレの恋人になるほうが、ぜってー人生楽しいと思うぞ？」

「何を言って……」

　気のせいか、昨日の昼間、トゥールにも似たようなことを言われたような。

「アイジン？　イシュル、カイのアイジンになるのか？」

　愛人なら昨日覚えた、とルシエルがカイの話に乗って来る。

「愛人じゃなくて、恋人だ、ルシエル」

「ン？　ソレはどー違うんダ、カイ？」

「全然違うさ。愛人なら何人いてもいいだろうけど、恋人はたった一人だ」

「ふーん。ソウなのかー？」

　たった一人、という言葉に、イシュルの琥珀色の瞳ひとみは揺れたけれど、ルシエルにはよく意味がわからないらしく、感動が薄い。

「そうさ。イシュルがオレの恋人になったら、ルシエルもずっとイシュルといられるぞ？」

「それはイイ！　デハ、イシュルはカイの恋人にナルとイイ！」

　愛人も恋人も違いはよくわからないらしかったが、ずっとイシュルといられる、という言葉には、ルシエルも大変喜んだ。

「……カイ、悪ふざけを」

　そんな言葉で、唯一の味方のルシエルを奪わないで欲しい……とイシュルは不満に思う。

「ふざけてなんかいないさ。最初の夜に、イシュルに無理強いしたことは詫わびる。……怖い思いをさせて、悪かった」

　まっすぐイシュルを見つめて来る、レンティアの海賊王子殿の迷いのない瞳。

「…………」

「オレの言うことを聞け、と言ったのも、イシュルの意志がどうでもいいって訳じゃないんだ。オレの大事な者を、危ないところにやりたくないだけなんだ。……それがそんなに、イシュルの心を傷つけるとは思わなかったんだ」

「…………」

　少しも話を聞いてくれない、と思っていたカイがちゃんと話をしてくれたので、イシュルは戸惑う。

「泣かせてごめんな。ずっと、一番優しい気持ちで、大事に想っててくれてたんだよな」

「…………」

　裸の背中を優しい腕に抱かれると、さっきとは違った意味で涙が零れそうになる。

「オレは、イシュルに嫌いって言われるたびに、心臓が痛む」

　そんなこと言うなら、イシュルだって、カイに身勝手なことを言われるたびに心臓が痛い。こんなに胸が壊れるような思いをしたことは、ルティシアにいたときは一度もなかったから、カイといるのはイシュルの身体によくないような気さえしてくる。

「なんて求婚すれば、この気位の高いお姫様のご機嫌は直るんだ？」

「お姫様じゃない……」

「だけどルティシア皇帝は、オレがあんまりイシュルに手紙書いてたせいか、妃にしないかってイシュルと面差しの似た姫達の肖像画を幾人分も送って来てたぞ。……ああそうだな、無意味な身代金の要求なんかしないで、イシュルをオレのところへ遊学させてくれって、あの爺さんに手紙書きゃいーんだよな」

「…………？」

　いいことを思いついた、と言わんばかりのカイと違い、イシュルはひどく驚いている。ルティシアの父がカイにそんなことをしていたなんて、夢にも思わなかった。

「そんなこと許される訳が……。父様からはリアンへ行けと……」

「どーだろうな？　ドーリア枢すう機き卿きようはたしかにリアンの有力者で、ルティシアにも利点があるからイシュルが行くことになったんだろうけど、もうイシュルはオレに攫さらわれてここにいるんだし、ドーリアの爺ぃと比べてみても、オレがイシュルを望めばオレのが魅力的に映るんじゃないのか？　神の国の枢機卿とは違っても、オレにもそれなりに俗世における力があるし、ルティシア皇帝は頭のいいご老人だからな」

　そうだそう手紙を書こうと、ご機嫌な猫のように、くすくす、カイが笑う。

　……父の許可を得て、リアンの法王庁でなく、カイのところへ行く？

　伝説の海賊王国レンティアへ？　ちいさな頃に夢見たように？

「……カイのところへ行って何をするの？」

「何でも。オレはよく知らないけど、留学生って勉強するのが仕事なんだろ？　陸が好きなら、レンティアで暮らしても構わないし、イシュルが嫌じゃないなら海で暮らせばいい。……好きに学べばいいんじゃないのか？」

「……イシュルがレンティアで暮らして……カイに何かいいことあるの？」

　そこがあまりよくわからない。

「……おまえ、人の話を全然聞いてないだろ？　……オレはイシュルの友で、いまはイシュルへの報われぬ恋に胸を焦がす身だ。我が友にして、我が愛しの君が安全で幸福であれば、オレの心も幸福だ」

「……父様がカイの提案に頷うなずけば……イシュルはカイのものになるの？」

　イシュルの金髪が揺れる。

「……ドーリア枢機卿みたいに、夜伽の相手をさせるために、カイは父様にイシュルをねだるつもり？」

「そんなことは言ってない。どーしても、オレの恋人になるのが嫌いやなら、友人としてレンティアで暮らせばいいだろう？　実際、オレとイシュルは、子供の頃からの友なんだから」

　子供の頃からの友というカイの言葉はイシュルを喜ばせたけれど、戸惑いは消えなくて、疑うように、上目使いでカイを見上げてしまう。

　世間知らずの姫君のごとく、後宮の奥深くで女性達に囲まれて育てられたイシュルは、自分が美しいことなど気にもとめておらず、そんなふうにじっと見上げることが、カイをどんな気持ちにさせるかも知らなかった。

「……カイ？」

「……誘惑するな……、せっかく我慢してるのに、自制が効かなくなる……」

「カイ？　……い、や……」

　カイの指先がイシュルの白い肌を辿たどる。客観的に見ると、ずっと裸で狼に抱かれている状態なので狼の機嫌次第でいつそうなってもおかしくないのだが、妙に吞のん気きなイシュルは、心の何処かで潜在的にカイに安心しているところがあって、ずっとカイを警戒し続けることができない。

「……い、やっ」

「……そうでもないみたいだぞ？」

　イシュルの両足のあいだに入り込んでくる指と、耳元でからかうような声。

「……や、あ」

　最初の夜はただ怖くて、二度目は酔っていた。まったく正気で、太陽が空に高いうちから、身体の奥を触られることに戸惑う。そして初心なイシュルが何より戸惑うのは、たしかにカイの言葉どおり、イシュルの身体には激しくカイを拒否している気配がないことだ。

「オレ、あんまり、ていうかまったく嫌がる相手って経験ないけどさ」

「……ん、ん」

「……イシュルのは嫌がってるうちに入らないと思うんだよな……」

　大きくひらかされた両足。とんでもなくぶざまな格好。子供の頃、身体を清めてくれた女官にすら、こんな姿勢は見せたことがない。

「や、や」

　自分でも触れたことのない秘密めいた部分をカイの指が広げる。嫌なのに、恥ずかしいのに、カイの指を少しも拒まない自分の身体が悔しい。

「カイ！　イシュル、いや、言ってる！　ヤ、て！　強ごう姦かん、めーっ！」

「強姦じゃないよ」

　むん！　と太っちょの鸚おう鵡むが存在感を誇示するが、軽くカイはいなす。

「あ、あ」

　いや、こんな格好、ルシエル見てる、いや、とイシュルが小さく細い首を振って嫌がると、あっち向かせるから、とカイがあやす。

「ン？　強姦チガウノカー？」

「うん。ずっとオレといてくれって、熱烈に求愛してんだよ」

「ウ、ソつ、き」

　イシュルの甘い吐息が、部屋を満たしていく。

「イシュルが恥ずかしがるから、ルシエル、ちょっと向こう向いて、大人しくしてな？」

「だ……め……っ」

「噓つき。もう、欲しいだろ？」

　悪い薬でも使われているんじゃないかと疑いたくなるほど、イシュルは身体の奥が熱くなって、いや、と思っても、こうしろ、と言われると、カイの声に従ってしまう。

「いい子だ。摑まってろ」

　背中に腕を廻まわすよう指示されて、カイの背に縋すがる。最初の夜にも思ったけれど、イシュルは、こんなに近しく誰かに触れたことはない。しかも、自分の身体のなかに、カイが……、入って来る……。

「あ、や……！　カイ……、こわ、い……」

「……大丈夫、だから」

　優しい声の海賊が、宥めて、あやしながら、イシュルをすっかり食べ尽くす。いやいや、と泣きながら、カイが入って来ることを待ちかねたような体内のざわめきにイシュルは怯おびえていた。










「イシュル、大丈ー夫？」

「……うん」

　ベッドに横たわるイシュルに、ルシエルが心配そうに尋ねる。

「ルシエル、おまえさー一緒にいたんなら、少しはカイをとめてやれよ」

　あーあ、色が白いから凄すごいことに、とイシュルのうなじに散る、真新しいくちづけの痕あとを見下ろしながら、レオナルドが呟つぶやく。

　人が呼びに来て、カイが去ったイシュルの船室に、レオナルドが調子どう？　と顔を覗のぞかせ、荒こう淫いんの余韻でぼんやり寝そべっているイシュルを見つけたのだった。

「トメタヨー！　ルシエル、トメタケド！　カイ強姦シテナイッテ！　求愛ッテ！」

「人、それを言いくるめられたという」

「言イクルメ？　クルメ？　ダッテ！　ダッテ、カイとイシュル、昨夜カラ、仲良サソウダッタカラ！」

「それは言えてるね、このお二人は……。昨夜も甲板で、なんか甘い雰囲気にアテられたーって倒れてたのいたし。皇子様、ゴメンね。昨日もカイに文句言ったんだけど、効果なかったみたいだね」

「……あの、でも」

　昨日と違い、ほんのつい先程まで、カイの腕のなかで泣かされていたイシュルは、レオナルドの顔を見るのさえ、面映ゆい。

「ひとつだけ、いいことがありました」

「なに？」

「カイの気まぐれだと思いますが、人質としての身代金の要求はやめてくれると、父に私の遊学許可を求めてくれると……」

　状況は何も変わっていないが、イシュルのなかで、気持ちが大分違う。

「イシュルを、お嫁に下サイと手紙を書くンダ！」

「違うよ、ルシエル」

「おやおや。その様子じゃ、お姫様は人質として攫われてるのが御不快だっただけで、カイが嫌な訳でも、レンティアが嫌な訳でもないんだ？」

「そんな願いを父が聞くかどうかはともかく……」

　最初のドーリア枢機卿との話はどうなるんだろうと思うから。

「……カイの振る舞いに不満はたくさんありますが、……友の暮らす海賊王国レンティアに行くのは、子供の頃からの夢でした」

「そりゃーよかった」

「何がですか？」

「皇子様、ずっと船に乗りたい、レンティアに行きたいって手紙くれてたのに、現実には船も海もオレもみんな嫌なのか？　って、昨日カイの奴、えらくガッカリしてたから」

「船も海も……初めて見るものばかりで、感動は……してます……。カイは……強姦魔じゃなければ、大切な友達です」

　水の上を優雅に渡る、海賊王国の船。

　楽しそうに船上で会話し、働く、異国の少年達。

　船を操る技術の違いか、船体そのものの違いなのか、イシュルが攫われる前に乗っていたルティシアの船より、こちらの船の方がずっと揺れが少なく、海に慣れないイシュルの身体にも負担はかからなかった。

　レンティアになんかいかない、とカイに憎まれ口を利いたけれど、本当はイシュルだって、伝説の海賊王国レンティアに行ってみたい。

「カイ、イシュル、好キー、欲シイー」

「ルシエール」

　イシュルが好きだ、欲しい、オレのものになれよ、とカイがイシュルを抱きながら言っていたせいか、ルシエルがそれを気に入って繰り返している。

「ルシエルもイシュル好きー。好きー。お嫁にオイデー。レンティアにオイデヨー」

「……いーんじゃない？　レンティアおもしろいよ？　どーしてもリアンでお稚児さんやりたいの？　色惚ぼけ爺じじぃの稚児から始めて、末は枢機卿か法王でも狙ってんの？」

　お薬遣う程でもないから、ハーブティでも飲む？　と薬草茶を処方してくれたレオナルドと差し向かいでお茶を飲む。

「まさか……」

「そーだよねぇ。貧乏貴族の美び貌ぼうの息子ぐらいなら、そのセンもありだけど、大国ルティシアの皇子殿下だもんねぇ。そこまでガッついてないよねぇ」

「でも、何もないところから始めて現世の神の代理人の位へと登り詰める方々は尊敬しています。リアンでの出世には、血も身分も関わりがないと聞きます」

　貧しい生まれの少年も、貴族の子息も、王族の血をひく者も、等しく同じ白い僧衣を纏まとって、机を並べて学ぶという神の国リアン。

　ドーリア枢機卿の男妾にされるという予定がないのであれば、リアンで学ぶこともまた得難い体験と楽しみにも思えるのだが。

「んー、まあ、そりゃちょっと幻想かなあ。実際には、リアン公国でも金とコネが横行してるよ。たまにはいるけどねぇ、ホントにびっくりするくらい神の使いみたいな人も。……そんな人は心痛めることが多くて、苦労するよね。悪い奴とか全然心痛めないから」

「………………」

「どうかした？」

「……あ。いえ。……あまりこういう話を、同い年くらいの人としたことがなくて」

　イシュルに学問を教えてくれたルティシアの教師達と、カイやレオナルドの物の考え方はだいぶ違う。それがカイとレオナルド二人に限ったことなのか、レンティアの人全般なのかはわからないが。

「ああ、悪い。オレの言うこと変わってる？　オレよく皆に変だって言われるんだよねー」

「いえ、レオナルドさんは、おもしろい……です。話していて、とても」

　おもしろい、では褒めているように聞こえなかっただろうか、とイシュルは長い睫まつ毛げを動かす。

「皇子様もおもしろいよ？　なーんも知らない深窓のお姫様みたいなカオしてんのに、意外といろんなこと知ってるから。トゥールに聞いたけど、皇子様、いつかカイの船に乗る約束で海や船のことも勉強してたんでしょ？」

「子供の約束ですが……」

　それでも、そう思って、海や船の本を読んでいるのは楽しかった。もう一度カイに逢あったときに、そんなこと知ってるのか？　と褒めてもらえるかな、と。

「レンティアに来ればいい。実力主義なら、レンティアだってリアン以上だよ？　なんならカイの向こう張って、法王じゃなくて、次代のレンティア総領でも狙ってみる？」

「まさか……！」

　悪戯っぽいレオナルドの言葉に、イシュルは呆あきれて綺き麗れいな瞳ひとみをぱちくりさせる。

「だって誰でも目指せるから。オレでもヤンでもトゥールでも、皇子様でも条件は同じだよ。選ぶのはみんなだけどね。あー、若干、皇子様は血筋がよすぎて、ルティシアに内政介入されそうでヤダから、その辺ちょっと不利だけどね」

「レンティア総領には、レンティアで一番強い男が選ばれるんでしょう？」

　血で継承される王のいない国。世襲でなく、皆の協議で代表が選ばれる国という点では、たしかに神の国リアンとカイの育った海賊王国レンティアは同じだ。

「うん。強くて明るくて、海で暮らすみなに愛される男かな。強いだけでもダメだし、賢いだけでもダメ。……こいつになら命預けられる、こいつとなら死んでも悔いはない、って男が選ばれるよ。よそ者もレンティアっ子も関係ない。皇子様、若くて賢くて美貌なんだから、いまから頑張れば、いいトコいくかもよ？」

「レンティアを見たこともないのに、レンティア総領の地位は狙えません。レオナルドさんはホントにおもしろい」

　しまいにイシュルは笑い出した。

「だって、男なら、法王でも海賊王でも、とりあえずてっぺんから狙うかな？　って」

「レオナルドさんも？」

「オレの望みはレンティア首領になることじゃなくて、まだ誰も解いたことのないこの世の謎を知ること。レンティア首領は、皆の認めるレンティアのイイ男の代名詞だから、もしかしてアイツも狙えるんじゃないか？　ぐらいの位置にはいたいけど、実際にやるのは大変だからねぇ。一番有望株のカイでさえ、そんな面倒な役目やだよって言ってるよ」

「カイも？」

「うん。アイツ、縛られるのが苦手だから。……あー、ねー、昨夜、なんて口説かれたの？　オレの愛人になれって？」

「……。恋人にと。でも恋人が嫌なら、友人としてレンティアで暮らせばいいと。……本当に友人でもあるのだから、と」

　たぶんレオナルドには伝わらないと思うけど、本当に友人でもあるのだから、という言葉がイシュルの心をあたためていた。

「ルシエルではありませんが、海賊王子殿にうまく言いくるめられてるんでしょうか？」

「いや？　レンティアで暮らしても、べつにカイはずっとレンティアにいる訳じゃないから。毎晩アイツに犯される心配とかはないよ？　本当にカイの大切な客として、美しい海の王国で暮らせると思うよ。カイはあなたをリアンにやるのが心配で、安全な場所においときたいんじゃないのかな？」

「レンティアには、カイはいない……？」

「いや、もちろん、帰ってはくるけどさ。でも皇子様もご存知のとおり、一年の大半は海にいるから」

「あ、そうですね……」

　夜ごと寝所に侵入するカイを疎ましく思っている癖に、レンティアで暮らしてもカイはいない、と言われると、不意にイシュルは寂しいような気持ちになった。

　そうだ。カイはいつも海にいるのだ。レンティアにいる訳ではない。

「丘で暮らして、カイがいないと寂しい？　だったら、船に乗ればいい。そしたらずっと一緒だよ。カイと一緒に船に乗るの、夢だったんでしょ？」

「…………」

「ホントは、イシュルもカイと一緒ガイイノー？」

「いえ！　あの！　そんな訳では！　父から留学許可が下りた訳でもないですし！」

　慌ててイシュルはふるふる首を振る。何を考えてるんだろう。ちょっとくらい態度を改めたとはいえ、カイなんか誘拐犯で、強ごう姦かん魔なのに。さっきだって、散々、カイに好き放題されたのに。カイがいないと寂しいなんて、そんな訳ない。

「なあルシエル、少しは脈ありそうだってカイに教えてやるか？　内緒にしとく？」

「内緒ニスルヨー。イシュルに困るカイ、見慣レナクテ、可愛イ」

「イシュル様の留学許可はオレの名文にかかってるぞ？」

　ひょい、とヤンが顔を覗かせる。

「うちの我わが儘まま王子様から、『ヤン、やっぱ、ルティシアに送るの脅迫状じゃなくて、留学のお誘いにして』って、さっき言われたから」

「ドーリアの爺じいさんへの贈り物だと思ってうっかり皇子様の船襲っちゃったの、どー言い訳すんの？」

「そこはまあ口八丁手八丁っつーか、……我が長年の友イシュル様と、数奇な運命に導かれて、海の上で再会を果たし、とかなんとかバレバレでも綺麗な感じでまとめとかないとなー」

「ヤンさんの腕次第てか？　でも、うまくいくといいね。オレもイシュル様が、レンティア来ると楽しそうだし。荒くればっかのなかに、お話のできる可愛い子が増えて欲しい」

「でも、ルティシア皇帝もそんなには嫌がんないと思うんだよねー。毎年カイのとこに、自慢のお姫様の肖像画送ってきてたくらいだし。……カイが残念がってたよ」

「カイが？」

「こんなやたらと胸のでけー姫はいらねーけど、イシュルが女の子なら妻に貰もらえたから、一緒に船に乗れたのになあ、って」

「……女の子なら船には乗れないのでは？」

　そう言えばカイは、子供の頃にもイシュルに言った。女の子なら、妻にして連れて帰れたかもなのになあ、って。

「レンティアの船は女人禁制ではありませんよ。歴史上には、美しい首領姫を抱いたこともあります。強くて仲間を裏切らない船乗りなら、男も女もありません」

「そうなんですか。ホントにいろんなことが自由なんですね……。でも、驚きました。父がカイに姉妹達の肖像画を送っていたこと」

　イシュルには、またレンティアの若君から贈り物が来ていたのか？　と父は一度尋ねたくらいだったと思う。イシュルが、カイにも何か贈り物を、と宮殿に出入りの商人を呼んで、ルティシアの珍しい品を選んで送ることがあっても、それはわざわざ父の許可を得るようなことでもなかった。

「まあ、カイがかなりマメに手紙や贈り物を、イシュル様のところへ届けさせていましたから。諸国の密偵のあいだでも、それなりに噂になっていましたよ。レンティアの美貌の海賊王子の愛しい姫がルティシアにはいるんじゃないかってね」

「でもオレ、ルティシアの姫達の肖像画ぜんぶは見てないけど、見たかぎりだと、イシュル様が一番美人だよね」

「ああそれはたしかになあ。イシュル様は、とても美しくお育ちになられた。子供の頃は本当にちいさい方だったので、よくカイが、あのちびちゃん、ちゃんと食ってるかなーと心配を」

「ねーヤン、なんかすげー爺臭いよ……」

「やかましい」

「イシュル美人ー、イチバン美人ー」

「美人は女の子に使う言葉だよ、ルシエル」

　ルシエルが間違えて言葉を覚えちゃう、とイシュルはそっと訂正する。

「？　？　んじゃイチバン綺麗ー。ルシエル、綺麗ナヒト好キー」

「ルシエルは綺麗で濁りのないものが好きなんだよな。美人でもうさん臭いのは苦手だし」

「ウン。根性悪ハ、イクナイネ。ルシエル、レオナルドも好キヨ」

　レオナルドも意地悪だけど可愛いヨ、とルシエルは頷うなずく。

「はいはい、ありがと。ヤンさんは？」

「ヤンサン、いいヒト。ヤー、男はカオじゃない、ヨネー」

「褒めてねーだろ、それ！　おまえ、カイに悪いとこばっか似るな！　晩飯にするぞ！」

　ヤンがルシエルを捕まえようとする。

「ミギャー、ムシラレルー、イヤー！　暴力反対ー！　イシュル助ケテー、可愛いルシエル守ッテー」

　バサバサと翼の音をたてて、太っちょの鸚おう鵡むはイシュルの背中に隠れ、イシュルは思わず声をあげて笑ってしまった。










　船内を歩くのは自由と教えてもらったものの、一人で散歩に行く気にはなれないでいると、ユーヤがイシュルを連れに来た。

「あの……昨日ホントに叱られませんでしたか？」

「全然！　カイ様にもヤンさんにも褒めて頂いて、イシュル様をご案内してたからみーんなに羨うらやましがられて、凄ーくいい夜でした！」

　イシュルの隣を歩きながら、ぴょんぴょん跳ねんばかりのユーヤ。

「イシュル、風、気持チイイネー？」

「そうだね、ルシエル」

　ルシエルもイシュルの肩に乗って、イシュルの一番の仲良しはルシエル！　と、ユーヤへ威嚇中だ。

　元気よく船の仕事をする少年達。黒髪の者が多い。カイと同じ血を受け継ぐ国の人達。海辺の少年らしく眦まなじりのあがった活発そうな面差しの者が多いが、あまりカイとは似ていない。

「……ですか？」

「え？　ユーヤ、なんて？」

　見るともなしに、立ち働く少年達を見ていたら、ユーヤの言葉を聞き逃してしまった。

「ルティシアの方は、みんなイシュル様みたいに、白い肌をしてらっしゃるんですか？　オレが知ってる砂漠の一族の子は褐色の肌だから、不思議だなあって思って」

「ああ、ルティシアでも、褐色の肌の者のほうが多いですよ。いかにも砂漠の民族らしい輝く小麦色の肌に、私も憧あこがれてました」

「……イシュル様の肌の色だって、とっても綺麗ですよ？　下賎な話で怒られちゃいますけど、目利きの奴隷商人が血眼になって探す、雪のような白い肌ですよ」

「でも、みんなと似てるほうがいいなあ、と羨ましくて」

　とはいえ宮殿には、雪のような白い肌の妃や、皇子皇女はたくさんいた。色好みの父の皇帝が、白い肌や金の髪の娘が好みだったためだ。

「ないものねだりですか？」

「ナイモノ、ネダリー？　ルシエル、イシュル白イノ、好キー。可愛イー」

「ありがと、ルシエル」

　基本的にルシエルは、イシュルに関しては何でも肯定したいらしく、『懐きすぎだよ、おまえ。カイと好み一緒なんだな』と、ヤンとレオナルドにからかわれていた。

「凄すごいなあ。イシュル様には、ルシエルもこんなに懐いちゃうし」

「人懐っこいですよね、ルシエル、可愛い」

　ソウ？　可愛イ？　可愛イ？　とイシュルに褒められて、ルシエルは上機嫌だ。

「いえ、ルシエルはとても人の好き嫌いのハッキリした鳥ですから……。気に入らない人にはちっとも話さないんですよ」

「無口なルシエルですか？」

「はい」

　ちょっと想像できないな、と、イシュルは、可愛い太っちょのオレンジのかたまりを撫なでる。

「……でさ、相手いなくなっちゃってさー、トゥール様とカイ様で手合わせしてるんだって！」

「えー、珍しいな！　見に行こうぜー！」

　バタバタと少年達がにぎやかに甲板を走って行く。

「カイとトゥール殿？　剣の稽けい古こでしょうか？」

　聞きなれた名にイシュルも反応する。

「そうですね。どちらもお強いので、最近はあまりお二人でやられることはないんですけど。イシュル様も、御覧になります？」

「はい。よければ」

　カイとトゥールでは、ウエイト的にトゥールが不利なんじゃ？　と思いつつ、イシュルも案内してもらって、剣の稽古を見に行く。

　カンカンカン、と小気味よく剣のぶつかる音が聞こえて来る。

　海に出てから、イシュルは剣の稽古などしていないので、その音が懐かしい。

　少女のような外見に似合わず、イシュルは運動神経がいいほうなので、ルティシアにいた頃は剣の稽古も楽しんでいた。

　十四歳のときに、御前試合で本気で切り結んでしまい、皆の前で二番目の兄上を倒したことがあった。その折に、父である皇帝から、格上の年長者をたてる気持ちがない、そのような者には剣を持つ資格もない、と叱られたのをよく覚えている。

　イシュルは、兄上には勝ってはいけないなんて、知らなかったのだ。

　最初にそっと、この方とこの方には勝ちをお譲りしなければ、という秘密の決め事をお教えしておくべきでしたね、よもやイシュル様がそんなにも剣がお得意だとは存じ上げず、と同情した武官が言ってくれた。

「トゥール！　トゥール！」

「カイ！　カイ！」

　追憶を遮るように、陽気に囃はやし立てる船上の男達の声。

「違う……」

　昨夜、夜の稽古につきあっていたカイの動きとは、まるで違う。トゥールの動きが速いので、相対するカイの動きも速い。とはいえ、眼で追えないほどの速さで剣を交えつつ、カイもトゥールも遊んでいるらしく、ひどく楽しそうだ。

　トゥールはイシュルと似た背格好で、上背のあるカイよりもちいさい。その二人が戦う様子を見ていると、イシュルは自分ならどう動くだろう、とイメージしてしまう。

　太刀筋が、カイのは正式に教えられた剣をアレンジしている印象だが、トゥールのほうはいかにもやんちゃで、自己流という太刀筋だ。次にどう動くか想像もできない。

「ごきげんよう、ルティシアの皇子様、鳥に大人気ですね」

「こんにちは。お邪魔ですか？」

　右肩に拗すね気味のルシエル、左肩に白い海鳥を乗せて、イシュルは屈強そうな船の男に挨あい拶さつする。

「いいえ、とんでもない。眼の保養ですよ」

「そうだよなー、そりゃこんな可愛い子ちゃんじゃ、うちのカイも思わず迷うよなー」

「ええっとロルカさん！　お二人はなんで立ち合ってんですか？」

　余計なことを言って、イシュルの機嫌を損ねないでくれ！　とばかりにユーヤが割って入る。

「え？　単に運動したいだけだろ？　トゥールが勝ったら、オレの夕飯にもっと肉増やせとかなんとかふざけてたよ」

「あああ、しまった！　オレの肉が──！」

　ふと、イシュルに気づいて、おう、という反応をしたトゥールの剣をカイの剣が弾き、その衝撃でトゥールの手から剣が落ちた。

「おまえ、食いすぎだっつの、絶対。食うのも飲むのも底なしなんだから。トゥールの自由にさせたら、うちの食糧庫、空になるって」

「オレは食べ盛りなんだってー！」

「却下──。勝手に自分で鳥か魚でも獲って食え」

　トゥールと話して、大笑いしているカイがイシュルの瞳ひとみには見慣れなくて珍しい。カイは、あんなふうに大笑いしたりもするんだ。

　手紙とイシュルの記憶のなかにしか存在しなかった少年のカイが、少しずつ、現在のカイの輪郭を帯びて来る。

「イシュルもやるか？」

「……え？」

　不意打ちのカイの言葉に、イシュルは琥珀の瞳を見開く。

「無理だよ、カイ様」

「そうだよ、そんな海風にやっと堪えてそうな儚はかない美人に無茶を」

「剣もやるんだ、ルティシアのお姫様は？」

　さまざまな冷やかしの声があがる。

「なあ、オレの大事な友に、何か言いたいことがある奴がいるのか？」

　騒ぐ船の皆を見渡して、カイがにっこり笑うと、ぎょっとしたようにからかう声が小さくなった。

「イシュル？　やってみたい、ってカオに書いてあるぞ？　昨夜からレンティアの剣に興味持ってたろう？」

「…………」

　こんなに大勢の船の人達に注目されたなかでは気が引けるが、その誘いには心惹ひかれる。

「いーな。オレもイシュル様とやってみたい」

「ダーメ。トゥール、おまえは魚でも釣って来い」

「いや、どうせなら、鳥でも狙おうかと……」

「トゥール！　頭ツツクゾ！」

　肉づきのいいルシエルをじっと見つめるトゥールにルシエルが嚙かみつく。

「イシュル様、お嫌いやだったら、ちゃんと、オ、オレがカイ様にお、お断りを……」

　あまりの緊張に呂ろ律れつがまわらないユーヤが、イシュルの衣装の袖をひく。

「いいえ。やってみたい……」

　青い空を仰いで、深呼吸ひとつ。

　イシュルの返事に、へーお姫様、やる気なんだー、えらく度胸あるんだなー、とどよめきが起きる。

（今日ね、剣の先生に褒めてもらったよ。また逢あったとき、剣を教えてね）

　昔そうカイに手紙を書いたことがある。

　カイと剣の稽古、ずっとしてみたかった。

「イシュル、ルティシア風の剣を探させたほうがいいか？」

「ううん。そのレンティアの剣、使ってみたい」

「んじゃこれをどうぞ、皇子殿下！」

　身軽な動きで、トゥールがレンティアの剣をイシュルに運んできてくれる。

「ありがとう、トゥール殿」

「トゥールでいいよ？」

　悪戯っぽい、親しげなウインク。

「イシュル、大丈夫ー？　大丈夫ー？」

「うん、大丈夫。ルシエル、トゥール殿と待ってて」

　トゥールでいいと言われたのに、やっぱり、敬称をつけてしまった。

「イシュル、ここはオレの船で、ルティシアじゃないから、遠慮はいらないぞ？」

　優しい声でそう言うカイに、覚えてるの？　と瞳で問う。

　イシュルは愚痴や泣きごとはカイへの手紙には書かないようにしていたけど、そのときだけはあんまり哀しくて、カイに泣きごとを書いた。

（御前試合で勝って、怒られちゃった）

　褒めてもらえると思ったから。

　一度も褒めてもらえたことのない父様に、そのときは褒めてもらえるのかな、って淡い期待をしてしまったから。

（オレもいつもあちこちの宮廷の変な作法にびっくりしてるぞー。オレなんて、しょっちゅう怒られてるよ。……イシュル、強いんだな。凄いな。今度あったら、一緒にやろうな）

　そのときのカイの返事はとても早く届いた。そして何故か、甘いお菓子がたくさん送られてきた。

（イシュル、強いんだな。凄いな）

　父親の皇帝のかわりに、カイが褒めてくれたことが嬉うれしくて、イシュルは幾夜もその手紙を抱いて眠った。

「遠慮なんてしなくても、カイには敵わないと思うけど……」

　それでも嬉しい。

　そんな機会はないだろうと思っていたから、カイと剣を交わせるだけでも、とても嬉しい。

「綺き麗れいな構えだ」

　カイ様、お手柔らかに！　イシュル様はまだ体調万全じゃありませんから、お手柔らかに！　と小声でユーヤがお願いしている。

「カイ、イシュル、苛メルナヨ」

　ぱたぱた、オレンジの翼が眼の端で揺れる。

　好奇心旺おう盛せいなたくさんのレンティアの男達の視線も感じたけれど、始め！　と言われた瞬間から、イシュルの視界のなかにはカイだけになった。

　ドキドキする。

　ベッドでカイに求愛されたときよりもずっと。

　隙だらけで立っているように見えるのに、怖くて動けない、とカイを見つめていたら、カイのほうから剣をあわせてきた。

　カンカンカン、とカイとイシュルの剣があわさる。

　たぶん、手加減してくれている。

　トゥールが相手のときと同じスピードと力なら、すぐにイシュルの剣は跳ね飛ばされている。

「イシュル、レンティアの剣はどうだ？」

「……軽いよ……」

　予想通り、細身のレンティアの剣は、ルティシアの大剣よりずっと軽く、イシュルのように体重のない者にもとても扱いやすかった。

「イシュル、ガンバレ！」

「イシュル様、がんばって！」

　これは生きるために戦うことを知っている剣だ。

　型を教える宮廷の教師達の剣とは違う。次を予測してもその通りには動かないし、そもそもイシュルはカイの太刀筋を熟知している訳でもないので、だいたいの予測もできない。

「綺麗だな、イシュル様の太刀筋。動きも無駄がない。うちのちびっ子達じゃ、加減してても、あんなにカイと続かないだろ」
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「ああ、美び貌ぼうの剣士二人だし、見応えもあるなー」

　ルティシアの皇子様がカイとやってるよ！　と言われてなんでそんなことに？　あの子途中で倒れないかな？　と心配半分、野次馬半分で、レオナルドとヤンが様子を見に来ていた。

「見応えあるっつーかさ、なんかあれ」

　ヤンが少し赤くなって言いい淀よどむ。

「ああ、わかるかも。……恋を語るみたいな剣だな」

　レオナルドも黒目がちな瞳で微笑んだ。

「あまりにもオレ様とやってるときとカイが違いすぎる」

　トゥールがぼやく。

「そりゃ今夜の肉かけるよーな人とじゃ、だいぶ違うでしょ。……にしても、二人とも、色っぽい剣だ」

　波音混じりにそんなことを言われているとは夢にも思わず、イシュルは懸命にカイと剣をあわせていた。

　砂漠の砂の上や大理石の床の上と、海上の船の上で剣を交えるのは、やはり違う。揺れる。そのうえでバランスを保って、さらに相手の動きを読む。何倍も大変。

　そして、カイは強い。あのとき御前試合で倒した兄上など、カイに比べれば赤子のようなものだ。イシュルに剣を教えた教師よりも、もっと強い。……だけど、楽しい。相手が強いから、楽しい。これくらい強い人と、ずっと、本気でやってみたかった。

「イシュル」

「な……に？」

「ちょっと右が弱い」

「……んっ……」

　長期戦になると、体調が万全とは言い難いイシュルの体力が続かない。いや、万全の体力でも、正直、厳しい。

「がんばれー、皇子様ー」

「カイ、たまに左弱いよー、狙ってみてー」

　華きや奢しやな身体でカイの剣を受け止め続けるイシュルに、レンティアの男達からそんな声があがる。

「イシュル、もう無理か？」

「……い、や……！」

　イシュルの足がふらつく。昨夜と今朝の慣れない激しい性交と、微熱の続いた身体がそんなに持つ訳がない。

　でもまだ、こうしていたい。こうして、ずっと、カイと剣を交えていたい。カイに勝ちたいとか負けたくないとかではなくて、ただ、この時間を終わりにしたくない。

「あ……！」

　もう腕に力が入らなくてカイの剣を受け止められず、イシュルの剣が手から落ちた。

　思わず唇を嚙む。悔しい。もっとカイと戦っていたかったのに。終わりにしたくなかったのに。

「イシュル！」

　ルシエルのカン高い声が聞こえる。青い空が見える。先ほどまで重く感じていた身体が不意に軽くなる。倒れる、と思った瞬間、あたたかい腕がイシュルを支えた。

「イシュル、平気か？」

「……へいき。カイ……」

　ちゃんと相手してくれてありがとう、とイシュルは言いたかったのだけど、カイには聞こえなかっただろうか。船上のざわめきと、遠くにレオナルドの姿を認めながら、カイの腕のなかでイシュルは気を失った。










　誰かがそっと優しい手で、イシュルの額に触れる。気持ちいい。

　……今日は母様の具合がいいんだろうか？　でももうイシュルは大きいから、母様のところでは眠れないはず。

　……ああ違う。そんなはずはない。そんなことはできない。母様は亡くなってしまった。

　イシュルは母様の柩ひつぎに、母様の好きだった花をたくさんたくさんいれたもの。

　じゃあこの優しい手は誰の……？

「……気がついたか？」

「……カイ……」

　視界に入ってきたのは、この三日間、イシュルが瞳ひとみをあけると必ずそこにある綺麗な男の顔だった。子供の頃、イシュルが生まれて初めて、母様より綺麗な人もこの世にいるのかも、と思った人が大人になった姿だ。

　そうだ。イシュルはカイと剣の手合わせをして、体力の限界で気を失ったのだ。よろけたイシュルをカイが支えてくれたけれど、あの後、この静かな船室まで運んでくれたのだろうか。

「……負けちゃった」

　屈託なく、微笑んでイシュルは言った。

「ああ、でもイシュル、予想通りいい腕だった。悪かったな。……オレのせいで、体調も悪いのに無理させたな」

「そんなことないよ。誘ってもらえて、嬉しかった」

　ふるふる、イシュルが首を振ると、淡い金髪が揺れた。

　体調が悪かったから負けたんじゃない。慣れない剣だから敵わなかったんじゃない。きっと、慣れたルティシアの剣で臨んでも、元気なイシュルでもカイの剣に敵わなかった。そのくらいはわかる。だけど悔しくはない。いま自分が持てる力のぜんぶでやれたから。

「一度やろうって、ずっと約束してたもんな」

「うん。カイやっぱりすごく……強かった。太陽の光と、海を渡る風と、カイの剣がすごく心地よくて……。もっとずっとカイと剣をあわせていたかった。終わりにしたくなかったよ」

　カンカンカンと響く剣の音と、囃はやし立てる船の男達の声が蘇よみがえる。

　ドキドキした。

　父にも兄弟にも身分にも位にも、何にも遠慮せずに、自分よりも強い人と戦える。

　隠す必要なく、自分の剣の技を競える。それはなんという幸福。

「そんなこと、いくらでもできるさ、これからだって」

　くしゃっとカイの長い指に金髪を搔かき混ぜられる。

「ネー、二人、仲直リシタノ？」

　ルシエルが可愛くパタパタしている。

「どうだかな。うちのお姫様は、オレにキスされたり、ベッドに誘われると怒る癖に、剣の試合に誘うとご機嫌なんだぜ？……どうかと思うよな、ルシエル？」

「……カイト違ッテ、イシュルハ繊細デ複雑ナノー」

　えっへん、とえらそうにルシエルは上からカイを見下ろす。

「……なあ、ルシエル、それ、意味わかってんのか？」

　こいつ珍しいこと言うなあ、とカイが太っちょのチャーミングな鸚おう鵡むの体を、うろんげに眺める。

「ン、アンマリ？　デモ、レオナルドがソー言ッテタヨ」

「やっぱり」

「友達と……」

　思いがけないことを言われて、イシュルは困っていた。

「……ん？」

「剣の稽けい古こは……男友達とすることだけど、キスや……それ以外は……違うから」

　さっき、イシュルの金髪を搔き混ぜたカイの手は、友達や家族の優しい手だ。夜にイシュルに触れる指とは違う。

「……友達のオレは好きか？」

　なんだか寂しそうな顔でカイにそう尋ねられると、何故だかイシュルは、うん、と素直に返事ができない。

　恋人で友達。両方はダメか？　って、カイは言った。

　そして、イシュルが恋人になるのは嫌だと言うなら、カイの友達としてレンティアで暮らせばいいって。

　……カイは強ごう姦かん魔だけど、イシュルのこと、大切に思ってくれているんだろうか。

「ずっと……カイは、イシュルの自慢の友達で……心が折れてしまいそうなときは、カイの手紙を抱いて眠ってた」

「なんでそんな心の友に、こういうところに留学の話があるんだけど、どんなところか知ってる？　ぐらいの相談しないんだよ」

　馬鹿、って言いたそうなカイの顔。

「……みっともなくて、カイに、知られたくなかったから」

　太陽の下で、剣を交わした。カイの剣はやはり本人そのもの。強くて、迷わない。

「……意地っぱり」

　そういうカイの声は、イシュルを責める訳ではなくて、優しい声だった。

「こんな自分じゃなくて、もっと強くなって……カイに逢あいたかった」

　カイに攫さらわれた最初の夜にもそう思っていた。

「弱い訳じゃないよ。……オレに言わせりゃ、イシュルに足りないのは、自分を自由にする意志だけだと思うけどな」

「…………？」

「……学もある、剣の腕もある、これだけの美貌もある。人が羨うらやむような、いろんなものを持ってる。誰にも引けはとらない。何処ででも生きていける。悲観する理由も卑屈になる理由もない。……まあでも昔から、母親でも父親でも、イシュルが家族に弱いのは、そういう優しいタチなんだろうしなあ」

　それを責めてもな、と言いながら、カイはルシエルを指で遊ばせている。

「カイ」

「ん？」

「イシュル、苛メルノ駄目ー」

「苛いじめてないよ。褒めたんだよ」

「ソーナノカ？　困ラセテナイカ？　ネー、イシュル？　大丈夫？」

「う、うん。……ルシエル、苛められて……ないよ」

　イシュルも、ふわふわと金の髪を振って、否定する。

「……イシュル？」

　イシュルの頰が赤くなっていくのを、カイが不思議がる。

「どうした？」

「あんまり……そんなふうに……言ってもらったことないから」

　美び貌ぼうを褒められても、でも男なんだし、と嬉しくもなかったし、『誰にも引けはとらない』なんて、生まれてこのかた言われたことがなかった。

「……誰も言わなかったのか？　だから、何か勘違いしてるのか？　いまだってかなり強い子だぞ？　だいたい気の弱い子なら、オレと喧けん嘩かなんかできないだろーに」

「言エテルカモー。ルシエルモ、カイニ、アンナ怒ル人、初メテ見ター」

　ルシエルも頷うなずいている。

「それは誰だって、あんな振る舞いをされたら怒ると……！」

　強姦魔に怒るのは、人として当たり前だ。

「でもオレ、これでも人に恐れられるレンティアの海賊王子だからなあ。普通だと怖がって、あんなにガミガミ怒んねーよな」

「海賊王子でも、カイでも、ダメなことはダメだよ！」

　そういう問題じゃないと思う。

「うん。……そりゃそうだ。イシュルが正しい。……いつも、そんな調子でいきゃいいんじゃねーの？　オレ相手にだけじゃなく」

「…………？」

「ダメなことはダメ、嫌なことは嫌、って、拒んだほうがいい」

「……カイ……？」

　それは、父の言いなりになってリアンに行くことを拒め、という意味なんだろうか。たしかにカイには、嫌ともヒドいとも怒れるのに、実の父親にはそんなことは言えない。

「……カイ……？」

「………………」

　見つめていたら、カイの唇がイシュルの唇に触れてきた。

「………………っ！」

　予想外のくちづけ。

　抗おうとしたイシュルの手をカイの指が封じる。

　見み惚とれるような綺き麗れいな指先なのに、到底、抗えない強い力。

「……ん……、」

　ちゃんと閉じていなかった唇に、カイの舌が侵入して来る。

　そのくちづけが、どんなふうに始まって、どんなふうにイシュルを攫うかを、イシュルの身体はもう知っている。

　とくんとくんとくんと、イシュルの心臓の鼓動が速まる。

　さっき、剣を交えていたときのように。

　気のせいか、抱き寄せられた衣装ごしのカイの心臓の音も同じ速さに聞こえる。

（いろんなものを持ってる。誰にも引けをとらない。……何処ででも生きていける）

　熱いくちづけと共に、その言葉がイシュルの身体を犯していく。

　……ほんとうに？










「イシュルさんは皇子様だから、やっぱお食事にはお毒見役とかいたの？」

　夕食を一緒に、とカイに誘われていたのだが、ユーヤに案内されて夕闇が下りた甲板にいくと、カイが仕事が片付かないらしいから、とレオナルドが代わりに現れた。

「オドクミー？」

　イシュルの行くところには何処へでもついて来るようになっているルシエルが、食堂のテーブルで、踏ん反り返っている。

「私自身は逢ったことはありませんが……。宮殿にはそういう役割の者もいるはずです」

　ルティシアの宮殿に仕える者が何千人といても、イシュル自身は自分つきの女官ぐらいとしか話す機会がなかったので。

「こんばんは。イシュル様、林りん檎ごのお酒、召し上がります？」

「あ、はい」

　昨日も給仕してくれた食堂の少年が、イシュルにそう尋ねる。

「レオナルド先生は？　何にする？」

「ああ、じゃ、一緒でいいよ。林檎のお酒」

「おや珍しい。可愛らしいリクエスト」

　少年が茶化すところを見ると、レオナルドはいつもはもっと強い酒を好むのだろうか。

「今夜は可愛い人と飲むからね。……何食べる？　イシュルさん。今日は昼間動いたから少しはお腹減った？」

「……でも、お昼も、結構食べてるので」

　あの後、船室に二人でいると理性が擦り減るとボヤきながら、カイがイシュルの船室に食事を運ばせてくれて、何やかやとにぎやかに世話をされながら、ルシエルとカイと三人で昼食をとった。

　夕食は外で、とカイに誘われたのも、一人にしておくとイシュルが食べないかも、と思ってのことなんだろうけれど……。

　食事の後は少し眠って、目覚めた後は本を読んでいたくらいのイシュルは、あまりお腹がすいていない。

「はい。まず乾杯しよ」

　さきに林檎の酒が運ばれてきたので、レオナルドとグラスをあわす。

　夜の甲板は昼とは違う賑にぎわいに満ちているから、たいして食欲はなくても、グラス片手にレンティアの船乗り達を眺めているだけでも充分イシュルは楽しいのだけれど。

　何処かでリュートの音がして、誰かが歌っている。あんまり上手くないかな、と思っていたら、ヘタくそ！　おまえの歌なんかいらん！　と野次があがり、どっと笑い声があがる。

「……だね？」

「え？」

「聞いてないし、この子は。……イシュルさん、剣、やるほうなんだね、って。動き速くてびっくりしちゃった」

「……レンティアの剣は……軽くて動きやすかったです」

　それは剣身のサイズで相手を怯えさせるための大ぶりの剣ではない。装飾品のように美しい、けれど圧倒的に実戦に向いた剣だ。いかに動けるか、を考えて作られている。まるで自分の身体の一部のように、手に馴な染じむ。

「楽しそうだったな。カイとやってるの」

「昼間、ご覧になってたんですか？」

　夢中で、レオナルドがいることには気づかなかった。

「……うん。ヤンと野次馬してたよ。お淑やかな人かと思ってたら、実は元気な子なんだなーって」

「カイと……いつか手合わせしようって約束してたので」

　もっと。

　もっと強くなりたい。

　手加減してもらわずに、カイとやりあえるくらいに。

　けれどイシュルのは、人を殺すことなど知らない剣だから。

　実際の戦場で使うカイの剣に及ばないのは、当然のような気もする。

　イシュルに触れるあの手で、本当にカイは誰かを殺したりするんだろうか……？

「はい、皇子様、お魚。野菜とパンも食べてね」

「……ありがとう」

「美味しそーだね」

　あたたかい料理が運ばれて来る。

「ゴハンダヨー、ゴハンダヨー」

　ルシエルが食べる訳ではないが、食べ物が食卓にならぶと喜んでいる。

「お魚……あれ？」

　イシュルが、魚にフォークを立てようとすると、レオナルドの背後、月灯りの暗い夜の海の上に、長い金の髪と白い裸の肢体が見えたように思えた。

　幻覚？　とかるく指で眼を擦る。

「イシュルさん？」

「レオナルドさん、あの……」

　月灯りの下、暗い海から甘い歌声が聞こえる。何処か狂ったような、ひどく魅力的な女達の歌声。

「シレーヌだ！」

「……見るな、海に引き込まれるぞ！」

「耳を塞ふさげ！　歌を聞くな！」

　レンティアの男達の声で、俄にわかに甲板が騒がしくなる。

　どうやら、イシュルだけが波間に美女の幻覚を見ている訳ではないようだ。

「あらら。陽気がいいからか、なんか湧いてきたね」

　フォークで魚の身を口に運んで、レオナルドが呟つぶやく。

「先生、お客さん船室に隠したほうがよくない？　あいつら、ルシエルじゃないけど、光るモノとか綺麗なモノも好きだよ？」

　通りすがりの男が声を投げていく。

　最初は一人だった妖よう艶えんで胸もあらわな美女が、暗い波間にどんどん増えてきて、遊びましょうよ、と船の男達に笑いかける。

「うーん。イシュルさんはまだ初心だから誘われないと思うけどね」

　何もオレのディナータイムに湧いて出なくても、とレオナルドが苦笑している。

「色気と歌で誘えなきゃ、力づくで、持ってく奴もいるぜ？　あいつら、男顔負けだもん、力」

　怖いよー、と男が、リタの十字を切っていく。

「あの、レオナルドさん、シレーヌって」

「あー海に棲すんでる精霊のお姉さん達。ときどき出る。んで、運が悪い奴は連れて行かれる。この世のものとも思えぬ快楽をくれるとも言われてる」

「そんな淡々と」

　美女の歌声に誘われて、ふらふらと海に落ちかける男を、馬鹿！　と隣の男が引き戻したりしている。

　人によって、見え方や聞こえ方が違うらしく、何がいるんだ？　とキョロキョロしている者もいれば、歌に誘われて陶然としている者もいる。

「誰かー！　僧そう侶りよのセナ様呼んでー！　はやく、カイ様探してきてー！」

「僧侶か、カイ？」

　僧侶はお祓はらいで、カイは船長だから？　とイシュルが小首を傾げていると、船の縁にあがりかけている美女の精霊たちも、カイの名を呼んでいる。

「……カイ……？」

「カイがイルノ？」

「……この船、海賊王子イルノ？」

　猫のような瞳ひとみ。しなやかな白い腕。なんとも美しく恐ろしい、人ではない女達。

「アイツ、あーいうのに妙に好かれんだよね、昔から」

　カイよりさきに僧侶のセナが見つかったのか、ヤンも一緒に甲板に出てきて、聖なるリタの書を読み上げている。ふらふらしている男達に、ほら、おまえもここを読め！　と蒼あおざめつつ、ヤンが励ましている。

「イヤ」

「嫌イ」

「ソレ、嫌イ！」

　吞のん気きそうだった精霊の女達が不愉快そうに眉根を寄せる。

　どうやら、リタの書の詠えい誦しようが気に入らないようだ。

「イジワル、ソレ、嫌イ！」

「イシュル、怖クナイ？　怖クナイ？」

「うん。ルシエル大丈夫？」

　イシュルとレオナルドは、彼女達の歌の影響を受けにくいタイプらしく、他の男達のように海や美女達のほうに歩いていきたくはならない。

「海ノ匂イガシナイ子がイル」

「ちっ、見つけられちゃった。……イシュルさん、さがって！」

　船の上にあがってきたシレーヌの一人がイシュルを見つめている。レオナルドがイシュルを背中に隠す。でもレオナルドはイシュルと同じくらい華きや奢しやだし、この船にたった一人の医者なのだから、むしろイシュルが守らなければいけないような気がする。

「海ノ匂イガシナイノニ、アノ子カラ、海賊王子ノ匂イガスル」

　胸もあらわな人ならぬ美女に、まるでカイとの秘め事を見抜かれたような気分で、イシュルは戸惑う。でも名指しされているのはイシュルだし、とりあえずレオナルドさん危ないからさがって、と言おうとしたら、男の声がした。

「そりゃ、この子、オレのだからな。……なあ、オレの船に悪戯してるのは、何処の美人だ？」

「……カイ！」

「遅イヨ、カイ」

　怯おびえていたルシエルがカイに文句を言う。レオナルド、あのへんで泡ふいてる奴なんとかしてやって、とレオナルドの袖そでをひいて、カイは彼を倒れている者のほうへ行かせる。水妖達の興味はカイに移ったようで、レオナルドがそこを動いても追われることはなかった。

「海賊王子」

「カイ？」

「コレはカイの船なの？」

　水滴を零す美女達が問いかけるなか、傍を離れるなよ、とカイがイシュルの腰に手を廻まわして引き寄せる。

「うん。オレの船だよ。だから、悪戯しないでよ。いつもレンティアの船は、お姉さん達に意地悪しないでしょ？」

　甘えてねだるように、カイが言った。

「イマ、シテルワ。アノ、祈りの書、嫌イ！」

「ああ、そうか。そうだね。違う神だものね。……ヤン、セナ、それやめて！　お姉さん達嫌だって！」

　だっておまえ、そう言われても、とヤンが困った顔をしつつ、とりあえず僧侶との詠誦をやめる。

「お姉さん達、おなか減ってるの？　だから、ガタイのいいの連れて行きたいの？　食べちゃうの？」

「……違うわ。寂シイノ」

「寂シクテ、退屈ナノ」

「ミンナ、綺き麗れいッテ言ッテクレルケド、男ハイツモスグ死ンデシマウノ」

「……人の男は、海のなかだと、息できないからね」

　カイの精霊たちへの返事を聞きながら、なんだか母様みたいな人達だ……とイシュルは思っていた。

　顔や身体は、すごく綺麗な大人の女なのに、話していると、まるで子供のようだ。

　なかには本当に少女のようなシレーヌもいて、恥ずかしそうに、姉の水妖達の背中に隠れて、カイやイシュルを珍しそうに見ている。

「ドウシテ？　ドウシテ、誰も、ずっと一緒にイテクレナイノ？」

「海賊王子、私達と一緒にイテクレル？」

　ドキッとして、イシュルはカイがシレーヌ達に連れて行かれないように、カイの衣装の袖を摑つかむ。他のシレーヌ達の歌は続いていて、甲板に倒れている男達もたくさんいる。イシュルが惑わされないように、カイにもその歌の影響はないようだが、やはり怖い。

「その子、カイの弟？」

「いや？　似てないだろう」

「……？　デモ、同ジ匂イガスルワ」

「海賊王子ト同ジヨウニ、キラキラシテ綺麗」

　きゃっきゃっと少女のシレーヌが口を挟む。

「これは大事な我が友にして、つれない、我が片思いの君だよ」

「カイ……！」

　そんな話してる場合じゃないから、と呆あきれてイシュルはカイを見上げる。

「オモシロイ。美び貌ぼうの海賊王子も、片思いスルノカ？」

　年長のシレーヌまで少し笑っている。

「そう。いま、オレの人生で一番モテてねーよ。可哀想だから、オレの大事な船まで荒らさないでよ」

「デハ、歌を。寂シイ私達に海賊王子ノ歌ヲ贈って。……ソノ歌が気ニ入ッタラ、海に帰るわ」

「いいよ」

　財宝や命や魂でなく、歌？　とイシュルは驚く。

　カイの瞳を見上げると、夜のような黒い瞳に優しく見下ろされた。

「イシュルも一緒に歌って」

「カイ、無理。歌えない」

　精霊に捧ささげるような歌など、イシュルは知らない。

　ルティシアにも、砂漠の部族に伝わる神や魔物を鎮める歌はあるけれど、そういう歌は秘歌であり、特殊な呪術者達だけが歌う歌だ。

「難しくないよ。子供の頃に、イシュルと一緒に歌った歌だよ」

「え……？」

「ほら」

　主旋律をカイが歌い出せば、たしかに、それはイシュルもよく知っている歌だった。母様が好きだった歌で、子供の頃、カイと初めて逢あったときに、カイと声を重ねて歌った。それはたしかに古い海の恋歌だけれど、この歌に、海の精霊を鎮める呪力などあるんだろうか？

「何もとくべつな呪文は必要ないよ。……ただ、優しい気持ちで歌ってあげて？」

　耳に囁ささやくカイの声。

　カイが歌い始めると、歌っていたシレーヌの声が小さくなっていく。

　妖あやしい魅力的な彼女達の歌声が小さくなると、船上で呻うめいていた男達が少し楽になった様子を呈している。

　ヤン、レオナルドはもとから平気で、気分の悪くなった者の介抱をしていたが、トゥールは少しシレーヌの歌に影響を受ける体質らしく、屈みこんで、頭イテエ、と呻いている。

（アイツ、あーいうのに妙に好かれんだよね、昔から）

　レオナルドもそう言っていたし、カイはとても落ち着いているので、こういうことに慣れているのかも知れない。

　これ、いまでも歌える？　とカイに眼で尋ねられ、誘われるように、イシュルもカイの歌声に声を重ねてみた。

　そして、子供の頃と同じことに驚く。

　一度も練習したことがないのに、カイが次にどんなふうに歌うか、イシュルにはわかる。まるでその声は、もうひとつの自分の声のようだけれど、二人で歌う歌は一人では決してつくれない美しい歌を織り上げていく。

「キレイ」

「綺麗ネ、『海賊王子ノ子守唄』」

「ズット海ノ噂ニ聞イテテ、海賊王子にネダッテミタカッタ。……ケレド二人デ歌ウトハ知ラナカッタ」

　禍々しい美しい水妖達の切れあがった眦まなじりが、柔らかい弧を描いていく。

「イシュル、上手ー」

　怯えてちいさくなっていたルシエルが、ご機嫌でパタパタしている。

　不思議。

　いまにも海の精霊に水底に引きこまれそうなのに、背中にカイの体温を感じているせいか、イシュルは何も怖くない。
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　この世のものではない、何かに、脅かされても。

　剣も、火も、呪文も持たなくても、こんなふうにも闘えるんだ、と驚く。

「綺麗ナ歌ありがと。……海ノ王子様」

　一番可愛らしい少女めいたシレーヌが、イシュルにお礼を言ってくれて、海の王子様はイシュルではないよ、と教える暇もなく、暗い夜の海へと帰っていく。

　一人、また一人。船に這はいあがって、男を誑かそうとしていた水妖達が海へ帰って行く。船べりを這っていたときは、かなり禍々しかったのだが、歌を聞いて機嫌がよくなったせいか、きらきら優しげな光をはなっている者もいた。

「優シイ歌をありがとう。よき航海を」

「海賊王子の恋は叶かなウノカ？」

「叶かなうように、一緒に祈ってくれよ。……お姉さん達も、また聴きたくない？　いまの歌？」

　ん？　と尋ねるカイに、水妖が頷うなずく。

「違イナイ。では、この恋の成就を祈ろう。……私達がまた二人の歌を聴ける幸運を願って」

　あらわな白い胸が、海の水のなかへ溶けていく。

　最後のシレーヌの姿が消えると、さすがに気が抜けて、イシュルはぎゅっとカイの衣装の端を摑んだ。

　さっきまでたしかに、あれらはここにいた。けれど、いまはもういない。

「……イシュル、ありがと。助かった」

　カイもさすがに肩の力を抜いた感がある。

「……ううん、何も」

　何もしていない、と首を振る。カイに望まれて歌いはしたけど、何かの手伝いになったんだろうか。

「ヤン！　誰も、お姉さん方に持ってかれてない？　オレ、海んなか、見てきたほうがいい？」

　大きな声でカイが尋ねる。

「待て、二の三の四……、誰も落ちてないはず！　確認する！　トゥール、そのへんに転がってるの、ベッドに引きずってってやって！」

「……、人使い荒いっつの！　オレもフラフラだっつーのに」

　きーっと、甲板上を片付けながら、トゥールが怒っている。

「ユーヤ、気つけ薬たりないー、持ってきてー」

　レオナルドの声は、こんなときでも、何処となく吞気だ。

「了解しました！」

「カイ……」

　自分でも信じられないくらい集中して歌ったせいか、見慣れぬ者達が怖かったせいか、一人で立っていられず、カイに支えられるようにして立っているのだが、いつまでもこの状況はおかしいかも……。

「……海の精霊、初めて見た……。よく逢うの？」

「いや、よくでもないけど。ずっと旅してると、たまには逢う」

「……カイ、いつも、歌をねだられるの？」

「うん。ちいさい頃、海で逢った水妖の娘が泣いてて、そんとき、泣きやませたくて歌ったせいなのかな？　なんか、歌って、って言われること多いな。……だけど、よかった。オレもだけど、イシュルもまったくシレーヌの歌の影響受けないタチみたいだな。……頭とか痛くないか？」

「……うん。大丈夫みたい」

「運悪く少し聞いただけでも、気がふれちまう人もいるから、本当によかったよ」

　安心したように、イシュルを抱きしめて来る、あたたかい腕。

「カイ！　おまえだけ、イシュルさんといい雰囲気つくってないで、こっち手伝ってくれ！」

「わかったわかった。……イシュル、ルシエルと船室に戻ってるか？」

「……何か、ここで、手伝えることがあれば。まだ少し……一人になるのは……怖いから」

「じゃあ、ここで、レオナルドの手伝いでもしてやってくれ。助かるよ。ありがとう」

　月灯りの下、足元気をつけろよ、とカイに手をひかれるまま、シレーヌ達の歌の後遺症でへたりこんでいるレンティアの男達のあいだを歩いた。










「そりゃーあれなら、双身の指環も贈っちゃうよなー。遠い国で生まれたのに、皇子様には、カイとおんなじ力があるんだなー」

　額に冷たいタオルを巻きつけたトゥールが何故か感心している。

「え？」

「イシュル様ー、頭が痛いです～」

　床に転がっている男に、白い衣装の裾すそを摑まれて、イシュルはぎょっとする。

「あ、はい。いま、お薬を……レオナルドさん」

「イシュルさん、そのへんの、甘えてるだけなのは転がしといていいから。本当にヤバそうなのだけに薬遣うよ。もったいないからね」

　レオナルドに尋ねようとすると、そう返事がきた。

「先生の鬼ー、医者なのに優しくないー、イシュル様がいいー、薬いらねーけど、綺麗な皇子様に優しくされたいー」

　違いねえ！　でもあんまイシュル様に気安く触るとカイ様に怒られるぞ！　と野次が飛ぶ。

「イシュル様、いいんですよ。あなた、そんなに丈夫じゃないんですから、休んでて」

　救護班に混じっているイシュルを、ヤンが気遣う。

「でも……船室で一人でいても」

「ウルサイとこにいると気にしないけど、一人でいたら、お化けもう一回来そうで怖いよね」

　レオナルドの言葉に、ハイ、とちいさく頷く。

「レオナルド、おっきい声でそんなこと言うな。海の姫達の機嫌を損ねる……」

「大丈夫。うちにはカイがいるから。アイツの美貌と甘い歌声は、こーいうときこそ有効活用される。……にしても、凄すごく綺き麗れいだったね。カイとイシュルさんの二人の歌」

「オレ、おかげで正気に戻りましたよ。半分、海に落ちかけてたけど、助かりました。ありがとうございます、皇子様！」

　友人に肩を貸している少年が、笑顔でイシュルに礼を言う。

　今日はきっとイシュルの十五年の人生のなかで、一番たくさん『ありがとう』を言われた日だ。

　普段、イシュルが女官に「ありがとう」と礼を言うことはあっても、誰かに言われることはなかった。何かをしてもらうことのほうが、多かったので。

「いえ、何も」

　何もしてはいないけど。

　イシュルは昼間、カイと剣を交わしていたとき、こんなに気持ちいい、楽しい時間を他に知らない、と思ったけど。

　もっと楽しいこと、あった。

　シレーヌの歌に倒れた人もいるし、海に引きこまれて死んでしまいそうな人もいたんだから、そんなことは言えないけど。

　あのとき、イシュルが本当に役に立っていたのかどうかもわからないけれど。カイと声を重ねて歌うこと、楽しかった。

　カイと剣を交わすより、……身体を重ねるよりも。

「えらく息ぴったりだったけど、カイと皇子様、初めて一緒に歌ったんだろ？」

「子供の頃、一緒に歌いました」

　イシュルがふるふる金髪を振って答える。五年も前の話だけど。

「皇子様も魔法の歌が歌えるんだな」

「いえ……」

　魔法の歌なんて知らないけれど、物語よりも魔法のようだとは思った。

　ルティシアにいた頃、妖よう魔まに襲われる海賊船の物語も読んだけれど、妖魔を倒すのは、海賊の雄々しい剣やリタの僧そう侶りよの祈りで、あんな優しい歌ではなかった。

「カイ、こっち最終チェック完了。誰も海に落ちてない。姫達の歌に酔っ払って気分の悪い者は多いけど、この世に戻ってこれないほどの者もなし！　総員無事！」

「了解。レオナルド、薬、たりてる？」

「んー。まあ、もうすぐ寄港だし、イケる」

「静かな海だったのに、ちょっとヤられたな。……イシュル？　夜風にあたりすぎて、疲れてないか？　階下に戻るか？」

「もう少し大丈夫……」

　カイの声に、イシュルは金髪を揺らす。

「また……綺麗な歌……歌ってね、イシュル様」

　シレーヌに惑わされてというよりは、騒ぎに疲れ果てて眠りに落ちていく船員の少年があどけなくねだる。

「うん。また、いつかね」

　月灯りの下、海の波の音を聴きながら、少年を寝かしつけるイシュルの左手の小指には、カイと揃いの指環が輝いていた。










「ホントにお疲れ。やけに働かせて悪かったな、イシュル」

「……カイ、今日ね」

「うん？」

　上目遣いで見上げるイシュルを、カイが見下ろす。

「人生で一番お礼言われた」

　それが嬉うれしくて、誰かに聞いて欲しくて。こんなとき、きっと、ルティシアにいた頃のイシュルなら、カイに手紙を書いていた。

「……じゃあ、いい日か？」

「……うん、いい日。カイ、ありがとうって言われるの、嬉しいんだね、知らなかった」

「生まれたての赤ん坊みたいな瞳ひとみしてるぞ」

　困ったもんだ、深窓の皇子様は、とカイは笑うけど、嫌な笑いじゃない。

「……カイと初めて逢あったとき、あの歌、一緒に歌ったね」

　懐かしい想い出の曲。

「うん。あのときも思ったけど、いまも、このちびちゃんが一番上手だと思う。上手っていうか、ただ単に、オレとイシュルの声があうのかな。オレはイシュルと歌うのが一番気持ちいい」

「……」

　イシュルは嬉しさと驚きに、顔どころか、いつもひどく白いうなじまで真っ赤になった。

「……？　イシュル、オレが口説いても、眉まゆひとつ動かさずに怒る癖に、なんでそこで真っ赤になるんだ？」

「わかんない……。いまの凄く……嬉しくて……」

　初めてカイに逢ったときの気持ちを思い出すからだろうか？

　あのときは、あの優しい少年が大きくなって、ベッドでイシュルにひどいことするなんて夢にも思わなかったけれど。……それでも。

「今夜……カイと二人であの歌を歌えて、嬉しかった」

　あの瞬間の言葉にならない、震えるような気持ちをカイに伝えたかったのだけれど、唇から零れたのは、ただそんな言葉にしかならなかった。

　でもうまく言葉にはできなくても、カイも感じてくれているかも知れない、と勝手に思うことにした。

「助かったよ。船とオレを助けてくれて、ありがとう」

　シレーヌ達は、カイに歌ってと望んだだけで、あのときどうしてもイシュルが必要だった訳じゃないと思うけれど、あんなに美しい歌を一緒に歌えたから、誘ってもらえたことは光栄だった。

「……一人で眠れるか？」

「……？」

「昨夜、イシュルは酔っ払って、悪い夢を見るから一人で眠るのが怖い、って言ってた。だから、一緒にいてやりたいんだが、ここにいると何にもしない自信がない」

「…………」

　今日はいろんなことがあったから、夜の寝室にカイと二人きりでいるのがどういうことか、イシュルは忘れかけていた。

「抱いて眠りたいけど……」

「…………」

　そうしたら、また何処か知らないところへ連れて行かれてしまう。イシュルの身体がイシュルのものではなくなってしまう。カイに縋すがりついていないと、心も体も溶けてしまいそうになる。

　イシュルの身体はカイに快楽を教えられ、イシュルが気持ちや言葉で嫌がっていても、身体は従順に教えられる快楽に慣れ始めていた。

「そんなに怯おびえなくていい。……嫌なら、しない。……オレはよそで寝るから、ここでおやすみ。……悪い夢で眠れなければ、呼びにおいで」

　自分がどんな顔をしていたのか、イシュルにはわからなかったけれど、イシュルの額にくちづけて、カイは船室を出ていった。

　一緒に眠らないんだ、と思った。

　カイの船に連れて来られてから、一人でベッドで眠るのは初めてだった。

　そっとベッドのシーツに潜り込みながら、強ごう姦かん魔が解放してくれたというのに、たいして喜んでいない自分にイシュルは戸惑っていた。

　ここにいて、とイシュルが望めば、カイはここにいてくれたんだろうか。でもそうしたら、きっとまたカイをイシュルのなかに受け入れることになってしまう。カイのことは好きだけど、あんなふうに自分じゃない自分にされるのは怖い。

　さっきまで凄く気持ちが高揚していたのに、今夜の楽しい気分がいっぺんに何処かへいってしまったような気がした。

（……少しも眠くない）

　でもそれは、昼間に少し寝たし、意識が冴さえているからだ。カイがいないせいじゃない。

（イシュルは……ここが好きだろう？）

（や……カイ、いや……）

　生々しい淫みだらな記憶が蘇よみがえって来るのに怯えて、ふるふる金髪を振ってその感覚を追い払い、かたく眼を閉じて、夜の海に響く波の音に耳を澄ました。
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「海賊王子、私が贈った双身の指環をどうしたんだい？　どうしてふたつあったものが、いまは胸にひとつしか見えないんだい？」

　砂漠の王国から帰ってきたカイに、占い婆のラウラが問いかけた。

「あげた」

　十二歳の髪の短いカイは、ラウラの皺しわ深い顔を見上げる。

　レンティアの海賊王子が七歳の誕生日、初めて船に乗る日に彼女から贈られた指環、大きすぎて指から抜けてしまうので、ペンダントにしてずっと首から下げていたふたつの指環が、何故かひとつになっていた。

「あげた？　誰に？」

「……ルティシアの、なんか、可愛い子」

　顔色を変えるラウラに、カイはぼそっと答える。

「……カイ。あれは魔法の指環だよ。軽々しく人に渡してはいけないと、私は言わなかったかい？」

「覚えてる。大事な者に渡せとラウラは言った。だから、大事だと思った子にやった」

　いまでは、リタ教の教えがレンティアにも概ね受け入れられているが、海の島々に古来から伝わる祈りや呪いも依然として強い力を持っている。

　ラウラはそういう古くからの魔法を扱う者の一人だ。カイの父親の首領ロウとも縁が深くて、生まれたときからカイを可愛がってくれている。

「じゃあその大事な者はいったい何処に？　常にカイの傍らにある者に渡せと言ったのは忘れてたのかい？」

「……常に傍らにってのは無理だ。その子の家の事情で。……だけど、いい子だ。綺麗な瞳をして、綺麗な声で歌う。母親想いで優しい。対の指環を渡しても、後悔はない。ちいさな、オレの大事な友達だ」

「……ラウラ様、あの……何処の子かわからないような子にあげたんじゃありませんから……。ルティシアの第十七皇子イシュル様に差し上げたんです。カイは……その皇子と……妙に気があったみたいで……」

　カイより二つ年上、十四歳の気の優しいヤンが、指環がカイの胸にないのは自分の責任だと思っているかのような顔でそう言った。

「なんで他国の皇子になど……。あれは対の指環だと言うたろうに。その遠い砂漠の国の皇子に災いがあれば、カイにも災いが及ぶやも知れぬ」

「？　遠くでイシュルに災難があれば、オレのこの指環が光ったりするのか？　それなら結構、便利だな。すぐ助けに行ける」

　吞のん気きそうにカイは言った。彼はまだ子供で、人にも世のなかにも打ち負かされたことがなかった。

「そういう直接的なことではないよ。運命が巡って、双身の相手の幸運も災いも我が身に繫つながることもあるという話だ」

「なんだ、イシュルに困ったことがあっても、光らないのか」

　カイはちょっと真面目に残念そうだった。そういう機能があったら便利なのに、と思ったのだ。

「本来なら、いずれ妻にする娘か、どうでも男にやりたいなら、このヤンのようにカイと共に戦う者に渡すべきだったんだよ」

「オ、オレっすか？　いや、オレはカイは気に入ってますが、揃そろいの指環はちょっと……二人して変な趣味かとレンティアで噂に……」

　思いがけずラウラに名指されて、ヤンはいやいやそれはちょっとと首を振る。

「オレだって嫌だよ！　ヤンとお揃いの指環なんて。……いいんだよ。ちゃんと、ラウラが言った通りの相手に渡した。約束は違えてない」

「どういう意味だい、カイ？」

「だって言ったろ。……その相手が泣くとき、その相手と離れねばならぬとき、オレの心臓が痛むような者に渡せって。イシュルに泣かれたら参ったから渡した。イシュルをここに連れて来られないのが残念だった。……だから、あの指環は、あの子が持ってていいんだ」

　憂いが晴れぬ様子のラウラの瞳を、カイは迷いのない瞳で見つめ返す。

「……まったくもう。吞気なことを。連れて来るかも知れないよ、指環がいつか、カイのもとにその子を」

「必ずまた逢おうって約束したんだ。……指環がオレ達を繫いでくれたら嬉しい」

　レンティアの碧あおい海を眺めながらカイは、手紙書くね、字上手じゃないけど読んでね、カイ、と恥ずかしそうに囁ささやいたイシュルの声を思い出していた。










（……イシュルが危ないところへやられそうなときに、オレんとこに連れて来たんだから、効力あるっちゃあったのか？）

　月灯りに輝く夜の海を行く船の上で、十七歳のカイは右手の小指の指環を見やる。

　もっともイシュル本人は、五年間ずっと信頼してきた最愛の友のカイに海で攫さらわれて犯されたことを怒っているので、イシュルの望みを魔法の指環が叶かなえているのかどうかは謎なところだが。

　それでも、ずっとイシュルも、カイが贈った指環を大事にしてくれていたことは見ればわかる。

　イシュルの荷物の宝石箱には、それこそ海賊も宝石商人も小躍りしそうな高価な宝石のついた指環があふれるほど入っていたのに、それはただの荷物扱いで、あの子はカイが贈った銀の指環だけを身につけていたのだから。

　五年分のカイからの手紙を大事そうに抱えて、一人で留学先のリアンへ行く予定だった強情な皇子様。書いた男が気に入らないならその手紙も捨ててくれとカイが言ったら泣いていた。

　どんなに嫌いとカイに怒っていても、カイが贈った指環はずっと外されることなく、イシュルの小指にある。

「おーカイ？　イシュル様は？」

「部屋に送ってきた」

　まだ甲板を片付けていたヤンとレオナルドが、カイを見つけて声をかけて来る。

「おや。カイ、今夜はイシュルさんと一緒に寝ないの？　ふしだらな行いを悔い改めたの、うちの船長は？」

「……慎み深い男を目指そうと思ってな」

　からかって来るレオナルドに、カイは真面目な顔で返す。

「……どうしよう、ヤン、オレ医者なのに、さっきの海の姫達の歌で、耳が悪くなったみたい……！」

「レオナルド。見るからにへこんでんだから、これ以上、一応年下苛いじめないの。……なんだよ、いい雰囲気だったんじゃないのか、さっき？」

　ヤンは公式の席や人が大勢いるときはカイを立てて話すが、身近な者だけなら、歳の近い友人として話す。

「……みんなと一緒に船の者の介抱して、ありがとうって言われたのが嬉うれしかった、って子供みたいな顔して喜んでたから。……こんなちびちゃん、またオレが泣かすの嫌だなって」

「……べつにヘロヘロの野郎共の介抱したのが嬉しかったんじゃなくて、イシュルさんはカイと一緒に歌えたのが嬉しかったんじゃないの？」

　は？　とレオナルドは大きな瞳ひとみを瞠みはる。海賊王子の片腕の魔法使いと謳うたわれる華きや奢しやな医師は、たくさんの気分が悪くなった船の男達を診て、大騒ぎの後を片付けても疲れを見せる様子もない。

「どうだろうな？　歌に誘ったのはイシュルも喜んでくれてたみたいだが」

「珍しい。うちのカイに覇気がない。なんか縁起悪い。嵐が起きるかもしれない。早く港についときたい」

「レオナルド。こっちで少し飲むか？　カイ？」

　いつになく弱気なカイをからかうレオナルドを制止して、ヤンがカイを誘う。

「ああ、いいな」

　航海中は、たとえ夜中でも全員が寝静まることはない。誰かが必ず起きていて、見張りをしたり、立ち働いたり、飲んだり喋しやべったりしている。

「あ、みんな、ズル！　飲んでる！　オレも飲む！」

　くたびれたーと丁度戻ってきたトゥールが元気に挙手する。

「トゥール。……気分悪いんじゃなかったのか？」

「だから命の薬がいるのー」

「こんなときだけ調子いーんだから」

　グラスを選んでやりながら、ヤンが笑う。

「イシュル様ファンが増えてたぞー。カイ。……可愛い子ちゃんなだけかと思ってたら、剣もやるし、精霊を鎮める歌も歌えるなんて、さすが、海賊王子の長年のご友人だなーって。カイの愛人？　なんて不審がってる奴もいたからいーことだけど」

　船内にしろ、世のなかのことにしろ、噂話にはいつもトゥールが詳しい。

「半分わざとじゃないの？　カイ、イシュルさんをレンティアに連れて行きたいから、あの子の評判あげときたいんじゃ？」

　ありがと、とヤンからワインを受け取りつつ、レオナルドがチーズに手を伸ばしている。

「……何も考えてないよ。昔、イシュルとあの歌歌ったんだ。上手だったな、と思って手伝ってもらっただけだ」

　呪術師でもないので、もともとカイはとくべつな何かを秘めた歌を歌っている訳じゃない。精霊たちに望まれたときも、友達や好きな娘に歌うような歌を歌うだけだから、イシュルも一緒にと誘った。……ただ、イシュルの歌声と声が重なると、肌をあわせたときのようにぞくぞくした。

　昼間、剣をあわせてたときもそんな気分は少しあった。だからなんだか、カイにしてみると、剣の稽けい古こをしていたときも、一緒に歌ってもらったときも、皆の見てる前でえらく派手に恋を語ってるような気分だった。

　もっとも、イシュルは二人きりの部屋で口説かれるより、外で一緒に剣の稽古をしたり、歌を歌う方が嬉しいようだが。

「もうすぐ港につくから、オレは頭が痛い。あんな目立つ美人のイシュル様連れて帰ったら、また年寄りどもに苦い顔されるー。なんでそんな面倒そうな皇子様攫ってきたんだってー。どうせみんなカイには言いにくいからオレにいっぱいいっぱい文句言うんだーずるいー」

　いやだー帰りたくないーこのまま海にいたいー、とヤンは愚痴りつつ、仲良くレオナルドとチーズをつつく。

「がんばれ、次代のレンティア首領ヤン殿！　頼りにしてる！」

　カイが笑う。

　レンティア次代の首領の当確はカイと噂されているが、カイ本人の一押しはヤンだ。

　カイいわく、ヤンのほうがずっと仕事ができる、とのことで、実際ヤンも、年下にも年寄り達にもとても人気があった。

「馬鹿言え！　そんな役、おまえがやれ！」

　人に面倒押し付けるな！　とヤンは憮ぶ然ぜんとしている。

　カイ、ヤン、レオナルド、トゥール、レンティアに残して来ているエーランド、この辺りがレンティアの人気の若手の船乗りで、お互いに『まああいつならなー、性格はどうかと思うけど、結構ヤルしなー』ぐらいに認めあっている。

「レンティアに来て、次代のレンティア首領でも狙ってみれば？　ってイシュルさんにも声をかけといたよ？」

「ああいいかもな。イシュルも派手だし、いい線いくかも」

　カイが、いろんな可能性を持っている、とイシュルに言った言葉は噓じゃない。ただまあ、あんまり大事にされているようには思えないが、イシュルは実は父親が好きなのかもなあ、とは思う。

　そこはカイもレンティア人だから、イシュルのことは好きだけれど、ルティシアの意志に逆らえない者は、レンティア首領には薦められない。

「でも皇子様、見たこともないレンティアの位なんて欲しがれないって笑ってた。変わった子だよねぇ。見たこともない国欲しがる人なんて、世のなかいっぱいいるのにねぇ」

「レオナルドに変わってるって言われてるー」

　少し飲んで赤い顔のトゥールが大笑いしている。

「子供なんだよな、イシュルは、まだ……、見かけがえらく綺き麗れいに育ってるから、戸惑うけど」

　友達がいい、キスはいや、とカイを拒むのも、カイが嫌いなんじゃなくて、ただ子供だからなら嬉しいんだけれど。

「学もあるし、剣の腕もそこそこあるし、いろんなことできないコって訳でもないから、ただ世間に慣れてないって感じかな？　今夜も倒れてるうちの奴らの世話、嫌がりもせずにしてくれて……、優しいひとだよね。自分の帯さえ結んだことなさそーな皇子様なのに」

「いや……、イシュルだって、帯くらい結べるんじゃないのか？」

　一応褒めているらしいヤンの言葉に呆あきれて、カイは突っ込む。

　ヤンの言うことがよくわからない。二夜連続、カイが閨ねやで無理やり帯を解いたけど、次逢あったときにはちゃんと綺麗な格好をして、絹のサッシュも締めていたから、イシュルは自分で衣装を着られるはずだ。

　ここにはイシュルの着替えを手伝う女官などいないのだから。

「いや、もののたとえだよ、たとえー」

「あ。カイ、思い出した。おまえ、ちゃんと、イシュルさんの食事つきあえよ。カイ様じゃないんですか……って、ユーヤにすげーがっかりされたんだからなー」

「ああ……」

　仕事が片付かなかったこともあるが、ひょっとして昼も夜もオレと食事じゃイシュルは嫌だろうか？　とカイは一応気を遣って、少しは仲の好さそうな、雰囲気の優しいレオナルドに代わってもらったのだが。

「あーあ。みんな、何がいいんだろうね、こんな顔がいいだけの強ごう姦かん魔の。オレと喋ってても、あの子、カイの話のときばっか、瞳キラキラさせてたし。もー超がっかり。目の前にこんないい男がいるのに、なんでカイの話なんて聞きたいかなー？」

「誰だよ、目の前のいい男って、そんな奴、何処にいるんだよ……。つーか、強姦魔言うな……」

　人に言われなくても、イシュルを無理やり抱いてしまったことを、悪かったと思っている。でも、イシュルと二人でいると、やっぱりカイはイシュルが欲しくなってしまう。いつからオレはこんな自制心のない男になったんだ……？　と自分の衝動に呆れてしまう。

「ルシエルが、イシュルさんといるとカイがオモシロイって言ってたぞ。ホントだな。美び貌ぼうの海賊王子は恋に飽きてらっしゃる、って悔しがる宮廷のご婦人方に、ちょっとカイのその顔見せてやりたいな」

　夜食にほうれん草のキッシュをつまみつつ、レオナルドが笑う。

「ま、カイもたまには人生悩めばいいんだよ。この男は、色恋で悩んだことなんか、ないんだから」

「おまえら、叶わぬ恋に悩む友人に少しは優しさを見せろ」

　今夜さー大変だったしさー、これも食っちゃう？　と浮かれるトゥールとローストビーフを半分こしつつ、カイが文句を言う。

「えー？　あれはイシュル様がちょっと旋毛つむじを曲げてるだけというか……、嫌よ嫌よって、ホントは好きなんだろーみたいな？　……いーんじゃないの、そんな深刻にへこまなくても？」

　海辺育ちの長年の友人達は、残念ながら繊細さのかけらもなく、こんな大雑把な奴らばかりに囲まれて育っているから、オレはイシュルが何拗すねてるんだかもわからないんじゃないのか？　とカイは波音に耳を澄ましながら、暗い夜空を仰いだ。
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　その夜はどうしても眠れなくて、夜のあいだ、ずっと、波の音を聞いていた。

　カイの船でイシュルが初めて一人で眠る夜。

（もう少し眠ってろよ。眠ってると可愛いのに、起きるとどうせ眉まゆ逆立てて、猫みたいに怒るんだから）

　甘やかすようにそう言っては、肌や髪を撫なでる男が隣にいない夜。

　こんなに海は広くて、こんなに世界には人がいっぱいいるのに、イシュルだけ一人ぼっちにされたような夜。

　ほんのついさっきまで。

　船の甲板で背中あわせでカイと声を重ねて歌を歌っていたときは、孤独なんて言葉さえイシュルは忘れてしまっていたのに。

（寂シイノ。ミンナ綺麗ッテ言ッテクレルケド、男はスグニいなくなってシマウカラ）

　胸もあらわな海の姫君達の言葉を思い出す。

（歌って、カイ。……聞カセテ、海賊王子ノ子守唄うた）

　幼な子のようなその声を。

「…………」

　たぶん、誰にでも優しい男なのだと思う。

　砂漠の宮殿で金髪の子供が泣いていたら友達になるし、海で精霊の娘が泣いていたら、泣くなよ、と言って子守唄を歌ってやるのだ。

　きっと生まれつき、そういう男なのだ。

　心優しい友達。

　イシュルだって子供の頃から、ずっとそういうカイが好きだったはずなのに、夜が暗く寂しいせいか、何かおかしな気持ちが湧いて来る。

（イシュル様はとくべつですわ。……海賊王子の恋の噂のお相手がどんなに変わっても、イシュル様のもとには、ずっとかわらず彼の君からのお手紙や贈り物が届きますもの）

　誇らしげに語るルティシアの女官達を、イシュルは男で友人なのだから、カイの恋のお相手と比べるのは変だよ？　と思っていたのだけれど。

「とくべつ……」

　友達で恋人じゃダメなのか？　とカイは言った……。

　ルティシアの宮殿の奥で、イシュルが吟遊詩人の聞かせてくれる海賊王子の歌を楽しみにしていた頃、カイの恋人の名はいつも季節よりも早く変わってしまった。

　イシュルの母は父の皇帝陛下を嫌っていたけれど、後宮にはお渡りのない皇帝陛下を恋い慕うあまり心を病み亡くなる若い妃もいた。

　生まれ育った環境が悪いせいか、イシュルはあまり色恋によい印象を持っていない。

　イシュルだって年頃の少年なので、物語のような恋に憧あこがれがひとつもない訳ではないのだけれど。

　……恋人だったら、どんな夜も、ずっと一緒に眠れる？

　あの腕も、あの声も、みんなイシュルのものになるのだろうか。

「……何を馬鹿なこと……」

　夜になると、ひどいことをするカイが嫌いなのに、カイがいないと寂しいなんて。

　カイと二人で眠ったのは、ほんの二夜で、それまでイシュルはずっと一人で眠ってたのに……。

「……違う。今日は……、いろいろあったから混乱して……」

　カイと剣をあわせたり、声を重ねて歌ったりしたから、その興奮がさめなくて……。

　もう一度歌いたい。あんなふうに、カイと、声を重ねてみたい。

　もう一度、昼間のように、彼と剣をあわせてみたい。

（……そんなのこれからいくらだってできるさ）

「……ホント……に？」

　……それは、イシュルが父と約束したリアン行きではなく、カイと共にいることを選ぶなら、たしかにこれから先いくらでもできる。

　……やはりイシュルの長年の親友は、悪い海賊なのかも知れない。

　絵本に出て来るような荒々しい海賊とは、だいぶ纏まとっている雰囲気が違うけれど。

　甘い歌声で、人も精霊も惑わす歌を歌う、もっとタチの悪い海賊なのだ……。
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「イシュル様ー、天気もいいですし、朝食は外で……」

　昨日の水妖騒ぎとその前のカイとの剣の手合わせで、船内でのイシュルの評判はとても上がっていた。誇らしい気持ちでイシュルの部屋を訪れたユーヤは、赤く目を腫はらしたイシュルに驚いた。

「……あ、ユーヤ……おはようございます」

　イシュルは、慣れた顔を見て薄く微笑んだ。

「お、おはようございます。イシュル様、ご気分、悪いですか？」

「いえ。少し寝苦しかったくらいで……」

「そう？　ですか？　昨日はカイ様……こちらじゃなかった……ですよね……？」

「なーカイ様、またイシュル様と篭こもってんの？」「いやー毎晩、あのカイ様に可愛がられちゃイシュル様壊れちゃうだろー」と船の皆が朝から噂していた。

　たしかに、昨日のイシュルは、カイに可愛がられすぎて朝起き上がれないほどだったので、レオナルドが「おまえな、お相手の体力考えろよ」とカイに文句を言っていた。

「ええ。カイは何処か他にいるはずですが……彼をお捜しですか？」

　随分早くから目を覚ましていたのか、今朝のイシュルはすでに身づくろいを終えていて、ベッドに座ってリタの書をひらいていた。

「カイ、イナイヨー。ユーヤ、オハヨー」

　鸚おう鵡むのルシエルがイシュルの隣でリタの書を珍しそうに覗のぞき込んでいる。

「おはよ、ルシエル。イシュル様、天気がいいから、お食事を外で……ってお誘いに来たんですが。……お部屋のほうがいいですか？」

「……いえ、じゃあ。外で。……ルシエル、お外行こっか？」

「ウン。お外。お外、行クヨー」

　ユーヤと同じくカイからイシュルのお世話役を任されているルシエルは、嬉うれしそうに返事している。

「朝から、リタの書を読んでらしたんですか？」

「……はい。真理はすべてこのなかにある、とリタの僧そう侶りよ殿に教わったのですが。読み方が悪いのか、なかなか見つけられません……」

「……真理はすべて……ですか……。カイ様だったら『よく言うよ、そんなもん、こんなちっちゃい本に全部書いてある訳ねーじゃねーか。つーか、書いてあっても見つけ出す前に読むの挫ざ折せつするに決まってるだろ』って、言いそうだ……」

　ユーヤが思わず口を滑らせると、サッとイシュルの顔色が変わった。

「あ。ごめんなさい。イシュル様、余計なこと……」

　イシュルにカイの話はしないほうがよかったんだろうか、とユーヤは後悔する。カイとイシュルは並んで立っていたり、何か二人で話し込んでいると、一対のように似合うとユーヤとしては勝手に思っているのだけれど。

「いいえ。カイならたしかにそう言いそうだ」

　肩を竦すくめて、イシュルは少し微笑んだ。

「海賊王子殿はリタへの信仰心が薄いほうなんでしょうか？」

「いえ。カイ様なりの神への信仰はお持ちですし、他の方の信仰も大切にしてらっしゃいますが……神様が教会にいると思ってると、何でもリタの坊主共の言うこと聞いてやんなきゃいけないから、商売あがったりだ、やってられん……って」

「……神は教会にはいないと？」

「……いいか？　おまえもレンティアの男なら間違えるな。我らの神はここにいる、豪ごう奢しやな教会の聖なる箱のなかになぞおらん、と」

　自分の胸をさして、神はここにいる、とユーヤは明るく笑った。

「……神様が……この胸にいたら……」

　いろんなことが神様には見えてしまうかも、とルシエルにちいさく呟つぶやいたイシュルの言葉の意味が、異国の綺き麗れいな皇子様を憧れの目で見つめていたユーヤにはわからなかった。
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「イシュル、目が赤い」

「そんなことないよ」

　一晩中、カイのことを考えて眠れなかったわりに、実際に逢あうと、どうもイシュルは意地を張ってしまう。

　朝食の席で向かいあうと──あたりまえのようにカイの席に連れてこられた──目め聡ざとくイシュルの顔色がよくないのを目に留めて、熱を測ろうとするカイをうるさそうに追い払おうとしてしまう。

「眠れなかったのか？　悪い夢を見るなら呼べと言ったのに」

「夢なんか見てない」

　悪い夢もいい夢も、イシュルはずっと起きていたので、見ようがない。

「イシュル様も寝不足みたいな顔だねー。カイから安息の夜を貰ったはずなのに。寂しくて眠れなかったの？　オレ達はあなたのベッドから追い出されて、欲求不満のカイの酒の相手して寝不足だけど」

　酒の相手。では、カイはイシュルの船室を出た後、レオナルドと飲んでいたのだろうか？　……この美貌の医師と？

「レオナルド。馬鹿なこと言ってないで、後でイシュルを診てやれ。看病疲れが出たのかも知れんし、シレーヌ達の毒気にあてられたのかも知れん」

「……追い出した訳じゃ……、あれはカイが……」

「ソーダ。カイがワルイ」

「え？」

　カイが悪いんじゃなくて、イシュルが追い出したんでもなくて、カイは今夜は一人で寝ろって言っただけ、とイシュルは小首を傾げる。

「オレかよ」

　むん！　とイシュルの傍らにいたルシエルがカイの顔の前に飛んでいった。

「ズット、カイ、モタモタしてたカラ、イシュル、カイに逢ウタメニ、遠い国から来テクレタゾ。カイがイルト、イシュル怒ルケド、イナイと寂シイ。イシュル、一人ニスルナ」

「ところどころ、事実が曲げられてるけど、そりゃー、なかなかいい話だな」

　笑って、ルシエルの顎あごをカイはくすぐる。

「オレがいないとイシュルが寂しいんなら、今夜はちゃんとイシュルを抱いて寝よう」

「……そんなこと、一言も言ってない！」

「エー？　デモ、イシュル、カイ、部屋いるときのが元気ダヨー？」

　イシュルのためにがんばってみたのにー、とルシエルは不思議そうだ。

「と、うちの密偵が言ってるぞ。ルシエル、おまえ大食いなだけじゃなくて、たまにはいいこと言うな」

「大食いナイヨ！」

　ぱたぱた、ぱたぱた、オレンジの羽を揺らして、ルシエルはカイとイシュルのあいだを行き来している。

「……ひゃっほう、レンティアが見えて来たぞ！」

「ただいま、オレ達の故郷！　愛しいあの娘がオレの帰りを待ちわびてる！」

「待ってねーよ、おまえなんか！」

　少年達の朗らかな喜びの声が聞こえる。

「レンティア？　あれが？」

「ああ」

　その声に顔をあげて、イシュルは辺りの景色を見つめる。紺こん碧ぺきの海の向こうに、優雅な曲線を描く湾が見える。美しい緑に覆われた島、首を並べる龍りゆう達のように居並ぶ帆船の向こうに、白い家々の立ち並ぶ、優雅な街並みが見える。

「伝説の海賊王国？」

　そんな言葉の響きにはまるで似合わない、夢に見るように美しい白い街、美しい船の並ぶ光景だった。

「イシュル、えらく驚いてるようだが、絵本のなかの海賊みたいに、オレが洞どう窟くつにでも住んでると思ってたのか？」

「そこまでは……でも、ちょっとだけ」

　海賊王国の海賊王子だから、洞窟の奥とか、断だん崖がい絶壁の秘密の砦とりでのような場所に住んでるところを、少しだけ想像していた。

　落ち着いて考えてみると、世界最高の艦隊とレンティアが言われているのは詩的な形容ではなく、現実なのだから、たくさんの船とたくさんの人々を擁する国家に違いないのだが。

「……どうして、こんな綺麗な国の王子様なのに、いまだに海賊の真似事なんてするの？」

　思わず、唇からそんな呟きが洩もれる。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見張って、イシュルは初めて見るレンティアの外観に見み惚とれる。

　なんて美しいんだろう。

　砂の連なるなかに夢のように現れる広大なルティシア宮殿の威容もかすむばかりの景観。

　空の碧あお、海の碧、優しい色の白亜の建物。

　この街の建物の色を白と決めた人は、この景色をあらかじめ想像していたんだろうか。

「ルティシアの貴族だって、いまだに遊牧民の頃の血が騒いで、砂漠に天幕張るだろ？　それと同じだ。レンティア人は、ずっと海で暮らしてきた。海のほかには、生き方を知らない。最初はただあんまり貧しくて食うものが足りないから、金持ってそーな船からちょっとだけくれ、って海賊やってたらしいが、そのうちそれが商売になっていまに至る、みたいな。……いまでも、よく外国行くと誘われるけど、世界征服の野望とかはべつにないしなあ。ただ、愛する海の上で、誰にも負けたくないし、誰にも頭を下げたくないから、常に勝ち続けてる、って感じかな……？」

「そうそう。なので、レンティアの王子様は結構、吞のん気きなんですよ。あまり野心的でない海賊ですみません」

　ヤンが笑っている。

「……カイには、領土拡大の野望がない？」

　それはイシュルが初めて聞く概念だ。

　イシュルの生まれ育ったルティシア帝国は常に領土を拡大し続ける帝国だ。

　他国を侵略し、それを自分のものにする。そしてまた新しい領土を求める。常に新しい領土を、巨大な生き物のように肥大することを求め続けている。

　だから、一年のほとんどをルティシアの戦士達は戦いに費やす。

「何度も言ってるが、オレは王子様じゃないからな。イシュルの父上と違って、領土拡大の趣味もないし、そんな必要もないんだよ。ほら、そんな生々しいこと言ってないで、オレがずっとイシュルを連れて来たかった、オレ達の美しいレンティアをごらん」

　イシュルは細腰に手を添えられて、カイに促される。

　もう、船が着岸する。出迎えの人々がレンティアの岸にあふれている。

「カイ！　カイ！」

「トゥール！」

「レオナルド様！」

「カイ様！」

　響き渡る歓呼の声。花はな篭かごから赤や白の花びらがまかれる。着飾ったドレスの美しいご婦人方の高い声。懸命に手を振る、頰の赤い可愛らしい子供達。

「お帰りなさい、私達の王子様！　私達をずっと寂しくさせておいて、何処の綺麗な方を連れていらしたの！」

　切れ切れの声が届く。

「カイ、あの」

　そうだ。イシュルは、囚われの身というか、カイに攫さらわれた身だった。吞気にレンティアの美しさに見惚れている場合ではなかった。

「おいで」

　カイに手を引かれて、イシュルは船を降りる。岸には、迎えの人々が待っており、長老めいた銀髪の老人がカイへと声をかけた。

「カイ様。お帰りなさいませ。何やら、予定外に高貴な方を攫ってこられたとか？」

「誤解だよ、サス老。こちらは我が友、ルティシア帝国のイシュル皇子だ」

「カイ？」

　カイに腰を抱かれて、イシュルは不思議がって、彼の顔を見上げる。たしかに、友人なのは噓ではないが。

「兄弟のように我が身に近い友が、オレのところへ遊びに来る子供の頃からの約束を忘れて、ちょっとリアンのほうへと迷いかけていたようなので、イシュルの航路はこっちだよ、とレンティアにお連れしただけだよ」

「カイっ」

　もっとうまく言い訳しろ！　それができないなら、おまえは黙ってろー！　とヤンが湯気を立てそうになっている。

「ヤン殿、そもそも貴殿ともあろう者が傍らについていながらですな……」

「はあ」

　ほら見ろ、早速、オレがとばっちりで怒られてるじゃねーか！　とヤンは殊勝げに老人の話を聞きつつ、カイを恨めしそうに見ている。

「サス老、お小言はみんなまとめて後で聞くよ。……イシュルを紹介しよう」

「イシュル・ディア・ルティシアです」

　カイから促され、イシュルは名乗る。

　美しい異国の皇子の、静かな名乗りの声に、ほうっと皆が聞き入る。

　こんなに大勢の人の見守る前で、名を名乗るということ自体、後宮から出たことのなかったイシュルには初めての体験だ。

「お目にかかれて大変光栄です、皇子殿下。いまのお話に相違はございませんでしょうか？」

　グレーの瞳で眩まぶしげにイシュルを見つめながら、サス老が問う。

「カイ殿は、私の長年の友です。レンティアへの来訪も長年の私の夢でありました。……私には父との約束があり、この後、リアンへ行かねばなりませんが、数日、美しい海の王国レンティアに滞在させて頂ければ幸いです」

　何を言っているのだろう？

　まるで、カイを庇かばうようなこと。正直に言えばいいのに。レンティアの海賊王子に攫われて困っているのだと。

　ヤンが思わずイシュルを振り返り、レオナルドがおもしろそうに、へえ、と口角をあげる。やっぱり文句言いつつ、惚ほれてんのかなー？　とトゥールは何故か残念そうだ。

　カイ本人も、少し驚いたように、自分より背の低いイシュルを見下ろしている。

「……さようでございましたか。我らが海賊王子がイシュル様の船を襲ったと伝わっていて、案じておりましたが。何処かで伝達に間違いがあったようです。……もちろん、美しいルティシアの皇子殿下の訪れをレンティアは歓迎致します。どうぞ、ごゆるりとご滞在ください」

「リアンに行く気がなくなるくらい、歓待してやってくれ。いくらリタの宗教画の天使に似てるからって、この若さとこの美び貌ぼうで、坊主の国に行くなんてありえないと皆も思うだろう？」

　カイの言葉に、そりゃそーだ、うん、もったいないよ、と雑踏から陽気なレンティア人達の声があがる。

「美しい御客人の訪れにレンティアは随分と華やぎましょう。……今宵は、カイ様も皆も、首領館へ。お迎えの祝宴の準備をして、アリア様がお待ちかねですよ」

　わっと、祝宴の御ご馳ち走そうに浮かれて、船の少年達は歓声をあげたが、カイは溜ため息いきをついている。

「まったくもって、母上のいい退屈しのぎになりそーだな。……おいで、ちびちゃん」

　おいで、と言われて、何処へ？　とイシュルはカイに手を引かれるままについていってしまう。

　こんなにレンティアの人々があふれ返っていると、異国の民のイシュルは寄る辺のない気持ちになって、カイの言うことを素直に聞いてしまう。

「……ルシエルもイクー！　オイテクナ！」

　ぱたぱたとルシエルが羽を動かしている。迎えの挨あい拶さつのあいだは、大人しくしていたようだ。

「アルに追いつけるほど、飛べるのか、ルシエル？」

　アル、というのは、カイがイシュルの手を引いたまま近づいて、いい子にしてたか？　と毛並みを撫なでている立派な黒い馬の名らしい。

「飛ベル！」

「カイ様、カイ様、皇子殿下には、ちゃんと御み輿こしか馬車をご用意……」

　カイがその黒い馬にイシュルを乗せたので、迎えにきた者達が俄にわかに慌てている。

「いい、イシュルはオレが連れてく」

「カイ？」

　騎乗を手伝ってくれたのかと思っていたら、イシュルを後ろから抱くようにして、カイも一緒にその黒い馬に跨またがったので、イシュルは琥珀色の瞳をぱちくりさせた。

「カイ、ちょ、はなして……、一人で乗れる」

　もしかして一人で馬にも乗れないと思われているのだろうか？　と小声で訴える。とはいえ、船のなかとは違って、まるで祝祭のように海賊王子の船の帰還を祝っている大勢の群衆の面前で、いつものようにカイを怒鳴りつけることも憚はばかられる。

「迷子になりやすいイシュルが迷うといけない」

　睦むつ言ごとのように甘い声で囁ささやかれたが、イシュルは迷子になりやすい訳ではない。

　イシュルの航路が間違っているのは、むしろ、カイのもとにいる、いまこの瞬間のほうなのに。

「カイ浮カレスギー！　ツイテケナイ！　ヤン！　乗セテー！」

　アルは俊馬らしく、駆かけ出すと、あっというまに、他の馬達を引き離していく。

　ルシエルが追いつけなくて、ぷんぷん怒りながら、茶色い馬に乗って後から追って来るヤンかレオナルドの肩にとまろうとしている。

「何処へ、カイ？」

「オレの館、って言いたいとこだけど、首領館行かないとなー」

　声に混じる苦笑。背中に感じるカイの体温。

　馬には一人で乗れる、と思いつつも、やはり先ほどのサス老とのやりとりに緊張していたイシュルは、心の奥で背中の体温とカイの心臓の音に安心している。

　街中を馬で駆けていくので、魚を売っていたり、パンを売っていたりと、普通にレンティアの人達が生活している活気のある風景が見える。

　あー、カイ様ーおかえりなさーい、と小さな可愛らしい子供が一生懸命手を振っていて、それにカイが手を振り返したりしている。

　カイは街の子供と知り合いなのだろうか？　と不思議に思いつつ、きょとんとイシュルを見つめている子供に、イシュルもつい微笑み返す。

　リアンへの移動中に、ほんの少しだけ寄港した、貧しい港町の瘦やせた子供とは違う、明るい表情の、海辺の子供。

「ほら、イシュル、ここからもオレ達の乗ってきた船が見える」

　坂道の途中で、一度、馬の足をとめさせたカイに促されて見下ろすと、晴れた青い空の下に、レンティアの湾、碧い海に浮かぶたくさんの船が見える。

　海賊王国と謳うたわれるレンティアが別名、海の貴婦人と吟遊詩人に歌われるのを、イシュルは不思議に思っていたのだけれど、実際にレンティアを見てみれば、たしかに『海の貴婦人』の称号も納得できる。

　白い海鳥が鳴き声をあげている。海の水面が光を反射して、きらきら輝いている。

「どれ？　どれがカイの船？　あれ？」

　思わず見惚れたイシュルは、幼げな声で問いかける。

「オレの船、っていうなら、あのへんのもみんなそうだけど、さっきオレ達が乗ってきたのはあれ」

　カイが指さす先の船は、たくさんの船たちのなか、そんなに大きくはない船だ。

「みんな、ちゃんと帰って来れてよかったね」

　あんまり真昼の海が穏やかなので、真夜中の海の姫達の水底への招待を思い出して、イシュルは呟つぶやく。

「そう、帰って来たよ、レンティアへ。……イシュルも一緒に」

　イシュルは帰ってきたんじゃないよ、と言いかけたけれど、そのままカイからのキスにイシュルの薄い唇は塞ふさがれてしまった。










「ようこそおいでくださいました、イシュル様。お帰りなさいませ、カイ様」

　ルティシア風のマーメイドタイプのドレスとは違う、ふんわり裾すその広がったドレスの女官達が、ずらりと並んで頭を下げて、首領館に馬で帰り着いた二人を迎えた。途中であちこち寄り道して、景色など見せてもらっていたため、到着には随分時間がかかった。

「初めまして」

　レンティア風の建築と、女性達のドレスを珍しがりながら、イシュルは挨拶する。

「ああ、いま帰った。目が輝いてるな、サラ」

「はい、カイ様。カイ様のお気に入りの綺き麗れいな方がいらっしゃると言うので、奥方様始め、レンティア中の女達が今宵の夜会を楽しみにしております。お噂通り、太陽と海からの潮風に洗われていてもとてもお美しい御方ですが、私どもにお任せ頂けたら、髪の先から足の先までぴかぴかに磨き上げて差し上げます」

　このお姉さん達に、ぴかぴかに磨かれたい？　とカイに小声で尋ねられて、磨かれたくない、とイシュルはふるふる首を振った。

　恐らく市井の人よりは、着替えや入浴を女官に手伝われることに慣れているほうだが、いまはあまり知らない人に裸を見られたくない。

　船内でイシュルを診察したときにレオナルドを驚かせた、イシュルの体中に散るカイのくちづけの痕あとがたくさんあるから。

「浴室にはオレが連れて行く。湯浴みの手伝いはいらない。人見知りな子なんだ」

「カイ、遅イゾー！」

　ぱたぱたぱた、太っちょのオレンジの鸚おう鵡むが、イシュルのほうへと飛んできた。

「ルシエール」

「イシュル、オカエリー！　悪イ海賊王子にサラワレテ、イシュルと二度と逢エナイカト、ルシエル、トッテモ、心配シタ！」

　ルシエル逢あえた、どこ行っちゃったのかと思ってた、寂しかった、とイシュルも再会を喜ぶ。

「カイ、おまえ、オレ達撒いたうえにあんまり遅いから、イシュル様連れて自分の館に帰ったのかと思ったぞ？」

　女官達の後方からヤンが顔を見せる。

「そーしたいのは山々だけど、連れてこないと、アリアがうるさそーで」

　カイが肩を竦すくめる。

「ねー、オレの患者を誘拐しないでくれる？　イシュルさん、陸に着くなり、カイに引っぱりまわされて大丈夫？　あれ？　でも朝より顔色よくなってるね？　乗馬デート楽しかったの？」

「高台から見下ろしたレンティアの港が……、とてもとても綺麗でした。あんな美しい景観を、生まれて初めて目にしました」

　レオナルドのからかうような言葉にさえ、感動を誰かに伝えたくて仕方ないイシュルは、白い頰を紅潮させて、素直に返事してしまう。

「まあ、相変わらずのカイの勝手も、イシュルさんが楽しかったならいいんだけど。体調よくなさそうだったから、心配してたんだよ？」

「あ……ごめんなさい」

　眠れなくて、顔色が優れなかっただけなのに、心配してもらってたんだ、とイシュルは長い睫まつ毛げを動かす。

「謝るの変だよ？　オレは医者だから、患者の心配するのはあたりまえ。まして常に隣の狼に狙われている、こんなに可愛い患者さんだしね」

「ソウダネー。イシュル、イツモ、カイニ狙ワレテテ、危ナイネー」

　おいてきぼりにされた恨みたっぷりに、ルシエルが主人を非難する。

「オレは狼どころか、イシュルの前じゃ、大人しい子羊みたいなもんだ。しょっちゅうイシュルに怒られるし」

　やっぱり減量しねーと軽やかに飛べないんじゃないか？　とカイはルシエルの顎あごをくすぐる。ソンナコトナイヨ！　カイガマイタンダロ！　とルシエルが怒っている。

「それはカイが怒られるようなことするからだよ……」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで、困ったように、イシュルはカイを見上げた。

　我らが海賊王子のカイ様が怒られる！　あの華きや奢しやな皇子様に？　と素知らぬ顔しつつ、女官達が耳をそばだてていたことなど、二人とも気づきもしなかった。










　浴室の控えの部屋に案内されると、着替えを手伝ってくれる女官が一人だけいた。衣装を脱がしてもらいながら、女官に話しかけてみる。

「カイはここで暮らしている訳ではないのですか？」

「いえ、首領宮殿にもカイ様のお部屋もございます。けれど、こちらにいらっしゃると、いろいろアリア様にかまわれる、と仰って、レンティアに長くおいでになるときは、こちらとご自身の館を行き来していらっしゃいます」

　カイ様がいらっしゃると華やぎますから、私どもとしてはこちらにずっといて頂きたいんですが、と黒髪の女官は控えめに微笑んだ。

「お風ふ呂ろー、ルシエルモお風呂イクノー」

　イシュルのお供ー、とルシエルは浴室にも邪魔する気満々だ。イシュルとしても、吞のん気きなルシエルがいてくれるとホッとする。

「あの、お伺いしてかまいませんか？　アリア様とは……？」

「アリア様は、カイ様の母君で、この首領宮殿の女主人でいらっしゃいます」

「え、あの……、吟遊詩人達が歌う、レンティアに嫁いだフェリシアの姫君ですか？」

　さすがに、レンティアの首領館の女官に向かって、レンティアの海賊に攫さらわれた伝説のフェリシア王女？　とも聞けず、イシュルは言葉を選んだ。

「さようでございます。アリア様は、カイ様のお気に入りとお噂に高いイシュル様に逢うのを楽しみにしていらっしゃいます」

　お気に入り、ってどんな意味で伝わってるんだろう……、海賊王子に攫われて、手て籠ごめにされたルティシアの皇子、ってみんな知ってるのかな？　カイの母上も、この女官も？　そこまでは知られていない？　とイシュルは何とも言えない気持ちになる。

　どんな御方なんだろう、カイの母上は。

「イシュル様、入浴の際、その指環は……？　お外しになりますか？」

　ヴェルヴェットの敷き詰められた宝石箱の蓋ふたをあけて、指環を預かろうかと、女官が問う。

「ああ、これは、かまいません。もう……、ずっと外したことがないので」

　左手の小指を隠すようにして、イシュルはそっと首を振る。

　お守りの指環。これだけは何処に行くときも一緒。これがあれば大丈夫。

　……もっともくれた人は、すぐに勝手にイシュルにキスするし、強ごう姦かん魔だけど。

「大事ー。イシュルネー、カイニハ怒ルンダケド、カイノ指環、トテモ大事ニシテルンダヨー」

「ルシエール」

　内緒、とイシュルがルシエルの嘴くちばしに指をたてても、時すでに遅くて。

「まあ、カイ様からの贈り物の指環でしたか、それはそれは。存じ上げず、失礼致しました」

　やけに訳知り顔で頷うなずく女官にイシュルは参り、イシュルトお風呂入ルヨー、と浮かれているルシエルを恨めしく思った。










「ルシエル、カイの指環って、……言っちゃダメ」

　入浴用の透ける薄物の着物一枚で、緑の木々の飾られた浴室内を歩きながら、イシュルはルシエルに言い聞かせる。湯気の立ちのぼる石造りの浴室は、昨日までイシュルが寝起きしていた船室がゆうに何部屋も入る広さだった。

「ダメー？　ナンデー？　ホントナノニー？」

　わかんない、とルシエルは可愛らしくとぼけている。ここに船の皆がいたら、全然可愛くないぞ、焼き鳥にするぞ、と言われそうなとぼけっぷりだ。

「ホントでもダメ」

「ナンデー？」

「恥ずかしいから」

　船のなかで、レオナルドやヤンに尋ねられたときは、カイから貰った指環と素直に答えていたのに、さっきの女官に訳知り顔で頷かれたのはなんだか恥ずかしかった。

　べつに、カイから贈られた指環だと、皆に知ってほしくて嵌はめている訳ではない。

　カイがくれた指環だということは、イシュルの心だけが知っていればいいことなのだ。

「オレの指環がどうしたって？」

　低い声のするほうを振り返ると、湯浴み用の薄物を纏まとったカイが、幅の広い階段状になっている、お湯が流れているところに座っていた。

「……カイ？」

「カイもイシュルと一緒にお風呂入ルノカ？　イシュルはルシエルと入ルンダゾ」

　邪魔モノー、とルシエルがふくれる。

「ルシエルは手がないから、イシュルを洗えないだろ？」

「ムー」

　それはたしかに、とルシエルはオレンジ色の羽をバサバサさせている。海の上では、若干、白い海鳥にビジュアルで劣っていたルシエルだが、緑の木々の飾られた浴室内では、極彩色の羽の色も艶つややかによく映えていた。

「カイがいるなら、もう少し後で入る。女官が間違えたのかな」

「間違えてないよ」

　捕まらないうちに、逃げだそうと思ったのに、カイが近づいてきて、あっさりイシュルは抱き寄せられてしまった。ちいさく抵抗したけれど、何分、足元が湯で滑るうえに、石造りなので、柔らかいベッドのうえほどは暴れる勇気がない。

「湯殿の女官でもイシュルの肌に触らせるのは嫌だから、オレがイシュル洗おうと思って」

「何を言って……い、や！　一人で入るっ！　カイは出てって！」

　邪な意志を持った指に、透ける薄い布ごしに触られ、ゾクリとして、イシュルは嫌々と首を振る。

「……カイ！　　強姦メー！」

　コラッ！　とルシエルがカイの頭上で威嚇している。とはいえ、イシュル大好きのルシエルなのだが、カイにも結構甘いので、本当に鋭く嘴くちばしで突いてやるべきか悩んでいる風情だ。

「…………、そこまではしないけどさ、ホント、わかんないよなあ」

「い、や、なに……」

　お揃そろいの銀の指環をした右の小指と左の小指が絡められて、唇と唇が重なる。お湯の落ちて来る石段に座っているカイの膝ひざの上にイシュルは抱き上げられる。

　晴れた太陽の下で、レンティア湾を見下ろしながら、馬上でしたような優しいキスではなくて、もっと眠っている快楽を起こすようなキスがイシュルを犯す。

「い、や……」

　深すぎるキスに、甘い疼うずきをイシュルの身体の奥が覚える。もっと、深く触れられたい。唇だけでなくて、もっと……。

「……イシュル、オレを好きか？」

「…………？」

　好きだけど、こんなことするカイは嫌いっていつも言ってるのに、とイシュルは潤んだ琥こ珀はくの瞳で、見下ろして来るカイの強い瞳を見つめ返す。

「うちの悪友どもに言わせると、嫌々言ってても、イシュルはオレに惚ほれてるように見えるんだってさ。……オレとしても、友の国に立ち寄っただけ、なんてサス老相手に、オレと口裏あわせてくれて、レンティアの街を楽しそうに眺めてるイシュル見てると、さすがにオレも自うぬ惚ぼれてもいんじゃねーか？　って気になってくるんだが」

「あれ、は……」

　カイに触れられて、身体が覚える熱さに混乱しながら、イシュルは答えに困っている。

　街を案内してくれているときに、どうしてああ答えたんだ？　と尋ねられるかと思っていたのに、カイが尋ねなかったから、気を抜いてしまっていた。

　トメルベキカ、トメナイベキカ、と一人で苦悩していたルシエルは、お話スルナライイカナ？　と悩みつつ二人を見守っている。

「だって……」

　力が抜けてしまったイシュルの身体をカイの身体が支えている。カイの右手とイシュルの左手が絡むと、お互いのしている銀の指環が触れあう。

「カイの友として、レンティアに来るの……、イシュル、ずっと夢に見てたから……。攫われたドーリア枢すう機き卿きようのお稚児さんとしてなんかじゃなくて」

　子供の頃からの夢と、他愛ない意地と矜きよう持じと。

　そうして、リアン行きの皇子を攫ったと、レンティアでのカイの立場が悪くなるのが嫌で、あんなに大勢の前で、噓をついてしまった。

　意地悪ばっかりするカイは嫌い。

　だけど、イシュルのために、カイが悪い立場におかれるのは嫌だから、カイは早くルティシアかリアンにイシュルを返せばいいと思う……。

「お稚児さんになんかなってねーだろ。させるかっつの」

「カイが生まれ育った、レンティアの街に来られて嬉うれしいよ。本当に数日ここにおいてもらって……航海の途中で友人と逢あって少しだけ寄り道したって、ドーリア枢機卿に言うから。カイ、イシュルをリアンへ送って……、……や、あ、ん！」

　背中を優しく辿たどっていたカイの指が、不意にイシュルの身体のなかに入り込んで来て、イシュルは悲鳴をあげる。

「あ……や、カイ、それ、やめ」

　いやいやと怖がって首を振るけれど、物欲しげにイシュルのそこはカイの指を咥くわえこんでいく。

「イシュルの話を聞くって約束はしたけど、帰るとかリアンに行くっていうのだけは、オレはまるっきり聞く気がない」

「我、儘……、……い、や、あ」

「イシュル、ここ好きだな？」

　からかうように奥の方をゆっくり指で探られて、イシュルの瞳から涙が零れる。

「ん……、ちが」

「違わないよ。イシュルはここが弱い。……洗ってあげてるんだけど、かえって汚しそうだな？」

　濡ぬれた薄い着物が、イシュルの白い肌に張り付く。からだのなかを指で犯されながら、胸を甘あま嚙がみされて、イシュルはカイに縋すがりつく。カイの膝の上に乗せられているから、触れあうカイの身体が興奮していることもイシュルは知っている。

「リアンに行かせたら、他の奴がイシュルに触る。こんなふうに」

「……や、あ……」

　いや、とイシュルは首を振った。性的にまだ幼いイシュルは、過ぎる快楽に半ば朦もう朧ろうとしていて、自分が何をしているのか、よくわかっていなかった。

「オレじゃない男にこうされたいのか？」

「いや……、イシュル……、カイが……」

　カイじゃないといや、と縋りつくイシュルを抱き返して、欲しがって泣き出すイシュルのなかに入り込みながら、頼むから、正気のときもそれぐらい素直に言ってくれ、とカイは囁ささやいた。










「ねーイシュルさん、浴室で湯あたりしたってカイが言ってたけど、あの広い浴室で湯あたりなんかするもの？」

　物もの凄すごく怪しい、と言いたげに、レオナルドがベッドで半身を起こしているイシュルの額を撫なでる。

「ルシエル、どーなの？　カイなんかしたんじゃない？」

「レオナルド、今日モ可愛イネー」

　ふんふんふーんと、やっぱり今回もカイの暴挙をとめられなかったルシエルは誤魔化している。イシュルにたくさんゴメンネを言ったら、ルシエルのせいじゃないよ、とイシュルはキスしてくれた。そのキスの優しさに、やはり次あたりは、愛する主人とは言え、カイに強烈なキックをお見舞いすべきだろうかとルシエルは悩んだ。とはいえ、皆も言うように、イシュルが、本当に嫌なのかどうかは、ルシエルにもわからないのだが。

「主人に似て噓の下手な鳥だな。ねー、イシュルさん、聞いてもいい？」

「何をですか？」

「なんで、海賊王子に攫われて困ってるってサス老に言わなかったの？　レンティアで暮らす気になったの？」

「…………船のなかで、トゥール殿とお話ししたときに」

「うん？」

「カイと船の皆さんは、ドーリア枢機卿に攫さらわれたレンティアの子供達を捜してると」

「うん、そうだけど、それがイシュルさんの件と？」

「でも、大人達は諦あきらめろ、海に落ちた泡を捜すようなものだって言った」

「まあそれが普通の見解だからねぇ」

「だけど、カイは諦めないと。レンティアの大人達に好意的に思われていない行動をしているときに、このうえ、ルティシアの皇子なんてやっかいな者を攫ってきたら、カイの立場が悪くなるのではないか心配で」

「え？」

　聞き間違い？　と言いたげに、レオナルドは小首を傾げる。

「えええ？　本人には、あんなにつれなくしといて、なんでカイのレンティアでの立場なんて気にしてんの？　そーんなの心配してやらなくても、あの男は常にやりたい放題だよ。ていうか、真面目な話、レンティアのメインの傭よう兵へい稼業でも、カイがいるかいないかじゃ、全然値段が違ってくるから、カイの我わが儘ままは常に通るんだよ」

「ホントですか？　私のことで、カイの立場が悪くなったりしませんか？」

「しないよ。サス老に限らず、長老達は、みな、カイに甘い。つーか、単にカイの機嫌損ねると、手に負えないからだけど。何。イシュルさん、カイのこと好きなの？　どーしたの？　綺き麗れいで気位の高いお姫様かと思ってたら、そんな健気系の人だったの？」

「お姫様？　健気？」

　どちらも自分に関連する言葉とはまったく思えず、今度はイシュルが小首をかしげる。

「カイの名に傷がつくのは嫌なんです」

「カイに、惚れてる？」

「イシュル、カイに惚レテルノー？」

　エー？　ヤッパリー？　と何気に残念そうなルシエルとレオナルドである。

「そういう……ことでは……なくて」

　否定の言葉に、以前より勢いがない。どころか、イシュルの白い頰も項も、真っ赤に染まった。

「彼は、私にとっては唯一の友で、ずっといろんな彼の風評を伝え聞きながら、やんちゃな兄のように慕っていました。本当の兄はルティシアにもたくさんいるけれど、カイは私にとって、生きている夢のようなものです。……自由で、強くて、世界中の何処にでも行ける海賊王子」

「それは、やろうと思えば、イシュルさんにもできることだと思うけど？」

　レオナルドは、カイと同じようなことを言う。

「どちらにしろ、カイは夢じゃなくて、生身の男だよ。ただのあなたに惚れてる男。あなたに冷たくされるとがっかりしてへこんでるから、そんなに想ってやってるんなら、オレじゃなくて本人に言ってやれば？」

「…………」

　また項まで赤くなって、イシュルは困った顔をした。

　レオナルドに言ったようなことを、身体を愛あい撫ぶされながら、浴室で尋ねられたときに、カイにも説明しようと思ったのだが、ぜんぜん話せなかった。それどころか、レンティアに来られたのは嬉しいけど、リアンに送って欲しいと言った途端にカイを怒らせてしまった。

「……私の話し方が下手なのか……、カイにはうまく伝えられなかったんですが」

　何もドーリア枢機卿の愛人になりたくてリアンに行きたい訳ではないのだが、イシュルがリアンに行くというと、カイは、もうぜんぜん話を聞いてくれない。

「当初の予定通り、リアンへ留学して、ドーリア枢機卿のお傍近くで私が学ぶ機会を得れば、攫われたレンティアの子供達のことも調べられるかと……思うのですが」

「イシュルさんが密偵の真似事？　しかもそれって限りなく色仕掛けじゃない？　カイ相手でもあんなに怒ってるのに、潔癖なイシュルさんがひひ爺じじぃに触られて、そのうえで情報なんか聞き出せるとは思えないけどなあ？　気持ち悪さに気がふれるほうを心配するよ。結構、変な趣味らしいよ、あの爺さん？　頭で考えてることと、実際にヤることって違うと思うよー？」

　まったく聞かない、というカイとは違うけれど、レオナルドに、そんなことは勧められないなあ、と首を傾げられてしまった。

「たしかに、私に密偵の才能はないかも知れませんが、船の上にいたときに、私とレンティアの子達の身柄交換を勧めてみたのですが、それもカイに却下されてしまって」

「そりゃ無理だよ。イシュルはうちの子だからって、カイ言ってたもん。カイがオレのって決めたら、もう勝手にあいつのなの。勝手にカイの保護下なの。だから、イシュルさんの危険をイシュルさんが顧みなくても、カイが気にすると思うよ」

「それは……、カイはそれでいいかもしれませんが、攫われたレンティアの子供達の親や兄弟はそれでは納得しないと」

　イシュルにもちゃんと本で得た一般常識があるので、子供が攫われたら親や兄弟は身も世もなく心配するという想像はできる。

　自分のことに関しては、ルティシア皇室は子供の数が多すぎるのと──兄弟すべての顔を見たことはイシュルもない──父から可愛がられた記憶がないので、ルティシアの国としての世間体で気にはされても、そんなに心配されはしないだろうと現実的なのだが。

「そりゃあ、親も兄弟も心配してるし、どころか、親も兄弟もない子もいるから、オレ達もとりかえしてやりたいけど、だからって、カイの大事な幼おさな馴な染じみの皇子様、かわりに差し出せとは誰も言えないじゃん」

「でも、何処かにそういう意図もあって、私の船を襲ったのでは？」

「んー。イシュルさん、賢いとこが可愛いけど、ちょっと面倒ー。まあそんな気もあったりなかったり。でも、明確なプランだった訳じゃないよ。ドーリア関係の船にはここんとこずっと嫌がらせしてるから。あの船に乗ってたのが、あなたじゃない貴人だったら、そのプランもアリだったけど、あなたじゃカイが承知しないよ」

　レオナルドが笑って誤魔化している。

「カイ、イシュル、遠クイクノ怒ルー」

　イシュル遠クイクノダメー、ルシエルも怒ルヨー、とルシエルが、イシュルの手許で甘えている。

「カイの意志が皆の意志ですか？」

「そうじゃないときもたまにはあるけど、わりかし、カイはレンティア人そのものって気性だからね。あんまり意見はズレないね。攫われた子供達の件も、普通なら諦めるトコを、カイが諦められなくて捜してることだから……そのうえ、カイの愛しい者を差し出せなんて言う奴いないよ」

「………………」

　寧ろヤンみたいにあちこちに気を廻まわす奴のほうが、レンティア人としては珍しいよ、というレオナルドの言葉に、イシュルは、そうなんですか？　と不思議がっている。

「イシュルさんも何もそこまでする義理はなくない？　お人好しも大概にしないと、こんな綺麗なんだから、いいように喰くわれちゃうよ？」

「お人好しな訳ではなくて、私はもともとリアンに行く予定だったのだから、それを利用してもらって、レンティアの子達を取り返せたら、と思ったんです」

「なるほどなあ」

　よしよし、とレオナルドがひどく優しく微笑んで、イシュルの金髪を撫でる。

「あの……？」

「こりゃあ、たしかに、カイの好みかも。綺麗で強情な人かと思えば、実は、無謀な健気系？　オレの上を行く不思議系なんじゃ……」

「なあ、レオナルド～、サラ殿が、イシュル様は夜会に出られるのかどうかって、やたらうるさいんだけど～、イシュル様の体調どうなの？」

「ヤン？　なんなのおまえ、その格好？　そんなのお目にかけて、イシュルさんの気分が悪くなったらどーすんだよ」

　何刻か前に見たときは、いつもどおりだったはずのヤンが、フリルとリボンのたくさんついたゴテゴテした衣装を重たげに引き摺ずっている。

「知らねーよ。さっき、カイを着飾らせようとして、いつものよーに逃げられて、ヒマ持て余した女官方に弄もてあそばれたんだよ。王子様の仮装だってよ。今夜の夜会、仮面舞踏会やるんだってさ」

「ヤン」

　まるで自分のように極彩色の衣装を纏まとったヤンをルシエルがじーっと見つめたかと思うと、

「可哀想ー、ヤン、トッテモトッテモ可哀想ネー」

　物凄く気の毒そうにそう鳴いた。

「やめろ、ルシエル、余計、落ち込む」

　慰めになってない、とヤンが首を振る。

　失礼ながらイシュルも、少し笑いたくなるが我慢している。

　ヤンの短髪には、船上で着ていたシンプルな衣装の方が似合うなあ、と思う。

「マスカレードはいいんだけどさー、ヤン、こないだの長老の仮装のがまだカッコよかったよ。ライトグリーンにオレンジのサッシュて……何処の馬鹿王子だよ」

「オレだって、あれのがまだマシだったよ。ひどいんだぜ、カイの奴、苛いら々いらしてて、女にあたりたくないから、後頼むって！　まったくなんでもかんでも面倒をオレに押しつけるなよ！」

「苛々して……？」

　さっき浴室で、カイに主導権を奪われていた自分の身体を、ようやく自分の意志のもとに取り戻しつつあるイシュルが、ベッドの上で表情を翳かげらせる。

　馬に乗せてレンティアを案内してくれていたときはカイの機嫌はよかったから、やっぱり、イシュルがリアンに行くと言ったのを怒っているんだろうか。

「でも、ヤン、イシュルさんが、カイに攫われた訳じゃない、って口裏あわせてくれたおかげで、船で心配してた程、長老達に苛いじめられなかったじゃん。まあ、ホントは攫ったんだってのは、バレてると思うけど。イシュルさんにお礼言わないと」

「ああ、ホントだ。イシュル様、オレは助かりましたけど、よかったんですか？　まあ実際、レンティアへは、『カイの友人であるイシュル様をレンティアにお誘いしている』と、長期留学の許可を求める手紙を出してあるんですけど」

「身代金の要求はしてなくて？」

　ひどく落ち着いた声で、イシュルは確認する。

「ええ。カイから文面を変更しろと言われて、かなりしらじらしいですが、何事もなかったよーな友好的な感じの手紙をお出ししてますよ」

「では、父には、少しだけ友人のところへ寄り道したということにして、……数日こちらに滞在させて頂いて、私をリアンへ送って頂きたいんです。ヤン殿やレオナルド殿から、カイを説得して頂けませんか」

「……カイを説得ですか……？　レンティアはお気に召しませんか？」

　ヤンは愉快な仮装をしたまま、真面目な顔で、眉まゆ根ねを寄せる。生まれてこのかた、ヤンがカイの説得に成功した例ためしなんて、そうはない。

「レンティアはとても美しいところだと。ずっとここへ来てみたかったので、奇妙な巡りあわせでしたが、訪れることができて嬉うれしいです。でも、私は自分の行くべきところに行かないと」

　この場所は居心地がよくて、いろんな欲を覚えてしまう。

　カイから無理やり教えられた身体の欲だけでなくて、手加減なく剣をあわせること、カイと二人で声を重ねて歌うこと、人懐っこいレンティアの船乗り達と過ごすこと。

　あまりたくさんの欲を覚えないうちに、ここを去らないと。

「ヤン、イシュルさんは、ルティシアの皇子なんて面倒なの連れてきたって、カイの迷惑になるの嫌なんだってー。なんか健気だから、オレはカイの説得、絶対、協力してあげないよーん」

「え？」

　さっきまであんなに親身になって話を聞いてくださったのに、協力してはくれないんですか？　とイシュルは琥こ珀はくの瞳ひとみでレオナルドを見つめる。

「だーって、そーんな可愛い子はずっとうちにいればいいと思うもんー」

「ルシエルもイシュルはずっとウチにイレバイイト思ウヨー」

　なー、とルシエルとレオナルドは、イシュルを置き去りにして、可愛く頷うなずきあう。

「レオナルド、オレにもわかるように説明しろ。……すみません、イシュル様、こんな変な医者で。でもレオナルド的には、たぶん、イシュル様のこと凄すごく気に入ったって意味です」

　何故かヤンが謝っている。レオナルドもカイと似て、実にレンティア人的性格で、気に入ったものは、何処にもやらずに、傍においておきたいタイプであった。










「とてもお似合いですわ、イシュル様。仮面をつけるのがもったいなくてなりません。なんというお腰の細さでしょう。これほどの細腰では、コルセットなど寧ろ無用な程ですね」

　完かん璧ぺき、と言いたげに女官長のサラと若い女官達が感じ入っているが、イシュルは戸惑いを隠せない。

「あの、でも、これはちょっと……」

　夜会への出席の意向を尋ねられて、あまり目立ちたくないので断ろうかと思っていたのだが、仮面舞踏会ならルティシアの皇子がどうこうと言われることもないだろう、と出席することにした。

　では、お衣装はぜひこちらを、と浮かれる女官達が運びこんできた衣装をよく見もしないで、ヤンが王子様だったから、イシュルは何だろう？　と思いながら、着替えを手伝ってくれる白い手達に任せていた。

　頭では、いったいどうしたら、カイを納得させられるんだろうと考えていたが、ふと違和感を感じて、鏡を確認すると、イシュルが着せられていたのは、裾すそが優雅に広がった、真っ白な可愛らしいドレスだった。

「女装とはお伺いしてなかったのですが」

　皆さんどんな仮装を？　と尋ねたときに、王子や乞こ食じき、妖よう精せいや吸血鬼に、傾国の美姫に僧そう侶りよに、と聞かされて、そうなんだ、皇子以外なら何でもかまわないけれど、程度に思っていた。

「ご説明が足りなかったでしょうか？　でも、ちょうどレオナルド医師と背格好も似てらっしゃるので、双子の妖精の姫君のイメージなんです。大変可愛らしゅうございますよ？」

「レオナルド医師もドレスなんですか？」

「はい。マスカレードでございますから、お遊びで、女装の男性も、男装の女性も、他にも、もちろんたくさんおいでです」

　他の人はわからないけど、レオナルド医師も女装するならまあいいか、この女官方に、他の衣装がいい、と抵抗するのもかなり大変そうだし、とイシュルは思う。

　ルティシアにいるときは、母に似ている、とよく言われたが、鏡のなかの白いドレスを纏ったイシュルは、そんなに母には似ていないように思えた。

「髪は少しウィッグをお付けしましたが、重くないでしょうか？」

「はい。いまのところ、大丈夫です」

　フェイスラインのあたりには、イシュル自身の金髪が散らされていて、結いあげた金髪のウィッグが付けられている。ぐっと細く締めあげられたイシュルのウエストのあたりは、日夜、自分のウエストを細く見せるのに苦心している女官達から羨せん望ぼうの溜ため息いきが漏れたが、イシュル自身はもともとが細いせいか、物思いに深く沈んでいて、ドレスのためにウエストを締められた記憶もないくらいだった。

「……サラ様」

　女官が一人入ってきて、サラに耳打ちしている。

　イシュルは、自分の着ているドレスの襟元から胸元までの繊細なレースを見下ろしていた。これは何処の国のレースだろう？　随分と品質がいいものだ。女性のドレスからの肌の露出度は格段にルティシアのほうが多いけれど、それはやはり国内の気温のせいだろうか、などと考えていた。

「イシュル様」

「はい」

「舞踏会の前に、レンティア首領夫人のアリア様が、イシュル様と少しお話をしたいと仰っておいでですが」

「カイの母上……？　それは光栄ですが。できれば、この格好に着替える前が嬉しかったのですが」

　自分の衣装に着替えられるだろうか、と尋ねたら、時間の余裕があまりない、と言われ、白い妖精の姫君の仮装のまま、イシュルは首領館の女主人のもとへと案内された。










「ようこそレンティアへ。イシュル様」

　言葉をかけてくれたアリアを見つめて、正直、イシュルは言葉を失った。

　レンティア首領の心をひとめで奪ったフェリシア王国の王女、と謳われる美姫なので、さぞや美しい御方だろうと想像はしていたが。

　若い。

　イシュルより少し年上ぐらいにしか見えない。

　カイの母上のはずなのに。

「夜会の前に我わが儘ままを言って、お呼び立てして、ごめんなさいね。どうしても、カイを骨抜きにしてる、という噂の皇子様とお話がしてみたくて」

　夜のような黒髪のレンティア首領夫人の美び貌ぼうには、やはり、カイの面影があった。

「そのような噂は間違いですが、お逢あいできて嬉しく思います」

「本当？　みんな、カイを袖そでにするっていう氷の理性の美貌の皇子様に興味深々よ？　イシュル様は今宵は妖精の姫のうちの一人なのだから、妖精の女王役の私には何でも正直に話さなくてはダメよ？」

　楽しそうに笑う二十歳そこそこに見える首領夫人は、本当に妖精でも通りそうだ。大陸最古の王国といわれるフェリシア王国の魔法だろうか。

「……なぁに？　イシュル様、私の顔に何かついていて？」

「いえ。とてもお若くて、到底、カイのような御子がいらっしゃる方には見えないなと」

「本当？　でも私も随分老けたわ。イシュル様はおいくつ？」

「十五歳です」

「では、私がレンティアにお嫁に来た歳ね。カイが生まれたのはその翌年」

　十六歳で子供を産むというのは、この時代、それほど珍しいことではない。

「いまでは可愛げがないけれど、子供の頃のカイは、本当に可愛かったの。ねぇ、サラ？」

「奥様、カイ様はいまも男前でいらっしゃいますよ」

　傍に控える女官長のサラが答える。

「可愛いって、顔の話じゃないわ。……昔は船で何処かへ出かけても、帰って来ると、必ず私にいろんな話をしてくれたのよ。……そう言えばねイシュル様、十二歳のときに、カイがひどく残念がってたの」

「何をでしょう？」

「砂漠の国ルティシアで、凄く可愛い子と友達になったんだけど、アリアに逢わせてやれなくて残念だ、って。あの子が女の子だったらお嫁に貰もらって来てもよかったんだけど、男の子だったんだ、って。あれから、五年経ったけれど、ようやくカイの言ってた可愛い子に逢えたのかしら？」

「あ……」

　カイが母親に、子供の頃、ルティシアでイシュルと遊んだ話をしているとは思っていなかったので、イシュルは驚く。

「イシュル、カイノトコ、オ嫁ニ来タヨー」

　イシュルと首領夫人の会見をイシュルの傍らで大人しく見守っていたルシエルが、一言喋しやべった。

「まあ、そうなの？　ルシエル」

「ルシエル、噓ついちゃダメ」

「ウソ？　噓ナイヨ。ドウヤッテ求婚シタラ、イシュルノ機嫌ナオルンダ？　ッテ、カイ、言ッテター」

「ということは、うちの我儘息子は求婚中でふられてるの？」

　あら……、うちの息子、モテるのだけが取り柄のはずなのに、とアリアは呟つぶやいている。

「ウンー。イシュル、ムツカシイノー。イツモ、カイニ嫌ッテ言ウノー」

　ふーとルシエルは溜息をつく。

「ルシエル、イシュルにズット居イテ欲ホシイ。カイモ、イシュルにズット居テ欲シイ。リアンに行カセタクナイ……」

　ルシエルを黙らせなきゃ、と思っていたイシュルは、寂しそうなルシエルの声に戸惑ってしまった。

「まあ、では、ルシエルのためにも、カイの求婚にイシュル様が応じて、ずっとレンティアにいてくださるといいわね」

「ウン。イシュルは、カイの恋人ニナッテ、ズット、イテ欲シイ」

「十五歳で花嫁なら、私とお揃そろいね」

「アリア様、申し訳ありません、求婚なんて、ただの……カイの冗談で……」

　イナクナルノ嫌ナノー、とルシエルがしょんぼりしているので、イシュルの否定の言葉が少し弱くなる。

「そうかしら？　でもきっと、あのカイが五年も手紙を書き続けてたのは、イシュル様にだけよ。ときどき、私もイシュル様のお母様への贈りものを一緒に選んだりしたのよ。……お母様、お元気？　お加減は……」

「それは…………母は、先日、他界致しました。長いあいだご厚情を賜り、有難うございました」

　邪気のない夫人に、逢ったこともない母の訃ふ報ほうを聞かせるのは躊躇ためらわれたが、だからといって、生きていると噓をつく訳にもいかない。

「そうだったの？　ごめんなさい、私、カイからまだ聞かされてなくて」

　心遣いが足りなかった、と美貌を曇らせる夫人に、イシュルはゆるく金髪を振った。

「いえ、カイにも伝えていなかったので、船のなかで叱られました。どうしてそんな大事なことを知らせないんだ、と」

「まあ。きっと、イシュル様にもいろいろ事情があったのよね。カイは、王子なんて仇あだ名なで呼ばれてるけれど、古い王政の国で育ってないから、王族の窮屈さがわからないのよ。カイなんて私の生まれたフェリシア王国で暮らしてたら、一か月で干からびるわ、たぶん」

「カイはルティシアに来たときも、海に帰れないと死んじゃう、って言ってました」

　夫人が、話をカイのことにそらしてくれたので、イシュルは助かった。まだ少し母の話は辛い。本当に母はもうこの世にいないのだと思い出してしまうと、指先が冷えていく。

「そう。私が産んだのに、あの子は髪の先までレンティアの男。海と太陽と酒と歌と剣と、それだけでできてるような男ね。父親のロウにも似てるけど、ロウよりもっと海にいたがるかも。まあカイは、どうしても陸に帰ってきてまで、逢いたい恋人もいないってこともあるから……。イシュル様を首領館でお預かりしたら、マメに帰って来るかしら」

　可愛い人質でも取るかしら？　と海賊王国の女主人らしい冗談に、イシュルは返事に困る。

「ダメー。イシュル、お預かりダメー」

「ダメなの、ルシエル？」

「ダメ。イシュルは、カイとルシエルと一緒に、海に行クンダヨ」

　パタパタ、ルシエルが、オレンジの羽を動かしている。窓の外のレンティアの海に、夕暮れどきの太陽が吞のみ込まれていく。海の王国に、夜が降りて来る。

「ああ、そうね。イシュル様も、男の子だものね。きっと陸にいるより、海が好きね」

　妖精の女王の装いのアリアから納得したようにそう言われて、妖精の姫君のドレスを纏まとったイシュルは曖あい昧まいに小首を傾げた。

　波音が遠い。船の上にいるときは、心の何処かで陸を恋しがっていたのに、陸にあがると、あの絶え間ない波の音が恋しい気がするのは、どうしてだろう。

　……海の上は、何処か、現実から切り離された異空間だけれど、陸にあがると、どうしても、自分が何者かを思い出してしまうからかも知れないが。










　楽しかったわ、またお話ししてね、とアリア夫人の部屋から解放されたイシュルは、用意された顔の上半分を覆う仮面をつけて、レオナルドとともに、マスカレードに出席した。

　白と黒の双子の妖精の姫、と女官達が言っていたように、二人は同じデザインの黒と白のドレスを身に纏まとい、白いマスクと黒いマスクをつけて、仲の良い姉妹のように寄り添っていた。

「このテリーヌ、食べようか？」

「あ、はい」

　お皿にテリーヌをとってもらい、そこに座ろうよ、と言われて、二人でドレスの裾を気にしながらソファに腰掛ける。

　踊りませんか？　と誘われたけれど、まず食い気！　とレオナルドが片手で断ってくれた。

　大きなマスクをつけていると言っても、あ、レオナルド先生にイシュル様ー、わー二人とも可愛いー、踊ろうよーと船の仲間に見つかって冷やかされたりした。

　今夜は仮面舞踏会ですけれど、イシュル様の歓迎の宴も華やかに致しましょうね、と言われて、いえそんな必要はまったくありません、とさっきイシュルは必死に首領夫人に固辞していた。

「残念。オレも女装じゃなきゃ、イシュルさんと踊って、『オレの連れ、可愛いだろ？』って自慢したのに。……マスカレードだし、姫同士で踊っても可愛いかな？」

「いいですよ、レオナルド殿となら。楽しそうだし」

　ぱくぱく軽食を摘まむレオナルドに、イシュルは答えた。こんなふうに堅苦しくない、悪戯めいた舞踏会に出席するのは初めてで、緊張しつつもマスクをつけているからか、少しは楽しめていた。

「あ、何にも食べてない、この子。そんなにオレのエスコートじゃご不満？　イシュルさんのお食事係のうちの王子は何処行ったんだろ？」

「舞踏会の前に……、アリア様のところで、お茶を頂いたので」

　もっとも、首領夫人の私室で頂いたのはローズティだけで、それも少し口をつけたくらいなので、ちゃんとした食事は、たしかに船のなかでカイにかまわれながら食べたのが最後なのだが。

「ホントに？　ああ、噂のアリア様のお出ましだ。なんだ、捕まったんだ、カイもいるよ。首領が留守だとあの役やらされるから、カイ、いつも夜会、逃げまくってるんだよね」

「え……？」

　レオナルドの言葉に、イシュルが顔をあげると、シャンデリアの眩まばゆい灯りの下、黒髪に白いドレスの妖よう精せいの女王が、黒衣の騎士を伴って現れ、その瞬間、大広間に、わっと喧けん騒そうが広がった。

「麗しのレンティアの姫君に幸いあれ！」

「レンティアの美しい守り姫！」

　レオナルドに、ご夫人なのに姫君？　とイシュルが瞳ひとみで尋ねると、外見が若く見えることもあるが、攫さらわれてきて『フェリシアの姫君』と呼ばれているアリア様は、いまだに姫君という仇名で呼ばれているのだと教えてくれた。

「カイ様！」

「お帰りなさいませ、カイ様！」

「海賊王子、航海の話を聞かせてくださいな！」

　柔らかいピンクに、明るいイエロー、胸元が大きく開いたドレスの娘達が、あっというまに、黒衣の騎士の仮装をしたカイを取り巻いている。マスクでカイの顔は見えないが、どうもカイ本人は持て余しているように見える。とは言え、母上のご機嫌とりもあって、逃げだせないらしい。

「もーカイ、イシュルに愛を誓ッテルノニー浮気ー。ダメー」

　ルシエルの呟きに、イシュルは思わず微笑う。

「あれは浮気っつーか、単なる年中行事っつーか」

　お姫様方、ワインでも飲む？　とヤンが飲み物を運んできてくれた。

「ねーヤン、なんでヤンが王子で、オレは女装なの？」

「オレのと衣装、代えるか？　どっちもどっちだぞ」

「たしかに……、春色王子よりは、女装でもシンプルな黒のドレスのがまだマシか」

　オレンジとライトグリーンのヤンの衣装と、自分の黒いドレスを見比べて、レオナルドが納得している。

「レオナルド綺き麗れいヨー。モチロン、イシュルが一番、綺麗ダケドネー」

　うっとり、ルシエルはイシュルのドレス姿を愛でている。

「はいはい。ルシエルが一人占めだな。可哀想にご主人様は、あんな遠くでご婦人方に群がられて、イシュルさんのドレス姿愛でられないしな」

「ルシエルノ一人占めイイネー！　んじゃー、カイは浮気シテテ、イイヨー」

　現金なルシエルの顎あごを撫なでながら、たくさんのドレスのご婦人方に取り巻かれていることより、アリアの白い手を取って現れたカイのほうに、イシュルは妙にドキッとした。あまりに二人の雰囲気が似合っていて、血縁だと知らなければ、まるで恋人同士のように見えた。
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「ああ、ヤン、ちょうどいいから、そこに立ってて。イシュルさんが可愛いせいか、次々ダンスに誘われて断るのが面倒なんだよ」

「オレは従者か」

　とはいえ、ヤンも人気のようだ。お帰りなさいませ、と控えめに頰を染めたご婦人達が声をかけていく。あきらかにヤンと踊りたそうな娘もいるのに、何故かヤン本人は気づかないらしい。

「あ、この曲なら可愛いかも。イシュルさん、踊ろう」

「え？　でも、ダンスがよく……」

「そんなの適当でいいよ」

　カイとアリアのほうを見るともなしに見ていたイシュルは、レオナルドに手を引かれて、ダンスフロアに連れ出される。ワルツだ。ダンスの教師から基礎は教わっているのだが、パーティに出席することがほとんどなかったので、イシュルは剣と同じくこちらも実戦経験がない。

「まあ、なんて可愛らしい」

「レオナルド医師と、お連れは……？」

「あれが、ほら、お噂の、カイ様のご友人の」

「レンティアの皇子様？　あれが、いま、カイ様が夢中だという御方？」

　きれぎれに、人々が噂する声が聞こえて、それがやはりイシュルは気になったけれど、レオナルドが、ダーメ、こーいうときはパートナーのオレだけ見るの、と笑っている。レオナルド、ズルイー、とイシュルの肩に乗ってついてきたルシエルがふくれている。

「なんだ、ダンス、イシュルさんのが上手だね」

　ルティシアで教えられていた手足の振りを、近くで踊っている人を見つつ、あわせてみる。男性のステップを踏むとレオナルドとぶつかりかけたので、イシュルは女性のステップを担当してみた。イシュルは一人、こんなふうに動くと、綺麗にドレスの裾すそが翻るようになってるんだーと、妙に女性の衣装の構造に感心していた。

「可愛らしい姫君二人で踊ってると、野郎どもが嘆くぞ？」

「え……？」

　だんだん上手に踊れるようになってきた、と気をよくしていたら、黒衣の騎士がイシュルの腰を摑つかんで軽々と持ちあげた。ふわり、とイシュルの足元が浮く。

「浮気者キター、来ルノガ遅イー」

「ちょっと、カイ、オレのパートナー、持ってかないでよ」

「おまえがオレの想い人を勝手に連れ出してるんだろ。オレだってイシュルと踊ったことなんてないのに、何でおまえとダンスしてんだよ」

「カイ！　降ろして」

　皆が見ているので、できるだけ小声でイシュルは文句を言った。

「カイが勝手にご母堂に捕まってたんじゃん。オレとイシュルさん、ドレスもオソロだもんねー。妖精の双子姫だよ。羨うらやましいだろー？　カイも着たい？」

「それはべつに着たくない。イシュル、なんでこんな格好させられてるんだ？」

　イシュルのドレス姿はまったくの予想外だったらしいカイが尋ねる。

「……マスカレードだから、みんな仮装するって言われて。……ずるい。なんでカイだけ、普段に近い衣装？」

　午後に浴室で無理やり好きなようにされた記憶も新しいのに、こういう知らない人だらけのなかでは、どうしてもカイが近くに来ると、イシュルは少し安心してしまう。

「これでも妖精の騎士らしいぞ？」

「どの面下げて、妖精の騎士……、そんなエロい騎士いないだろ」

「オレがやりたかった訳じゃないからな。だいたいレオナルドに言われる覚えはない。何だ、妖精の姫って」

「カイ。アリア様がなんか仰ってる。聞け」

　レオナルドとカイがモメていたら、ヤンが寄って来て、二人を諫めた。

「皆さん、あそこで私の一族の娘である妖精の白い姫を攫おうとしている、あの悪い騎士に、何か罰を与えねばなりませんね」

　広間に笑い声がどっとあがる。「アリア様、黒衣の騎士殿に、みんなとダンスを踊るように、と罰をお与えください」と若い娘が可愛らしい声をあげる。

「カイ、船の者達が話していたけれど、ルティシアの皇子殿と二人でシレーヌを鎮める歌を歌ったというのは本当？」

「ああ、航海中に、そんなこともあったな」

　なんで今夜のアリア、こんなに迷惑なほど上機嫌なんだ？　とカイはヤンと眼で会話している。アリア様のご機嫌なんて空模様よりもっとよめん、とヤンは肩を竦すくめている。

「では、天上の歌声のようだったという、その二人の歌を聞きたいわ」

「あのな、オレ達はどっちも吟遊詩人でもないんだから、アリアの気まぐれでいきなり宴の余興に歌えと言われてもな」

　細腰をカイに抱かれたままだったイシュルは、腕のなかからカイを見上げた。

　……歌える？　もう一度あんなふうにカイと？

「しかも、イシュルはこんな息苦しそうな格好させられてるし……、これじゃ無理だろ」

「カイ、歌わない……の？」

「歌えるのか？」

　歌えるよ？　とイシュルが頷うなずくと、そうなのか？　とカイは驚いていた。

「オレはいいけど、イシュル、見世物みたいで嫌じゃないか？」

　他の人に聞こえないように、イシュルの耳元でカイが囁ささやく。強ごう姦かん魔なことを除けば、カイはいろいろとイシュルに気を遣ってくれる。船がレンティアにつくなり馬で攫ってくれたのも、たぶん、人々の好奇の眼から避けるため。いまも、イシュルの白いドレス姿を、「レオナルドで遊ぶのはかまわないけど、アリアも女官も、イシュルで遊ぶな」と怒っている。

「嫌……じゃないよ、カイと歌えるなら」

　こんなに観客はいらないけれど、もう一度、声を重ねてカイと歌いたい。

　海の上で、カイと声を重ねたときの、あの感覚に抱かれたい。

　夜の闇が暗くても、この世ならぬ存在と相対していても、未来が見えなくても、背中あわせでカイと歌っていたあのときだけは何も怖くなかった。

「わかった。……アリア、イシュルが一緒に歌ってくれるそうだ」

　歌う前に着替えるか？　そのくらいの時間、用意させるぞ？　とカイに尋ねられて、仮面つけてるし、このままでも構わないよ、とイシュルは答えた。

「イシュル、カイと歌ウノー？」

　ワーイ、イシュルの歌ー、とルシエルも浮かれている。

「うん。歌うよ」

　歌いたい。カイが望むように、ずっとここにはいられないけれど、レンティアでカイと過ごした幸福な想い出になる、とイシュルは二人の歌をねだってくれたアリアに感謝した。

（あの方が？）

（レンティアの皇子様？　え？　姫君ではないの？）

（え、男の方なの？　なんて華きや奢しやな……、ご覧になって、あのウエスト、カイさまの片手で摑めてしまいそうな）

　カイに手を引かれて、白いドレスのイシュルが歩くと、嫉しつ妬と混じりの囁きが女性方から洩もれ、男性陣からは興味本位の視線が注がれた。仮面をつけていてよかった、と思いながら、ざわめきを聞き流し、みっともなくないように、しゃんと背筋を伸ばしていた。

「何を歌う？」

「このあいだの？」

「うん、あれでもいいけど。イシュルの故郷の歌でもいいぞ？」

「カイ、ルティシアの歌、歌えるの？」

　皆の注目を浴びながら、ひそひそと二人で話す。

「昔、イシュルが教えてくれたやつ、覚えてるぞ？」

「どれ？」

「月の神様の歌？　みたいな奴」

「あ、うん。じゃ、カイが覚えてるなら、夜の月」

　船の上では、カイとイシュルの歌声だけだったけれど、ここには、生の楽団がいるので、曲目を伝えた。レンティアの演奏者にルティシアの曲がわからないようなら、また、海の恋歌でもいいな、と思っていたが、弾けると返事が返ってきたので、その曲を歌うことになった。

　リュートが前奏を奏で、イシュルから歌い出す。やがてカイが入ってきて、イシュルの歌声にカイの歌声が重なる。ふたつの歌声が重なるその瞬間に、イシュルはぞくぞくした。

　この夜の月はルティシアの歌だが、世界中で愛されている曲なので、レンティアの人々にもよく馴な染じんでいる。

　それは、リタの神より古い神々の歌で、太陽と月の恋歌だ。

　その昔、同じ空で仲良く暮らしていた頃、太陽が双子神の月に恋心を抱くのだが、月はそれを受け入れず、怖がって夜の国へと逃げ去ってしまった。

　いまも太陽は見失った月を捜し続け、月は怯おびえて太陽から逃げ続けている。

　だから夜には月が世界を照らし、昼には太陽が月を追ってその姿を現わすのだ、という内容の神話で、歌の構成も、ずっと太陽が月を追い続けるような構成になっている。

　カイが太陽のパートを、イシュルが月のパートを担当している。追いかけては逃げ、逃げては追いかけ、……それでいて、太陽が月を闇のなかに見失うと、月は誘うような歌声で太陽に居場所を知らせる……。

「……イシュル、平気か？」

　歌に集中しすぎて、歌い終えるとふらついたイシュルをカイの腕が支えた。夜会の客達は最後まで聞き終えると、感嘆の吐息とともに、二人に拍手喝かつ采さいした。

「不思議ですね。声質はまるで違うのに、こんなにお二人の歌声が和すなんて」

「カイ様と歌って、かすむどころか、お互いを高めあって……、なんと華のある御方でしょう」

「シレーヌも癒す歌声とお聞きしたが、たしかに！」

「ぜひ、お二人で、もう一曲歌ってくださいまし！」

　賛辞の声と、人々の高揚した顔は嬉うれしかったけれど、もう一曲は体力的に無理そうだった。

「ああ、また今度な。いまは無理だ。イシュルは長旅で疲れてる。アリア、歌も歌ったし、オレ達はこのへんで失礼するぞ？」

　カイが返事をしている。

「ええ。二人とも、美しい歌をありがとう。カイはイシュル様を部屋にお送りして。イシュル様、お疲れのところ、無理をお願いしてごめんなさいね」

「いいえ。歌を望んで頂けて嬉しかったです」

　マスクごしでアリアの表情がよく見えないのが残念だったけれど、気に入ってもらえてるといいな、とイシュルは思った










「イシュル上手ダッタネー、ミンナびっくりシテタヨー」

　満足そうなルシエルの声が聞こえる。ワインはグラス一杯しか飲んでいないけれど酔っているようだと思った。広間から退出すると、足元の危うかったイシュルを、カイが横抱きに抱えて部屋まで運んでくれた。歌に酔うというのが、一番正確だったかも知れない。

「カイ……？」

　灯りをつけなくても、真昼のような月灯りの照らす部屋。さっきまで月の神のことを歌っていたせいか、月を見上げると不思議な心地になる。開け放したヴェランダからは、レンティアの海岸が見下ろせる。

「ここは……？」

　首領宮殿を訪れる来客用の客室にしては、人の気配が濃い部屋だと思った。

「オレの部屋。最近、あんまり使ってないけど」

「……眺めがいいね」

「うん。海と船の灯りが見えるのがな」

「でも、カイの部屋じゃなくて、イシュルの泊まる客室は……？」

「イシュルはここで寝る。ゲストルームの空きがないんだ」

「噓」

　部屋数は百を下りそうもないこの宮殿に、空いている客室がひとつもないなんて、いくらイシュルが世間知らずでもありえないと思う。

「ホントに。だからここで寝てもらわないと」

「カイ、ちゃんと部屋に……」

　文句を言おうとしていたら、甘いキスで唇を塞ふさがれた。お互い、仮面をつけたままのキス。

「カイ……」

　そのキスは甘かったけれど、昼間も浴室で責められた身体がまだ重かったので、それ以上のことが怖かった。

「なんでオレに言わないの？」

「何、を……？」

　身体に触れられることに少し怯えていたら、優しい手がイシュルの金髪を撫なでた。

「……ヤンから聞いた。レオナルドの話だから何処までホントだかわかんないけど、イシュルが、オレのこと心配してるって。自分みたいなやっかい者連れてきて、カイの評判が落ちたら困るって」

「……昼間言おうと……、カイ……聞いてくれなくて」

　否も応もなく、受け入れさせられたカイの熱さをまだ身体が覚えている。

「ごめん。……リアンに行くって言われて、オレ、カッとなっちゃったんだよな」

「カイ」

　パタパタパタ、オレンジの羽を動かして、ルシエルが存在を主張する。

「イシュルネー、カイ居ルト優しくナイケド、カイノコト好きナノー。カイノ指環モネ、大事だから、ハズサナイノ。お風ふ呂ろニモシテクヨー」

「……そんなのオレだって外さないよ」

　右手の小指の指環を、ほら、とカイがルシエルに見せる。そう言えば、イシュルもカイの指環は肌身離さずつけているが、カイの小指からその指環が外れているところも見たことがない。

「そうだよな。子供の頃から、イシュル、自分より人の心配ばっかしちゃう子だったの、ちゃんと知ってたのにな」

　あーもー、とぼやきながら、ぎゅっと抱きしめてくる腕。性的に欲しがられるのではなくて、優しい抱擁。

「イシュル、オレが好きか？」

「カイは……イシュルの……大事な人で……イシュルの……夢だよ」

　やはり本人にはレオナルドに言ったようにはすらすら言えない。これではきっと何を言っているのか、カイにはわからない。

「イシュルの夢のとおりじゃないだろうけど、ここにいるオレも好きになれよ？」

「一緒に歌を歌ってくれるカイは、……好き……」

　仮面で顔が隠れているから、やっとそう言えたのに、カイの指が伸びてきて、イシュルの仮面を外してしまった。

「歌ってるとき以外は？」

「剣を教えてくれるときも……好き……」

「イシュルにキスするオレは？」

「それは……」

　好きじゃない、と言おうとして、カイの仮面の下の表情が気になった。いつもの、イシュルがカイを嫌い、と言ったときの哀しそうな顔なんだろうか。

「……カイ……？」

　そっと手を伸ばして、カイが嫌がらなかったので、覚束ない手つきでイシュルはカイの仮面を外した。

　美び貌ぼうの海賊王子殿は、仮面の下で困ったような顔でイシュルの返事を待っていた。

「いつも抱いてると、大概、イシュルは途中で訳がわからなくなって」

「…………？」

「カイが好き、欲しい、って何度も言い出す。オレじゃなくてもいいのか？　って聞くと、カイじゃないと嫌だって答える。あれが聞きたくて何度も抱きたくなる。……ちゃんと、正気のときにも聞きたい」

「な、にを……」

　カイの言葉に、イシュルの白い頰も項も、さあっと真っ赤に染まった。

「でないと、ただ淫いん乱らんな性質なんだろうか、リアンで他の男に抱かれたら、そいつが欲しいって言うんだろうか、って不安になる」

「よくもそんなこと！　離して！　ルシエルいこ！　レオナルドさんの部屋にでも……」

「イシュル？　ドシタノー？　ご機嫌斜メー？」

　この部屋好きなんだけど、イシュルが行くならおつきあいするよ、とルシエルは羽をパタパタする。

「なんで怒るんだよ。好きか嫌いか聞いてるだけだろ」

「カイが勝手に犯した癖に、誰にでも欲しいって言うのかって……、そんなこと知る訳ない、カイとしかしたことないのに……！」

　涙が零れそうになって、ベッドから立ち上がろうとしたら、イシュルは、カイにベッドに倒された。カイの身体が重なって来る。心臓の鼓動が重なって、うるさいほどの胸の鼓動がどちらのものなのかわからなくなる。

「だから」

「…………っ！」

「イシュルはずっと、オレだけ欲しがればいい。他の奴は知らなくていい」

　いやいやと、カイの身体の下で拒むけれど、もうカイの腕はさっきまでの優しい腕ではなくて、イシュルを求めるものに変わってしまっている。午後もずっとカイに可愛がられていたイシュルの身体は、いともたやすくその誘惑に屈していく。淫乱疑惑を否定しがたいほどの弱さで。

「……好きだよ、イシュル」

　本当はイシュルだって、さっきまでは、イシュルのなかで一番優しい声で、カイが好きだと伝えたかった。カイがイシュルを怒らせるから、言い損ねてしまった。無理やりイシュルを好きなようにするカイには困ってるけど、カイのことはたくさん好きだよって。

「……い、や……」

　白いドレスをカイの手で脱がされ、生まれたままの姿に戻されながら、どうにかカイを説得してリアンに行こう、と思っていた。父との約束のためだけではなく。探し物も見つけたいから。







◇第三章







『リアンへの航海中に、レンティアの海賊王子に攫われたルティシアの皇子』は、当初の約束の日程より二週間ほど遅延して、背の高いレンティアの若者と、レンティアの海賊王子から贈られたという鸚おう鵡むとともに、レンティアの船で送られて、リタの神の国リアン公国へと入国した。

「こちらには慣れましたか？　イシュル？　あなたのことは、ルティシアの父君だけでなく、私の古い友人からくれぐれもと頼まれておりますからね」

「……法王猊げい下か」

　白い花の咲く法王宮の庭園で、その人に穏やかに声をかけられて、イシュルは慌てて、膝ひざを折った。

　神の代理人。このリアン宮殿の主。世界中に存在する、十億人のリタ教徒の精神的支柱。どんな傲ごう慢まんな王も、この人の前には跪ひざまずくと言われる存在。

「レンティアは美しいところだったでしょう？」

　現在のリタの法王はまだ四十歳。歴代のリタの法王のなかで、最も若い。

「はい。猊下、レンティアは、とても美しい国でした。……神のみもとであるリアンの美しさとはまた違った美しさです」

「進化し続ける、海の王国ですよ。レンティア人は、造船技術も建築様式も戦略も、欲しいもの新しいものはなんでも取り入れて、自分のものにしていく。あれはレンティアの気性でしょうね。我わが儘ままかと思うと、海のように鷹おう揚ようで、まったくもって、捕らえどころがない」

「猊下は、レンティアに行かれたことが……？」

「いいえ。実際に行ったことはないんです。残念ですよ。法王の誉れを頂く前に、訪れておくべきでした。世界中の、私が行ってみたいと思っていたところへ」

　三十八歳で法王に選出された現法王は、在位二年。最初の、若すぎる、との周囲の批判を実力で跳ね返し、いまや確固たる地位を築きつつある。

「……海賊にでも攫さらってもらったら、行けるんですが」

「猊下をですか？　攫った海賊が、世界中から非難を浴びそうです」

　微笑んで戯れを言う法王に、イシュルも緊張を隠しつつ返事をした。これくらいは笑って返せないと、とても法王宮では暮らせない。

「猊下、オハヨー」

「おはよう。ルシエル。法王宮は居心地いいかい？」

　イシュルの白い僧衣の肩に乗っているオレンジ色の太っちょの鸚鵡に、法王は微笑んで言葉をかける。

「ウン。結構、慣レテキタヨ。法王宮、ご飯オイシイー」

「……それはよかった。ここからは海が遠いけど、海や、船や、カイが恋しくはならない？」

　カイ、という言葉に、イシュルの心臓の音が早くなる。

　リアンの法王庁と海洋国家レンティアは、仕事上の契約を結ぶこともよくあり、法王は、カイとも、レンティア首領ロウや首領夫人アリアとも親交が深いそうだ。

『聡そう明めいなるリタの法王、若く美しい私の大切なお友達、シグリッド様。私のもう一人の息子、イシュル様をどうぞ気にかけてやってくださいませね。まだ幼くて、世のことに不慣れな方ですから』

　レンティア首領夫人アリアからの手紙とともにリアンに託されたルティシアの皇子を、歳若い法王は何かと気にかけてくれた。

　これほど物々しいリアン入国では、ドーリア枢すう機き卿きようのもとで密偵まがいのことをして、攫われたレンティアの子供達の行方を探したい、と心密かに思っていたイシュルにはやや困りものだったのだが。

（まあでも、イシュルさんのリアンに行くっていう強情に、カイが折れただけでも、凄すごいと思うし。わずかな護衛と、法王庁への根回しくらい譲歩しとけば？　ホントは行かせるの嫌なんだろーし。オレも心配。こんな危なっかしい可愛い子、一人で行かせるの）

　レオナルドの苦笑を思い出す。

「ウンー。まだ大丈夫ー。ルシエル、イシュルをお守りシタイノー」

「そうか。健気なコだね」

「ウン！　でもネー、法王様、ときどきネー」

「うん？」

「法王宮、凄く静かで、暗クテ、夜怖イカラ、ときどきハ、カイの子守唄うた、聞キタクナルンダー」

　強がりなルシエルの、寂しそうな声。

　イシュルが、ルシエル寂しくない？　カイのとこ帰っていいんだよ？　と夜に部屋で尋ねると、決まって、無理ネ！　イシュル、一人ニスルノ無理ネ！　と答えるのだけれど。

「そうだね、ルシエル。法王宮は広く、昼の光も強いけれど、夜の闇がとても濃い。古い人々とともに、宮殿の隅には、深くて濃い闇が住んでいる。……それを明るく変えていくのが、私達、若者の仕事だからね。若く、汚れを知らないイシュルにも期待してますよ」

「……法王様……？」

　謎かけのような言葉に、イシュルは、ふと、法王の顔を見上げる。冷静で公平な、神の代理人の優しい美しいお顔。

　僧そう侶りよになろうと思ったことはなかったが、こんな人になれるなら、僧侶の道も良いかもしれない、とイシュルに思わせる人。

（リタの法王なあ。読めない御人だよ。もっとも、苦手な坊主はたくさんいるが、あの人は好きなほうだな。いつもニコニコしてるけど、いろんなものと闘ってる。穏やかな見かけによらず、やんちゃな御方でおもしろいよ）

　レンティアで暮らした二週間のあいだに、法王様ってどんな人？　逢あったことある？　と尋ねたイシュルに、そう答えたカイ。

「法王様」

「ああ、いま行きます。では、イシュル、またお話ししましょうね」

「……はい、猊下。貴重なお時間、ありがとうございました」

　自然な尊敬の心とともに、イシュルは頭を下げ、数名のリタの僧達とともに、回廊へと去っていく法王の後ろ姿を見送った。










　法王宮殿内に与えられている私室に戻って、イシュルは木箱の蓋ふたをひらいた。もちろんリアンに来るときにも持ってきた、イシュルの宝物。

　手紙の束の上には、レンティアでカイと二人で拾った貝殻が乗っている。

　イシュルはレンティア滞在の半分を首領宮殿で過ごし、半分はカイの私邸で過ごした。カイの館は、首領宮殿よりずっと海に近い場所に建っていて、ヴェランダを一歩出ると、もう白い砂浜だった。

　海を見たのすら、今回の航海が初めてだったイシュルは、その海で遊び、カイに泳ぎ方を習い、何度も波に壊されながら、二人で砂の城を作って遊んだ。木箱に眠る貝殻はそのときに拾ったもの。

「イシュル？」

「なーに、ルシエル？」

「カナシイコト、アッタ？　ヤナコトアッタ？」

「ううん、どうして？」

「イシュル、カナシイコトあると、カイの手紙の箱あけるのー」

「そんなことないよ。嬉うれしいときもあけるよ。……なんとなく……癖かな」

　嬉しいとき、哀しいとき、困っているとき、何かびっくりするようなことがあったとき。

　カイに聞かせたくて、カイならどうするかな、と思って、その箱をあける。それはもうずっと、イシュルの習慣のようなもの。

「法王様とお話ししたよ、ってカイに話したいな、って思ってただけだよ」

「法王様ー」

「うん。ルシエルもお話ししたでしょ？」

「ウン。ルシエル、法王様、綺き麗れいダカラ好キダヨ。カイ達モ、あーんな美形ガ坊主ノ元締めってのはもったいない話ダ、ッテ言ッテター」

「……そーんなこと、法王様に言っちゃダメだよ？」

　人差し指をルシエルの嘴くちばしに触れさせて、イシュルは言い聞かせる。

「ダメー？　褒メテルノニ？」

「褒めててもダーメ。法王様に怒られると、ここにいられなくなっちゃうよ」

「ソレハ駄目ネ。お口にチャックするネ。ルシエル、イシュルと一緒にイナキャネ。カイにもイシュルのこと頼マレテルカラネ。イシュルのこと強ごう姦かんする奴イタラ、眼玉を抉えぐってヤラナキャネー」

「ルシエール」

　誰も聞いていないとはいえ、イシュルは辺りを憚はばかって頰を赤くする。

（いいか、ルシエル？　イシュルに触ろうなんて不届きな坊主がいたら、きついお仕置きを喰らわしてやれ。なんなら、大事なところを、金輪際使えなくしてやればいい。そのほうが世のため人のためだ）

（ウン。心得タ。ルシエル、イシュルノコト、誰ニモ触ラセナイ）

（危ないめにあいそうになったら、イシュルの意見は無視して、仲間に知らせて、法王宮からちゃんと退避させるんだぞ？）

（ワカッター）

　イシュルの意志を優先して、一度はリアンへ行かせると決めたカイは、自分も同行したかったのだが、

「いくらなんでも今更、カイ様がリアンの法王庁に学びに行きたいなんて愉快すぎる冗談通じませんよ」

「オレが昨夜、リタの神様の夢でも見て、突然、宗教的衝動に駆られたかもしれないだろーが」

「無理すぎます。そのうえ、カイ様には、アズールに行って頂かなければなりません」

「そんな仕事、トゥールかヤンに頼んでくれ」

「必ずカイ様を、とご指名です」

「カイ、イシュルはリアンに一人で行くよ。……カイとは行かないから」

「なんでこう、みんなして、それぞれに我儘言うんだ？　オレが心労で倒れたら、どーするんだ？」

　レンティアで過ごした最後の夜、オレ以外の誰にも身体を触らせるな、と言い聞かせるカイの言葉に、カイにも触っていいなんて言ってない、とアヒル口で文句を言いつつもイシュルは頷うなずいた。

　レンティアにいるあいだ、イシュルは、ずっとカイの寝所で眠った。

　夜が来るたびに、否も応もなく、当然のようにカイの寝所に連れていかれ、首領宮殿の女官たちも、カイの館の者達も、それがあたりまえのことのように接していた。

　身体を交える夜のほうが多かったけれど、ときどきは、何もされず、ただカイの胸に抱き締められて眠った。

　そんなふうに二人で眠るように、すっかりイシュルはカイに躾しつけられてしまったので、リアンへの航海や、法王宮殿で与えられた私室での一人寝は妙に落ち着かなかった。

（腕のなかが寂しくなるな）

　と告げて、カイはイシュルの額にキスをした。

（行っておいで。……そして、帰っておいで、レンティアへ。オレのところへ）

　どんな神にも解けない呪まじないをかけておくから、とイシュルの左手の小指の指環にキスして。

「イシュル様。リアンの創始の書、読みます？」

「エーランド」

　部屋のドアをあけて、本を山のように抱えた青年が入って来る。

　カイの望みを受けて、レンティアからイシュルとともにリアンへ来てくれた青年だ。

「ここでの生活、退屈してませんか、エーランド？」

「いいえ、まったく。毎日、わくわくしてますよ。僕はイシュル様に同行できてこの上ない幸運です。法王庁の奥の図書室なんて、部外者がそうそう入り浸れるものじゃありませんから」

「……本当ですか？　レンティアに残した方が恋しくなったりは？」

　無類の読書家だというエーランドは実際毎日楽しげに法王庁の図書室に通っている。

　趣味と実益をかねつつお守り役としてついてきているので、僕のことはまったく気にしないでください、と言ってくれる。

「残念ながら、僕には揃そろいの指環を受けとってくれるような人もいないので」

　リタの白い僧服はイシュルにもよく似合っているが、エーランドなど、黙っていれば、本当に敬けい虔けんな法王宮の青年僧のようだ。

　あまりにも法王宮に馴な染じんでいるため、よくリアンに巡礼に来た人に道を聞かれている。

「それより、イシュル様、今日はこんな収穫もありましたよ？」

「…………？」

　エーランドが差し出した本は『リアン宮殿、その成り立ちと構造』というタイトルだ。

　イシュルがパラパラとめくると、どのようにリアン宮殿が構成され、何年に増築され、ここにはこの部屋が、などと細かくしたためられている。

「……法王宮殿の見取り図……！」

「やっぱり神様の家だけに、こんなのも表に公開しちゃうんですねー。もちろんここに書いてない秘密の部屋もあるんでしょうけど」

「でもこの宮殿に不慣れな私達には嬉しい書物ですね」

　大事そうに本の背表紙を撫なでたイシュルに、エーランドは「ね」と頷いた。

　エーランドには、イシュルがリアンで何をしたいと思っているかを、ここへの航海の途中、話した。

　攫われたレンティアの子供達の行方を突き止め、レンティアの子供以外も、ドーリア枢機卿に無体な扱いをされているようなら、まとめて救出したいと思っていること。

（イシュル様のご提案にはおおむね賛成しますが、危ないことは絶対にしないと約束してくださいよ。あなたに傷をつけて、僕がカイに一生恨まれるのは絶対にイヤですよ）

　そうエーランドにも固く約束させられたが、お守り役までレンティアからついてきているし、法王の覚えもめでたく、カイと懇意の若き枢機卿レオーネ殿の厚い庇ひ護ごも受け、幾重にも守られている印象のあるイシュルに、肝心のドーリア枢機卿がイシュルが期待した程には、ちょっかいを出してくれない。これでは、子供達の行方を探せない。

　なかなか許しをくれなかったカイを説き伏せて、はるばるリアンまで来たのに。

『お稚児さんは嫌だけど、ちゃんとリアンに行きたい。一度行くと約束した言葉を翻すの嫌だ。法王庁で勉強もしてみたい』

　どんなふうに言えば、カイがイシュルの言葉に逆らえないのかを、何度も失敗した後、イシュルも少しは学習した。

『リアンには、正しいものも、公正な人もない？』

『そんなことは言ってない。あそこにも正しいものもあれば、数は少なくても、立派な坊さんもいる』

『じゃあ、リアンに行って、いろんなこと学びたい。ドーリア枢すう機き卿きようにもお逢いして、ルティシアの父様が、どんなところにイシュルを行かせるおつもりだったのか、ちゃんと確かめたい』

　本当に、ドーリア枢機卿がトゥールやカイに聞いたような御人なら、その罪を暴くことで、今度こそ終わりにできる気がする。

　生まれてからずっと、十五年間。

　イシュルは心密かに、父様にほんの少しでいいから愛されたい、振り向いてもらいたい、イシュルの存在を認めてもらいたい、と思っていたけど。

　もうその片思いに終止符を打ってもいい気がする。

　永遠に振り向かない父の背中を見つめ続けるのではなく……もっと、ちゃんと前を向いてみたら……、いままでと違う人生を、自分の意志で選ぶことも出来るのではないかと。

『オレを選べよ。子供の頃からずっと誘ってんだから、いい加減、父親離れして、オレんとこにおいで』

　甘い声で誘う悪い海賊の言葉に、シレーヌの甘い歌声に誘われる海の少年のように、幻惑されてしまっているのかもしれないけれど。
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「総員退避！　……無理だ、この船は沈む！　小船を下ろせ！」

　遠くで火の手があがる。港の街が燃えている。

　二年半、リアン同盟軍進軍に抵抗し続けたアズールの街が陥落する。

「……ありえませんね、あの男。たしかに、名うての戦上手とは海の噂に聞いてはいましたが……」

　敵軍の指揮をとる黒髪の若者を遠く眺めて、アズールの若い将校が感嘆の溜ため息いきをつく。

　リアンの要請を受けて、レンティアが参戦する、海賊王子が来る、とは聞いていたが、どうせ名ばかりのお飾り王子、我らが海でさんざん返りうちにしてくれる、と酒の肴さかなにしたのは、ほんの少し前のこと。

　これまでのアズール侵攻の各国の将達と違い、噂の王子はいつのまにか海からやってきていて、気がついた頃にはどうにもならぬほどアズール軍は追い詰められていた。

「……何が腹立たしいって、向こうには、疲弊した我らにはないものがある。こちらにもあんな将軍の一人でもいれば、話はまた違うんだろうが」

　レンティアは大艦隊を引き連れて来た訳でもない。

　ただ、彼らが来てたった数日のうちに、いままで大砲を打つだけだった寄せ集め同盟軍とは戦いの仕方がまったく変わった。

　海戦をよく知る者の布陣となり、これまでアズール側が使っていた防衛作戦がまったく効かなくなった。

「……よくまあレンティアの傭よう兵へい艦隊の言うことなどを、プライドの高いスルジェの将などが聞くものだ」

　通常、寄せ集めの同盟軍だと、海に詳しい者がいても、高位の者が意見を取り入れない限り、有効な戦略が立てられない。

「……あんな派手な男が来たら、いかなスルジェの武官といえど、なかなか無視し難かろうよ。海賊王子はいまのリタの法王のお気に入りらしいしな」

　レンティアの海賊王子は、何食わぬ顔でアズール宮廷にも顔を出し、優雅にダンスを踊って酒を飲むと、アズール総督にこう告げたという。

『もう少しマシな条件を提示してリアンと話をお進めになるといい。そのあたりはオレの管轄じゃないから、何とも言えんが。この美しい街が灰かい燼じんに帰きしていくのはいかにももったいない話だと思うよ。……アイツらすげーしつこいから、オレが帰ってもまた次の誰かがアズールを攻めに来るだけだろうしな。……それに悪いが、オレは今回、急いでるから、時間をかけてやる余裕がないんだ』

　甘い歌声に甘い美び貌ぼう。

　娘達の夢見る物語の王子様のような外見の、レンティアの若い海の将。

　この美しい街が灰燼に帰すのは寂しいよ、と言いながら、アズールの街を追い詰める男。

「海賊王子、砂漠の皇子様攫さらってレンティアに閉じ込めて恋煩い中らしいって吟遊詩人の歌はまったくのガセだな。……あの男、嫌になるほど冷静じゃねーか。色ボケててこんな戦闘できるかっつの」

「……いやーそれはホントらしいけど。海賊王子は、本来はもう少し時間をかけて攻めるらしいけど、やたらと短期決戦かけてるのはとっとと帰りたいかららしいよ」

「海賊王子が恋人んとこ帰りたいから？　……ものすげー迷惑な話だな……」

「さあねぇ、お噂の恋人はリアンに行っちゃったらしいけど……。なんにしても、この戦が終わってくれなきゃアズールは壊れちまう」

　世界を敵に廻まわしての戦。

　リアン公国と敵対するということは、リタの教えを信じる十億の信徒がすべてアズールの敵になるということ。

　だから、勝ち目もなければ、その戦に終わりもない。

　レンティア軍が退いてくれたところで、スルジェがイシュタルがフランシアが、ずっとアズールの地を傷つける。

　ずっと、いつ折れるか、いつリアンに膝ひざを折るかを問われているだけ。

　それはアズールを攻めている将達にも、攻められているアズール側にもわかっていること。

『一番、有利な条件で折れろ』

　美貌の海賊が、長い戦疲れで半病人のアズール総督に、夜会で囁ささやいた言葉は、別段、甘言でも策略でもなく、ごく現実的な忠告だった。










「あああもうー！　なーんでオレがこんなトコでオッサンばっかと切った張ったしてなきゃいけないのー！ エーランドの奴ー毎回いいトコどりしやがってー！　ムカつくーあんな奴、色ボケ坊主にカマでも掘られてろー！」

　邪魔すると一緒に斬っちゃうよ！　と同盟軍の兵士達を退かせつつ、海上の船の上で、トゥールがストレス解消しようと十重二十重に取り囲むアズールの戦士と切り結んでいる。

「うるっさいぞ、トゥール。クールに働けよ、クールに」

「おまえさ、そんな吞のん気きこと言ってるあいだに、いまこの瞬間にも、可愛い可愛いイシュル様のバックバージンが危なかったらどうすんの!?」

「……もーバージンじゃないんじゃないの？　船でもレンティアの館でも、うちの悪徳王子に好き放題されてたから」

　トゥールの叫びを聞いていたレンティア衆の誰もが胸で思い、とはいえ優しいイシュルの名誉のために口に出すのをためらったことを、レオナルドが心おきなく口にした。

「つか、人相悪い暴れ坊主とか最初から論外だし。このオレ様がイシュルさんと一緒にリアンへ行けなかったことの方がよっぽど神への冒ぼう瀆とくだよ。絶対、エーランドは、オレの恨みで出世しないね」

　長い戦いにアズール側は青年層が減少していて、老人やひどく幼い少年も参戦している。

　こんなのざくざく斬ってたら後味悪い、と上手に急所を外してレオナルドは相手を倒していっている。

「……おまえがいないと、困るだろ、船が」

　いまだに恨めしそうなレオナルドに、やはり片方の腕が不自由なアズール戦士を上手にやり過ごしつつ、カイは溜息一つ。

　実際、誰かをイシュルにつけてリアンへ行かせよう、というので、トゥールはたしかにありえなかったが、レオナルドは最終候補のうちではあった。

　ただ、ヤンと話していて、やっぱりスットボけるのと諜ちよう報ほう活動はエーランドが一番上手かろう、ということでエーランドに決定したのだ。

　それをいまだにレオナルドは根に持っている（法王庁の図書室に閲覧したい本があったらしい）。

「カイ様、アズールの街で火の手が！」

「……なんでこースルジェの奴はなんでも燃やしたがるんだよ、打ち合わせは無視しやがるわ、ドサクサ紛れの強ごう姦かん強盗大好きだわ、いい加減にしろっつーの。オレはオヤジ共のお守りに来てるんじゃないぞ」

　またかよ、と、カイは長い黒髪をかきあげる。

『長くアズールに駐屯している兵は気が緩んで、好き放題しているようだ。弱よわい者もの苛いじめという奴だね。そろそろカタをつけて欲しいんだよ、カイ。私の代のリアン同盟軍の恥話を増やされるのはご免だ』

　穏やかで美しい法王から届いた秘密の手紙。

　法王庁の仕事は安く使われる上にメンドい、とカイはだいたい渋るのだが、今回はちょうどイシュルの件もあって拒みにくかった。

『カイもずいぶん悪戯してくれてるようだから、この依頼を聞いてくれないと私もゴネるよ』

　そんな訳で、文句を言いつつも断れなくて、リアンから請け負った傭兵仕事だ。

「アズール総督に鳩を飛ばせ。そろそろ落ちとけって。一度落ちて、また反乱でもしろ、って言ってやれ。どう見てもギブアップだろ。……あと、うちの者でもよその者でもいいから、街にいるまともな奴に、各兵団の風紀の乱れを取り締まらせろ！　……気性の荒い海賊王子は、戦場で女を犯すような奴がヘドが出るほど嫌いだ、その場で斬り捨てたくなるらしい、って触れまわってやれ」

「……心得ました！」

　自分トコの船だの艦隊だのの統率は当然のことなのだが、同盟軍となると、いろんな国の血気盛んな男達が好き放題してくれる。

　嫌々とは言え、一枚嚙かんでいる以上、オレは知らない関係ないとも言っていられない。

「誰が気性が荒いんだか……、自分も好きな子強姦した癖にー」

　海風に柔らかい髪を嬲なぶられながら、レオナルドが笑っている。

「それとこれとは別の話。……オレは子供の頃からイシュルには求婚してたの」

　しーっとカイは人差し指をたてる。

　子供の頃は求婚してたつもりではなかったのだが、実の母親にまで、よかったわねぇ、カイずっと長くイシュル様に求婚してたものねぇ、と笑われ、もうそれならそういうことでもいいかという気になってきている。

　イシュルの色香に迷って──本人が聞いたら激怒しそうだが──一番好きな子にだけいつも無理じいしてしまうカイだが、戦場にいるときの強姦禁止という主義は変えていない。

「あの子、大丈夫かな？」

「……少なくとも、剣の腕なら、イシュルはエーランドより強いぐらいかも知れん。よっぽど剛の者じゃないと、あの子を好きになんて出来ないよ」

　世間知らずの強情者のお姫様の優しい綺き麗れいな声を思い出す。

　カイの言うことなんてちっとも聞かない、金髪のおちびちゃん。

（……カイ……）

　世界のすべては決して優しいものでも綺麗なものでもないけれど、あの子の優しさを、あの綺麗な声を、ほんの少しでも、カイが守ってあげられたらいいのだけれど。

「……いつも我わが儘まま言って食うだけで、なーんの役にも立ってないけど、ルシエルがぎゃーぎゃー言ってないと寂しいな」

　連絡のために、青い空へと放たれていくほっそりした鳩達を見やりながら、イシュルの供をさせたルシエルのことを思い出してカイが呟つぶやくと、たしかに！　うるさいだけだが、いないと寂しい！　と仲間内から賛同の声があがった。
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「お食事をこちらにお持ちするように承ったのですが……」

「ああこれはイシュル殿……ありがとうございます」

　神の前には人はすべて平等、の思想の下に──実際はここでもそんなことはないのだが──リアンの法王宮では、イシュルも他の僧そう侶りよ達と同じように仕事をしていた。

　この宮殿でやりとげたいと志していることとはべつに、この他の僧侶達と同じように働くことはイシュルを密かに喜ばせていた。

　生まれたときから、それこそ衣装の脱ぎ着に至るまで女官の手を借りる生活だったので、日々の暮らしのために働くということが新鮮だったのだ。

　朝早く起きて、宮殿の掃除をし、神学や社会学の講義を受け、畑仕事を手伝うこともあれば、神の家に助けを求めてきた人々の悩みを聞いたり、慰問団として外を訪れ、怪我人や病人の手当てをしたりもする。

　リアン宮殿には、この清廉な場所に、トゥールに聞いたような人身売買などする愚か者など住めるだろうかと思わせるような、神の家としての聖者の顔もある。

　けれど、慣れてくると、あきらかに宮殿出入りの業者から賄わい賂ろを受け取っている中年僧や、性的な嫌がらせに難儀している気の毒な幼い少年僧の姿も見えて来る。

　そこはやはり俗世と変わらぬ権力と闘争に満ちた世界であり、リタの教えの書に書かれた天国のような優しい場所ではなかった。

「……アズールの戦いが…………」

「海賊王子率いるレンティアの船が……」

　神の国リアンは世界平和の理想を掲げつつも、年中、リタの神の教えに背く異教徒に戦いを挑んでいた。

　リアン公国自体の兵より、リアンの要請を受けて他国の兵が実働することが多く、さまざまな戦いに傷ついた者達を癒す施設も用意されていた。

「……よければ、手がすいているので、お手伝いします」

「……おお、ありがとう、イシュル殿」

　カイの参戦しているアズール戦役の噂に耳を奪われつつ、若い男の包帯を巻く役をイシュルはまかされた。

「ちょっと痛いかも知れませんが……我慢してください」

　体調の悪い者の手当ては、レンティアの船で水妖の姫達に襲われたときに、初めて覚えた。いまではずいぶん慣れてきた。

「いえ。ありがとうございます。……わー、可愛らしいお坊様だなあ」

「その方は遠い砂漠の国から、最近、こちらにいらしたイシュル殿ですよ」

　救護の僧から、負傷者達に紹介される。

「えー？　もしかして、あの噂の？　レンティアの海賊王子の想い人？」

「あ……の……」

　海賊王子に攫われたルティシアの皇子様、という事実は、いつのまにか、流行りの恋歌として世界に広まり、イシュルはとんでもない有名人になっていた。

（……いろいろと間違った噂が広まっておりますが、少し寄り道をする形になり、旧友のレンティアのカイ殿のもとにおりました。予定より少し遅れて、リアンへ参ります。父上やリアンの方々にご心配をおかけして申し訳ありませんでした）

　イシュルからルティシアの父にはそう手紙を書いて釈明したが、世界中の上流貴族から貧乏な者まで、『あの女には不自由しない海賊王子が美少年に夢中らしい』というゴシップを耳にしている。海の上で海賊王子の心を奪った金髪の少年に皆が興味を持っていた。

　ルティシアにいた頃から、カイの艶えん聞ぶんはイシュルも耳にしていたから、

『こんなふうにいろんな人に悪さして、恋歌に歌われてるの？』

　とカイの館の砂浜で文句を言ったら、

『イシュルに関してはオレが主犯だが、他はオレは無実だぞ』

　とカイは否定していた。本当のところはわからない。

　レンティアの首領宮殿に滞在していた頃、アリアに招かれていた吟遊詩人のウィルに

『イシュルはオレのもんだから、世界中の誰も手を出すな、て派手に宣伝しといてくれ』

　などと笑って依頼していたから、何気にカイに意図的に情報を操作されている気もする。

『こうしてお二人のお傍にいるだけで、数え切れないほどの恋歌が、私のなかから生まれて参りますよ、海賊王子』

　恋歌を捧ささげられても、イシュルとしては扱いに困ったけれど、世界中を旅している吟遊詩人の歌を聴いているのは楽しかった。

　来世生まれ変われるなら、皇子でも海賊でも僧侶でもなく、歌や踊りを生業にしてみたいとイシュルは心密かに憧あこがれていた。誰にも言ったことはなかったけれど。

「アズールの戦いの様子はいかがでしょう？」

　その程度なら尋ねても許されるだろうか、と、傷の手当をしながら、イシュルは兵士に尋ねる。

「アズールなら陥落したよ。ずいぶん長引いてた戦だから、やっとアズールにも安息の夜が訪れるんじゃないかな」

　カイは？　トゥールは？　レオナルドは？　と聞く訳にもいかず、彼らの無事を胸の内で祈っている。

（いいか？　エロい坊主に迫られたら、イシュル様に惚ほれてる海賊王子は死ぬほど嫉しつ妬と深ぶかくて怖いんだ、ってうまく言いくるめて逃げるんだぞ？）

（風邪薬でしょ、痛みどめでしょ、全部、ちゃんとオレが持たせた薬を飲むんだよ。誰かに貰った薬なんて飲んじゃダメだよ。イシュルさん、すげー騙だまされやすそうだから）

　戦場にいる、陽気な優しいレンティアの若い海賊達。

「最後の采さい配はいが海賊王子なのは、アズールには不幸中の幸いだな」

「不幸中の……？」

「レンティアのカイ殿は、お若いけれど、優しい大将だ。彼が采配を振ふっている場合、、戦士達はおもしろがって放火や強姦をしない。海賊王子がそれを嫌うから」

「面白がって放火なんて」

　誰もしないのではないか、とイシュルは思ったが、目の前の傷ついた兵士は苦笑した。

「優しいお若い僧侶殿に聞かせられないような話が、戦場には幾らでもあるんだよ。ひどい将軍なら、自軍の兵達の非道はやらせ放題だ。兵達のストレス解消法として、強姦も放火も略奪も暗黙の了解という大将もいる。……だけど、犯される敗戦国の者たちだけでなく、犯すほうの戦士達にとっても、ホントは規律の厳しい、まともな大将のもとにいるほうが幸せなんだよ。戦場では正気を失っているから、仲間に煽あおられて外道な振る舞いをしても、戦が終われば我に返って、自分のしたことに永遠に夢で魘されるのがオチだ」

「………………」

　毎日のんびりイシュルと海で遊んでたから、離れたら寂しくて夜泣きするな、なんて言っていたカイと、その立派そうなレンティアの将軍はまるで関係ない人のように思えるが。

「もっともレンティアの名将カイ殿のことなら、綺麗な僧侶殿のほうがよくご存じだと思うが？」

「…………」

　白いリタの僧服を身に纏まとっていても、僧侶の実感はないイシュルは、僧侶殿と呼ばれることに躊躇ためらいがある。

「私は、何も」

　カイのキスを覚えている。カイの腕を覚えている。一緒にいたとき、毎晩、抱かれて眠っていたから、イシュルはカイの肌に残る戦の傷跡を知ってる……。

　けれど戦場でのカイなど知らない。

　レンティアの館で、イシュルをかまってはイシュルに怒られて、海辺で子供達に甘い声で歌を歌っていたカイしか知らない。

「おまえ、お若いお坊様をからかうなよ、可哀想に、赤くなってらっしゃるだろ。大丈夫ですよ、海賊王子は、逢あいたい人がいるから早く帰りたいらしい、って噂になってたくらいです。凱がい旋せんされてリアンへ戻られたら、逢えますよ、きっと」

　リアンにカイは寄るのだろうか？　でも逢うと、僧院暮らしも飽きたろ、レンティアに帰って来い、と言われそうだ。

　ここに来た目的がまだ何も果たせていないから、それは困るけれど、アズールに戦いに行ったカイの身は無事なのだと思うと、イシュルの心は安心感と幸福に満たされた。










「イシュル、カイ、いつ来ル？　モー来ル？　スグ来ル？」

「まだだよ、ルシエル。それにリアンには寄らないかも。まっすぐレンティアに帰るかも知れないし、他にお仕事あるかもだし」

　救護院で耳にしたアズール陥落の話を、私室で待っていたルシエルに聞かせると、ルシエルもカイ帰って来る！　と浮かれ出した。

「寄ルヨ。ココ、イシュル、居ルモン。イツモダッタラ、カイ、坊サンノ集団パスーて来ナイコトアルケド、きっと、ここに、イシュルに逢いにくるよ」

「どーかな」

　ルシエルに餌をあげながら、イシュルは小首を傾げる。

　ホントのことを言うなら、イシュルもカイに逢いたい。

（強情者のちびちゃん。そんなに言うなら行って来い。僧院なんて三日も暮らせば飽きるさ）

　カイはそう言ったけれど、いまのところ、イシュルはリアン宮殿暮らしに飽きてはいない。

　神の家での暮らしに飽きてはいないけど……。

　船やレンティアで、カイと一緒にいたときみたいに、毎日、胸が苦しくなったりしない。

（カイのこと考えると胸が苦しい？　いえ、イシュル様、そんな話を僕にされましても、僕は色恋には疎くて、あまり恋の相談向きの相手では）

　リアンへの航海中に、夜の星を眺めながら、エーランドに話すと、そんなふうに言われてしまった。

（でも、どうしてなのかわからなくて）

（それは誰でもですよ、イシュル様。イシュル様だけじゃないから大丈夫。すごく好きだと、胸が痛くなることがありますよ。恋しくて逢いたくてずっとずっと一緒にいたくて）

　そんなのではなくて、と言い募っても、なし崩し的に、レンティアではイシュルは、カイの恋人、ということになってしまっていた。

　毎晩のように、イシュルはカイに抱かれていたので、否定しても説得力がないという説もあった。

（オレのものになれよ）

　レンティアどころか、いまや世界中の誰が聞いても呆あきれそうな話だが、今更ながらに、イシュルはこっそりカイに恋をしていた。

　もっとも、身体を繫つなげることと、恋を自覚することが、あべこべになったのは、『ガッついた』カイの責任で、イシュルのせいではない。

　イシュルが恋を自覚したのは、レンティアの海辺のカイの館で、朝から晩までカイにかまわれてずっとキスされていたときではなくて、カイのもとを離れてリアン行きの船に乗り、リアンについて、法王宮殿で暮らすようになってからなのだけれど。

　カイのことはずっと好きだったせいか、何処までが友情で、何処からが恋情なのかを、相変わらず測りかねてしまうのだけれど。

　水妖の姫に望まれなくても、カイは気がつくと、何処でもよく歌っていた。一緒に歌おうとねだられて、イシュルも毎日のようにカイと歌って過ごした。

　リアンに来て、イシュルが一番寂しく思っているのは、ルシエルも法王に告げたように、傍らにカイの腕や歌がないこと。

（カイ、歌うことが好き？）

（うん）

（吟遊詩人になりたいとは思わなかった？）

（それは思わなかった。歌うのが好きなだけで、歌を商売にするほど上手いとも思ってないしな。オレはレンティアが好きで、親父が好きで、海が好きだったから、あたりまえみたいにレンティアの男になった。海賊王国の民であることを恥じてはいないが、たしかに詩人や僧そう侶りよのように白い手の生き物じゃないなあ。……人殺しで海賊の友達は嫌か？）

（そんなこと、ない……）

　無理やり船のなかで抱かれていたときは、怯おびえるばかりで気づかなかったけれど、昼の明るい場所で、一緒に海に入ったりしていると、カイの身体に無数に戦の傷があることに気づいた。

　それは彼が戦う者である証であり、彼の命がいつも安全な場所にある訳ではないことを示していた。

　もっとも、レンティアの子供達や、イシュルと遊んでいたカイは、十七歳という年齢より幼く見えるくらいだった。宮殿の後宮から出たこともなかったイシュルと違い、カイはよく気軽にレンティアの街を歩いた。

　散歩に行こ、とカイに誘われて、馬でも輿こしでもなく歩いて（歩いて！）、供も連れずに、レンティアの街に遊びに行った。

（二人で？）

（二人で）

（あぶなくないの？）

（何が？　そんなに危険な街じゃないぞ。ああ、囚われの麗しのイシュル殿下の身なら、オレが守るよ。そこらの騎士よりは腕はいいぞ）

（攫さらってきた本人の癖して何言ってんの）

　市場でオレンジを買ったり、獲れたての魚を見たり、アイスクリームを食べたりした。

　街のほとんどの人がカイを知っていて、花売りの娘から、八百屋のおじさん、ちいさな子供に至るまで、気軽に名を呼んでカイに話しかけた。

（噓じゃなかった……）

（ん？）

（レンティアじゃ、イシュルより小さい子でも、みんな、カイのことをカイって呼ぶって）

（？　だって、オレ、カイだからな）

　なんでそんなあたりまえのこと不思議がる？　とカイは笑った。

　深窓のお姫様はおもしろいな、とカイはイシュルの反応を珍しがり、イシュルはイシュルでカイの暮らしのすべてを不思議がった。

　そんなふうに生まれも育ちも性格も、似ているところはひとつもないのに、二人の歌声を重ねると、まるでずっと一緒に育った双子の歌い手のように綺き麗れいに歌声が重なった。

　夜は隙間なく身体を重ねて、昼は戯れるように声を絡ませて。

　ましてイシュルを攫って館に閉じ込めている男は、現世でも指折りの色男で。

　初心なイシュルが恋に落ちていくことなど、占い師でなくても予言できた。

（赤子の手をひねるようなものだよね）

（レオナルドさん？）

　少しだけレンティアで過ごしてからリアンに行こう、と心を決めてからのイシュルはカイへの態度も柔らかくなっていたし、カイはカイでイシュルにレンティアを案内するのを楽しんでいた。

「トゥールもレオナルドも来ルカナー？　エーランド苛いじめられるねー」

　わくわくとルシエルが羽を動かしている。

「ルシエル寂しい？」

　カイの凱旋話に浮かれるルシエルを見ていると、イシュルは彼に無理をさせている気分になる。

「ン？　ドーシテ？　寂シクナイヨ？」

「でもみんなに会いたいでしょ？」

「そりゃネ。みんなウルサイけど、イナイと静かダカラネ。イシュルも皆ニ逢イタイデショ？　カイにも早く逢いたいネ。イシュル、せっかくカイにお手紙書イテルノニ、出サナイんだもん」

「お手紙たいしたこと書いてないから」

　リアン宮殿に私室を頂いて、落ち着いてペンを持てるようになると、イシュルはいつもの癖でカイへの手紙をしたため始めたけれど、あまりに『海賊王子の想い人』『レンティアの美び貌ぼうの海賊の求愛を拒んで神のもとへ来た美しい子』などとかしましく言われて、さすがにイシュルもカイに手紙を出すのを躊躇ってしまった。

　なので出せないまま、どんどんカイへの手紙が文箱に溜たまっている。たいしたことは本当に書いていない。

　イシュルに密偵の役は無理、と笑ったレオナルドの言葉は正しく、これといって、リアン法王宮の様子を伝える訳でもなく、イシュルの日々の生活の記録と、戦場にいるカイの身を気遣った、いつもの幼い、優しい手紙だった。

「カイ、イシュルノお手紙貰もらったら、喜ぶノニー。いつも楽しみにシテタンダヨ。何処の海にイテモ、イシュルのお手紙、転送されて来ルノ。カイ、いつも、それ見て、イシュルのところに帰らなくちゃな、ッテ笑ッテタ。イシュルニハ、逢えないのにネ。お守りみたいに、よくイシュルの手紙、懐にイレテタヨ」

「うん。レンティアの家で、カイ、見せてくれたね」

　オレも持ってるぞ、宝箱、とイシュルの耳に囁ささやいてカイが見せてくれた。

　いかにも海賊の宝箱らしいルビーやサファイアの象ぞう嵌がんされた小箱のなかには、ボロボロのイシュルの手紙の束が入っていた。

（いつも航海中に貰ってたから、イシュルみたいに綺麗に保存できてなくてゴメン）

　雨に濡ぬれたのか、海水を吸ったのか、字が滲にじんでもうまったく読めない手紙。火に焼かれたらしく、半分焦げている手紙。……誰かの血の滲んでいる手紙。

　それがイシュルと逢えなかったあいだのカイの五年間。

　ルティシアまで聞こえて来る、心躍るカイの武勲や恋歌に、イシュルが少年らしく胸ときめかせていた頃、十四、五歳のカイはきっとこのボロボロの手紙達と同じように、ボロボロに傷つきながら戦って生きていた。

（カイ、手紙……、ずっと持っててくれたんだ？）

（イシュルだって、ずっと持っててくれた）

（それは……あれは……イシュルの宝物だから）

（オレにとっても大事なものだよ）

　額を寄せあってカイと話していたら、船のなかで、あなたは誰？　カイはどこへ行ったの？　とイシュルが泣いて探した五年前の優しいカイがちゃんとそこにいる気がした。

（ずっと……友達……？）

（うん。ずっと。哀れなオレがイシュルにふられても。……昔さ、もっとガキで、やりきれねーよ、って世の荒波だの、汚い大人の事情だのに、いろいろ参ってるときに、オレに優しい気持ちくれてたの、船の仲間と、この手紙くれてたコだよ）

（ほんとに……？）

「ネー、ネー、イシュルもカイに逢あいたいー？」

「……うん」

　ルシエルに尋ねられて、少し恥ずかしがりながら、イシュルは頷うなずく。ここにはカイはいないのに、すぐにカイと過ごしたレンティアでの日々の記憶に囚われてしまう。

「無事なカイに逢いたいね。怪我してないといいね。トゥールさんにもレオナルドさんにもヤンさんにも逢いたいな」

「イシュル殿、ドーリア枢すう機き卿きようが、お呼びですよ」

　ルシエルと二人で和んでいたら、イシュルの私室のドアをノックする音とともにそんな声が聞こえた。

「ン？　エロ爺じじぃ、お呼び？」

　ルシエルが小首を傾げる。カイが、コイツはエロ爺ぃで、コイツは細かいことに口うるさい要注意坊主だ、などといろいろ教育してあるので、ルシエルのなかでは、ドーリア枢機卿＝エロ爺ぃになっている。

「しぃー、ルシエル！」

「イシュル殿？　聞こえてらっしゃいますか？」

「はい。お待たせしてすみません！」

　エロ爺ぃ怨おん敵てき退たい散さんーなんて言ってるルシエルの嘴くちばしに指をあてて、大人しくしなきゃダメ、と言い聞かせつつ、イシュルはドアをあけに行った。
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「アズールが陥落した？　アズールは最後の一人まで闘うと言うておったと思うが」

「最終的に、法王の意を受けて、レンティアが参戦したようです。陥落時のリアン同盟軍の総帥は、レンティアのカイ殿が」

「海賊王子か？」

　ルティシア宮殿の豪ごう奢しやな私室で、イシュルと多くの兄弟達の父であるルティシア皇帝は、つまらなそうにその報告を聞いていた。

　御齢六十五歳、イシュルの父というより、祖父といったほうが似合いそうな皇帝は、美女好みでたくさんの子を儲もうけ、後宮に光と影をともに与えたが、政治的には冷静にして狡こう猾かつな為政者であり、彼の功績でルティシアはその領土を広げ続けていた。

「知っているか、ロン。近頃では、レンティア艦隊を雇うのに、レンティア首領ロウの指揮より、息子のカイを雇うほうが高くつくらしい」

「華やかでいらっしゃいますからね、海賊王子は。レンティアの次期首領に推す声もあがっていますが、フェリシアではいまだカイ殿の王子としての帰国を待ちわびていらっしゃると」

「イシュルが姫でなかったのがつくづくと惜しまれるな。フェリシア王妃にも、レンティアの首領夫人にもなれたかも知れんのに」

　ルティシア皇帝は溜ため息いきをついた。

　彼には美しい姫が何人もおり、海賊王子がそのなかの誰かを気に入ってくれたなら、当代一と謳われる海の将軍、しかもフェリシア王族の血を引く少年に、娘を嫁にやりたい気は皇帝としても満々であった。

　もっとも、レンティアのカイが、気にかけたのは、後にも先にも、忘れられたように後宮で暮らしていた彼の十七番目の皇子一人だ。

「海賊王子に同性愛の趣味があるなぞという話はついぞ聞かぬのだが」

　それ故、皇帝は、カイとイシュルの長らくの文通も把握はしていたが、子供の友情の範囲内のことだろうと考えていた。

「御意。イシュル様以外は女性にしか興味のない方かと……」

「何がそんなに気に入ったものか……」

「イシュル様は美しくお育ちですから」

「あれの母親によく似てきたな」

　その昔、皇帝は美しい踊り子を見染めて、後宮にいれて贅ぜい沢たくをさせて可愛がってやろうと思ったのに、その踊り子は彼の息子を一人産んだが、少しも彼には懐かなかった。

（身に過ぎる暮らしです。お願いです。私をもとの場所に帰してください）

　宮殿暮らしを嫌がる踊り子の言葉は、生まれてこの方、女に否と言われたことのなかった皇帝の心を不快にさせた。皇帝はそんな言葉は聞きたくなかった。陛下の御心を賜れて嬉うれしい、女としてこれほどの栄誉はございません、後宮の女達はみんなそう言うのに。

　踊り子の息子は美しく育ち、いつも何か言いたそうに遠くから皇帝を眺めていたが、皇帝は母親のように息子に傷つけられることを何処かで怖れていて、彼を可愛がろうとは思わなかった。

　少年愛の噂のあるリアンのドーリア枢機卿に、『ぜひ賢い御子息を私のもとへ』と請われたときも、厄介払いもできるし、リアンの実力者に恩を売るのも悪くない、と思ってイシュルをリアンに行かせることに決めた。

　ずっと長いこと、内々に、海賊王子が、幼おさな馴な染じみのイシュルをレンティアへ留学させて欲しい、お母上もずっとお加減が悪いようだから気候の優しいレンティアで静養させてはいかがか、と望んでいたが、それには行かせる気にならなかった。

　イシュルがカイの妃になれるなら、ルティシアにも将来的な利益があったが、ただの友人のもとへ遊びに行かせることには、何の利益も感じなかったからだ。

「レンティアに遊びに寄ったなどと、イシュルは手紙で言っておるが、実際はあの男に攫われたのであろう？」

「御意。船は襲われ、イシュル様は攫われたと、船の者達はみな申しております。攫われた相手がレンティアの彼の君だったため、イシュル様はご友人の海賊王子を庇かばっておられるのではないかと……」

「父親の余に噓までついてな」

　とはいえ、ルティシアとしても、レンティアと揉もめ事ごとを起こすつもりはない。

　身代金の要求もなく、レンティアからも、友人であるイシュルを招待した、と説明（言い訳）する書簡が届いた。

　どうでもレンティアの海賊王子がイシュルを所望というのなら──まさか誘拐までするとは予想外だった──ドーリア枢機卿と秤はかりにかけるまでもなく、レンティア艦隊を率いるカイに貸しを作ったほうが、ルティシアとしても得策だ。

　頑なな母親と違って、イシュルは一度も皇帝に逆らったことがなかった。

　後宮の片隅で、居心地悪そうに暮らしながら、少しでも皇帝の意に沿おうとしていた。

　そのイシュルがついた最初の噓だ。

「そのままレンティアにいるのかと思えば、リアンに向かうというし、何を考えているんだろうな、あの子供は」

「幼いながらも、イシュル様は礼節を尊び、父母を敬う御方。敬愛する陛下の御意志に叛くことを望まなかったのでは？」

「余ならば、レンティアに残るほうが、身の安泰と判断するがな。まあ、リアンに行ったところで、これほど世間に海賊王子の想い者と知れ渡っておっては、ドーリア枢機卿も海賊王子を怖れて、イシュルにかまいにくかろうが」

　色好みの枢機卿が、若い海賊を恐れて、イシュルに手を出しかねて不機嫌を囲う様子は、皇帝の意地の悪い微笑を誘った。

　多少の利用価値を感じて、イシュルの留学は許可したが、皇帝はべつにドーリア老人を好いている訳でもなかったので。

「いまやルティシアの皇子様方のなかで、イシュル様は、世界中に、一番名の知られている御方となりました」

「とんだ醜聞だが、レンティア艦隊とルティシアがひどく親密なように誤解されて、それもいいかも知れんな」

　遠い砂漠の宮殿で父がそんなふうに呟つぶやいていることなど知らず、イシュルは神の宮殿で、ルシエルとともに、遠く離れたカイの無事を祈っていた。
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「イシュル殿、レンティアはいかがでしたか？」

「ドーリア枢機卿様、とても美しいところでした」

「心配していたのですよ。あなたの乗った船が襲われたと、レンティアの海賊王子にあなたが攫さらわれたと、私は聞いていて」

　金色の髪に白い肌の少年僧を相手に、ドーリア枢機卿は紅茶を勧めていた。

　砂漠の宮殿で見つけた綺き麗れいな声で歌う小鳥。

　ルティシア宮廷には、美しい皇子皇女が何人もいたが、皇帝のお気に入りではなかったイシュルは宴の華の数のうちにすら入っていなかった。

　宮殿の片隅で、気のふれた母親に、子守唄うたのように、歌を聴かせていた美しい小鳥。

　たいそう気に入って、リアンへの留学を薦めた。皇帝も賛成し、神の国に興味があったのか、ただ皇帝の意に逆らえなかったのか、素直にイシュルも船に乗った。

　まさか海で海賊に襲われるなど。

『どうしたことだろうね、運悪く、ドーリア、何故か、あなたがらみの船ばかり、海賊王子に襲われるとは？　何か心あたりはあるかい？』

　嫌いや味みな法王にそう尋ねられ、心あたりなどあるはずがありません、と首を振った。

　年若い法王。

　本来なら、自分が法王の地位を頂いてもおかしくなかったのに、とドーリアは一人勝手に考えて、若く美しい法王を妬ねたんでいた。

「荒々しいレンティアの海賊王子殿に、ひどいめにあわされたりはしませんでしたか？」

「いいえ、枢機卿様。彼と私は、子供の頃からの友達なのです。こちらへ到着が遅れて、ご心配をおかけして申し訳なかったのですが、ひどいめになどは決して」

　ふわりとイシュルは金髪を振るが、あきらかに、ルティシア宮廷の片隅で暮らしていたときとは、別人のように華やかな色香を纏まとっている。

　綺麗な子だと思ってはいたが、これほど美しい子であったろうか？　と目を疑うほどだ。

　遠慮がちで、何処か怯おびえた小動物のようだった琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、魅力的な艶つやを含んで、まっすぐにドーリアを見つめる。

　あきらかに、神に貞節を捧ささげた清童ではなく、これ以上ないほどに、誰かに愛されることを知っている身体。

　きっと、海賊王子はイシュルを腕に抱き、母に捧げる歌とは違う恋歌を教えたのだ。

（まったく何処までも忌々しい、あの若造！）

　法王に皮肉を言われたとおり、海賊王子の手の者が、最近ずっとドーリア枢機卿のもとへと来る船を襲っている。おかげで随分な損害をこうむっている。

（食うにも困っている貧しい美しい子供達を金持ちに売る。これほど双方にとって益になることは他にあるまい。少々の仲介料を頂いたところで、神様もお怒りになるまい）

　ドーリアが自分ではそう納得して、行っている秘密の商売が、どうもお綺麗な海の英雄殿の機嫌を損ねているらしい。

（フェリシアの王位も要らぬとぬかすあのレンティアの若造などには、わかるまい）

　ドーリア枢機卿は贅沢好きで、そのために、僧そう侶りよにあるまじき、裏の商売をしていた。

　そうして稼いだ金銭で、いずれはリタ教の最高位、法王位を買えぬものかとさえ目論んでいた。もっとも世のなか、金で買える地位もたくさんあるが、さすがに法王位ともなると、金だけでなく人脈が物を言う。

　名誉。栄華。美び貌ぼう。財産。人望。武力。すべてを持っているレンティアの海賊王子が、彼の懐に手を突っ込んできて邪魔をするのは誠に気に入らなかった。

「私がイシュル殿の身柄をお預かりする予定でしたのに、どうしたことか、イシュル殿はレオーネ殿預かりになってしまうし」

　二十五歳にして、枢すう機き卿きようにまで出世した、若きリタの聖人。カイから法王へ何事か囁ささやかれたらしく、イシュルの後見人は、ドーリア枢機卿からレオーネ枢機卿に変えられてしまった。

「レオーネ様は、素晴らしい方。ですが、リアン宮殿に不慣れな身としては、ドーリア枢機卿様にもいろいろと教えて頂きたいと思っております」

「レオーネ様、綺麗ー、トッテモ綺麗ネ」

　殊勝げなイシュルの言葉に、鸚おう鵡むの声が重なった。

　まったく誰がこんなうるさい鸚鵡を連れてきていいと言ったのか。

　海賊王子から贈られた鸚鵡だと聞いているので、吞のん気きそうな鸚鵡までが、ドーリア枢機卿の眼には憎らしく映った。

　レオーネ枢機卿と、レンティアからイシュルについてきた随ずい身じんエーランドの留守を見計らって──あの平和そうな顔をした青年は、あれでレンティア五人衆の一人に数えられる剛の者ゆえ油断はできない──イシュル一人を呼び出したのだが、鸚鵡のことは忘れていた。

「この世の何事にもお詳しいドーリア枢機卿様、お尋ねしたいことがあるのです。行方知れずになって見つからぬレンティアの子供が数名おります。その行方を知る術はありませんでしょうか」

　こちらの反応が見たいのだろうが、いくらなんでも、そんなこと正面から聞いちゃダメですよ！　とおつきのエーランドがここにいたら泣いたことだろう。イシュル達がこうやって、うっとうしいことを嗅かぎまわっていることはドーリアの耳にも入っている。

「レンティアの子供？　なんとイシュル殿は優しい御方じゃ。友の国の子供のことまで心配していらっしゃるのか？」

　ドーリアは優しい顔で答えてやる。

「いえ……、あの……、あ、れ……？」

「イシュル？　イシュル？　どーしたのー？」

「おや、イシュル殿、ご気分が？」

　ようやく紅茶に混ぜた薬が効いたようで、イシュルの瞳がうつろになって、華きや奢しやな身体が傾いでいる。

　さあ、憎き海賊王子のお気に入りの小鳥を、どんなふうに食べてやろう？

　そこらで攫った美少年とは違う特上品だから、最高級の薬づけにして、あのレンティアの海賊よりも、ドーリア様のほうがいいと言わせて、海賊王子にさんざん飲まされた煮え湯の憂さを晴らすのも悪くない。

　余計なことに興味など持たず、大人しくしていれば、大層、可愛い小鳥なのだから。
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「浅はかというか、底が浅いというか、欲望に忠実というか、なんというか」

　二週間ばかり慰問に出て、法王宮殿を留守にしているはずの美貌の枢機卿が、法王宮の隠し部屋の一室にて、少年僧からの連絡を受けていた。

「まあそりゃどんな美人でも、隙がなきゃ、口説きようもないって言うのはもっともですが」

　卓を挟んで向かいに座るエーランドが苦笑する。

「だけど、うるさい後見人が留守にしたからって、私がドーリア卿きようなら、カイのお手つきなんて面倒なコに手は出さないよ。よっぽど我慢できないほどイシュルに惚ほれてたのか、カイへの嫌がらせなのか、どちらにしろ、命知らずなご老人だ」

　リアン宮殿でのイシュルの後見人、若きレオーネ枢機卿は、チェスのポーンを弄る。

（嫌な思いなどしてないか？）

　とお気に入りの新入りに尋ねたら、

（何も。あまりにもレオーネ様の御威光が素晴らしくて、少し思惑通りにいかないことがあるくらいです）

　と、レオーネの人柄を信用したイシュルから秘密を告げられて、エーランドを含めて三人で計画を練った。

　ドーリア枢機卿の怪しい噂は、レオーネもかねてから知っていて、法王ともども、尻尾しつぽさえ出せば暴いてやりたい、と思っていたので、渡りに船だったのだ。

　法王宮殿にはたくさんの老人による弊害があり──もちろん尊敬できるご老人もいらっしゃるのだが、そうでない人も多々いる──ドーリア卿はそのうちの一人だ。

　とはいえ、ドーリア卿が執着しているイシュルを囮おとりに、と計画は練ったものの、そんな罠わなには食いつかないんじゃないか、せめてカイの愛人と噂に高いイシュルではなく、害のなさそうな適当な美少年で釣った方がいいんじゃないか、とレオーネは思ったのだが、意外と敵は食いついてきた。

「僕はドーリア卿よりカイの怒りが恐ろしいですよ。ご本人の希望とはいえ、イシュル様を囮にしたなんてバレたら、船から落とされてフカのエサにされそうだ」

　エーランドは最後まで、イシュルの申し出に反対していた。

　イシュルの操や危険も心配だったが、僕の命も危険です、あなたに何かあれば、怒り狂ったカイに僕が殺されます、と真剣に訴えた。

「そうは言ってもなあ。アズールからカイが帰って来るなら、その前に、何か少しでも手掛かりを得たい、ってイシュルの望みだったんだし……、まあじぃさん、イシュルの美貌に迷って助平心出しただけで、他の悪事の尻尾は出してくれないかも知れないんだが」

「レオーネ様。ドーリア様は、眠っているイシュル様をおつきの者に運ばせて、ロンバルディアの別邸へと移動されました」

「それはいいな。では、ドーリア卿の別邸へ、一度も招待されたことはないが、私達もお邪魔するとしようか。さぞや、立派な宝物に満ちているんだろうよ」

「どうかイシュル様に何事もありませんように」

　危険が迫れば、ドーリア派からレオーネ派に心が動きかけている僧が、イシュルの身を助けてくれる約束だが、どの程度助けになれるかは、イシュルのおかれている状況にもよる。

「美しい姿を持って生まれた者は、強運に愛され、腕もたち、腹も据わってなきゃ、現代を生き残れん。多少エロ爺じじぃに触られたくらいで心折れてちゃ、リアンじゃ、やってけないぞ」

「そう言われましても、レオーネ様ほど、イシュル様は心丈夫じゃありませんから……、一途で、気丈な、優しい方ですが、脆もろいところもおありですから」

　無謀なイシュルを案じながら、エーランドは剣を身に帯びた。

（婦女子ではありませんから、ご心配なく。まして、私は一度は海賊王子に攫われた身です）

　などと言っていたが、やっぱりイシュルはわかっていないと思う。

　カイは、船の上で、イシュルを無理やり自分のものにしたらしいのだが──このあたりのことはエーランドは船に同乗していなかったので仲間から聞いただけなのだが──愛のない性行為というものが、本当はどういうものかをたぶんイシュルは知らない。

　どれほどカイがイシュルを愛していて、大事に扱って、甘やかしていたかを、世間知らずのあの方は、他を知らないので、比べようがないと思うのだ……。
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「……ん」

　身体がだるい。また熱が出たのだろうか。早く治さなければ。イシュルが熱を出すと、女官達が嘆き騒ぐ。将来性の薄い皇子とはいえ、イシュルが死んだら、女官達は職を失う。

　母を失い、父にも愛されてはいないイシュルの命だが、そのイシュルの命が、誰かの日々の暮らしを支えている。皇族とはそうした生きもの。

（ゆっくり息をして）

（オレに身体を預けていい）

（無理をするな）

　深い海の底から引き揚げるように、熱い腕がイシュルを抱く。

　あの腕はイシュルを求めて、愛している。イシュルの命を大切に思ってくれている。

　誰かに、大切にされること。

　愛されていること。

　母様が正気を保っていた頃は、イシュルも知っている感覚だったが、母様の心がこの世の外へ行ってしまってからは、忘れてしまっていた、久しぶりの感覚だった。

　カイの熱さに、身体の奥を暴かれることを怖がっていたけれど、いつのまにかそれすら、嫌と思うことが少なくなって……。

（イシュルが好きだ）

　カイが好き。

　イシュルも本当はカイが好き。

　この世に生きている人のなかで、昔から、カイが一番好きだったけれど、いまはもっといろんな意味で好きだと思う。

　手紙じゃなくて、イシュルを抱いてくれるカイの腕が好き。

　今度逢あったら、ちゃんとカイに言いたい。

　レンティアのカイの館で暮らしていたあいだ、少しはオレに惚れろ、といつも耳元で言われていたけど、うんと言ったら、もう二度とカイの傍から離れられなくなるような気がして、結局一度も素直に言えないまま、リアンに来てしまった。

「イシュル、起キテー、起キテー、大変ー、起キナキャ、ダメー」

「ルシエール？」

　ルシエルの声にイシュルは重い瞼まぶたをあける。

　じゃらん、と重い音がする。

「これは……？」

　手首と足首に巻きつく重い鉄の鎖にイシュルは驚く。

　ドーリア枢機卿にお茶に呼ばれた。リアンに来てから、ずっと密かにドーリア卿の身辺をエーランドと共に調べ、誘拐や人身売買の事実を探ろうとしていたが、何か言いかけてはリアンの僧達は口を噤つぐんでしまう。

　ドーリア卿の勢力が揺るぎないため、正義や、良心より、やはり自分の身の安全が優先なのだろうか、と苛いら立だちを隠しながら、日々、暮らしていた。

　あまりにも『海賊王子の想い人』という噂が先行しているためか、後見人のレオーネ枢機卿を恐れてか、ドーリア枢機卿はイシュルにも何も仕掛けてこなかった。

　レオーネにその旨を説明し、わざとこちらから隙を作ろうと、法王宮殿を留守にしてもらった。

　イシュルがドーリア卿から、お茶の誘いを受けたのは、レオーネが法王宮をあけてから、ちょうど五日目だった。

「目、覚めた？」

「どっか痛い？」

「大丈夫？」

　手と足の鎖の重さに戸惑っていると、幼い声がする。子供だ。七歳くらいのちいさい少女や、十二歳くらいの少年達がイシュルを覗のぞき込んでいる。汚れているが、眼鼻立ちの整った子供達だ。

　子供達の向こうは、鉄の柵さくが行く手を塞ふさいでいる。イシュルとルシエルはこの子供達とともに檻おりに入れられているらしい。ここは何処なんだろう。法王宮のなかなんだろうか。外なんだろうか。

「あのね、お水、これしかないんだけど……」

「キナ、触ると、白いの汚れちゃうよ」

「あ、ごめんなさ……」

　怯おびえた瞳ひとみ、ボロ布のような服を着た、汚れた子供。

　子供を攫って、売っている、と聞いていた。

　それを調べていたつもりだったのに、性的な商品にしている、と聞いたせいか、もっと大きい子供が攫さらわれているのだと思っていた。

　そして、後宮で皇帝に差し出される美しい娘達のように、もっと大事に扱われているのかと。

　……こんなにちいさな子供を……？

（イシュル様みたいに、いなくなったら国許や世のなかが大騒ぎするような人じゃなくて、攫われても誰も捜さないような貧しい子供ばかり狙うのさ）

　トゥールの言葉を思い出して、イシュルの血の気が引く。

「大丈夫？　ぶたれた？　怖くてお口きけなくなった？」

「イシュル、ダイジョウブ？」

　呆ぼう然ぜんとして声の出ないイシュルを、少女とルシエルが交互に覗き込む。

「大丈夫。ありがとう。みんなはどうしてここにいるの？」

　落ち着いて。イシュルも囚われの身のようだが、この子達の状況を確認しないと。

　生まれてこのかた、絹の寝具以外で眼を覚ましたのは初めてで──カイに攫われたときも、そんなのは海賊に攫われたうちに入らないような、お姫様扱いだったため──牢ろう獄ごくの石の床の上に転がされていた身体が痛い。

「わかんない。お外で遊んでたら、布の袋がふってきて、気づいたらここにいたの。綺き麗れいなお坊様、ここどこ？」

「船に乗せられたよ。いい子にしてたら、いいとこにいけるって」

「お坊様、いいとこって天国？　天国遠いから、いきたくないな。おうち帰りたい」

「ご飯たりないっていつも母さん言ってたの。キナ、いないほうがいいのかな。ごはん、いっぱい食べられなくてもいいから、帰りたいな」

　ふえ、と一番ちいさな子が泣き出すと、子供達に涙の連鎖が起こる。

　お坊様、と呼ばれて、イシュルは白いリタの僧衣を纏まとっていたことを思い出す。

　白い僧衣を纏っていれば、若い見習いでも、ただの留学生でも、ちいさな子供達の眼には僧そう侶りよだ。

「大丈夫。おうち、帰ろうね」

　泣いている子供に、イシュルはおそるおそる腕をのばして、そっと抱きしめる。

　カイが、レンティアでよくこうしていた。

（だって、子供が泣いてたら、抱いてあやすもんだろ？）

（カイはね、人の子にも精霊の子にも同じように優しいの。あんまり区別がついてないのかも）

　とリアンへの航海中、イシュルとエーランドの船を守ってくれた海の精霊の娘も言っていた。

「いいな、レナも」

「白いお坊様、汚れちゃうってば」

「いいよ、いま、これしかないから、これで、顔拭ふこう。おいで」

　清潔な布なんてありそうもないので、小麦色の肌の男の子の顔の汚れを、イシュルが白い僧服の袖そでで拭く。

　もう少し前のイシュルだったら怖がって、この汚れた子達にきっと触れなかった。

　いまも励ましながら、自分だって少し怯えている。

（イシュルさん知らないから、簡単に考えてるけど、密偵とか囮とか、大変なんだよ？）

（簡単になんて）

（だってわかってないと思うからー。綺麗ごとじゃないよ、戦場でも、戦場以外でも、闘うことって）

　オレは、綺麗な手は持ってないけど、イシュルが好きだよ。

　そう言ってくれた人は、この子供のように、何処かで泥にまみれてはいないだろうか。

　戦場で、誰かに傷つけられてはいないだろうか。

「まっしろいお袖、黒くなっちゃったよ」

「お袖はいーの。ほら、お顔、綺麗になったよ」

「ウン、綺麗ニナッタネー、可愛イ」

　よく見ると、牢獄はいくつもある。

　向こうの牢ろうにも、隣の牢にも子供達がいて、白い僧服のイシュルと極彩色の鸚おう鵡むのルシエルが目立つのか、こちらを見ている。

　こんなにたくさん……、いったい何処から……。

「あ……、ここに、レンティア生まれの子はいる？」

「レンティア？　それ、どこ？」

「それは幻の国だよ。吟遊詩人が歌う。誰も行ったことはないよ」

「海賊の王国？」

「……リタのお坊様が、どうしてレンティアの子供を捜してるの？」

　向かいの牢から、十二、三歳に見える気の強そうな少年がイシュルに問いかけた。

「私はイシュル」

　そうだ。お坊様と呼ばれているけど、名乗っていなかった、とイシュルは名を告げる。

「レンティアのカイの友人。カイが、レンティアの子供達を捜してる」

　レンティアのカイの名に、わ、と向こう側の牢の子供達から、歓声があがる。

　どうやら、イシュルと同じ牢の子供達は違う街から攫われた子供達で、向こうの牢にいるのがレンティアの子供達らしい。

「ほら、やっぱり！　きっと、カイ様なら、助けに来てくださるって！」

「でも、あのお坊様、どう見ても、レンティアの人じゃ」

　ざわめきが広がる。レンティアって何？　と聞いているちいさな子に、幻の海賊の国だよ、カイっていう強い海賊の王子様がいるの、と少し大きい子が教えている。

「あ、えーと。私の身の証に……、これ、わかる？」

　牢の柵ごしに、イシュルは、手鎖をつけたままの左手の小指をあげる。

　でもこれでわかるかな。

　実際、カイに逢ったことのある子達なら、カイと同じ指環ってわかるだろうけど……。

「……あれ、ラウラ婆様の指環！　カイ様が遠い国の半身にあげちゃったの！　おかげで私はカイの半身に、生きてるうちに逢えぬかも、ってラウラ婆様ぼやいてた！　それにあの鳥！　あれ、カイ様の鳥だよ！　あんな色の鳥ほかにいないもん！」

「カイの愛鳥、レンティアのルシエル、ダゾ」

　黒髪の少年があげた声に、えっへん、とルシエルが格好をつけて踏ん反り返る。

「捜しに来たよ。何処にもやられてなくてよかった。カイも、トゥールさんもヤンさんもレオナルドさんも、ずっと、みんなのこと捜してたよ」

　何処にも売られてなくてよかった。レンティアの子供達にそう告げながら、膝ひざに乗ってる瘦やせたちいさな子供を抱き締める。

「オークションで売るんだよ」

「え？」

「奴ら、市をひらくんだ。そこで子供達を売る。それまでは、うさぎみたいに、ここで飼うんだ。そのときオークションに出す子供達だけ、綺麗にする。もう、売られちゃった子もいる」

「その子供達のなかに、イシュル殿のお捜しの子供は見つかったかな？」

　牢の並ぶ暗い廊下に、暗い声が響く。

「ドーリア枢すう機き卿きよう」

　枢機卿の緋ひの衣。レオーネが着ていると、魔を払う赤に見えるその緋の衣が、ドーリア枢機卿のそれは、まるで人の血で染めたもののように禍々しく見えた。

「枢機卿様、何故、私に鎖を？　この子供達はいったい？」

「イシュル殿は、その子達を、ずっとお捜しだったんでしょう？　犬のように、あちこち私の周辺を嗅かぎまわって。尊い生まれのルティシアの皇子ともあろう御方も、レンティアの海賊王子の愛人などに身を堕とすと、密偵まがいのこともなさるらしい」

　何故、こんな下種な男から、随分と見下げられているのか、一瞬イシュルは意味がわからなくて、思わず、ルシエルと眼を見かわしてしまった。

「我が身も我が名も、私が信頼し、敬愛する友によって、汚されるとは思いません」

　それは静かな声だった。

　こんな男に、カイの愛人と見下げられても、イシュルは痛くも痒かゆくもなかった。

　まして密偵まがいの真似はイシュルが望んでしていたことだ。

　カイの望みではない（たぶんカイにバレたら、何やってるんだ、おまえと叱られる）。

「私が悲しむことがあるとしたら、ドーリア様、僧の身でありながら、子供を攫って売るような方に、我が父が私の身を預けようとしたことぐらいです」

「世間知らずのイシュル殿。その子供達は、高貴な方々に買われなければ、塵じん芥かいのような存在だ。むしろ、私は善行を積んでると言いたいね。貧しい子供達に、決して味わえぬような贅ぜい沢たくな生活をさせてやろうと言うのだ」

「よくも、そんな勝手なことを……！」

　暖簾のれんに腕押しとはこのことで、ドーリア枢機卿は何ら悪事を働いているつもりがないらしく、イシュルの罵ば倒とうに怯ひるむ様子もない。

「この子達と一緒に売りに出してやっても、あなたなら、さぞやいい値がつくだろうが、父君の手前もあるし、それはしない。あなたは可愛い生き人形にして私が可愛がって差し上げる」

「お断りします！　あなたの生き人形になるくらいなら、死んだ方がマシです！」

　ルティシアを出るときのイシュルは、ドーリア卿きようの男おとこ妾めかけになるのも仕方ないんだろうか、と何処かで諦あきらめていた。

　そんなことを、どうして了承できると思っていたのだろう。

　イシュルの身体に触れていいのは、イシュルが許した、イシュルを愛している者だけだ。

　この子供達も同じ。

　誰にもそれを売り買いや取引の材料にする権利などない。

「イシュルは、カイのもの」

　牢の暗闇のなか、ルシエルの瞳が赤く光る。

「イシュルを傷ツケタラ、カイガ永遠にオマエヲ許サナイ」

「役にも立たぬ、うるさい鸚鵡。殺してしまおうか」

　ドーリアの声に、ダメ、殺されるのダメ、鳥さん大人しくしてなきゃダメ、と子供達が怯える。

「どうしてですか」

「何がだ？」

「神に仕える身で。リアンで枢機卿にまで上った身でどうして？　最初は、何かの志を持たれて、神の家の門を叩たたいたのでは？」

　皇子皇女達の暗殺の噂や、宮殿の恐ろしい噂を女官達に聞かされて育ってはいても、イシュルはいまだ悪意に満ちた人と実際には向きあったことがなく、この枢機卿の所業を信じられないような気持ちでいた。

　リアン宮殿に僧は何千人といる。そのなかで、高僧といわれる地位につくまでには、並大抵ではない苦労があったと思うのだ。

　修行僧達の毎日の暮らしは、決して派手ではない、地味な暮らしだ。

「もとより、そんな高貴な心ではないさ。私は貧乏子爵の六番目の息子で、食いぶち減らしに、リアンに預けられただけだ。それでも、そうだね、あなたぐらいの年頃には、夢も理想もあったのだがね」

　深い闇に沈んでいくような、ドーリア枢機卿の声。

「神は悪を裁くと言うが、私は裁かれていない。ならば私は悪ではないのではないか？」

「神の裁きの前に、己自身で、己の行いを恥じてください！　枢機卿の母上も父上もきっとお嘆きになります！」

「……なんとまあ、随分、甘ちゃんのお姫様だな。これで本当にレンティアの海賊に攫われていたのか？　あの色男が教えたのは、恋歌だけか？　世間の厳しさは教えなかったのか？」

　嫌いや味みな老人に失笑されたが、言わずにおれない。

　こんな小さな子達を攫ってきて売り飛ばすなんて、どうして良心が痛まないのだろうか。

「まあ、そういうところも可愛いかの。これ、ルティシアのお美しい皇子殿下を私の部屋にお連れしろ。丁寧に運べよ。傷をつけるな。ああ、鸚鵡はいらん。うるさいからな」

「はっ」

「イシュルニ触ルナ！」

　老人に命じられて、配下の者がイシュルを牢から連れ出そうとするが、ルシエルが鋭い嘴くちばしで攻撃する。

「イテッ、このっ」

「寄ルナ、無礼者！」

「邪魔になるようなら、鸚鵡は殺してしまえ」

「やめてください、ルシエルには手を出さないで」

　剣を抜こうとする牢ろう番ばんに気づいて、イシュルは慌ててルシエルの動きを手で制する。

　大事な大事な友達のルシエル。ちゃんと無傷で、レンティアに帰す。

「ダメ、イシュル、ダメ」

「お坊様」

「お坊様」

「イシュル……様」

「大丈夫。ちょっとだけ、行って来るね」

　腕に抱いていたちいさな子を下ろし、安心するように言い聞かせる。

　大丈夫な保証は何処にもないが、それ以外、言ってあげられる言葉がない。

「ルシエルも行ク！」

「こら、鳥、おまえはダメだ」

　腕を引っぱられてイシュルが牢から出され、追ってこようとしたルシエルの鼻先で、牢の扉が閉まった。
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『リアンに渡る船を運んだわ。カイの恋人が乗ってた』

　月の光のもと、柔らかな金髪が風を含んでいる。

　華きや奢しやなシルフィード（風の精霊）達が、カイの頭上で囁ささやく。

『どうしてイシュルはリアンになんか行くの？　カイの恋人はカイより、リタの神様が好きなの？　綺き麗れいなのに、変わってるわね』

　穏やかな暗い海の波間に、白い胸もあらわな美しいシレーネ（海の精霊）達も顔を覗のぞかせている。

「神様が好きっつーか。なんつーか、律儀つーか、頑固者つーか、イシュルなりにいろいろ頑張ってんだけど、多少、ズレてるっつーか……」

　あの子は危ないことはしてないだろうか。

　どうも何かよくない予感がするのだけれど。

　アズール侵攻で勝利を収め、リアンへと凱がい旋せんする船のなかで、カイは恋人──そう呼ぶのを許してくれるならば──のことを想っている。

　さすがレンティアの海賊王子、勝利の極上の甘さだけをお持ちになる、などとスルジェ将校に嫌味を言われつつ、早く帰って愛しい恋人を抱きたいので、長引く戦は苦手なんです──何言ってやがる、てめーらがさっさと蹴けりつけずにグズグズ引っ張ってただけだろ──と笑い飛ばしてきた。

　カイの想い人は、現在、神の国に留学中で、早く帰ったからといって、自由に腕に抱けるものでもないのだが。

「みんな、オレのイシュルに優しくしてやってくれたか？」

　気まぐれな精霊達に尋ねる。

　別段、魔法使いでも、呪術師でもないのだが、カイは子供の頃から、精霊達によくかまわれて育っていて、なんとなく長年の友人のような按あん配ばいになっている。

『大事にしたわよ、カイの好きな子だから』

『嵐から守ってあげたわ。イシュルに子守唄を歌ってもらったの。カイに習った歌って言ってた。あの子の歌声、不思議。カイの歌声と似てないのに、似てるの』

「ああ、オレもそう思う」

　声質が似ているという訳ではないのだが、どうかすると、自分の声かと勘違いする。

　そんなことは、イシュルのときにしか思ったことはないが、イシュルと歌を重ねていると、肌を重ねているような気持ちになる。

　そんな錯覚を起こすくらい、あの歌声は自分に近い。

『カイのこと嫌いになったから、リアンに行くの？　って尋ねたら、カイのことは大好きって言ってた。イシュルって不思議ね』

「そー不思議ちゃんなんだよ。なんだろうな、あれは？」

　イシュルがレンティアにいるあいだは、ずっと抱いて眠ってたから。

　だんだんイシュルの気持ちがなんとなくならわかるようになってきて。

　最後のほうはずいぶん甘えてくれてたし、カイのことを好きって風情だった。

　だが、リアンには行くと言って譲らなかった。

「何食ったら、あんなに強情になるんだろ」

　キスしたら、すぐ誘うみたいに、足をひらいてくる癖に。

　いや、って言っても噓な癖に。

　夜だろうと昼だろうと、何か用事で、少しでも一人にしたら、猫みたいに拗すねるくせに。

　レンティアの海辺の館では、凄すごく恋しそうにカイを見つめてくれていたのに、何が哀しくて一人で遠い坊主の国に行きたくなるのか、あいつばかりは、よくわからない。

　親父に義理を果たしたいだけならまだいいんだが……。

「あの子、カイの新妻なのに、古女房みたいなトコあるからね」

　身の軽い風の精霊のように、夜深く寝静まった船内から、レオナルドが姿を見せる。

　精霊たちと話すときは、怖がったり気を失ったりする者もいるから、できるだけ、皆が見ていないときを選んでいるのだけれど。

「なんだそりゃ」

　レオナルドの言葉に、カイは星空を仰ぐ。そんなのダメ、カイでもダメなことはダメ！　とちびちゃんが怒っているときなどは、たしかに古女房の貫録はあるが。

「レオナルドだわ」

「レオナルド」

「新しい魔法は使えるようになった？　海賊王子の魔法使い」

「残念ながら、綺麗なお姉さま方。海賊王子の魔法使いではなくて、地を這はう一介の医者ですよ」

　ふわふわマストのあたりを漂う美しいシルフィード達にむけて、こんばんは、とおどけてレオナルドは騎士の礼をする。

「あの子は、カイの望みを叶かなえてあげたいんだよ」

「オレの、ここのところの最大の望みは、イシュルがオレの求愛に素直にうんと言ってくれることだがな？」

「そーいう色惚ぼけた望みじゃなくてさ。イシュルさんなりに、カイやレンティアの役に立ちたいんじゃないかな」

「がんばって役に立とうなんて思わなくても、イシュルは結構、のんびりして、ぼーっとしてるときのほうが癒し系だと思うんだが」

「それは、ちょっと言えてるかも」

　何かツボに入ってしまったらしく、レオナルドは笑っている。

　毎回いやいや言う割には、イシュルは身体も淫いん乱らんな性質だし、性格もちょっと怒りっぽいから──カイにだけかも知れないが──慈愛の国の僧そう侶りよ向きだとは思わないが、本人の思惑とは裏腹に癒し系だとは思う。

「あんまり無茶しないで、オレはちびちゃんに傍にいてもらいたいよ」

　オレにはちゃんと言わないが、まあ、もちろんイシュルなりの考えがあって、やってることなのだろう。

「恋してるの、カイ？」

「あの子に恋してる？」

「そうだよ」

　ホントに？　カイって、綺麗なコ見ても、ちっとも感動しない男なのかと思ってた、と風の精も海の姫達も珍しがっている。

「もしもあの子がカイを選ばなくても？　カイより神様のほうを愛しても？　カイのところに帰ってこなくても？」

「無理。心弱いオレがそんなショックなことに耐えられる訳がない」

「でも、カイ、イシュルはリアンに行ってしまったわ」

「どーしても行くって聞かないから、ちょっとレオーネさんとシグリッドさんとこに預けただけ。いまから、とりかえしに行くの。見かけたら、守ってあげて、手を貸してあげて。オレの大事な、無謀なちびに」

　守ってあげて、という優しい言葉に溶けるように、風の精霊達が消えていく。

　気難し屋の海の姫達が、何その、いっそ意地悪しようかと思うほどの溺でき愛あいっぷりは、と白い裸の肩を竦めている。

「カイ、あんまり風の姫や海の姫達にねだって甘えんなー。もう後続の船、この船に、全然ついて来れなくなってるぞー」

　物見台からヤンの苦笑気味の声。

「オレまったく無実なのに、また海賊王子の魔法使いが、ありえない速さで、王子の船を運んだとか言われそう」

　レオナルドがぼやいてる。

「何だか嫌な感じがするんだ。早くイシュルの無事な顔を見たい」

　不安を紛らすように、カイはイシュルとお揃そろいの右手の小指の指環にキスをした。
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「今日はイシュル殿をご招待できて誠に喜ばしい日だ」

　重い手鎖と足鎖を嵌はめられたまま、イシュルはドーリア枢すう機き卿きようのベッドに座らされていた。

　どうしよう。

　囚われている子供達は見つけられたけど、うまくレオーネ様やエーランドに、イシュルの居場所は連絡できていないのかも。

　連絡がちゃんとついているなら、イシュルを追って、助けが来ているはず。

　このままここでこの老人の手て籠ごめにされてしまうんだろうか。

（ドーリアにしろ、他のエロ爺じじぃにしろ、気をつけろよ。イシュルは鬼のように怒り出さなきゃ、とびきり可愛い子なんだから）

（鬼のようにって）

（でももし誰かに何かされても、そんなのオレがぜんぶ忘れさせてやるから、頼むから、世を儚はかなんだりしてくれるなよ）

（カイだって、強ごう姦かん魔の癖に、何をえらそうに）

　誰かに何かされても、イシュルはオレのものだから。

　耳元で優しい声が木霊している。

　我わが儘ままをぜんぶ聞いてくれた。

　ずっと好きでいるからと、何度も誓ってくれた。

　そんなにカイに愛されるほどのことを、イシュルは何もしていない、と不思議に思うくらいだった。

　なのでここでたとえドーリア枢機卿と浮気（？）しても、カイが百回やりなおしてくれると言ってたが──やりなおしてくれなくていい──できれば、ドーリア枢機卿には触られたくない。

「けれど哀しい日でもある。ロンバルディアの私の別邸に、宮殿の僧兵がやってきて、何故か、上から下まで、私の屋敷を調べていったと言うのだ。何を探していたのだろうね。ここと違って、ロンバルディアの別邸には、何も怪しいものはないのだがね」

　にっこり、ドーリア枢機卿は、イシュルに笑いかける。やはり、レオーネとエーランドはイシュルを追ってくれたのだ。けれど、探してくれた場所とは、別のところにイシュルは囚われているらしい。

「せっかく囮おとりにまでなったのに残念だったね」

「…………」

　穏やかで、憎らしい嘲ちよう笑しよう。

「イシュル殿には私の秘密を教えてしまったので、ここで、私に身も心も捧ささげて頂かなければ、とても宮殿には帰せなくなったよ」

「…………」

「そのうちに、素直になれるよいお薬を処方してさしあげようと思うが、あなたは、嫌がるお顔もなかなかに可愛らしいから、まずは、このまま」

　どうしよう。気持ちが悪い。

　ドーリア枢機卿が近づいて来るだけで、背筋に悪寒が走る。

　このままでは吐くかもしれない。

　手には鎖。足にも鎖。

　もちろん、腰に剣のひとつも帯びていない。

　奪えないかとドーリア枢機卿を観察するが、高貴な僧侶が剣など帯びている訳がない。

　この拘束された腕でも、この老人を倒せるだろうか。

　だが、たとえ、この老人を倒して外に出ても、誰にも捕まえられずに、地下のあの牢ろうまで降りて、あの子供達、全員を連れて逃げるのは、少し無理がある。

　なんとかして、ルシエルを外に出せたら、助けを呼びに、飛んでもらえるのに。

　……では、もし、この老人をイシュルが人質にできれば？

「おお、私に怯おびえているのか？　可愛い子だ」

　顎あごに伸びて来る皺しわ深い老人の指をイシュルは黙って、じっと見つめている。

「さぞや怖かったろう？　父上のもとから、私のもとに来るはずだったのに、野蛮な海賊に攫さらわれて。あなたは、あやつに騙だまされているのだ。あの憎らしい若造に。本当のイシュル殿は、父上の言うことを聞く、よい子のはずだ」

　そう、カイに攫われたあのときまで、イシュルは父に逆らうつもりはなかった。

「なんという白い肌だ。ああもう、誰にも渡さぬからな」

　抱き寄せられるままに、ドーリアに身体を預け、イシュルは手の鎖を静かに老人の首に絡ませた。

「お願いです、ドーリア様。あの子達を解放してください」

「ならん。あれらは大事な商品だ。何、怖がらなくてもよい。あの貧民達とあなたは違う。あなたはずっと私が大事に可愛がって……うっ？」

　そっと愛あい撫ぶするように、イシュルの白い手が、ドーリアの首を這う。枢機卿の首回りに、無骨な首飾りのように、イシュルの手鎖が這う。

「では、……もし、私が、この鎖で、ドーリア様の首を締めてしまえば、このさき、たくさんの子供達が泣かずにすみましょう」

「な、何をするかっ、この無礼者っ」

「人に勝手に鎖をつけるほうが無礼だと思うのですが」

　カイに無理やり犯されたときは、カイを好きな分だけ、びっくりして哀しかった。

　いまは、そのどれも感じない。

　さっき抱いていたちいさな子供の体温を覚えている。

　牢にたくさんいた子供達の怯えた瞳ひとみを覚えている。

　だから、怖さより、この老人への怒りが勝る。

「リアンの枢機卿を殺すのか！　そんなことが許されると思うか！」

「私とて、ドーリア様に、正当な裁きを受けて頂きたい。ですが、聖なる裁きまで待てません。いま地下にいる子供達を救いたいのです」

　けれどもちろん、躊躇ためらいもある。イシュルはまだこの手で人を殺したことはない。

（オレは、綺き麗れいな手は持ってないけど、イシュルを好きだよ）

　……力を貸して、カイ。強さと勇気を貸して。

「こ、の！」

「……あっ！」

　揉もみあっていて、イシュルは足の鎖を老人に踏まれた。

　ダメだ。一瞬の躊躇いが裏目に出た。迷うべきではなかった。

「誰か！　この馬鹿者をとりおさえよ！　骨の髄まで海賊に堕ちているらしい！」

「むしろ、褒め言葉とお受けします！」

　枕に手鏡、手当たり次第にものを投げつけて、イシュルは転がるようにしてベッドから落ちる。大きな音をたてて、寝室のドアがあく。

「ご主人様！」

「何事ですか、ご主人様」

「あの、愚か者をとりおさえよ！　大人しくさせよ！　例の薬をこれへ持て！　この猛獣を大人しゅうさせねば！」

　あの二人は、剣を持っている。

　……あの剣が、欲しい。

　手鎖、足鎖を引きずり、儚い姿で床を這いながら、イシュルは、猫のような琥こ珀はくの瞳で、従者の腰の剣を見つめていた。

（エーランドを供に連れて行け。あれでも、レンティア五人衆の一人だ。でも剣の腕ならイシュルのほうがいいくらいだな。アイツは何かと世渡り上手だから、そのへんをカバーしてもらえ）

　阿あ片へんか何かを打たれてはたまらない。

　イシュルの頭がハッキリしているうちに、せめてルシエルを外へ離して、子供達が捕らえられている場所を、エーランドやレオーネに知らせたい。

「大人しくしろ！」

「逃げられるものではないぞ！」

　二人ではなくなる。従者の数が増えていく。

「ぐっ……！」

　細い肩を摑つかもうとした男の腕を擦り抜け、イシュルはその男の腹を蹴けり上げた。衝撃で、男の手から落ちた剣を奪って部屋の外に出る。

　毎日、レンティアのカイの館で、カイとキスだけして暮らしていた訳ではない。太陽のあるあいだは、砂浜でカイやレオナルドやトゥールと剣の稽けい古こをした。あの足をとられる砂に比べれば、まだ動けるはず。

「逃がすな！」

　地上に逃げるべきだろうか。それとも、地下の子供達のところへ？　でも、一人で、あの大勢の子供達を無事に連れ出してあげられる自信がない。

「その子供、強いぞ！」

「殺してはならぬ！　取り押さえよ！　ルティシアの皇子だ、まだ使い道がある！　生かして捕らえよ！　死体にしてはならぬぞ！」

　ドーリアの声を背に聞きながら、覚束ない足取りで逃げる。よけきれなくて、ドーリアの従者を剣で斬った。斬った男の血を浴びて、白い僧衣が赤く染まった。

　怖かった。初めて、真剣で人を斬った。

　枢機卿は意志を持って殺すべきかと思っていたけれど、ドーリアの館の者を殺したいとまでイシュルは思っていないので哀しかった。

（あんまり無茶をするなよ）

　迷っていないで、逃げないと。

　あの地ち下か牢ろうの子供達のために、助けを呼ばなくては。

　それに、捕まって、おかしな薬でも使われたら、カイに逢あってもわからなくなるかも……。

（カイ）

　左手の小指の指環が熱い。

（カイ。カイの捜してた子供達、見つけたけど……もう、足がうまく動かない）

　アズールから帰ってきたら、もう一度カイに逢えたら、ちゃんと好きって言いたい。

　本当は子供の頃からずっとカイだけが好き。

　そして、この先も、きっとカイより好きになる人はいないって。

（もうオレはイシュルのいや、と嫌いは、勝手に大好き、と変換して聞くことにする）

　大好きだよ。

　強姦魔のカイにはいまだに怒ってるけど、たくさんのものをカイにもらって生きてきたから、カイの望みを叶かなえてあげたかったよ。

　カイが捜してた同郷の子供達、助けてあげたかった。

「ちょっとー、カイ、ホントにここでいいんだろうな、どーすんの、オレ、ヤダよ。こんなトコで不法侵入で捕まるの。神の国で捕まったのバレたら、ばーちゃんに怒られそーじゃん」

「わからんが、シルフィード達がイシュルがここにいるって。でもたしかに、さっきから、オレの右手の小指も熱いから、イシュルはここにいるはず……」

「……なあ、なんかこの館、さっきから、モメてね？　気のせい？　盗賊でも入ってんのかな？　てかオレ達が盗賊か？　もーオレ、また長老に怒られそうでヤダ」

「つーか、船の子達かわいそ。いきなり船長以下、主要メンバーいなくなって」

　場違いなほど、吞のん気きそうな声が聞こえる。聞き慣れた……陽気な声。

　左手の小指が熱い。

「カイ……？」

「イシュル？」

　幻覚？　と思いながら、イシュルが名を呼ぶとカイの声が応えた。

「イシュル！　おまえ、怪我……！」

　リタの白い僧衣を返り血で真っ赤に染めていたイシュルに、カイの腕が伸びて来る。

　ホッとして、重かった足から力が抜けていく。

「イシュルさん！」

「なんだ……曲者！」

　逃げるイシュルを追ってきた者達が、レンティアの若者達を見つける。

「カイ！　地下牢にレンティアの子供達とルシエルが捕まってる！　……助けて！」

　カイの腕に抱きあげられながら、イシュルが叫ぶ。
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「わかった。イシュル、血が……怪我は？」

「平気。これは、返り血……」

　血と汗と涙に汚れた顔で、イシュルはカイを見上げた。相当ひどい顔だったと思う。

「何をしておる！　おまえ達、あんなほそっこい子供一人捕らえるのに、一体、いつまでかかって！」

「……ドーリア枢すう機き卿きよう」

「レ、レンティアの……？　な、何故ここに、貴公が？」

　ドーリア枢機卿が、イシュルを抱きあげたカイの姿を見て、奇妙な呻うめき声をあげている。

「オレも尋ねたい。何故、我が半身が、鎖をつけられ、狩られているのか？　何故、この館の地下に我が国の子供達が？　神の前で裁きにかけるべきことがありそうだな」

「……この不法侵入者共を始末しろ！　生きて返すな！」

　一瞬の躊躇いの後、ドーリア枢機卿が叫ぶ。

「無謀な坊さんだな。誰を相手にしてると思ってるんだ」

　カイが呟つぶやく。

「ねー、殺されかけたら、正当防衛だよね？　イシュルさんにひどいことしたんだから、いつもより思いきりやっていい、カイ？」

　レオナルドが細身の剣を抜く音。

「遠慮はいらん」

　既にトゥールは、おらおらおらどけ！　と雄叫びをあげて、行く手を阻む者と斬りあっている。

「ヤン、地下へ！」

「了解！」

「カイ。重いから、下ろして」

「この程度の僧兵相手なら、右腕だけでも戦える」

　左腕にイシュルを抱いて、カイが向かって来る者達を剣で薙なぎ倒たおしていく。

「イシュル」

「うん……？」

「ただいま。後で、いろいろ聞きたいが、とにかく、無事でよかった」

　螺ら旋せんの階段を下りながら、ちょうど斬りかかって来る者がいなかったので、カイがイシュルの額にキスしようとしたら、カイ、おまえそんなこと後にしろ！　と前を行くヤンが背中に目でもあるかのように怒鳴った。
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「イシュル大丈夫ー？」

「大丈夫。ルシエルこそ、大活躍、お疲れさま」

　イシュルを守れず牢ろうに閉じ込められて、不機嫌を囲っていたルシエルは、ヤンとカイに助けられるやいなや「遅イ、カイ！　助ケニ来ルノガ！　イシュル危ナカッタ！」と当たり散らした。

　その後「わかったから、おまえ踏ん反りかえってないで、ちょっとエーランドに知らせて、レオーネ枢機卿呼んで来い。いよいよ真打ちルシエルの出番だぞ」とカイにおだてられ、「オオソウカ！　デハ呼ンデクル！」と、慣れぬ空を飛んで援軍を呼んで来たのだ。

「ゴメンネ。ゴメンネ。ルシエル、大事ナトキ、イシュルノ役ニ立テナクテ。カイニ、イシュル守ル約束シテタノニ」

「ルシエルがあのとき殺されてたら、それこそカイに逢わせる顔がなかったよ。……無事でよかった」

　しょんぼりしているルシエルに、イシュルはキスした。

　ルシエル的には、援軍を呼んでくるのもいいが、エロ爺じじぃからかっこよくイシュルを守り抜きたかったらしい。

「イシュル、痛ソウ。鎖、とれないの？」

「ん。いま、合鍵を探してくれてるって」

　助け出した他の子供達の鎖は外れたのに、何故かイシュルの鎖を外す鍵が見つからなくて、しょうがなく、まだ手鎖足鎖つきのままだった。鎖が外れないと、血まみれの僧衣も脱げなくて、この格好でリアン宮殿に戻るのは他の僧そう侶りよ達の目もあるから、と、カイ達と一緒に今夜はレンティアの大使館で休むことになった。

「無茶しちゃダメって言ったのにー。つか、エーランドってば役に立たなすぎだよね。オレを押しのけてついて来といて。きっちり締めとかないと」

　大きな外傷はない、とイシュルの身体を診て安心しつつ、レオナルドが眉まゆ根ねを寄せている。

「イシュル、おまえ、リアンに勉強しに行きたい、って言ってなかったか？」

　カイの低い声がする。

「……カイ」

「カイ、怒っちゃ、ダメー。イシュル疲レテル」

　ダメダメ、と太っちょのルシエルが可愛らしく、カイの前で首を振る。

「そうそう。たくさんの子供達を救って、未来に犯されるドーリアの罪も防いだイシュルさんには休息が必要。カイ、お小言なら、またにして」

「違う。やっと鍵、見つかったから、イシュルの鎖を解きにきたんだよ。レオナルド、ちょっと、イシュルと二人にしてくれ」

「カイがイシュルさんのこと苛いじめないって約束するなら、二人にするけど」

　心配だと言いたげに、レオナルドがカイを見ている。

「苛めないよ、なんだそりゃ」

　しぶしぶレオナルドが席を譲り、カイはベッドの傍に腰をおろす。去り際、何かカイの耳に囁ささやいたレオナルドに、ああ、とカイは小さく頷うなずいた。

「イシュル、ちょっと細かい傷に染みると思うけど、足ここにつけるぞ」

「カイ、いい、……自分で」

　手と足の鎖を外してくれたカイが、泥と埃ほこりに汚れたイシュルの足を湯を満たした盥たらいにつけさせ、清潔な布で拭ふいてくれる。

「痛いか？」

「へいき」

　ドーリアの寝室から裸足で逃げたから、イシュルの足には汚れだけでなく、無数の傷がついていた。

「イシュルノ足イタイ。傷イッパイ」

　くすん、とルシエルは哀しんでいる。

「カイ。着替えていい？」

「ああ、もちろん」

　やっと手鎖が外れたので、イシュルは血に汚れた僧衣を脱ぎたかった。

「ちょっと向こう向いてて」

「なんで、いまさら」

　茶化しつつ、カイは後ろを向いてくれた。たしかにカイには、もういいというほどイシュルの裸を見られているが、それでも改めて目の前で着替えるのもどうだろう、と思ったのだ。

「カイ」

「うん？」

　汚れた僧衣を脱いで、イシュルは白い夜着を纏まとう。身体の汚れが気になる。たいした傷もないし、今夜、お風ふ呂ろに入ってもいいだろうか、とレオナルドに確認すればよかった。

「どうやってあの場所へ？」

　ロンバルディアの館と違い、あの牢のあった館は、ドーリア枢機卿名義ではない隠し館らしく、ルシエルに導かれて辿たどりついた僧兵達も余所者のカイ達がよくここを見つけたものだと感心していた。

「ああ、シルフィード達が、運んでくれたんだ。オレの船を、速い風に乗せて運んでくれてたんだけど、間に合わないって焦り出して。オレはこれまでわりと不思議な経験してきたけど、海の上から丘の館にいきなり運ばれたのは初めてだな」

「海の上から？」

　イシュルは琥こ珀はくの瞳をみひらく。

「そう。ああ、シルフィードからイシュルに伝言」

「なに？」

「また、カイとイシュルの二人の歌を聞かせてって。レンティアの浜辺を渡るときに、楽しみに聞いてたんだってさ」

　海からの風に乗せるように、カイと二人で歌って遊んでいた。

　その海を渡る風がカイを連れてきてくれて、イシュルを助けてくれた？

「あ。カイ、リアンに来るとき、ひどい嵐で、海の姫達が船を守ってくれたんだよ」

　イシュル、どこに行くの？　狭量なリタの神の国？　どうして？　どうしてカイといないの？　ああ、ダメ。イシュルの船を沈めてはダメ。海賊王子の想い人よ、すごく綺き麗れいな声で歌うのよ、と、海の姫達がイシュルの船を守ってくれた。

「ああ。嵐の海でイシュルを助けて、子守唄うた歌ってもらったって自慢してたよ」

「…………」

「イシュル？」

「なんだか、海でカイに攫われてからずっと、一人になったことがない気がする」

　カイがいるときはずっとカイと一緒で。カイから離れて船に乗っても、シレーヌ達がこの子を知ってるわ、と見つけてくれた。エーランドがいて、トゥールがいて、レオナルドがいて、ヤンがいて、ルシエルがいて、それがいつしかあたりまえになって。

　さっき、本当に一人で戦ってるときですら、子供達のためにどうやって助けを呼んだらいいか、と思っていた。誰か助けを呼ぼう、なんて、少し前のイシュルなら思えなかった。その一人で戦うイシュルさえも、シルフィード達が見ていて、カイに知らせてくれた。

「風は何処にでも渡るし、海は何処までも続くものだから？　レオナルドが絶対オレが魔法使ったことにされる……てボヤいてたけど、ホント助かったよ。……オレ達が来るまで、イシュル一人でよく持ちこたえたな。よく頑張った」

　がんばったな、と言われたのが思いがけなくて、イシュルは琥珀の瞳ひとみをみひらく。

　ただいまとキスはされたけど、援軍がきて、ドーリア枢機卿が捕らえられ子供達が助け出されて、レオーネ枢機卿とカイが話したりしていて、カイとゆっくり話す暇はなかった。

　カイに褒めて欲しくてしたことではないけれど、いままでのルティシアでのイシュルと父との行き違いのように、余計なことをという顔をされたら哀しいと思っていた。

「剣の腕はいいけど、実際にこの手で人を斬ったのは、イシュルは今日が初めてだろう？」

「……う……ん」

　まだ人の肉を斬った感触が生々しく残るイシュルの手に、カイの手が触れる。

「オレさ、初めて人を殺した日、眠れなかったよ。寝ても、すぐに魘されて起きたよ」

「カイが？」

「うん。戦闘だから、毎日、人殺すんだけどさ。それであたりまえなんだけど、いまだに得意じゃないな。だから、いつも、可能な限り、死人を少なくして、戦に勝ちたい。甘ちゃんだって笑われても」

　カイがイシュルの指に自分の指を絡める。十本の指がすべて重なる。互いの小指に嵌はめられた双身の指環が重なる。

「たくさん人を殺して眠れない夜は、イシュルの手紙を読み返す。……いつも他愛ないことばっかり書いてある」

「ずっと宮殿にいたから、あんまりおもしろい話も書けなくて……」

「読んでると癒されるんだ。イシュル変わってないな、あの可愛いちびちゃんにまた逢あいたいな、って。でもやっと逢えたと思ったら、オレがイシュルの理想通りに育ってなかったみたいで、怒られてばっかなんだけどな」

「それは、カイの態度にも、問題が……」

　いけない。どうしても逢うと、気持ちが甘えてしまうのか、素直に言えない。

　カイが帰ってきたら、カイに逢えたら、カイが好きって言おうと思ってたのに。

「さっきレオナルドがさ」

「…………？」

「何も言わずに、おまえのために命も身体もはるような健気姫、泣かすなよ、て」

　重なっていたカイの指が離れていくのを、寂しい、とイシュルが思っていたら、腰を抱かれた。

「イシュルが健気なコなのは昔から知ってるんだけどさ」

「…………」

「前にも言った気がするが、おまえはもうちょっと、オレに大事なことを言え」

「…………」

　こつん、と額と額をあわす音。

　久しぶりに、吐息の触れあう近さで見るカイの顔。

「オレがレンティアの子供達、捜してたから、イシュルも捜してくれたのか？」

　声に出さずに、こくんとイシュルは頷く。

「オレのことなんか嫌いっていつも言うのに？」

「……違う」

「ん？」

「嫌いじゃない。ずっと……、子供の頃からカイが好き」

　ちゃんと伝えなきゃ。

　カイがアズールに行っているあいだ、毎日、カイの無事を祈りながら想っていた。

　さっき追われて逃げていたときも、このままどうにかなってカイに逢えないのは嫌だと思っていた。

　レンティアのカイの館で暮らした時間、カイに文句をいろいろ言いながら本当は幸せだった。

「友達として？」

　うん？　と甘やかすように、カイがイシュルの金髪にキスしている。

「五年間。ずっと遠いところにいたけど、カイがイシュルの気持ちを支えてくれてたから、たった一人の友達の望みを叶かなえる役に立ちたかった」

「たった一人の友の名をオレにくれるのは嬉うれしいが、うちのレオナルドやトゥールが、イシュルの友に数えてもらえないのか？　と拗すねるぞ。……それに、イシュルの親父さんは喜ばないかもだぞ？」

「あの牢にいた子供達が順に売られていくのを知らないふりしてまで、父様の歓心を買いたいとは思わない」

　自分自身のことならかまわないと思っていた。

　男色家と噂の枢すう機き卿きようのところにやられても、そんなことでしか、イシュルが父の役に立てないのなら、それでもいいとまで思っていた。

　だけど、攫われて売られる他の子供達は自分の意志じゃない。あの緋ひ色いろの衣の老人一人のために、そんなことは許すべきじゃない。カイの捜していたレンティアの子供達だけではなく、囚われていたすべての子供達を故郷に返したいと望んだ。

「……強くなったな、イシュルは。……アズールで戦いながら、ああ、オレ、子供の頃から、一番嫌いだったこと、イシュルにしたんだよな、って一人密かに落ち込んでた」

「カイが、一番嫌いだったこと？」

「強ごう姦かん。戦場には、人殺しが合法なんだから、敵の女犯すのも合法だろ、なんて奴が五万といる。反吐がでる。大嫌いだったのに、同じこと、自分がイシュルにした」

「それ……は、違うと……カイはイシュルの敵じゃないし……」

　イシュルは戦場には行ったことがないけれど、それは少しも同じじゃない気がする。

　さっき、イシュルを自分のものにしたがるドーリア枢機卿の手から逃げていたときともまったく違う。

　何が違うんだろう。もちろん、イシュルの気持ちも違う。それに……。

「でも泣かした。嫌がって泣いてたのに、無理強いした」

　ああ、瞳だ。

　傷ついたようなカイの瞳を見つめて、イシュルは思う。

　この瞳が違うんだ。

　カイに犯されたカイの船のなかでも思っていた。

　カイのほうがイシュルにひどいことをしておいて、カイのほうが傷ついたような顔をするのはずるいと。

　……さっき、綺麗な美術品か何かのようにイシュルを見ていたドーリア枢機卿の瞳とも、イシュルに興味のなかった国の父様の瞳とも違う。

　イシュルを愛して、心配してくれる瞳。

　イシュルのひとつひとつの言葉に、傷ついて、喜んでくれる瞳。

　リアンに来てから、イシュルは、カイのことで、いろんなことを言われた。

（海賊王子に攫われて？　そして戻されてここに？　気まぐれな海賊王子が飽きたのか？）

（イシュル殿が海賊王子を嫌ったのではないか？）

（だがレンティアのエーランド殿が、まるでイシュル殿の影のようにイシュル殿を守っている。海賊王子と不仲ならあれはどう説明する？）

　お坊様も噂好きな方が多いですね、とエーランドが感心していた程だ。イシュルは気にしていないふりをしつつ、実は密かに気にしていた。

　イシュルが絶対にリアンに行くと言い張って、嫌がるカイの言葉をきかなかったのだが、カイがイシュルに飽きたとか不仲とか、そんな噂話を聞くともなしに聞いていると、そのほうが本当な気がしてくるから怖い。

「カイ……」

　再会したときにキスはされたけれど、それ以上は何もされていない。

　いまも、イシュルのベッドの傍らにいるというのに、カイはイシュルに触れてこない。

　……カイに好きだと告げようと思っていたけれど、気づかないうちに、カイに飽きられていたらどうしよう？

「アズールに美人はたくさんいた？」

「……知らん。主にオッサンとしか逢ってない。そりゃ坊さんしかいないリアンよりは、疲弊したアズールとはいえ、美人もいたろうが、なんでだ？」

「あたらしい……海賊王子の恋人の歌が聞こえてこなかったな……って」

　どうしてこんなに素直じゃないんだろう？

「そりゃそうだろう？　早くイシュルを迎えに来たくて、毎夜寂しく、オレは一人寝してたんだから。なあ、まだリアンにいたいか？　半年も暮らせば坊主の国なんて飽きたろう？　法王様やレオーネ卿きようはイシュルを気に入って、出世コースに組み込みたいらしいが、オレはこんなとこにイシュルをずっとおいとくのは嫌だ。連れて帰りたい。……オレと一緒にレンティアに帰ろう？」

　一緒にレンティアに行こう、ではなく、一緒に帰ろう、とカイは言う。

　レンティアからイシュルを送り出してくれるときに、額にくちづけながら、カイの母上も言ってくれた。

（きっとレンティアに帰っていらしてね。私達は、いつまでも、イシュル様を待っていますよ）

　広い静かな法王宮殿で、真夜中にふと目を覚まして、懐かしく思い出していた紺こん碧ぺきの海。

　海からの風の渡る場所、優しい太陽の振りそそぐ島。

　海辺でイシュルがカイと歌っていると、ちいさな子供や、ヒトではない海の精や風の精が歌を聴きに来た。

　そこでは、僧院にいるときの半分も神様の名は唱えないのに、その島を思い出すと、何故か、この世にきっと神様はいる、と信じられる。

「……カイ、イシュルに飽きてないの？」

「何いってんだ、おまえ。……海賊王子は、リアンにルティシアの皇子を返したが、少しも諦あきらめきれないらしい、ってそれこそ街角の詩人にすら、オレが未練たらたらだって、歌われてるだろ」

「そんな歌、詩人の勝手な想像だし。……イシュルは、アズールからカイが帰ってきたら、カイが好きって……、父様のところじゃなくてカイのところへ帰りたい、って言おうと思って……、でも、カイはもう心変わりしてるかもと」

　言いながら、イシュルは真っ赤になってしまった。

　レンティアで暮らしていたときは、毎日カイに抱かれていたけれど、カイに恋をしている、とイシュルがちゃんと自覚したのは、カイのもとを離れてリアンに来てからなので、こんな気持ちでカイと向きあうことは初めてと言ってもよかった。

　だから、カイにどんなふうに接していいのかわからない。

「本当に？」

「………………」

「イシュル、本当に？　オレと一緒にレンティアに帰る？」

　どんなときも冷静な海の将軍として恐れられる歴戦の勇者殿は、イシュルの囁ささやくような声を聞いて、子供のように嬉しそうな顔をした。

「ドーリア殿の罪をあきらかにしたことで、枢機卿殿と懇意な父様からは勘気を蒙こうむるだろうし、父様から……お怒りを受けなくても……、もうルティシアには帰るまいと……、もしカイのところへ行けなかったら、ここでレオーネ様と法王様に生涯仕えようと……」

　そんなに僧そう侶りよに向いているとは思えないが、レオーネ枢機卿やシグリッド法王様のことは尊敬しているので、ルティシアにいたときよりは、前向きに暮らせると思う。

　人生を選ぶ。自分で。父様の意志ではなく、自分の意志で。何処かルティシアでないところで生きる。……でも、もしも叶うなら、その場所は、カイの隣がいい。

「そんなのオレがイシュルを連れて帰るに決まってるだろ」

　カイがイシュルを両腕で抱く。

「イシュル、レンティアに帰ル？　カイと一緒ニ帰ル？」

「……うん」

　オオ！　なんかいい話ミタイダ！　と大人しくしていたルシエルが、俄が然ぜん、二人の話に割りこんでくる。

「ヤッター！　嬉しいー！　イシュルがイルナラ、ズットここいる気だったけど、ルシエル、ホントハ、お祈り、チョット、アキテタノー！　嬉しい！」

「ご、ごめんね、ルシエル、苦労かけて」

「ウウン。ご機嫌だから、カイにモ、教えちゃうヨー。カイ、イシュル、よく、カイの夢見てネー、カイのコト、呼んでタヨー」

「ルシエル！」

　えへへーバラしちゃった、とルシエルは、羽をパタパタさせている。

「それはたぶん、オレがイシュルを夢で抱いてたからじゃないか？」

　カイの唇がイシュルの唇に重なって来る。狂おしいほどのくちづけ。そうやって、身体の奥まで探るように、カイに深くくちづけられて、ようやく、飽きられたのでは、などという流言がイシュルの耳から消えていく。

　子供の頃にカイから貰もらったお揃そろいの指環が、びったり重なる。ずっとカイと共にあり、傍らで戦う者にこそ贈られるものだという、双身の指環。この指環にふさわしい者になりたい。

「十五歳からでも、遅くない？　海や船のこと、ちゃんと覚えられる……？　カイと一緒の船に乗れるようになる……？」

「もちろん。みんなも喜ぶよ。一緒に海に帰ろう」

　何度もくちづけていると、触れたそうな気配を見せつつも、イシュルが怪我をしているので遠慮しているらしいカイに、大丈夫……、とイシュルは自分からカイの胸へと縋すがりついた。

「すげー嬉しいけど、イシュル、ダメだ。イシュルの身体に触るから……」

「……はじめての、夜に……」

「え……？」

「カイが……ずっと……一番嫌いなこと、イシュルにしたって思わないように……、やりなおして……、これを、最初の夜に……」

「……あちこち傷だらけなんだから、イシュルが痛いよ。初夜のやりなおしなら、傷が綺き麗れいに治ってからにしよう？」

「………」

　頰を撫なでられて、カイから優しく言われても、イシュルは首を振る。

「……ずっとカイに……触れたかった……のに……もう、待ちたくない……」

　夢で何度もカイに抱き締められたけれど、ずっと寂しかったから。

　神様に知れたら、罰があたるんじゃないかと思うくらい、ずっとカイの肌の熱さを恋しがっていたから。

「……どーしよう。痛みどめに酔っ払ってんじゃねーか？　ってぐらい、イシュルが可愛いんだけど」

「酔って、ない……」

　イシュルの記憶にはまったくないことなのだが、カイに言わせると、酒に酔うと、イシュルはひどく積極的らしい。

「しょーがない。……こんな顔でねだられたら抵抗できない。……あとでレオナルドに怒られよう。……そっとするから、痛かったら、ちゃんと言えよ？」

　イシュルは白い瞼まぶたを閉じて、言葉どおり、そっと触れて来るカイの長い指先に身を任せた。

　ヨカッタネ、カイ、ヤット、プロポーズ応エテ貰エテー、とルシエルが極彩色の羽をパタパタさせて、二人を祝っていた。
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「イシュル、私は法王庁の愛しい子を、誠にこのような恐ろしい、悪い海賊のもとへやってよいのだろうか？」

「レオーネ様……、悪い海賊とは誰の話でしょう？　まさか、お優しい法王猊げい下かのお悩みをひとつでも減らすべく、アズール戦役を終結させた、このいかなるときも忠実なるリアンの神の僕しもべ、哀れな田舎者の海賊のことでしょうか？」

　子供の頃から思っているけれど、カイは、イシュルと話しているときは、とびきりやんちゃな子供のようだが、他の人と話していると、大変ちゃんとした大人だ。

　ちゃんとした大人、という言い方も変な気もするが、口がたつ、と言うのだろうか。

「おまえ、よくもまあ、そんな心にもないこと……、そんな派手な顔しといて、何処が哀れな田舎者なんだ？　海賊やめて、役者にでもなる気なのか？」

　呆あきれた顔で、レオーネが、レンティアの若者に屈託なく笑いかける。

　枢機卿と海賊という両極端な職業ではあるが、二人はとても仲がいいようだ。

「芝居は下手なので、オレは役者向きではないと思いますが」

　カイも悪びれずに肩を竦すくめて笑っている。

「勝手に芝居の題材によく使われてるじゃないか？」

「あれはぜひレンティアとしても、名前の使用料を要求したいですよ。我々も勝手にカイと愉快な仲間たちとして使われてるんですから」

　レオーネが混ぜっ返すと、カイの代わりにヤンが答えた。

　近頃は、宮廷戯曲から、ちいさな芝居小屋の芝居に至るまで、人気の事件や人を題材に芝居を作るのが流行している。

　勝手に題材にされるほうはたまったものではないが、やはり、現実に起きた事件というのは、人心を捉える。

「もし高額な名前使用料を要求するなら、イシュルも請求したほうがいいね」

「え……？　私ですか？」

　美び貌ぼうの黒髪のカイと金髪のレオーネ様が二人並ぶと、何とも華やかだなあ……、大聖堂の天使光臨の絵画みたい、とぼんやり見み惚とれていたイシュルは驚いて、顔をあげる。

　暫く法王庁でひどく静かな生活をしていたせいか、カイが戻るといきなり賑にぎやかになった気がする。

　カイ本人も、ただそこにいるだけで周囲が華やぐような男なうえに、連れのレンティアの人達もとても活気に満ちているので。

「私が、何故でしょう？」

「ほら。こんなにあどけない子を、レンティアなどという海千山千の国に、嫁にやるのは随分心配になるじゃないか？」

　レオーネは声を立てて笑い出す。

「いや、もともと法王宮の子なんかじゃありませんから、イシュルは。うちの子なんですから、レオーネ様、駄々こねてないで、早くうちのイシュルを返してください」

　……うちの子。

　意図せず、イシュルの白い肌が、法王宮の中庭に咲く花もかくやと、真っ赤になった。

　やっと久々にカイに逢あえたから、好きだとか愛してるとか、離れてるあいだ死ぬかと思ったとか、そんなこともたくさん聞かせてもらったけれど。

　いきなり、人前で、うちの子とか言われると……、嬉うれしいような、恥ずかしいような……。

　うちの子。

　十五年も育ててもらったルティシアの王宮では、イシュルはずっと何処かよそ者みたいな気分だったのに。

　半年も暮らしていないのに、レンティアの子にしてもらえるんだあ……と感慨深い。

「そうですよ、レオーネ様、イシュル様が帰れないとカイが荒れて、うちの船の労働環境が悲惨なことに……、どうしても書生の人手が足りないようでしたら、うちのエーランドを暫くおいていきますから。あれでも紙の仕事でしたら猫の手よりはお役に立ちますよ」

「ちょっとー、ヤン、人を勝手に売り飛ばさないでよ。まあもう少し、法王庁の図書室を満喫させて頂いてもいいけどさー」

「ねぇ、イシュル。……法王庁はどうだった？ 居心地悪かったかい？」

　優しい声で、レオーネが尋ねる。

　天上の使徒とはかくやの美貌で、何千、何万という人々に、常に慈愛を授ける声をもって。

「とんでもない、レオーネ様にも、法王様にもよくして頂いて、生まれ育ったルティシア皇宮よりも、居心地がよい暮らしでした」

　朝目覚めてから夜眠るまでリタの神と共にある生活。何よりも生まれなど関わりなく、他の僧たちと何も変わらず、朝早く起きて働く生活がイシュルを喜ばせた。

「なのに、行ってしまうのかい？　ここに、私たちをおいて」

「……」

　イシュルは瞬きひとつする。琥こ珀はくの瞳ひとみは、レオーネとカイを映している。カイが、レオーネの言葉にちっとも困っていないようなので、何とはなしに安心する。

「子供の頃、遠い国から来た海賊の少年に逢いました。その少年は、一人も友達のいなかった私の初めての友達になってくれました。そして、この砂の王国を出て、一緒に海の王国に行こう、と私を誘ってくれました。……そんなことできるはずもないと、私は、彼の申し出を断ったのですが……、本当はずっと……、ずっと後悔していました。彼と共に行きたかったと。彼と共に生き、戦い、笑い、泣き、怒り、彼と共に七つの海を渡る、そんな夢のような人生を生きてみたかったと」

「見かけによらず、ルティシアの皇子殿は冒険好きと？」

「言ったろ？　イシュルは筋金入りのうちの子だから。こんな可愛い顔はしてるけど、オレに劣らぬ剣の名手で、魂にレンティアの血が流れてるんだよ。レオーネ様の前じゃ猫かぶってるけど、神の家なんかで大人しく暮らせる子じゃないから」

　それはたしかに、と、ヤン、レオナルド、トゥール、エーランドが頷うなずいている。

「イシュル、うちの子ー」

　きゃっきゃっとルシエルもはしゃぎ出す。

「申し訳ありません。レオーネ様。せっかく、戯れにも、引き留めてくださってるのに……、ここにはたくさんの素晴らしい師がいらっしゃるのに、カイがいないと、ずっと……」

　何と言ったらいいのだろう、とイシュルは言葉に悩む。

「私の身体はここにあるのに、魂が半分ここにないような……」

　イシュルの言葉に、レオーネのみならず、ヤン、トゥール、エーランド、レオナルドもたいそう驚いて、ええ？　いつのまにそんなに仲良しになったの？　よかったね、カイ、ふられなくて、とカイに目交ぜしている。

「やれやれ、この世にもいとけない子に、どんなレンティアの魔法をかけたんだい、レオナルド」

「私は何も。魔法使いではなく、平凡な医師ですから。ただ、うちの海賊王子が、シレーネも惑わす恋歌を何度も聞かせていたのは知っていますが」

「名高いレオナルド医師にも、恋の病に処方する薬はなしか……」

「……レオーネ様……」

　カイに恋をしているのは本当なのだけれど、カイの操る船に乗る者になりたい、と言うのは、恋心だけではない。天候にも他人の言葉にもたやすく動かされないレンティアの海賊のような男になりたい……、という気持ちもあるのだけれど、到底それをうまくレオーネに説明できない。

「そんな顔をするものではないよ、イシュル、私達の愛しい子。……いいだろう、法王宮にいては、イシュルの魂が半分になってしまうというのでは、引き留める訳にもいかない」

「ご厚情に、感謝致します。短い間でしたが、お世話になりました。法王宮にて、教えていただいたことは、生涯、心の支えと致します」

「そんな大げさな。始末に負えなかった大鼠の駆除をお願いしたようなものだしね。堅苦しいことを言わず、そこのいかにも浮気しそうな美男と喧けん嘩かしたら、いつでも帰っておいで。イシュルの部屋は残しておくから。法王様とともに、帰ってくるのを待っているよ」

「……もったいない、お言葉を」

「縁起でもないこと言わないでくださいよ。オレは浮気しませんし、喧嘩しないんで、イシュルはあげませんよ」

「……カイ。ちょっと、離して……」

「油断も隙もないんだから、まったく……」

　枢機卿の好意を牽けん制せいするように、カイがイシュルを長い腕で抱き寄せる。

　レンティアの仲間だけならともかく、レオーネもいるのに、とイシュルは困り果てる。

「そりゃ、ぼんやりしてたら、とてもこんなところでは、暮らせないからね」

　次期法王とも噂される美貌の枢機卿は、にこり、と、絵に描いたように善良そうに微笑んだ。










「イシュル、明日には発つけど、忘れ物はないか？」

　こんな抹香臭いとこに長居は無用、と失礼なことを言って、カイは出立の日を決めた。

　とは言え、法王宮にもカイの知己は多いようで、高位の僧侶達に話しかけられては、引き留められていた。

　そして、イシュルの予想外に、法王宮の人々は、イシュルを失うことを残念だと嘆いてくれた。

「うん。そんなに、荷物はないから……」

　自室として使わせてもらっていた部屋にカイと二人で戻り、イシュルは点検する。

「イシュル、忘れ物ナーイ？」

「うん。何か忘れてたら教えてね、ルシエル」

「了解ー」

　忘れ物ー、忘れ物ー、とルシエルが部屋のあちこちを飛び回ってチェックしている。

　ルティシアでもレンティアでも見たことのない本に浮かれて、図書室に入り浸っていたら、本好きの皇子様に、と法王様やレオーネ様から、何冊か貴重な御本を頂いた。

　法王宮に来てから増えた荷物といえば、その頂いた本くらいの気がする。

「可愛いし賢いから、気に入られるだろうなあ、嫌だなあ、リアン行かせるの、と思ってたんだけど。予想どおり、イシュル、凄すごく可愛がってもらってたみたいだな」

「……そう、かな？　カイやアリア様から頼まれてるからねって、皆さん凄くよくしてくださったんだよ。帰ったら、アリア様にたくさん御礼を申し上げなきゃ」

　金の髪を揺らして、イシュルはカイを見上げる。

　そんなことを言われても、人生でカイ以外に可愛がってもらった経験はないので、いまひとつよくわからないのだが……。

「……ま、いいか。イシュルが鈍い方が、オレにいいこともあるんだなー」

「カーイ？」

　カイに髪を撫なでられて、イシュルは不思議がっている。

　アリア様に法王宮の紅茶やクッキーをお持ちしようかな？　イシュルも作るのを、手伝ったし……。それとも、石せつ鹼けんがいいかな。法王宮の石鹼も、とても有名らしいし……。

「アー！　イシュルの手紙！」

「手紙？」

「あ……それは……」

「カイ、イシュルからカイへのお手紙ダヨ」

　文箱の上でパタパタして、ルシエルはカイに手紙の在処を教える。

「ル、ルシエル、それ、たいしたこと書いてないから……」

「……？　なんだかやたらいっぱいあるぞ？　もしや使いの坊主に意地悪されて出せなかったのか？　そんな意地悪坊主には、オレが帰る前にちょっと教育的指導を……」

　文箱をあけたカイが、手紙の束の厚さに首を傾げている。

「ち、違うからっ。誰にも苛いじめられてないから。……恥ずかしくて、出せなかっただけで」

「……なんで手紙出すのが恥ずかしいんだ？　いままでずっとオレに手紙くれてたのに？」

「前とは違って……。海賊王子の想い人は、海賊王子を袖そでにしてここにいるのか……とかいろいろ言われて」

「袖にされてないし。世のなかの暇人共は、オレが恋に困るとそんなに嬉しいのか？　って話だよなー」

「そ、それに、カイに頻繁に連絡とってるって、ドーリア枢機卿に思われない方がいいよねって思って……」

「ああ……、そりゃそーだけど、そもそも、イシュル、オレに何も……」

「過保護ナンダよネー、カイはー」

　うんうん、と訳知り顔のルシエルに不意に合いの手を入れられて、二人で思わず笑ってしまう。

「なんだよ、ルシエル、法王宮でそんな言葉覚えたのか？」

「ウウンー、コレハネー、レオナルドとトゥールが話シテタノー」

「オレが過保護なくらいでちょうどいいだろ？　無茶苦茶なんだから、うちの可愛いお姫様は」

「ウーン、ソレはソウカモー」

「……無茶苦茶じゃないよ……」

「いや、無茶じゃない子は、オレがアズールから帰ってくるの待つから。一人であんな捕り物しないから」

「お茶に……誘われたから……行っただけだもん」

　言い訳になるのかどうかよくわからないが、事実、ドーリア枢機卿からはお茶に誘われたのだ。

「子供のときに教わったろう。怪しい人がお菓子くれるって言っても、ついて行ったらダメだって」

「……そんなの、教わってないし……」

　そう大事にはされていなくても皇子なので、ルティシア王宮からイシュルを連れ去ろうなんて無謀な賊はいない。

　何処かの物好きな、現世最強の海賊の王子様でもなければ。

「じゃ、教えとく。オレが一緒じゃないときは、イシュルは無茶はしないこと」

「う……はい……」

　何度も釘くぎを刺されつつも、また何か起きたら、本当にその約束を守れるかはわからないけれど。

　でもやっぱり無謀だったし、イシュル一人だけでは子供達をちゃんと助けられなかった。

　自分が危険なのもダメだけど、目的を遂げるためには一人では無理だ、と鎖を引きずって逃げ道を探していたときに、しみじみ思った。

　怖いこと、嫌なこと、疑問に思うこと、心底腹の立つこと。

　そんなのもたくさんあったけど、何よりも力が足りない、そんなには無敵じゃない、って。

　自分を卑下する訳ではなく、思った。

　物語のなかの勇者みたいにはなれないけど。

　いまのイシュルの精一杯で、少しくらいは頑張れたかな……って。

「まあ、オレのちびちゃんがあんまり格好良くて、惚ほれ直してるんだけどな」

　褒めるとまた無茶されるのが怖いんだけどなーとカイは微笑う。

　でも、褒めてくれる。

　危ないことはダメだぞ、と戒めつつ、金の髪を撫でて、たくさん褒めてくれて、他の人にも自慢してくれた。心配してイシュルの無茶を叱りつつ、イシュルのおかげで、ずっと捜してた子供達が帰って来たんだ、と心から喜んでくれた。

　シルフィードに運ばれて、突然、船上から消えた五人衆に仰天しつつ、後からリアンに辿たどり着ついたレンティアの船の衆は、事の顚てん末まつを聞いて、なるほど、さすがカイ様が攫さらってまで熱望する花嫁、あんなに可愛い顔してカイ様そっくりの大胆っぷり、そりゃあうちの船長と気があう筈はずだわ……、と、えらく喜んで、納得していた。

「カイのほうが凄いよ」

「ん？　何がだ？」

「アズールの戦役でも、海賊王子が参戦したから戦局が一変したって」

「それはオレが参戦したからじゃなくて、レンティア軍が優秀だからだな。もっともトゥールやレオナルドは、アズール戦役より、イシュルとリアンに行きたかったのにってずっとボヤいてたぞ」

「……え」

「まあ、オレが一番、イシュルと一緒に来たかったけど」

「……」

　それはずっとカイが駄々をこねていたので知っている。

　そして、リアン宮殿に来てからの様子を見ていても、本当にカイが留学しても、それはそれなりに通るのかも、と妙に納得した。

　カイがリタの神への深い信仰心に目覚めるかどうかはともかくとして。

　何処にいても、その場所に馴な染じんで見えるのは、カイの人柄なのか、それともレンティアのお国柄なのか。

「カイと一緒にリアンで勉強するのも、楽しかったかも」

　イシュルはつい夢見る瞳ひとみになってしまう。

　子供の頃から、教師と一緒に何でも一人で学んでいたので、カイと一緒に剣の稽けい古こをしたり、勉強できたらどんなに楽しいだろう、と夢見ていたのだ。

　カイと一緒に剣の稽古はさせてもらえたので、肩を並べて勉学に励む夢もいつの日か叶かなうかもしれない。

「勉強は寝ると思うけどな。オレは」

「そんなことないよ。きっとカイも飽きないよ。この前もね、ソルフェージュ教授の講義とかね……」

「……講義は寝ると思うが、楽しそうなイシュルを横で見てるのはきっと楽しい」

　言葉にできないような愛し気な瞳で見つめられて、イシュルは白い頰をぱあっと赤くする。

「カイ……？」

「ん？」

「カイ、何だか……ご機嫌、なの？」

　基本、カイは、イシュルが無茶を言って怒らせない限りは、わりといつもご機嫌な人なのだが、それにしても、凄く機嫌がいいような気がする。

「そりゃ、おまえ……」

「当然ダヨー」

「当然なの、ルシエル？」

「ダッテー、イシュル、レオーネ様ニ、カイガイナイト、魂ガ半分ニナッチャウテ、言ッタジャナイ？」

　それは言った。

　イシュルは、そもそも女官以外の人と話すのにあまり慣れていないので、自分の気持ちをうまく言葉に出来た気はしないが、それが一番近いような気がしたのだ。

　法王宮でリタの神に仕えさせて頂いても、ルティシアにいるよりはずっと充実した人生だと思えるが、カイがいないと、きっとずっと寂しい。

　十歳のときから、ずっと寂しかったみたいに。

「皆ノ前デー、イシュルから、アイの告白サレテー、カイ、凄く凄く、嬉シイ」

「え？　そんなつもりは……」

　もしかして、皆の前で、何か凄く大胆なことを言ってしまったのだろうか……？

　イシュルとしては、本当のことを言っただけなのだが、愛の告白というのは、本人にだけ伝えるべきもので、何も皆の前で言うことではないような気がする。

　いや、カイは誰の前でも言っている気がするけれど、カイはカイだから、ちょっと一般の人とは、べつな気が……。

「……恥ずかしいこと、言ってた？」

「なんで？　オレは嬉うれしかったぞ？　本当のことなんだろ？」

「そうなんだけど……」

「オレはこれで、シルフィード達にやっと言い返せる」

「……何を？」

　海を渡る気まぐれな風の精霊たちの、美しい艶つややかな髪と、子供のような笑い声が、イシュルの耳にも蘇よみがえる。

「カイの恋人は、カイより神様が好きなの？　と揶揄からかわれてたんだ。やっと、神様よりオレを選んでもらえた」

「……神様とカイは比べるものじゃ……」

　しかも、それだと、イシュルがやけに信心深い人のようだ。

　神の家にいさせてもらったのに、神様のことじゃなくて、この世のことばかり、というか、実はほとんどカイのことばかり考えていたのに。

「いや、気の弱い哀れな男としては、不安になるだろ。美しい恋人が、自分を捨てて、神様を選んだらどうしよう、って」

「……誰が、気が弱いの？」

「オレ」

　大真面目に自分を指差すカイに、イシュルは思わず微笑ってしまう。

　微笑ったイシュルの唇に、カイの唇が触れる。

　誓いのキスのように。

　以前、オレを選べよ、とカイが言った。

　父親じゃなくて、オレを選べよ、と。

　イシュルは、ずっと言えなかっただけで、父様よりカイが好き。

　神様とカイなら……？

　神様とカイでも、やっぱり、カイが……。

「早く……、カイと……レンティアに帰らなきゃ……」

「ん？　どうした？」

「いま、神様よりもカイが好き、って思ったんだけど、法王宮でそんなこと思ってて、罰があたったらいけないから……」

　神様にはお逢あいしたことはないが、海に精霊がいるんだから、天に神様もきっといらっしゃるだろう。イシュル一人のことなど、そうお気になさらぬだろうが、万が一にも、お気を悪くされてはいけない。何といっても、ここはリアン法王宮だ。リタの神様の総本山だ。

「それで罰があたるんなら、もっと罰があたりそうな奴、いそうだがな……、おいで」

「……カイ」

　促されて、イシュルはカイの膝ひざの上に座る。

「ルシエル、イシュルが恥ずかしがるから、ちょっと外せ」

「エエー、カイー、イシュル一人占メシスギだよー」

「おまえは、ずーっと、イシュルといたんだから、少し、海の果てで働いてきたオレを労れ」

「んモー、仕方ナイなー」

　ふー、と、大げさにルシエルは溜ため息いきをつく。

「ルシエル」

「イシュル、無体サレタラ、呼ンデネ。ルシエル、スグ助ケニ来ルヨ！」

　カイの我わが儘まま聞くルシエル大人ー、と自画自賛しつつ、ルシエルが部屋から退出する。

「カ……イ、あの……」

　改めて二人きりにされたら、どうしたらいいのかわからない。

　助け出されたばかりの夜は、熱に浮かされたようにイシュルからカイにねだったけれど、正気だとやはり恥ずかしい。

「……カイ？」

　お揃そろいの指環を嵌はめている指先にくちづけられて、イシュルはカイの名を呼ぶ。

「たとえば、イシュルがリアンに留まると言っても、オレにはイシュルを攫う力があるけど、さ」

「……？」

「それじゃダメだ。だから、イシュルがオレを選んでくれて嬉しい」

「……」

　一番好きな人に、望まれる幸福。

　それがどんなに贅ぜい沢たくなことか、イシュルも法王宮で一人寝の寂しい夜を重ねながら知った。

　もし離れている間に、カイが心を変えていたら、この腕はイシュルのものではなくなってしまっていたのだ。

「……あ……」

　甘く、首筋にくちづけられると、ぞくりとする。

　身体の奥がカイを恋しがっているのが自分でわかって、恥ずかしい。

　カイにも気づかれてしまうだろうか。

「……平気か？」

　体調を気遣うカイの声にさえ、どうにかなりそうで、泣きたい。

　イシュルは淫みだらだ、とカイに言われて、そんな筈はない、と怒っていたけれど、やっぱり、淫らな性質なのかもしれない。

「……あ、ん」

　カイの指が、イシュルのなかに入って来る。昨夜もずっとカイを受け入れていたそこは、待ちかねていた様に、柔らかくひらいていく。

「イシュルがあんまり可愛い事ばかり言ってくれるから、欲しくなったけど、まだ身体が辛いなら、無理しなくていいぞ？」

「や……、ん……」

　辛いと言ったら、このままやめられてしまうのだろうかと、イシュルは嫌々と首を振る。それでカイはいいんだろうか、と、何となく悔しい。

　イシュルばかりが、カイを欲しがっているような気がして、もどかしい。

　本当は、カイが正しいんだけれど。

　怪我人相手に、おまえは獣か、自重しろよ、って、今朝も、レオナルド医師に怒られてたし。

　イシュルのほうがカイを欲しがったんだ、とは言わないで、ただ黙って怒られて、庇かばってくれた。

「……や……、カイ……」

　この欲を、イシュルに教えたのはカイで。

　この熱さを、癒せるのもカイだけだから。

「……カイ」

　内側から蕩とろけていく身体を持て余して、イシュルはカイに縋すがりつく。

「カイが、欲しい……」

「……いいのか？」

「……」

　もう呂ろ律れつが廻まわらなくなってきて、イシュルはただ、こくんと頷うなずく。

「……や、あ」

　カイの身体にイシュルが自分で跨またがって受け入れる形になって、何処でバランスをとったらいいのかわからない。

「この方がイシュルが痛くないかと思ったんだけど、どうだろう？」

「……わ、かんな」

　痛いか痛くないかと言うより、ひどく恥ずかしい気がする。

「あ……ん……っ」

　カイの腕で抱えあげられて、繫つながりが深くなる。

　外からと、内からの、熱さに蕩けてしまいそうなのに、あくまでも身体はふたつあって、ひとつに溶けてしまうという訳ではない。

　それがいいのかな、とも思う。

　ひとつになると言うけれど、ふたつの身体のあわいが消える訳ではなくて、カイがここにいる、と思えることが。

「イシュル、もう少し、身体の力、抜いて？　それじゃ、おまえが、辛い」

「……無、理」

　何一つ自分の意志の力では動かせていないので、ただ、涙目で首を振る。

「……あ、やあっ」

　縋り付いて、指先があわさると、揃いの指環が重なって、それがイシュルに安心感を与える。たぶん、カイも、それを知っている。

　どんなに遠く離れても、運命を繫げるという双身の指環。

　双身の指環だけを身に纏まとって、カイと溶けあっていきながら、イシュルは愛しい人が共にある幸福を感じていた。







　あとがき




　初めまして、須す王おうあやです。

　この度は、『海賊王子と初恋花嫁』をお手に取って頂いて、ありがとうございます。

　このお話、旧題は『ＡＱＵＡ』というタイトルなのですが、書籍にして頂く際に、何か今風のタイトルを、との編集様のご提案で、なるほど、ではもっと甘く、ルビー文庫様らしく、可愛らしいタイトルに、と考えて、変更したのです。

　でも私があまりにも寄せ過ぎたのか、逆に優しい編集様に「大丈夫でしょうか……？　何か物もの凄すごく編集に無理やりつけられたタイトルっぽくありませんか……？」と心配して頂きました。そんな冤えん罪ざい、可哀想すぎる。作中のイシュルではないですが、無理やりではありません。

　もしも、タイトルでお手に取って下さった方が御一人でもいらしたら、私と編集様の苦労が報われるのではないかと思います。

　私は放っておくと、十本書いた小説にすべて綺き麗れいなお菓子の名前をつけるような人なので、そもそもタイトルのセンスというものが足りないのです。

　旧題『ＡＱＵＡ』は、海ものだから、ＡＱＵＡでした。海の中から泡を捜すように、みたいな。海の中から泡を捜すように、この本に出で逢あって下さった方がいたら、嬉うれしいです。

　昨年の秋、「天下分け目のＢＬ合戦に武将として参戦！」というツイートを、それはいったい何の戦？　と拝見したのがきっかけで、武将キャラとは程遠い私も人生で一度くらい武将として参戦してみたい！　と浮かれて参戦しました。まさに、お祭りに一番後からポテポテついてく子供のようでした。

　思いがけず、角川ルビー文庫賞の大賞を頂いて、このあとがきを書いてるのが、夢のようです。

　子供の頃から本が好きだったので、本好きの少女らしく、いつか本が出せたらいいなあ、とは思っていたけれど、そんなのは才能のある人の話で、夢のまた夢だよね、と諦あきらめてた夢だったので。

　そんなことを思いながら本文の改稿チェックをしていると、自分には何もできない、と思っていたイシュルが、カイの為に何かできたら、と思って成長していくところが、愛おしく映りました。

　何よりも嬉しいことは、二人が乗ったこの船を、私の知らない海に浮かべられること。

　私が個人で運営していた小説サイト時代に読んで下さってた方が、今回の書籍化にお祝いのメールを下さって、その時に「毎日、仕事で疲れて帰る時に、小説を拝見するのが楽しみでした」と書いて頂いていて、それがとても嬉しかったです。

　サイトで日々連載してると、薄いディスプレイ越しなのですが、読んで下さって感想を下さる方の気持ちがダイレクトに伝わる感じで、とても胸に響くのです。書く人によると思うのですが、私は結構その時に頂いた感想などもアイデアのひとつとして取り入れて書いていくタイプだったので。

　なので、たった一人で孤独に書いたものではなくて、逢あったこともないのだけれど、あのとき時空と想いを共有して下さった、たくさんの方に書かせてもらった作品だなあ、と思っています。

　そして今回、たくさんお世話をかけたルビー文庫の担当編集様、エブリスタの御担当様、読んで下さった方々、本当にありがとうございました。

　美しいイラストを描いて下さったテクノサマタ様、本当にありがとうございました。編集様が、改稿の励みに、と、ラフ画を送って下さったんですけど、きゃーきゃー本物のファンタジー漫画が始まりそうー！　カイかっこいい、イシュル可愛いー！　と、全くの一読者となって、喜んでしまいました。編集様が、そうでしょう、きっとイメージにあうこと、私にはわかってたんです、と頷うなずいてらしたのが忘れられません。

　それから、我が家の守り神、ＴＲＵＥに感謝を。彼は我が家の愛犬で、三年前の春に天寿を全うしたのですが、亡くなった後も、我が家の守護神とされてます。優しい美しい黄金色のラブラドール。

　書籍化のメールを頂いたのが今年の二月で、三代目愛犬君と家の近くのお城の庭を散歩していた時でした。そこは、最後にＴＲＵＥと桜を見た約束の庭で、メールが届いたのは私の誕生日でした。

　きっとＴＲＵＥが、三年たっても彼の不在を寂しがり続ける私に、ほらそろそろ元気出して歩こうよ、子供の時からの夢を叶かなえようよ、と、誕生日の贈り物を贈ってくれたんだ、と思いました。

　四百ページもの甘い本、読むのも大変ではないかと思うのですが、あの寒い冬の日の私のように、へこんでたり疲れてたり寂しがってたりする人を、少しでも元気にできる本になれたら幸いです。

　では、また何処かで御逢いできたら、嬉しいです。あと、ブログを開設しましたので、お時間ありましたら、遊びに来てやって下さい。https://ameblo.jp/aya3010です。





平成最後の十二月に　須王あや









電子特別版特典

書き下ろしショートストーリー「ファーストキス」













「これが最初のキス」

　額にくちづけられ、優しく唇にキスされて、カイに教えられたキスを返しながら、イシュルの薄い唇が、ちがうよ、と小さく応える。

「何がちがうの？」

　柔らかい話し方で尋ねるカイに、強情なイシュルはふるふる首を振る。

　二人の初めての夜はあんまりだったので、やりなおすのはイシュルのほうもやぶさかではないが、カイとの最初のキスにはちゃんと思い出があるから。

「カイと、最初のキスは、子供の頃のだよ。初めて逢ったときにカイがキスしたよ」

「ああ」

「母様以外に、イシュルにキスしたの、カイが初めてだったから、凄く吃驚したの覚えてる」

　普通の子供とは違うので、王族以外にイシュルに気安くキスできる者などいない。

「あー。……昔から、手の早い男でゴメン……」

　なんとも言えん、と表情に困っている美貌の海賊王子は、毎日イシュルに逢いに来てくれて、熱下がったか？　ちゃんと食えよ、とかまってくれたやんちゃな少年が成長した姿。

「どうして？　カイのキスをずっと覚えていたよ。誰からも遠くて、寂しい夜には、カイのキスを思い出すと、優しい気持ちで、眠れたよ。遠い遠い処にいるけど、イシュルにも自慢の友達がいるからって」

「……イシュル。嬉しいし、箱入りなのはべつに悪いことじゃないんだけど。とりあえず、イシュルの友達はオレだけじゃなくて、これからたくさん増えていくけど、いいか？　友達にはキスさせちゃダメだ」

　カイ以外の友達がたくさん増えていく？　そんなことあるのかな？　と半信半疑でカイの言葉を聞きつつ、イシュルは小首を傾けている。

「……？　友達のキス、ダメ？」

「ダメ。オレが妬くから」

「…………？」

　このあいだまでなら、何を勝手なことばかり！　とカイを怒鳴りつけたところだが、正式に恋人になったので、恋人というのはそういうものなのかな？　と戸惑っている。

　とはいえ、ドーリア枢機卿ほどの好き者は例外として、イシュルにキスしたがるのなんて、いまも昔もカイぐらいなのに……と、イシュル自身は思っている。

　ふわふわとした金茶の髪も、砂漠育ちとは思えぬ白い肌も、魅力的な琥珀色の瞳も、十七年間、後宮の奥深くで忘れられた存在だったイシュルにとって、人の心を惹きつける武器として自覚を得る機会はなかった。

　レンティアやリアンで人の目をその美貌で奪うことが多くなったいまでも、イシュル自身は、何だろう？　噂の海賊王子の想い人が珍しいのかな？　くらいにしか思っていない。

「カイが嫌がるなら、しないよ」

　うん、しない、とイシュルは応える。

　再会するなり、長年の心の支えだったカイに犯されて、あまりのことに旋毛を曲げまくっていたイシュルだが、本当ならカイの望みなら何でも叶えてあげたいくらいに、カイを愛していた。

「……なあ、なんでそんなにオレを甘やかすんだ？　本物のイシュルなのか？」

「……そんなに意地悪ばっかり言ってた？」

　カイを怒ってばかりいた記憶はイシュルにも確かにあるので、そう尋ねられて、しょんぼりする。

　アズールの戦場にカイが行ってから、ずっと思ってた。

　そこは戦場なのだから、カイが誰かを殺すように、誰かがカイを殺すのだと。

　この世界で最も神に近いと言われるリアン法王宮の大聖堂で跪いて、カイの無事を祈りながら、もしもカイがアズールで命を落としたら、カイが最後に覚えているのは、子供の頃、一緒に歌を歌った友達の小さな可愛らしいイシュルじゃなくて、カイの腕の中で怒ってばかりいた大人のイシュルなのだろうかと。

　そんなのは嫌だ。どうしてカイにもっと優しくしなかったんだろう？　と。

「まあ、意地悪っていうか……嫌がるイシュルを無理やり抱いたオレが悪いんだと思うけど……」

「……でも、ぜんぜん違った」

「何が？」

「さっき、ドーリア枢機卿に襲われたことと、カイにされてたことは」

　触れられるだけで鳥肌がたつとはあのことで、お稚児さんの真似事なんて到底無理だとしみじみ思った。

　傍から見てると、カイにかまわれるの、イシュルさんが死ぬほど嫌がってるようにも見えないんだよねぇ、とレオナルドに言われた意味を、イシュルはようやく心と身体の両方で実感した。

　それは好きな人と。

　心も身体もぜんぶ渡せる人だけと、することなのだと。

　国や親の為にすることじゃないんだと。

「……あのクソ爺ぃは、イシュルの何処かに触れたか？」

　柔らかかったカイの気配が、殺気と苛立ちを纏う。それはもちろん、イシュルに対して怒っているのではないのだが。

「……あ、ん……！」

　不意に、甘い香りがして、香油に塗れたカイの指がイシュルのなかに入ってきたので、違うから、と応えようとするのに、言葉にならない。

「や……い、や、……カイ、ちが……」

　イシュルの足は無意識にひらいて、カイの指を迎え入れる。

　さっきまであんなに怖かったのに。さっきまであんなに嫌だったのに。

　この指は、欲しくて仕方がない。この熱は、取り込みたくて仕方がない。

　ずうっと放っておかれた身体が、半身を恋しがって狂いそうだから。

　ほかの指や人は身体のうちにいれたくないのだけれど。

「ん……あ……、」

　イシュルの頰を涙が落ちていく。

　嫌なのか、嬉しいのか、欲しいのか、やめて欲しいのか、よくわからない。

　呼吸のうまくできない唇をカイの唇が塞ぐ。絡められた舌に一生懸命応えて、気持ちが伝わるようにと祈る。

「……誰がどんな真似をしようと、必ず、オレがイシュルを取り戻すけど、イシュルが他の奴に泣かされるのは嫌だ……」

「……ドーリア……様には……何も……触れられて……な……ああっ」

「無体はされなかったか？　イシュルを辱めたなら、ドーリア卿の身柄は、法王様から、オレに下げ渡して貰う。この手で八つ裂きにしてやる」

「本当に何も……。寝所で……卿を殺そうとして……衛兵を呼ばれたから……」

「オレの可愛いちびちゃんが？　あの怪物みたいな爺さんを一人で殺そうとしたのか？」

　カイがちょっと目を丸くして驚いている。

「助けを呼べる……自信がなくて……とりあえず、誘拐団の根源を……絶とうと……でも怖くて、一瞬迷って……仕留められなくて……あ、あ」

　身体のなかをカイの指で探られて、胸の飾りに歯を立てられると、それだけで何処かに行きそうになる。

「や……カイ……」

「ずっとイシュルから離れてたから、初夜のやり直しなのに、どうしても飢えてて、ガッついちまう。ちっとも優しくできない」

　抑えがきかない、と困るカイの顔が愛しい。

　イシュルに身体の欲を教えたのはカイだけれど、もうずっと、他の誰の欲も知らないままでいたい。カイの熱さ以外、覚えたくない。

「……カイ、……」

　触れられるのも隣で眠るのも命をかけるのも、カイだけがいい。

　優しくしようと、カイの指先や唇が身体を這うのすらもどかしい。

　優しくしてくれなくていい。

　レンティアの館で、月が宙から姿を消すことにさえ気ずかずに、波音だけを聞きながら、明け方までずっと可愛がられてたときのように、カイにめちゃくちゃにされたい。

「なあ、イシュル、危ないことするとき、何か考えがあるときは、今度から、ちゃんとオレに言えよ？」

「う、ん……」

　頷いて、ただ、欲しい、と見上げると、カイが少し眩しそうに笑った。

「どうされたい？　イシュルのしたいようにするよ？」

「……て……」

　淫らな望みのはずなのに、幼い子供のような声が、カイがここにいるって、ちゃんとそばにいるって教えて、とねだった。

　甘やかな望みを叶えてくれたカイを、身体のなかへと受け入れながら、リアンでは波の音が聞こえないから、海に帰りたい、とイシュル自身も、魂の底まで海に魅入られたレンティアの船乗りのようなことを想っていた。
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